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「四国における e-Knowledge を基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施」事業（以下，本事業とい

う。）は，平成 24 年度国立大学改革強化推進事業で採択された「四国５大学連携による知のプラットフォーム

形成」事業を構成する一つであります。特に，本事業は，「四国地区における５国立大学連携構想」の中の大

学教育を四国の e-Learning 基盤を活用して共同実施することにより，徳島大学，鳴門教育大学，香川大学，

愛媛大学，及び高知大学（以下，連携大学という。）における教育の質向上を図ることを目指しています。そ

の実現のために，基幹校である香川大学に大学連携 e-Learning 教育支援センター四国（以下，センター四国

という。）を，他の４大学にはセンター四国の分室をそれぞれ設置し，５年間にわたり大学教育の共同実施を

推進してまいりました。 

大学教育の共同実施には，各大学の異なる教育理念や教育資源，時間割や履修登録期間等の教育システムの

違い，そして地理的に遠く離れた大学間での授業運用，に対して柔軟に対応できることが求められます。本事

業では，e-Learning を効果的に活用することがその唯一の解決策であると考え，非同期型 e-Learning をベー

スにした「四国５大学型共同教育実施モデル」を整備しました。なお，そのモデルには，教育工学における最

新の知見に基づいて開発した非同期型 e-Learning向けの教育の質保証の仕組みも取り入れています。 

また，「四国５大学型共同教育実施モデル」の検証や改良を行うために５年間で計 61 科目の e-Learning コ

ンテンツを制作してまいりましたが，それら e-Learning コンテンツを制作する過程において，第三者著作物

（文章，イラスト，写真など）を利用するための著作権処理に多くの労力を費やさなければならない問題にも

直面しました。e-Learningを用いた授業が増えてきている今日において著作権処理は必要不可欠なタスクとな

っているにもかかわらず，多くの教育機関において著作権処理の実務を担当する人的リソースは不足している

のが現状ではないかと推測しております。本事業では，著作権処理実務者不足の解決を図るため，連携大学が

これまでに取り扱ってきた事例と経験を集約し，e-Learning コンテンツ開発のための著作権処理ハンドブック

を作成しました。 

このように，本事業では，主に  

・大学間で異なる教育システム等に柔軟に対応できる「大学教育の共同実施モデル」の構築 

・非同期型 e-Learning授業向けの教育の質保証の仕組みの構築 

・非専門家でもある程度の実務が行えるようになるための著作権処理ハンドブックの作成 

に取り組んでまいりました。これらは全国のどの大学でもなし得ていないものであり，四国の５国立大学が

一丸となって課題解決に取り組んできた貴重な成果と自負しております。これらの事業成果及び５年間におけ

るセンター四国の活動内容を本事業成果報告書にとりまとめましたので，ご高覧賜りますと幸甚に存じます。

また，本事業の成果を関係各所における非同期型 e-Learning による教育の共同実施に活用していただければ

望外の喜びです。 

最後になりましたが，本事業の遂行に際し，文部科学省をはじめ国民の皆様には多大なるご支援を賜りまし

たこと，心より御礼申し上げます。 

香川大学 理事・副学長（教育担当) 山下 明昭
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我が国の地方国立大学は，教育研究機関として，地域に根ざし，世界に発信することが求められてい

る。四国地区にある５国立大学（徳島大学，鳴門教育大学，香川大学，愛媛大学，高知大学（以下，こ

れら５大学を連携大学という。））は，四国そしてそれを構成する４県に立地する大学として，四国地方

の知的基盤を豊かにするとともに，地域社会に貢献できる人材を輩出することを重要な使命としている。 

本事業では，e-Knowledge コンソーシアム四国（eK4）で蓄積された e-Learning 基盤を強化した教育

の共同実施を行うための母体として，大学連携 e-Learning 教育支援センター四国 （以下，センター四

国という。）を設置する。センター四国では，大学間連携により，それぞれの人材や得意とする教育・研

究分野を共有・補完するコンテンツを開発することで，教育の質の向上を図る。科目選択の幅が広がる

ことによって，履修者の興味や学習ニーズにあった科目履修が可能となる。また，各大学の状況（時間

割など）に依存しない教育プログラムの開発により，学生にとっては，四国のどこに居ても，いつでも

何度でも受講できる共同実施の運用モデルを確立する。 

 

大学教育の共同実施を行う部局として，基幹校の香川大学にセンター四国を設置したとともに，他の

４大学にはセンター四国分室を設置した。センター四国及び分室は，主に以下の業務を行ってきた。 

 

(1) 大学教育・大学院教育の共同実施に向けた組織体制の整備に関すること。 

(2) 四国地区国立大学で相互補完した教養・専門教育コンテンツ群の開発に関すること。 

(3) 共同実施による教育プログラムの開発に関すること。 

(4) オープンコンテンツ開発に関すること。 

(5) 遠隔会議・遠隔講義システム等のシステム基盤強化に関すること。 

(6) 大学教育の共同実施のための運用モデルの確立に関すること。 

 
各事業年度における事業実施概要は次のとおりである。なお、第２章以降に記載したセンター四国及

び分室のスタッフや講師の所属名称は報告年度当時のものである。 

 

平成 25年度 

(1) 組織体制の整備と教育の共同実施の準備 

各連携大学で，策定した大学教育等共同実施の運用方法の実施に必要な規程を整備した。 

(2) センター四国及びセンター四国分室の設置 

香川大学にセンター四国を設置したとともに，他の４大学にセンター四国分室を設置した。 

(3) システム基盤の強化 

e-Learningによる授業の開講に向けてのシステムの最終準備を行った。 

(4) その他 

・次年度に使用する e-Learningコンテンツを準備した。 

・シンポジウムやスキルアップ研修会を実施した。 
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平成 26年度 

(1) 四国５大学型共同教育実施モデルの運用に必要な体制の整備 

共同実施モデルの運用に向けた基盤整備を行った。また，センター四国ワーキンググループを設

置し，モデル運用の諸課題解決に向け検討を行った。 

・運用体制を整備した。 

・開講科目，履修方法，成績評価方法等を決定した。 

・教員の取り扱い方法（非常勤講師の手続き簡素化）を決定した。 

・教育の質保証に関するガイドライン及びコンテンツ開発ガイドラインを設計した。 

・大学間連携による大学教育の共同実施事業に関する申合せを作成した。 

(2) システム基盤の運用 

導入されたシステムを利用して，コンテンツの開発等について連携大学間で打ち合わせした。 

(3) 教育の実施 

単位互換制度を利用して e-Learning講義を開講した。 

(4) その他 

・シンポジウムやスキルアップ研修会を実施した。 

・e-Learningの啓蒙や普及，並びに事業成果を公開した。 
 

平成 27年度 

(1) 四国５大学型共同教育実施モデルの試行 

四国５大学型共同教育実施モデルの試行を行い，明らかになった課題の解決方法を検討した。 

・センター四国ウェブページを活用した履修案内の共通化を図った。 

・自己点検評価項目及び実施要領を決定した。 

・成績評価に係る手続等を決定した。 

・コンテンツ視聴確認シート及び実施要領を作成した。 

・コンテンツの相互視聴確認を行った。 

・教育の質保証に関する授業改善アンケートの実施要領を作成した。 

・授業改善アンケートを実施した。 

(2) システム基盤の運用 

導入されたシステムを利用して，コンテンツの開発等について連携大学間で打ち合わせした。 

(3) 教育の実施 

平成 27年度後期に計７科目の e-Learning科目を共同開講した。 

(4) その他 

・コンテンツ提供計画を検討した。 

・学外からの成績入力方法を検討した。 

・シンポジウムやスキルアップ研修会を実施した。 

・e-Learningの啓蒙や普及，並びに事業成果を公開した。 
 

平成 28年度 

(1) 四国５大学型共同教育実施モデルの運用 

四国５大学型共同教育実施モデルの運用過程で明らかになった課題の解決を図った。 

・センター四国ウェブサイト上の履修案内ページを改訂した。 

・自己点検評価項目を改訂した。 

・成績評価に係る手続等を改定した。 

・コンテンツ視聴確認シートの改訂及び実施要領の改定を行った。 
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・非同期型 e-Learning授業で教育の質保証を可能にする要件の明確化と質保証制度を設立した。 

・授業改善アンケートを実施した。 

(2) システム基盤の運用 

導入されたシステムを利用して，コンテンツの開発，教育の質保証の仕組みについて大学間打ち合わ

せを行ったとともに，Moodle で構築された学習管理システム（LMS：Learning Management System）にお

けるユーザ認証方式の一元化についても検討した。 

(3) 教育の実施 

計 14科目の e-Learning科目を５大学で共同開講した。 

(4) その他 

・平成 29，30年度における e-Learning科目提供計画を検討した。 

・コンテンツ制作に係る著作権処理マニュアル案を作成した。 

・学外からの成績入力方法を検討した。 

・事業期間終了後における運営体制を検討した。 

・シンポジウムやスキルアップ研修会を実施した。 

・e-Learningの啓蒙や普及，並びに事業成果を公開した。 
 

平成 29年度 

(1) 四国５大学型共同教育実施モデルの運用 

・センター四国ウェブサイト上の履修案内ページを改訂した。 

・オンライン授業設計ガイドラインを改訂した。 

・授業改善アンケートを実施した。 

(2) システム基盤の運用 

・遠隔会議システムを用いて委員会を実施した。 

・LMSにおけるユーザ認証方式の一元化を検討した。 

・Moodleのセキュリティ対策を検討した。 

(3) 教育の実施 

・計 38科目の e-Learning 科目を５大学で共同開講した。 

(4) その他 

・計 61科目の e-Learning コンテンツを制作した。 

・著作権処理ハンドブックの草案を作成した。 

・平成 30年度以降における協定や運営体制を整備した。 

・シンポジウムやスキルアップ研修会を実施した。 

・e-Learningの啓蒙や普及，並びに事業成果を公開した。 
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共同教育実施モデル検討ワーキンググループ（以下，WGと略す。）では，教育実施体制の異なる大学間

で講義を共同実施した場合に起こりうる様々な問題を乗り越えて，講義の共同実施を円滑に行う方策を

策定することを目指している。平成 28 年度には，平成 27 年度から始まった共同実施に伴う様々な問題

点を整理し，各分室からの意見を収集し，問題の解決のための検討と取り組みを行った。本年度の主な

活動成果は下記のとおりであった。 

 

 

（１）運用上のトラブル調査 

平成 27年度の知プラ e科目履修登録から成績判定において，運用上どのようなことが起きたのか，情

報収集を行った（履修登録までの内容は，昨年度中に情報収集し，平成 27年度事業報告書「履修登録か

ら授業実施までの状況」として報告済み）。 

LMSやユーザ認証に関するトラブル等の対応が最も多かった。学生に対する支援等には，課題提出や参

考資料のダウンロードなど学修での操作に関する問い合わせや，Moodle にログインされていないことに

対して科目提供大学による学生の活動状況を配慮した支援があった。 

 
表 2.1.1.1 履修登録から成績判定期間における各大学の実施における課題まとめ 

 
 

 

 

（２）シラバスの改訂とシラバスチェックシートの作成 

平成 27年度の運用で，記入漏れなどにより事務的な確認手続きが発生したことを踏まえ，シラバス作

成の効率化を図るためにシラバスシートを見直し，修正した。各大学共通情報をすでに記入された状態

にし，担当教員による必須項目部分が目立つようにフォーマットを改善した。併せて，記入漏れなど防

ぐためのシラバスチェックシートを作成した。 
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図2.1.1.1 改訂版シラバス（１ページ目のみ掲載） 
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図2.1.1.2 シラバスチェックシート 

 

 

 

（３）ガイドラインに準拠したチェックシート 

平成 25年度に立ち上げたサンプル授業設計プロジェクトが作成したオンライン授業内容確認シートの

開発を，共同教育実施モデル検討 WGが引き継ぎ，質保証ガイドラインと連携したガイドライン準拠チェ

ックシートを開発し，完成度を高めることができた。実際に複数の e-Learning教材を本チェックシート

で分析し，利用可能な状態になった。チェックシートにはエビデンスを記録できるように，質問に回答

していくと分析結果が表示されるように簡単なマクロを活用したエクセルシートとした。 

本活動は，教育の質保証等検討 WGと共同で行うこことで，質保証ガイドラインの改善も同時進行で行

うことができるようになった。ガイドラインに準拠したチェックシートを用いることによって，ガイド

ラインの内容が，開発された e-Learningにどれだけ反映されているのかを確認することができるように

なる。 

  

確認日

科目名 科目提供大学

＃ 知プラ5大学シラバス項目
シラバス
項目番号

シラバスチェック項目

1 ― 全体 緑色部分以外がすべて記入されている

2 ― 全体 授業科目名に適した授業内容が書かれている

3 科目名／科目英文名／英文併記 7 日本語科目名と科目英文名が記入されている

4 3つ以上5つ以下のキーワードを記入されている

5 英文でのキーワードも記入されている

6
授業スケジュール／授業計画並びに授業及び
学習の方法

26 授業回の構成内容が分かるように記入されている

7
受講人数制限が「あり」・「なし」どちらかに丸をつけた
か

8
「ある」と答えた場合（受講人数制限がある場合）：
各大学の人数制限を記入しているか

9 対応する資格・教職等があるか ある なし

10
「ある」と答えた場合（対応する資格等がある場合）：
その旨記入しているか

11 オフィスアワー 38 自大学学生向けと連携大学学生向けが記載されている

12
連絡先／学生相談場所／学生開示用メールア
ドレス

39 学生が連絡できる、メールアドレスが記入されている

13 ―
21～23、
26〜40

教員から学生へ必ず伝えてほしい内容については
チェックボックスにチェックを入れている
（各大学のシラバスに必ず記載される）

シラバスチェック項目　合計 13

シラバス記入チェックシート

30

20授業のキーワード／英文でのキーワード

受講の条件／先行科目／受講人数制限

資格等 36

チェック
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図2.1.1.3 ガイドラインに準拠したチェックシートサンプル  
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平成 26年度 

ガイドラインの策定とコンテンツの共同制作の仕組みづくりについて，５大学連携によるコンテンツ

開発の基本モデルを検討した。 

表 2.1.2.1 コンテンツ開発検討 WGにおける課題 

課題項目 課題概要 補足説明 

ガイドライン

の策定  

コンテンツ開発に関する

ガイドラインを策定す

る。愛媛大学の「コンテ

ンツ制作ガイドライン」

を参考に検討する。  

1)ver.1.0 の完成時期について  

８月頃を目処に第一案を策定し，１〜３月頃（コンテン

ツの開発が始まる前）までに ver.1.0（コンテンツ開発に

必要な最低限の情報を記載）として完成を目指す。  

決定すべき項目から記載し，順次，見直しと追加・修正

を加えていく。  

コンテンツの

共同制作の仕

組み作り  

１大学で完結するコンテ

ンツやオムニバス形式の

コンテンツなど，５大学

で連携してコンテンツを

開発する仕組みを検討す

る。補助金終了後の運用

体制も視野に入れて検討

する。 

1)５大学のコンテンツ制作スキルをある一定レベルまで

上げる。 

各大学で一つのコンテンツを制作する（オムニバス形式

除く）。ノウハウ等の不安がある場合は，香川大学及び

愛媛大学サポートする形で協力する。  

2)補助金終了後，予算がなくてもコンテンツ制作できる

仕組み作りを検討する。 

 

 
1) 下記の日程で各課題の検討を行った。 

【4〜8月】ガイドライン（第一案）の策定期  

7月 企画委員会で中間報告 

各種利用許諾書等の素案作成 

8月 第一案の策定 

 

【9〜11月】コンテンツ制作に関する準備期 

 9月 スキルアップ研修会 

企画委員会で中間報告 

10 月 制作担当者間の事前打合せ 

 

【12〜1月】科目担当者との調整期 

12 月 シラバス作成，講義企画書の作成，担当者と打合せ 

 

【2〜7月】コンテンツ制作及びアップロードの実働期（予定） 

2月 講義資料の作成，著作権処理 

3月 撮影及び編集，確認及び修正，確認テストや課題等の作成（7月頃までに完了） 

7月 コース開設，アップロード，最終確認 
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2) 検討の概要  

・ コンテンツ開発ガイドラインの策定 

図 2.1.2.1のとおり，コンテンツ開発に関するガイドラインを策定した。 

 

・ 著作権処理についての検討 

知プラ e提供科目に関するコンテンツの著作権処理について，下記のとおり検討を行い，図 2.1.2.2

の譲渡証書の雛形を策定した。 

① 制作コンテンツの著作権は責任大学の帰属（移転を含む）とする。 

② 譲渡証書の雛形をベースに各大学でカスタマイズして運用する。 

 

・ 視聴環境や動画コンテンツの形式 

・ 各大学の学生がコンテンツ視聴できるように，映像コンテンツのファイル形式や視聴を担保

する PCスペックについて図 2.1.2.3の運用細則に取り決めた。 

 

3) 成果物 

① 図 2.1.2.1：コンテンツ開発ガイドライン 

② 図 2.1.2.2：譲渡証書（雛型） 

③ 図 2.1.2.3：コンテンツ開発ガイドライン「運用細則」 

 
4) 今後の課題 

また，補助金終了後の運用体制も含め，コンテンツの共同制作の仕組みづくりについて，引き続き

検討する。 
 

 
 



11 

  
図 2.1.2.1 コンテンツ開発ガイドライン 

 
 

 

 

図 2.1.2.2 譲渡証書（雛型） 
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図 2.1.2.3 コンテンツ開発ガイドライン「運用細則」 

 

 

平成 27年度 

 
コンテンツ運用細則の見直し，コンテンツ視聴確認のためのシート作成，コンテンツ視聴確認による

問題点の洗い出しと解決を図った。以下，それぞれについて詳述する。 

 

(1) コンテンツ運用細則 

平成 26 年度に作成した知プラ e 科目の e-Learning コンテンツの動画スペックを整理した運用細則に

ついて，各大学が担保すべき最低スペックの見直しと一部の文言修正を検討した。最低スペックについ

ては，検討の結果，平成 26 年度と同じスペックとすることとなった。一方，動画コンテンツの形式と書

き出しに関する箇所については，「動画コンテンツは各大学の PC ルーム等での視聴ができる形式とする

が，動画コンテンツ作成の際には下表の設定での書き出しを行うこととする。」を「動画コンテンツは各

大学の PCルーム等での視聴ができる形式とする。動画コンテンツ作成の際には下表の設定での書き出し

を行うことを推奨する。」のとおりに修正した。これは，香川大学で e-Learning システムの負荷テスト

を実施した結果，2,000人を超えるクラスが発生するとサーバ・ネットワークの負荷上限を超える恐れの

あることが判明したことから，動画コンテンツの書き出し設定については，受講上の問題がない程度に

ビットレートを下げても良いようにするためである。 
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・  
 

 
 

図 2.1.2.4 コンテンツ開発等検討 WG運用細則 

 

 
(2) コンテンツ視聴確認シート 

コンテンツ開発ガイドラインの定めに基づいて，知プラ e 科目の受講学生がコンテンツを視聴できる

か事前に各分室で確認するため，以下のとおりコンテンツ視聴確認の手引き及びコンテンツ視聴確認シ

ートを作成した。 
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図 2.1.2.5 コンテンツ視聴確認シート 

 
 

 

図 2.1.2.6 コンテンツ視聴確認の手引き 
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(3) コンテンツ視聴確認結果 

徳島大学，香川大学，高知大学から提供されている平成 27年度後期開講の知プラ e科目について，コ

ンテンツの視聴可否を５大学で相互に確認した。相互視聴確認の過程で明らかとなった問題点及びその

解決法，並びに視聴確認の最終結果についてまとめた。 

【徳島大学】 

・ 香川大学，高知大学において，メディアサイトで作成した動画コンテンツ（徳島大学ストリーミ

ングサーバ上にアップロードされているもの）が視聴できないトラブルが発生した。徳島大学ス

トリーミングサーバに接続するためのポートを開放する対策を施した結果，解決した。 

・ 香川大学教育用 PCの Internet Explorer（IE）で徳島大学のコンテンツ視聴ができないトラブ

ルが発生した。Microsoft Silverlightのバージョンや IEの設定に起因していることが判明し

たため，香川大学教育用 PCにインストールされている Silverlightのバージョンアップ及び IE

の設定を変更してもらうことで解決した。 

・ 高知大学で，「モラエスの徳島」の第 3回講義のみ視聴できないトラブルが発生した。コンテン

ツの容量を小さくし，再アップロードした結果，解決した。 

・ 愛媛大学演習室 PCの Internet Explorer（IE）で徳島大学のコンテンツ視聴ができないトラブ

ルが発生した。演習用 PCは設定変更が困難なため，Chromeでの視聴を推薦することとした。そ

の旨徳島大学の LMS内に掲示した。 

・ 愛媛大学演習用 PC（IE及び Chrome）で「モラエスの徳島」の参考リンクの Flashが組み込まれ

たサイトが視られないトラブルがあった。PCのセキュリティ設定が原因と考えられるため，

Flash部分（写真等）については，現状のままとした。  

【鳴門教育大学】 

・ 平成 27年度開講科目について，徳島大学３科目（知の探訪，日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

- 四国の収容所を中心に-，モラエスの徳島 –グローバリズムと異邦人-），香川大学３科目（情

報のいろは，地域コンテンツと知財管理，香川を学ぶ），高知大学１科目（サイエンスリテラシ

ーの化学）について視聴確認を行った。本事業コンテンツ開発ガイドラインに則り，PCルーム

にて視聴確認を行った結果，上記７科目について授業動画の再生に成功した。また，パワーポイ

ントなどの資料のダウンロードも行うことができた。 

【香川大学】 

・ 徳島大学提供の動画コンテンツ（徳島大学ストリーミングサーバ上にアップロードされているも

の）が香川大学から視聴できないことが明らかとなった。徳島大学側のファイアーウォール設定

において，徳島大学ストリーミングサーバに接続するためのポートを学外向けに開放してもらう

ことで解決した。 

・ 徳島大学提供 Mediasite形式の動画コンテンツが香川大学教育用 PCの Internet Explorer（IE）

で視聴できないことが明らかとなった。Microsoft Silverlightのバージョンや IEの設定に起

因していることが判明したため，香川大学教育用 PCにインストールされている Silverlightの

バージョンアップ及び IEの設定を変更することで解決した。 

・ 香川大学提供の動画コンテンツ（香川大学ストリーミングサーバ上にアップロードされているも

の）が高知大学から視聴できないことが明らかとなった。高知大学側のファイアーウォール設定

において，香川大学ストリーミングサーバに接続するためのポートを開放してもらうことで解決

した。 

・ 香川大学提供の動画コンテンツ（香川大学ストリーミングサーバ上にアップロードされているも

の）が香川大学内の一部の部局（ネットワーク）から視聴できない問題が発覚した。当該部局の

ファイアーウォール設定において，香川大学ストリーミングサーバに接続するためのポートを開

放することで解決した。 
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【愛媛大学】 

・ 徳島大学提供の動画コンテンツ（徳島大学ストリーミングサーバ上にアップロードされているも

の）が愛媛大学 IEで視聴できないことが明らかとなった。インストールされている Microsoft 

Silverlightが最新のバージョンであれば視聴可能であった。また，Microsoft Silverlight の

プラグインが無い場合は，HTML5での配信があり，どの形式でも視聴可能な状態であった。本学

の演習室の PCは，Microsoft Silverlight が最新のバージョンでないため，バージョンアップ

をしなければ視聴することができないことが判明した。演習室の PCの Microsoft Silverlight

のバージョンを変更するには，部会の審議等の手続きが必要なうえ，半年に１回の更新となって

いるため，現状視聴可能な Chromeで視聴するよう学生に通知することで解決を図った。 

・ 高知大学提供の一部の動画コンテンツ（TBL紹介）が愛媛大学 IEから視聴できないことが明ら

かとなった。ブラウザを Chromeに変更することで解決を図った。  

【高知大学】 

・ 徳島大学提供の「モラエスの徳島」の第３回目講義映像のみ視聴できなかった。徳島大学側に動

画コンテンツを再アップロードしてもらうことで解決した。 

・ 香川大学提供の動画コンテンツが高知大学から視聴できなかった。香川大学から指定された IP

アドレスに対するファイアーウォールの設定を行ったが解決しなかったため通信内容を確認し

たところ，指定された IPアドレスが間違っていることがわかった。実際に通信しようとしてい

る IPアドレスに対してポートを解放することで問題が解決した。 

コンテンツ視聴確認の最終結果を下表のとおり簡単にまとめた。 

 
表 2.1.2.2 平成 27年度第２学期（後期）知プラ e科目のコンテンツ視聴確認結果 

科目 

提供 

大学 

授業科目名 
コンテンツ視聴確認大学 

徳島大学 鳴門教育大学 香川大学 愛媛大学 高知大学 

徳島 

大学 

知の探訪 
 

 
問題無し 問題無し 

Mediasiteコンテンツを IEでは視聴不

可。本学の LMSに「現在のブラウザで

視聴不可の場合は，Chrome 等他 のブ

ラウザで視聴を試してください」のよ

うな一文を掲載する。  

問題無し 

日本におけるド

イツ兵捕虜 

1914-1920 -四国

の収容所を中心

に- 

 

 
問題無し 問題無し 

Mediasiteコンテンツを IEでは視聴不

可。本学の LMSに「現在のブラウザで

視聴不可の場合は，Chrome 等他 のブ

ラウザで視聴を試してください」のよ

うな一文を掲載する。  

問題無し 

モラエスの徳島 

-グローバリズム

と異邦人- 
 

問題無し 問題無し 

Mediasiteコンテンツを IEでは視聴不

可。本学の LMSに「現在のブラウザで

視聴不可の場合は，Chrome 等他 のブ

ラウザで視聴を試してください」のよ

うな一文を掲載する。  

問題無し 

香川 

大学 

情報のいろは  問題無し 問題無し  問題無し 問題無し 

地域コンテンツ

と知財管理  
問題無し 問題無し 

 

 
問題無し 問題無し 

香川を学ぶ 問題無し 問題無し  問題無し 問題無し 

高知 

大学 

サイエンスリテ

ラシーの化学 
問題無し 問題無し 問題無し 問題無し  
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平成 28年度 

コンテンツ開発等検討 WG 運用細則の見直し，コンテンツ視聴確認シートの改訂，コンテン視聴確

認による問題点の洗い出しと解決を図った。以下，それぞれについて詳述する。 

 

(1)運用細則 

「コンテンツ開発等検討 WG 運用細則」を「コンテンツ開発ガイドライン運用細則」へ名称変更した。 

 

 
 

図 2.1.2.7 コンテンツ開発ガイドライン運用細則 

 

 
(2)コースコンテンツ確認シート 

平成 27年度のコンテンツ視聴確認に基づいて，シートの改訂版を作成するとともに，シート名称を

「コンテンツ視聴確認シート」から「コースコンテンツ確認シート」へと改称した。 

 
(3)コンテンツ視聴確認結果 

【徳島大学】 

・ 「現代科学と研究倫理」，「知の探訪」の四つのコンテンツが作成中のまま各大学による視

聴確認が始まったが，９月 30日にはアップロードが完了し，徳島大学を除く４大学で視聴確

認ができた。 

・ 愛媛大学で，「現代科学と研究倫理」の一部コンテンツでウェブブラウザの違いによる，映

像表示時間の差異が報告（IEが 90秒，Chromeが３秒）されたが，注意文を記載することで

解決とした。また「学修ガイド（はじめに読んでください）」上部の画像（guide.jpg）が表

示されなかったが，徳島大学では不具合確認できなかったため現状のままとしている。 
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・ 香川大学，愛媛大学，鳴門教育大学で「知の探訪」，「モラエスの徳島グローバリズムと異

邦人」，「日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920」の一部コンテンツに音声不良（ノイズや

低音量）や動画の不具合（読込みエラーや動画の静止等）による視聴できないとの報告があ

ったが，注意文とお詫び文を記載し解決とした。 

・ 高知大学で，「学修ガイド」内「どこにいようと，そこがドイツだ」の全文 PDFファイルは，

ダウンロード時に徳島大学内認証ログイン画面となり，他大学生はログイン不可となる事例

が報告された。コース内の最終コンテンツ「shiryou」内の URL リンクを付け直すことで解

決とした。 

 

【鳴門教育大学】 

・ 鳴門教育大学の Moodle学生情報が５大学連携の基盤となっている Shibboleth 認証システム

に認証されていない。後期開始までに認証されない場合は，連携大学の受講生のアカウント

を鳴門教育大学に 作成してもらうことで解決を図るよう要請。後期授業の視聴確認のための

手段として，本学 Moodle より各分室の視聴確認担当者に対し，ローカル IDと PASSが発行さ

れコンテンツ視聴確認ができた。また，学生の受講生についても，ローカル IDと PASSが発

行され，正常に授業を履修することができた。 

・ 高知大学で「【教員の思い】教員として大切なこと」の内容について動画と資料にリンク漏

れがあることが指摘された。また，ディスカッションや課題の説明部分の標記についても記

入漏れがあることが指摘された。各々の箇所へのリンク設定ならびに説明の追記修正が行わ

れ解決した。「外部リンク（伊島中学校 伊島ササユリ情報）」と「外部リンク（徳島県立新

野高等学校 ササユリ情報）」は同リンク先への飛び方に差異があったがリンク修正により解

決した。 

・ 愛媛大学では学内演習室 PCがセキュリティーのためコンテンツ開発等検討 WG運用細則にあ

る Flash 形式の動画が表示されないようになっており，そのためすべての動画視聴ができな

かった。（総合情報メディアセンター内の職員 PCは視聴可能）。鳴門教育大学に動画出力フ

ォーマットの変更を依頼し，すべての動画コンテンツを WMV形式に変更してもらうことで動

画再生が可能となった。 

 

【香川大学】 

・ 高知大学で「香川を学ぶ」，「情報のいろは」のすべての動画が視聴確認できない報告があ

った（動画タイトル画面は確認可能）。他大学からは正常に視聴できている等の状況から，

高知大学側のネットワーク設定を変更することで解決した。 

 

【愛媛大学】 

・ 鳴門教育大学で「タンパク質で生命を斬る」，「ユーラシア大陸における人と金属生産の関

わり」すべてのコンテンツで映像・音声が同時に複数回，連続して途切れ，そのまま止まっ

てしまうため，視聴確認できないとの報告があった。 

 

【高知大学】 

・ 鳴門教育大学で「サイエンスリテラシーの化学」，「TBL紹介」において映像・音声が同時に

複数回，連続して途切れ，そのまま止まってしまうため，視聴確認できないとの報告があっ

た。  

 

平成28年度末をもってコンテンツ開発検討WGは解散し，平成 29年度におけるコンテンツ視聴確認は，

企画委員会マターとなった。  
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1．教育の質保証等検討 WG の検討課題 

 教育の質保証等検討 WG では，５大学連携事業における e-Learning による授業の共同開講事業におい

て，履修学生に対し対面授業と比して差異の無い教育効果を保証することを目的し，そのための環境整

備に関連する事項に取り組んだ。具体的には，教育の質保証等検討 WG では，WG が設置された平成 26 年

度から平成 28年度にかけて，授業の設計や授業の運用のモデルの検討・開発，継続的な改善のプロセス

の確立を目指し，各種ガイドラインの作成，アンケートの作成，提案した手法の試行による実証等を行

った。 

 

1-1 e-Learningによる授業科目の通常授業としての確認 

複数の大学が共同しオンライン科目を開講する場合，前提として，当該科目が単位を付するに充

分であることが認められなければならない。多様なメディアを高度に活用した授業（オンライン科

目）が，各大学の授業として位置づけられることの確認を，科目提供の前に行う必要がある。具体

的には，各大学において，オンライン科目が通常科目として設定可能かどうかの確認をおこない，

必要に応じて，学内制度の整備を行う。教育の質保証等検討 WGでは，オンライン科目の開講が可能

となるよう調整を進めることとした。 

 

1-2 オンライン科目開講のおける質保証のためのガイドライン開発 

本事業は５大学間での共同授業実施であるが，形態としては各大学が授業を開発し，相互に提供

するものである。オンライン科目を通常授業の中に位置づける場合，提供するオンライン科目の質

が担保される必要がある。それぞれオンライン科目の開発に当たる場合，連携大学間で質を担保す

る必要がある。そのため，授業の設計，実施にあたって大学間で基準を統一するため指針が必要と

なる。教育の質保証等検討 WGでは，指針の作成を行うこととした。ガイドラインという形で，指針

を作成することとした。 

ガイドラインについて，授業設計のためのガイドラインと授業運用のための２種類のガイドライン

を作成することとした。 

また，単にガイドラインは作成するだけではなく，実質化のための具体的な方法も併せて検討する

必要がある。具体的には，実施に関する補助的な資料の作成を必要に応じて行うこととした。 

 

1-3 オンライン科目の改善方法の開発 

５大学連携事業において事業の継続は，科目の開発と，開発した科目の改善をもって進めること

で実現される。オンライン科目の継続的な改善体制を整える必要がある。そのために，オンライン

科目の評価方法の開発を目指すことした。具体的には，対面授業にける授業評価アンケートに相当

するオンライン科目の実施アンケートの開発と運用体制の検討を進めることとした。 

 

1-4 教育の質向上のための検討 

e-Learning を取り巻く環境は，常に変化している。知プラｅ事業も，こうした変化を無視するわ

けにはいかない。知プラｅ事業が提供する教育サービスにおいても，質を保つためには，変化に対

応する必要がある。現在，知プラｅではオンライン学修の形態を標準として採用しているが，

e-Learning の活用形態は多様化しており，必要に応じ新たな形態についても検討する必要がある。

ブレンド型の e-Learningの活用方法について検討を行うこととした。 

 

1-5 共同実施科目の大学間の個別適合に関する検討 

５大学の連携事業として開発したオンライン科目は，各大学の授業として位置づけられるが，各
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大学は独自にディプロマ・ポリシーを定めている。大学教育では，学習指導要領のような全国的な

統一基準が定められているわけではない。厳密には，提供される科目が各大学の科目として設定さ

れる場合，ディプロマ・ポリシーとの整合性が求められる。近年，このポリシー等の厳密な運用が

求められる。そのため，授業を共同開講するためには個々の授業の目標と，各大学のポリシーとの

整合を必要があり，オンライン科目においてどのように調整するべきなのか検討を行うこととした。 

 

1-6 その他の事項の検討 

本事業を進める上で，個別の事項で，教育の質を保証するという観点から検討する必要のある事

項については本 WGで検討することとした。 

実際に授業を開講し，実施する上で，実務上の検討事項が出てくることが想定される。例えば，授

業担当教員の指定した教科書や参考図書の各大学での整備といった，個別の対応事例が今後生じる

ものと想定される。このような案件に対応していくこととした。 

 

 

 

2．教育の質保証等検討 WG の活動のまとめ 

2-1 e-Learning授業の位置付け 

 平成 26年度において，教育の質保証等検討ＷＧからの検討事項として，大学設置基準，および各

大学の学則等において多様なメディアを高度に活用した授業（e-Learning 授業）を開設することが

認められていることを確認した。その上で，５大学連携授業の提供する e-Learning授業が，学則等

で定められている多様なメディアを高度に活用した授業であることを，改めて認めることとした。 

 

2-2 オンライン授業のためのガイドラインの開発 

教育の質保証等検討 WGでは，オンライン科目の授業設計と運用に関する二種類のガイドラインを

作成することとした。「知のプラットフォーム形成事業 オンライン授業設計ガイドライン」と『四

国５大学連携による知のプラットフォーム形成事業「四国における e-Knowledge を基盤とした大学

間連携による大学教育の共同実施」 オンライン授業運用ガイドライン』のガイドラインを作成し，

引き続き改訂作業を行った。 

平成 26年は「知のプラットフォーム形成事業 オンライン授業設計ガイドライン」および『四国５

大学連携による知のプラットフォーム形成事業「四国における e-Knowledge を基盤とした大学間連

携による大学教育の共同実施」 オンライン授業運用ガイドライン』を作成した。平成 26年度の後

半では授業設計ガイドラインに基づいたオンライン科目の設計，開発を行った。平成 27年度は，前

年度に行ったガイドラインに基づいたオンライン科目の開発から得られたフィードバックに基づい

て「知のプラットフォーム形成事業 オンライン授業設計ガイドライン」の改訂を行った。平成 28

年度も引き続き「知のプラットフォーム形成事業 オンライン授業設計ガイドライン」の改訂を行

った。 

また，質保証を実現するために，ガイドラインに基づいたオンライン科目の開発を実質化する必要

があることから，自己評価の体制を整備することとした。自己評価体制とは，自己評価シートの開

発と，シートに基づく評価の実施，評価結果の公開である。自己評価シートとして「オンライン授

業設計ガイドライン準拠確認シート」を作成した。また，この自己評価シートに基づく自己評価の

指向を行った。 

 

2-3 オンライン科目の改善方法の開発 

 ５大学連携事業のオンライン科目の提供において，継続的な科目提供として，改善のためのサイ

クルを実現することが必要である。そこで，開発と改善の循環を実現するため，授業評価アンケー

トを行うこととした。対面授業においても，授業改善の一環としてアンケートがおこなわれている。

オンライン科目においても，授業実施にともない受講生からの授業改善のためのフィードバック情

報としてアンケートが有効と考えられる。 
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平成 26年度は，授業評価アンケートを試作した。試作したアンケートをオンライン授業の終了時に

実施した。オンライン科目のフィードバックを得ることができた。 

平成 26年度以降，この授業評価アンケートは，平成 27年度，平成 28年度と，継続して実施してい

る。継続的に，オンライン科目の実施から，フィードバック情報を蓄積している。得られたアンケ

ートは，各大学において授業改善のために共有している。 

 

2-4 教育の質向上のための検討 

 オンライン科目の新しい活用方法についての調査をおこない，教育効果の向上について検証を進

めた。具体的には，MOOCの活用実態等についての調査を行った。e-Learning の活用形態は，大きく

変化することが予測される。また，ブレンド型授業についても調査を行った。平成 26年度以降，MOOC

やブレンド型授業の効果の検証を行った。 

 

2-5 共同実施科目の実施大学の指針への適合に関する検討 

高等教育機関において，授業の編成は，大学の定めるポリシーに沿って配置されることが，質保

証の観点から求められる。そこで，知プラｅ事業においても，提供するオンライン科目と各大学と

のディプロマ・ポリシー等との関係をどのようにするかを検討することとした。シラバス等の記載

方法の検討と合わせて，本課題については，引き続き議論を行うこととなった。 

 

2-6 その他の検討 

 ５大学連携事業で e-Learning授業を実施に向けて，運用上５大学間で必要となる事項についての

検討を行った。例えば，授業で参考資料として挙げられている文献について，各大学でそれぞれ整

備することの合意が得られた。 

 

 

3．成果物 

3-1 オンライン授業設計ガイドライン（改訂版） 

3-2 授業運用ガイドライン 

3-3 オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シート 

3-4 授業評価アンケート 

3-5 メディア授業の申し合わせ（参考）（愛媛大学，徳島大学） 

 

 

4．今後の課題 

教育の質保証等検討 WGでは，５大学の共同開講授業として提供されるオンライン科目において，対面

授業と比して，揶揄されないためにどのようにしたらよいか様々な検討を行った。検討したことの幾つ

かは，ガイドブックやアンケートとして結実したものがある。国内の高等教育機関において，e-Learning

によるオンライン科目の実施事例は増えているが，知プラｅ事業の質保証実現の取組は，他の事例と比

べて先進的であると考える。 

しかし，教育の質保証の実現は，継続的な活動が必要であり，我々の取組も道半ばであると言える。

一定の成果と，今後の課題がともに明らかになった３年間だったと言える。本 WGが示した課題は，今後

事業全体において継続的に取り組むことになるものと考える。 
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平成 26年度 

1-1 平成 26年度の検討課題 

非常勤講師の手続きの簡素化に関する WG では，非常勤講師発令等の事務手続きの仕組みを整備し，

提出書類や事務手続きについて簡素化案を検討する。 

 

1-2 検討スケジュール 

下記の日程で検討を行った。 

 6月：検討項目の整理を行い，各項目についての簡素化（案）の検討 

 7月：遠隔会議により意見交換 

 10月：提出書類の簡素化，資格審査の省略，委嘱関係書類について検討（メール会議） 

 11月：企画委員会に報告 

 

1-3 検討の概要 

◆資格審査に関する提出書類の簡素化 

各非常勤講師から個別に提出頂いている履歴書や研究業績一覧等の書類の簡素化を検討 

◆資格審査の簡素化 

受入大学での資格審査の簡素化を検討 

◆委嘱手続きの簡素化 

学部単位で取り交わしている委嘱依頼と承認に関する書類の簡素化を検討 

 

1-4 成果物 

◆資格審査に関する提出書類の簡素化 

各非常勤講師（常勤教員）から個別に提出頂いている履歴書や研究業績一覧等の書類は省略し，任

用大学が作成する「知プラ eに係る開講科目及び担当教員一覧」により資格審査を行う。 

◆資格審査の簡素化 

授業担当教員が提供大学の常勤教員の場合は，資格審査を省略 

◆委嘱手続きの簡素化 

委嘱依頼と承認に関する書類は，学部間での取り交わしを止め，大学間の一括記載とした。 

 

図 2.1.4.1：「知プラ eに係る開講科目及び担当教員一覧」 

図 2.1.4.2：委嘱依頼状（一括記載） 

図 2.1.4.3：委嘱承諾書（一括記載） 

 

1-5 今後の課題 

授業担当教員が学外講師（提供大学の常勤教員以外）だった場合の事務手続きの簡素化の検討 
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図 2.1.4.1 知プラ eに係る開講科目及び担当教員一覧 
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＜様式＞  
○○○○発  ○○○号  

平成○○年○○月○○日  

 

 

国立大学法人○○大学長  殿 

 

国立大学法人○○大学長 

○ ○  ○ ○【公印省略】 

 

非常勤講師の委嘱について（依頼） 

 

このことについて，貴管下下記教員を下記のとおり，本学非常勤講師に委嘱したいので，

ご承諾くださいますようお願いいたします。 

 

記 
 

所属・職名 氏 名 担当科目 委 嘱 期 間 

○○大学 

○○センター 

教授 

○○ ○○ 
（全学共通科目） 

○○○○○○ 

自 平成 年 月 日 

至 平成 年 月  日 

○○大学 

○○学部 

准教授 

○○ ○○ 
（○○学部開設科目） 

○○○○○ 

自 平成 年 月 日 

至 平成 年 月  日 

○○大学 

○○学部 

講師 

○○ ○○ 
（全学共通科目） 

○○○○○○○ 

自 平成 年 月 日 

至 平成 年 月  日 

  

※本件は，四国地区五大学連携事業（四国における e-Knowledge を基盤とした大学間

連携による大学教育の共同実施）に基づき，貴学より配信される e-Learning 授業を本

学で開講するための非常勤講師の委嘱依頼です。（詳細は別紙のとおり） 

 

図 2.1.4.2 委嘱依頼状（一括記載） 
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 ＜様式＞  
○○○○○  ○○○号  

平成○○年○○月○○日  

 

国立大学法人○○大学長  殿 

 

 

国立大学法人○○大学長 

○ ○  ○ ○【公印省略】 

 

 

非常勤講師の委嘱について（回答） 
 

 平成○○年○○月○○日付け○○○○発○○○号で依頼のありました標記のことについて，

本学下記教員に貴学非常勤講師を委嘱されることは差し支えありません。 

 

記 

 

所属・職名 氏 名 担当科目 委 嘱 期 間 

○○大学 

○○センター 

教授 

○○ ○○ 
（全学共通科目） 

○○○○○○ 
自 平成 年 月 日 

至 平成 年 月  日 

○○大学 

○○学部 

准教授 

○○ ○○ 
（○○学部開設科目） 

○○○○○ 
自 平成 年 月 日 

至 平成 年 月  日 

○○大学 

○○学部 

講師 

○○ ○○ 
（全学共通科目） 

○○○○○○○ 
自 平成 年 月 日 

至 平成 年 月  日 

 

※本件は，四国地区五大学連携事業（四国における e-Knowledge を基盤とした大学間

連携による大学教育の共同実施）に基づき，e-Learning授業の開講に係る非常勤講師の

委嘱依頼への回答です。 

 

図 2.1.4.3 委嘱承諾書（一括記載） 
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非常勤講師の手続きの簡素化に関するWG報告

全学共通

B学部

本部

α教員

β教員

全学共通科目
担当

専門科目
担当

センター
四国

センター
分室

凡例

所属学部

所属学部

人事係

本部人事係

枠内は香川大学

内はやりとりされる書類

○○
省略

簡素化の内容

○○送付

事務処理の内容

矢印は書類の流れ

この資料は他大学の教員を非常勤として採用する場合の書類の流れと事務処理について、香川大学を例として作成したものです。
※大学によって学内の事務処理が異なりますので、各大学の実情に合わせて内容を読み替えてください。

○○決定

業務のタスク内容

◆成果項目◆
◇大学間でやりとりされる書類を「知プラeに係る開講科目及び担当教員一覧」、「委嘱依頼状（一括記載）」、「委嘱承諾書（一括記載）」
のみとしました。
※「知プラeに係る開講科目及び担当教員一覧」は、センター四国（香川大学）が取りまとめ、分室にExcel形式のファイルで配布します。
◇授業担当教員（常勤）に係る「履歴書」、「研究業績一覧」等の送付を省略します。
◇授業担当教員（常勤）に係る資格審査を省略します。

主査校：香川大学

 

 

現行

授業担当教員（常勤）の採用手続きについて（１）

全学共通

B学部

本部

α教員

β教員

簡素化

全学共通

B学部

α教員

β教員

資格審査

資格審査

全学共通科目
担当

専門科目
担当

全学共通

B学部

本部

α教員

β教員

全学共通科目
担当

専門科目
担当

センター
四国

センター
分室

全学共通

B学部

本部

α教員

β教員

資格審査
省略

書類送付
省略

５大学分を
取りまとめ

本部人事係

講師名簿
（５大学分）の
コピーを送付

採用決定

採用決定

採用決定

採用決定

センター
四国

１

２

１

センター
分室

２

講師名簿送付

履歴書、研究業績
一覧等送付

履歴書、研究業績
一覧等送付
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授業担当教員（常勤）の採用手続きについて（２）

全学共通

B学部

α教員

β教員

全学共通

B学部

α教員

β教員

業務委託契約省略
※無報酬の場合

全学共通

B学部

α教員

β教員

本部人事係

上申

上申

３

４

３

現行 簡素化

業務委託契約書送付

業務委託契約書送付

押印後返送

押印後返送

 
 

授業担当教員（常勤）の採用手続きについて（３）

全学共通

B学部

α教員

β教員

本部人事係

全学共通

B学部

α教員

β教員

本部人事係

上申
業務委託契約書送付

上申
業務委託契約書送付

５

６

現行 簡素化

決裁後、押印し返送
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授業担当教員（常勤）の採用手続きについて（４）

全学共通

B学部

α教員

β教員

７

現行 簡素化

１通は保管

業務委託契約書送付

１通は保管

業務委託契約書送付

 
 

授業担当教員（常勤）の委嘱手続きについて

全学共通

本部

α教員

β教員

所属学部

B学部

全学共通

本部

α教員

β教員

所属学部

所属学部

委嘱状送付

B学部

本部人事係

本部人事係

全学共通

本部

α教員

β教員

所属学部

所属学部

承諾書送付

B学部

全学共通

本部

α教員

β教員

所属学部

所属学部
B学部

本部人事係

本部人事係

人事係

人事係

一括記載

所属学部

承諾書送付

１

２

１

２
一括記載

現行 簡素化

講師名簿添付

講師名簿により
詳細確認

委嘱状送付

講師名簿により
委嘱状作成

承諾書送付

 
 

図 2.1.4.4 参考資料 
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平成 27年度 

 

1-1 平成 27年度の検討課題 

成績評価のスケジュールを整理し，成績評価表の取りまとめ方法等について検討する。 

 

1-2 検討スケジュール 

下記の日程で検討を行った。 

6月：成績評価のスケジュールを整理し，成績評価表の取りまとめ方法についてメール審議 

7月：メール審議の結果を企画委員会に報告 

  成績評価の依頼から成績評価表提出までの手順を企画委員会で審議 

  郵送料の負担方法については継続審議となったため，メール審議  

 

1-3 検討の概要 

◆成績評価表の取りまとめ 

 分室単位で取りまとめるか，担当教員が直接送付するかは各分室の判断に任せることとなった。 

◆成績評価に係る手順の整理 

 各非常勤講師への成績評価依頼から成績評価表の提出までの手順を整理し共通化を行った。 

◆郵送に係る経費の負担 

 評価依頼に係る経費は科目開講大学，成績評価表送付に係る経費は科目提供大学の負担となった。 

 

1-4 成果物 

◆成績評価依頼に係る手順について 

 開講大学から非常勤講師への成績評価依頼の際の封入物及び成績評価表の提出方法（郵送方法）

の共通化を図った。 

 郵送に係る経費の負担についても検討を行い，整理した。 

 

図 2.1.4.5：成績評価依頼の際の郵送経費負担方法について（審議結果） 

図 2.1.4.6（参考資料）：成績評価関係郵便物の発送方法について（切手添付無しの場合） 

（香川大学の例） 

 

1-5 今後の課題 

非常勤講師が教務システムに直接成績データを入力することが可能かどうかの検討を行う。 
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図 2.1.4.5 成績評価依頼の際の郵送経費負担方法について（審議結果） 

 

 
図 2.1.4.6（参考資料） 成績評価関係郵便物の発送方法について 

（切手添付無しの場合）（香川大学の例） 

 

  

成績評価依頼の際の郵送経費負担方法について（審議結果）

A大学分室事務

B大学
分室御中

B大学分室

返信用
封筒

α教員
β教員

◇各教員へ配布する

○○県●●市
□□町×番△号

A大学
○○課□□係内

大学連携e-Learning
教育支援センター四国

A大学分室 御中

〒１２３-4567

「簡易書留」と
記入

簡
易
書
留

返信先の宛先
を記入

各教員宛の封筒に成
績評価表と信用封筒
をそれぞれ同封

各教員宛の封筒をまと
めてマチ付きの封筒に
封入して送付

◆マチ付き封筒の中
◆返信用封筒

α教員
様

β教員
様

返信用
封筒

成績
評価表

成績
評価表

◆成績評価表を依頼をする際は返信用封筒（切手添付無し）を同封し、
送付の際に科目提供大学（回答側）が送料を負担する

差出A大学
分室
御中 ※簡易書留

B大学分室

発送担当部署

A大学
分室
御中

◇発送事務担当部署
経由で送付

◆発送事務担当

差出

A大学
分室
御中

※簡易書留

◇郵便局窓口で
差出
（切手添付）

◇発送処理（郵送料計算）
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開講大学
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A教員
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総務G事務
（発送担当）

各教員へ振り分けする

センター四国
事務

②学内便で本部総務Gへ
差出欄に「知プラ－e」と記入

③所属学部の発送担当部署へ

A教員所属学部
発送担当部署

①学内便でセンター四国へ

郵送料を計算して後納処理を行う。

差出欄に「知プラ－ｅ」と記入されている郵便物
は知プラ予算から差し引く。
※記入がなければA教員の所属学部の予算か
ら差し引く。

センター四国
事務

差出欄に「知プラe」と記入があっても
知プラ予算からの差し引きは出来ない。
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差出

差出
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A大学宛
（返信用）

A大学宛
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A大学宛
（返信用）

A大学宛
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A大学宛
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香川大学
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・通常の郵便発送と同じ処理

・発送時に料金計算するので返送のリスクが無
い（教員が窓口で直接投函する場合を除く）。

◆悪◆
・発送経費が香川大学の負担となる。

・所属学部経由の場合は教員研究費、郵便局
窓口投函した場合は教員私費の負担となる。

窓口で教員が
料金支払

◆発送経費の負担◆
全て香川大学
①：知プラe予算
②：知プラe予算
③：教員研究費
④：教員私費
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④郵便局窓口で差出

返送用封筒に後納郵便の判
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※簡易書留

※簡易書留

※簡易書留

各教員宛の封筒に返
信用封筒を同封

※同封

香川大学の例

成績評価関係郵便物の発送方法について（切手添付無しの場合）
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平成 28年度 

 

1-1 平成 28年度の検討課題 

成績評価に係る評価方法を整理し，非常勤講師の業務負担の軽減及び事務処理の簡素化について検

討する。 

 

1-2 検討スケジュール 

下記の日程で検討を行った。 

9月 ：各大学の成績評価方法（評価基準）と成績記入表の様式をとりまとめて情報共有 

10月：各大学の評価基準を整理し，非常勤講師の業務負担の軽減方法を検討 

11月：遠隔会議システムを用いて意見交換 

12月：各大学の意見を整理し，事務処理の簡素化を再検討 

1月 ：非常勤講師の業務負担の軽減及び事務処理の簡素化案について企画委員会で審議 

 

1-3 検討の概要 

◆成績基準の情報共有 

 今後，非常勤講師が教務システムに直接成績データを入力することを想定し，各大学の成績評価

基準や様式等を取りまとめ，各大学に配布することで情報共有を行った。 

◆成績評価に係る基準の整理 

 各大学の評価基準を整理し，一覧表にまとめた。 

◆非常勤講師の業務負担の軽減及び事務処理の簡素化について検討 

 各大学の評価基準を整理した結果，評価（評語）の呼称（優・良・可・不可，S・A・B・C）の差

はあるが，各評価の点数区分に差は無かったため，評価ではなく評点（点数）で評価を行う方が非

常勤講師の業務負担が軽減できることがわかった。また，入力した点数が各大学でどういう評価に

反映されるのかを整理し，成績評価早見表（案）を作成した。なお，評価不可（点数を付けない）

の取り扱いについても検討を行い，早見表（案）に反映させた。 

 

1-4 成果物 

◆知プラ e科目の成績に係る評価方法について 

 各大学の評価基準と評価方法を整理し，評価早見表（案）を作成した。非常勤講師は点数を入力

する際に，点数が各大学でどの評価（評語）に区分されるかが早見表によって一目で判別できるこ

とにより，非常勤講師の業務負担の軽減を検討した。また，評価不可（点数を付けない）の取り扱

いを整理することで担当教員に対する説明等に係る事務処理の簡素化を検討した。 

 

図 2.1.4.7：各大学の評価基準及び成績評価表の教員記入内容について 

図 2.1.4.8：知プラ e科目の成績評価に係る評価早見表（案） 

 

1-5 今後の課題 

特になし 
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図 2.1.4.7 各大学の評価基準及び成績評価表の教員記入内容について 

 

 

 
図 2.1.4.8 知プラ e科目の成績評価に係る評価早見表（案） 

  

◆１◆
2016年11月30日

90～100点 秀 S S 秀 秀
80～89点 優 A A 優 優
70～79点 良 B B 良 良
60～69点 可 C C 可 可
50～59点

40～49点

30～39点

20～29点

10～19点

0～9点

59点以下の場合の

特例

不：F　　（不）：G
欠：H　　（欠）：I

- - -

評価できない場合

不：F　　（不）：G
欠：H　　（欠）：I
のどれかを入力

評価放棄の場合は「F」
を入力

開講時数の３分の２以上
出席していない者は
「評価しない」を入力

０点（不可）を入力

その他

試験問題
（レポ－トの場合は課題）の

提出が必要
- - -

教員は評点のみ記入 教員は評点（点数）のみ記入 教員は評点のみ記入

60～100を必ず記入 0～100を必ず入力 0～100を必ず記入

59点以下は下記評価

試験問題（レポ－トの場合
は課題）の提出が必要

通常の

非常勤講師の

成績評価用紙の

記入方法

通常の記入方法と同じ
評価（記号）のみ入力
評価放棄の場合は「F」

教員は評点のみ記入
0～100点を必ず記入

教務システムの

入力方法

60～100点を入力することで
評価は自動変換
不：F　　（不）：G
欠：H　　（欠）：I

評価（記号）のみ入力
（評点（点数）入力と選択可
能）
評価放棄の場合は「F」

教員は評点を入力すると秀
優良可へ自動変換。
評点あるいは「評価しない」
どちらかを必ず入力。

教員（非常勤職員の場合は
職員）が評点を入力すると、
評語に自動変換される。
学生には、評点と評語が公
表される。

※ 不 …不合格で再試験を受験させる者
（不）…不合格で再受講（改めて初めから授業を受講）させる者
欠 …試験を欠席した者（追試験対象者以外は再受講）
(欠) …受験資格（２／３以上の出席）がない者（再受講）

０点を入力

愛媛大学

事務担当による代理入力

得点を手書きで記入

-

-

各大学の評価基準及び成績評価表の教員記入内容について

不可

得点（点数）

不可×D

高知大学

※下記区分で記入

徳島大学 鳴門教育大学 香川大学

備考

教員は得点のみ記入知プラe

成績評価用紙の

記入方法

90～100点 秀 S S 秀 秀

80～89点 優 A A 優 優

70～79点 良 B B 良 良

60～69点 可 C C 可 可

50～59点

40～49点

30～39点

20～29点

10～19点

0～9点

評価できない場合 （欠）：I 評価放棄（F） 評価しない

その他
試験問題（レポ－トの場合は
課題）の提出が必要

「評価できない」という項目は
ありません

- -
「評価できない」という項目は
ありません

（不）…不合格で再受講
（改めて初めから授業を
受講）させる者
(欠) …受験資格（２／３
以上の出席）がない者
（再受講）

評価しない…各授業科目
につき，その開講時数の
３分の２以上出席してい
ない者

※参考※

－

D 不可

知プラe科目の成績評価に係る評価早見表（案）

愛媛大学

不可×

高知大学

（不）：G

成績記入内容 徳島大学 鳴門教育大学 香川大学

－

評価放棄…基準は特に
なし

科目担当教員は、素点（0～100点）に

より評価を行う

※大学によって”評価できない場合”の

区分あり（※参考※を参照）
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平成 29年度 

 

1-1 平成 29年度の検討課題 

非常勤講師の委嘱手続きに係る事務処理手順の確認と整理を行う。 

 

1-2 検討スケジュール 

下記の日程で検討を行った。 

3月：事務手続きの流れを再確認し，齟齬が生じないように手順の資料を作成した。 

 

1-3 検討の概要 

◆授業担当教員の現職（所属）に異動があった場合の事務処理について 

４月１日付けで授業担当教員の所属や職名に異動があった場合に，非常勤講師の委嘱依頼時，依頼

に対する回答作成時の記載内容を整理した。また，４月１日以降に異動があった場合の事務処理の

流れについても整理を行った。 

 

1-4 成果物 

◆授業担当教員（常勤）の委嘱手続きについて 

事務手続きの流れを図に整理した。 

図 2.1.4.9：授業担当教員（常勤）の委嘱手続きについて 

 

1-5 今後の課題 

特になし 

授業担当教員（常勤）の委嘱手続きについて

１

当該年度

承諾書送付

一括記載

１

２

一括記載

前年度

講師名簿添付

委嘱状送付

講師名簿を修
正

所属、職名等
は送付時（前
年度）のもの

講師名簿により
詳細確認

提供大学

開講大学
提供大学

センター四国

提供大学

３月頃

３月末まで

「知プラeにかかる開講科

目及び担当教員一覧」
（講師名簿）により委嘱状
作成

教員の所属や職名等
に異動があった場合

開講大学

修正版送付

連携大学に送付センター四国に送付

徳島大学

鳴門教育大学
愛媛大学 高知大学

 
図 2.1.4.9 授業担当教員（常勤）の委嘱手続きについて  
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平成 26年度 

1) 平成 26年度の検討課題 

システム検討 WG（以下，システム WG）では大学連携 e-Learning教育支援センター四国における大学教

育の共同実施に必要な遠隔会議・遠隔講義システム等のシステム基盤を整備することとなっている。平

成 26年度はポータルサイト，コンテンツ管理，倫理規程等について意見交換を行った。 

 

2) 検討スケジュール 

特に定めていないが，各 WG から上がってきた議題についてリクエストベースで検討を行い，必要があ

れば打ち合わせを行うこととなった。 

 

3) 検討の概要 

・ 共通ポータルの検討について 

香川大学の村井委員より，共通ポータルに関する共同教育実施モデル検討 WG（以下，モデル WG）の

動向について説明が行われた。平成 27年度の開講科目についてはセンター四国のホームページより

各大学の Moodleコースにリンクを貼ることで対応するので検討依頼を取り下げること，及び平成 28

年度以降はまだモデル WGで検討が進められていないので検討依頼を保留することの説明があり，検

討の結果了承された。 

愛媛大学の佐々木委員からの提案により，各大学でのユースケース図が必要ということを，モデル

WGの委 員にも伝えて意識統一し，各大学のシステム WGとモデル WGのメンバーで協力して，各大学

の現状のユースケース図と，平成 27年度を想定したユースケース図（こうなって欲しいというもの）

を作ってはどうかということを企画委員会で報告した。 

・ 知プラ e事業の認証について 

香川大学の林委員より，コンテンツの管理についてはまだ議論が早いかと思うので，認証に関して

意見交換を行いたい旨の提案があった。現状は eK4（e-Knowledgeコンソーシアム四国）から引き継

いだ８大学の認証を利用しているが，知プラ e は５大学だけなので，別の方法（例えば学認など）

についても意見交換をしたいと提案があり，各大学の学内事情について報告と意見交換が行われた。

香川大学の林委員から，eK4も知プラも同じフェデレーションを利用しているので，eK4で各大学の

学認の状況を調査し，その情報を知プラ の報告で利用してはどうかという提案が了承され，eK4 の

方で各大学の学認に関する現状と今後の導入予定について調査を行うこととなった。 

・ 倫理規程の作成について 

高知大学の三好委員より，研究室で作ったシステムを用いて知プラ科目の履修生を対象に調査を行

いたいという要望があり，この話し合いの中で実験時の倫理規程に関する話が出て，センター四国

の倫理規程も作るべきではないかという提案に発展した。 

香川大学の林委員からの提案により，各大学の代表的な倫理規程を集めて，それをサンプルとしな

がらセンター四国の倫理規程を作ることとなった。また，香川大学と徳島大学の工学部は倫理規程

があることわかっているので，まずはこの二つを集めて，これらをベースに作ってみてはどうかと

いうことを企画委員会で報告した。 

 

4) 成果物 

なし。 

 

5) 今後の課題 

学生が LMSを利用するときの認証について検討することとなった。また，各 WGの議論でシステム環

境に関する内容については，議論を踏まえ，適宜検討していく。 



35 

平成 27年度 

1) 平成 27年度の検討課題 

 

知プラ e 科目担当教員が所属大学以外の教務システム（修学支援システム）に直接ログインし，成績

を入力することが現状で可能かどうかを調査した結果を表 2.1.5.1に示す。 

 
表 2.1.5.1 各大学における教務システムの状況調査結果 

 

徳島大学  
「誓約書」を提出した者について許可しているが，一度も本学に来学しない非常勤講師に対しては許

可していない。  

鳴門教育

大学 
許可していない。  

香川大学 許可していない。  

愛媛大学 許可している。  

高知大学 許可していない。  

 

 

愛媛大学以外は許可していないと回答があったことから，許可するために必要な事項についても調査

した。設問内容と回答を取りまとめは次のとおり。今後，このデータに基づき，成績入力の電子化につ

いて更に検討した。 

 

設問１：知プラ e 科目担当教員が貴大学の教務システム（修学支援システム）上で成績を入力でき

るようにするためには，貴学内でどのような手続きが必要ですか。 

設問２：上記１の手続きの実現可能性を「かなり高い，高い，低い，かなり低い」でご回答くださ

い。回答者様の主観で構いません。 

設問３：設問２において，「かなり高い」又は「高い」と回答された場合，その実現（成績入力可能

となる）までにどのくらいの期間が必要と思われますか。回答者様の主観で構いません。 
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表 2.1.5.2 成績入力の電子化に関する調査結果 

 

 
徳島大学 鳴門教育大学 香川大学 愛媛大学 高知大学 

設 

問 

１ 

学外非常勤講師について

は，授業担当教員が「誓

約書」の提出及び本学学

内 LAN により学外利用を

可能とする設定変更を行

う必要がある。（本学に来

学しない非常勤講師は想

定していない。この処理

（「誓約書」の提出及び本

学学内 LAN により学外利

用を可能とする設定変

更）を行うため，最低一

度は 本学に来学する必

要がある。） 

学外の教員が教務支援シ

ステムにログインして成

績入力することは原則と

して認めていない。しか

し，申請が ある場合，嘱

託講師に対してアカウン

トを発行することができ

る。ただし，セキュリテ

ィポリシーの明確な定め

がないため今後の検討課

題となっている。 

学内で定められている

情報セキュリティポリ

シーの一部を改訂し，

全学の委員会で審議了

承を得る必要がある。 

既に学外から修学支

援システム上で非常

勤講師の成績入力が

可能です。 

いつからでも利用 可

能な状態となってい

ます。（各先生の ID・

PASSも発行済み） 

全学の委員会(教育 情

報委員会)で審議 了承

を得る必要が ある。 

設 

問 

２ 

低い  教務システムに対して嘱

託講師が成績入力するこ

との実現可能性は高い。

しかし，Moodleと教務支

援システムをリンクさせ

た成績入力については，

実現可能性はかなり低

い。  

不明  高い  

設 

問 

３ 

 

嘱託講師のために職員

IDと Passを発行するた

め，おおよそ一週間程度

で成績入力が可能になる

と推測される。 

 
 

平成 29年度末に学 内

ネットワークがリプレ

ースとなるが，その際に

学内 VPNが整備されれ

ば委員会での審議了承

を得られる可能性が高

くなると思われる。 

 

この調査結果を企画委員会で報告した。 
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平成 28年度 

・ 鳴門教育大学 Moodle の Shibboleth 認証にトラブルが生じたため，その状況を WG メンバーで共有し

たとともに，鳴門教育大学提供科目の受講生（鳴門教育大学以外の学生）に対してローカルアカウン

トを発行することで対応してもらうよう企画委員会へ提案した。 

・ 各大学における LMSの GaKuNin対応（予定を含む）情報を共有し，企画委員会で報告した。 

 

平成 29年度 

・ 学認の移行状況の確認について 

徳島大学を除き，平成 30年度からは，各大学が有する LMSに対し，他大学からの学認での認証連

携が実施可能であるという点を確認した。 

 

・ 安全で活発に利用できるシステム運用に関する検討 

知プラ eの Moodleを安全で活発に利用できるようシステム運用を行う上で，まず各大学の Moodle

システムの設定や保守・運用状況を連携大学間で共有するための情報収集シート（以下，共有シー

ト（※）とよぶ。）を作成した。本シートを用いて共有した情報に基づいて，運用上多数の人員を割

くことなく，費用をかけず，各大学において継続的に実施できる項目を抽出し，下記の作業を実施

することについてのコンセンサスを得た。 

 

① セキュリティホール対策 

各大学における学内外からの脆弱性情報の収集に加え，システム WGで相互に共有した環境情報か

らの脆弱性情報提供に基づき，個々の大学において，定期的にパッチ対策の実施に努める。ただし，

対象システムを学内で直接管轄する立場にない場合は，管轄部局に対して，良好な関係性を構築・

維持の観点に基づき，実施の要望や該当する脆弱性情報を提供する等できる限りの対策支援に務め

る。 

② アカウント管理 

システムのアカウント，特に OS，LMS，DB 等のローカルアカウントについては，利用単位で厳密

に管理をしておく必要が考えられる。アカウントのライフサイクルに基づく適切な管理ができるよ

う，アカウントの生成・削除に関する手続きから有効性検証，不要アカウントの削除等を定期的に

実施に努める。①と同様に，直接これらを管轄する立場にない場合は，管理に対する要望，また不

要になったと思われるアカウントの情報提供等の対策支援に務める。 

③ 脆弱性診断 

脆弱性診断について，年１～２回程度脆弱性診断を各大学実施に努める。なお，例えば，愛媛大

学ではフリーツールを利用し，費用も人員も掛けない手段で診断しており，各大学からこのような

診断手段等の有用な情報提供は，大学間で積極的に実施し，他大学にも手段の一つとして検討する。 

 
ただし，上記では対応できない脆弱性，つまり人員または費用，もしくは両者が必要になる場合は，

５大学間で協議し対応を検討する。また，今回の機会で一部の大学が該当するような，大学全体でのシ

ステムリプレイス等によりシステム変更が行われ，設定内容や保守・運用状況等の大幅な変更が出る場

合にも，本共有シートによる情報共有を行う。 

以上の事項を企画委員会で報告した。 

 

（※）共有シートの様式は，セキュリティ対策の観点から本報告書へは記載しない。 

 

なお，システム検討 WG は解散せず，平成 30 年度以降も上記のシステム運用方針に基づいて活動を継

続することとなった。 
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平成 29年度に開講した授業科目及び平成 29年度末までに制作し、平成 30年度に開講予定の授業科目

について、その概要を以下に紹介する。 
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平成 26年度  知プラ e科目成績評価結果一覧（単位互換により実施） 

 
 

 

平成 27年度  知プラ e科目成績評価結果一覧 

 
  

提供大学 提供大学以外 合計

地震・火山災害を防ぐ 後期 0 3 3 2 66.67%

気象災害を防ぐ 後期 0 1 1 1 100.00%

知の探訪 後期 6 0 6 3 50.00%

モラエスの徳島
－グローバリズムと異邦人－

後期 6 1 7 5 71.43%

情報のいろは 後期 23 4 27 17 62.96%

地域コンテンツと知財管理 後期 162 1 163 109 66.87%

香川を学ぶ 後期 357 7 364 258 70.88%

高知大学 サイエンスリテラシーの化学 後期 23 0 23 22 95.65%

577 17 594 417 70.20%

科目提供大学 科目名 開講時期 単位修得率

徳島大学

香川大学

合計

履修
者数
単位

修得者数

提供大学 提供大学以外 合計

知の探訪 後期 4 30 34 15 44.12%

モラエスの徳島
－グローバリズムと異邦人－

後期 2 45 47 22 46.81%

日本におけるドイツ兵捕虜
1914-1920
―四国の収容所を中心に―

後期 2 39 41 17 41.46%

情報のいろは 後期 35 88 123 61 49.59%

地域コンテンツと知財管理 後期 215 45 260 188 72.31%

香川を学ぶ 後期 165 77 242 185 76.45%

高知大学 サイエンスリテラシーの化学 後期 10 20 30 14 46.67%

433 344 777 502 64.61%

科目提供大学 科目名 開講時期

履修
者数
単位

修得者数
単位修得率

徳島大学

香川大学

合計
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平成 28年度  知プラ e科目成績評価結果一覧 

 
 

 

  

提供大学 提供大学以外 合計

知の探訪 後期 5 39 44 18 40.91%

モラエスの徳島
－グローバリズムと異邦人－

後期 2 57 59 29 49.15%

日本におけるドイツ兵捕虜
1914-1920
―四国の収容所を中心に―

後期 2 42 44 15 34.09%

現代科学と研究倫理 後期 32 42 74 40 54.05%

鳴門教育大学 学校教員の世界 後期 3 68 71 38 53.52%

情報のいろは 後期 108 79 187 116 62.03%

地域コンテンツと知財管理 後期 128 69 197 147 74.62%

香川を学ぶ 後期 177 77 254 198 77.95%

瀬戸内地域活性化政策 前期 11 18 29 19 65.52%

瀬戸内海論 前期 48 23 71 51 71.83%

香川の文化と歴史 前期 71 21 92 78 84.78%

タンパク質で生命を斬る 後期 30 8 38 15 39.47%

ユーラシア大陸における人と
金属生産の関わり

後期 10 6 16 9 56.25%

高知大学 サイエンスリテラシーの化学 後期 13 16 29 15 51.72%

640 565 1,205 788 65.39%

科目提供大学 科目名 開講時期
単位

修得者数
単位修得率

履修者数

徳島大学

香川大学

愛媛大学

合計
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平成 29年度  知プラ e科目成績評価結果一覧 

  

提供大学 提供大学以外 合計

知の探訪 後期 3 49 52 19 36.54%

モラエスの徳島
－グローバリズムと異邦人－

後期 4 72 76 40 52.63%

日本におけるドイツ兵捕虜
1914-1920

後期 4 51 55 26 47.27%

現代科学と研究倫理 後期 44 34 78 55 70.51%

大学の知の活用 後期 1 54 55 33 60.00%

大学教育を考える 後期 1 33 34 21 61.76%

行動統計学入門 後期 0 31 31 5 16.13%

学校教員の世界 後期 3 235 238 144 60.50%

阿波学 前期後半 86 88 174 108 62.07%

自動車概論 後期後半 0 92 92 31 33.70%

情報のいろは 後期 149 114 263 162 61.60%

地域コンテンツと知財管理　その１ 後期前半 47 25 72 47 65.28%

地域コンテンツと知財管理　その２ 後期後半 36 13 49 30 61.22%

香川を学ぶ　その１ 後期前半 96 98 194 120 61.86%

香川を学ぶ　その２ 後期後半 77 78 155 86 55.48%

瀬戸内地域活性化政策　その１ 後期前半 90 23 113 85 75.22%

瀬戸内地域活性化政策　その２ 後期後半 73 21 94 63 67.02%

瀬戸内海論　その１ 前期前半 71 21 92 54 58.70%

瀬戸内海論　その２ 前期後半 58 23 81 64 79.01%

香川の文化と歴史　その１ 前期前半 89 41 130 95 73.08%

香川の文化と歴史　その２ 前期後半 82 35 117 77 65.81%

四国の歴史と文化　その１
歴史編

前期前半 74 29 103 59 57.28%

四国の歴史と文化　その２
文化編

前期後半 59 27 86 50 58.14%

四国の自然環境と防災　その１ 後期前半 114 79 193 119 61.66%

四国の自然環境と防災　その２ 後期後半 80 52 132 77 58.33%

四国の地域振興　その１ 後期前半 195 129 324 185 57.10%

四国の地域振興　その２ 後期後半 75 61 136 82 60.29%

コンピュータと教育　その１ 前期前半 303 55 358 222 62.01%

コンピュータと教育　その２ 前期後半 117 12 129 98 75.97%

タンパク質で生命を斬る 後期 25 12 37 23 62.16%

ユーラシア大陸における人と
金属生産の関わり

後期 29 9 38 26 68.42%

大学生のための『安全・安心』の基礎講
座

後期 80 113 193 140 72.54%

太陽光利用型植物工場における知能的
農作物生産

後期 21 9 30 24 80.00%

飛行機はなぜ飛ぶのか 後期 29 8 37 11 29.73%

サイエンスリテラシーの化学 後期 5 16 21 7 33.33%

気象学入門 前期 34 288 322 126 39.13%

有機化学概論 前期 8 24 32 14 43.75%

海洋基礎生態学 前期 71 82 153 98 64.05%

2,333 2,236 4,569 2,726 59.66%

科目提供大学 科目名 開講時期

高知大学

合計

単位
修得者数

単位修得率

徳島大学

鳴門教育大学

香川大学

愛媛大学

履修
者数
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平成 26年度 知プラ科目アンケート報告 

１）実施概要 

平成 26 年度に開講した以下の科目について、履修者を対象に Moodle 上で科目の改善を目的としたアン

ケートを実施した。実施期間は各科目終了後、1か月程度である。またアンケートは匿名で実施した。 

 

開講大学 科目名 回答者数 承諾者数 

香川大学 

香川を学ぶ 125名 115名 

地域コンテンツと知財管理 32名 29名 

情報のいろは 11名 9名 

徳島大学 

知の探訪 3名 3名 

モラエスの徳島 1名 1名 

気象災害を防ぐ 1名 1名 

地震・火山災害を防ぐ 2名 2名 

 

 

２）アンケート結果（主なコメント） 

＜よかった点（自由記述）＞ 

・ 香川を学ぶ：講義内容（香川について学べた）、いつでもどこでも自己ペースで学べる、など。 

・ 地域コンテンツと知財管理： 説明が分かりやすいという意見が多い。 

・ 情報のいろは：「講師の授業進行が非常に人を引き付け、又、不明な個所のメールを送った際、

質問に対するレスポンスが早く、よい授業だと感じた。」 

・ 知の探訪：講義内容（自分の知りたい内容の講義を、初学者の段階で概要だけでも知ることがで

きた） 

・ 地震・火山災害を防ぐ：テスト日程がほかの授業とずれている、講義動画の隣に資料がある 

・ 気象災害を防ぐ： 回答なし 

・ モラエス：回答なし 

 

＜改善要望（自由記述）＞ 

・ 香川を学ぶ：音質の改善要望が多数。 

・ 地域コンテンツと知財管理：特になしが多い。しいていえば、授業時間を一定に、小テストの解

説を丁寧に、など。 

・ 情報のいろは：「工学的な要素が強く、理系ではないと理解に苦しむところも多々あった。浮動

小数点やビットシフトの回など。」など、基礎的内容の解説の要望が 2 件。応用的内容の追加要

望が 1件。 

・ 知の探訪：ビデオが長すぎる 

・ 地震・火山災害を防ぐ：試験に関する説明の追加、ビデオ内容の訂正 

・ 気象災害を防ぐ：ビデオの文字が読み取りにくい 

・ モラエス：回答なし 
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３）アンケート結果詳細 

 

問 1.授業を受ける前にシラバスを読みましたか？ 

  1.すべて読ん

だ 

2.半分以上読

んだ 

3.軽く目を通

した 

4.全く読まな

かった 

香川を学ぶ 47 32 36 0 

地域コンテンツと知財管理 11 9 9 0 

情報のいろは 6 1 2 0 

知の探訪 3 0 0 0 

モラエスの徳島 0 0 1 0 

気象災害を防ぐ 0 0 1 0 

地震・火山災害を防ぐ 1 0 1 0 

 

 
 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１：シラバス

1.すべて読んだ 2.半分以上読んだ 3.軽く目を通した 4.全く読まなかった
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問 2.シラバスや授業中に示された授業の目標を，どの程度理解していましたか？ 

  1.十分に理解

していた 

2.少し理解し

ていた 

3.目標は知っ

ていたが理解

していなかっ

た 

4.目標がある

ことさえ知ら

なかった（授業

中に示されず，

シラバスも読

んでいなかっ

た） 

香川を学ぶ 31 74 8 1 

地域コンテンツと知財管理 6 19 4 0 

情報のいろは 1 6 2 0 

知の探訪 0 3 0 0 

モラエスの徳島 0 1 0 0 

気象災害を防ぐ 0 1 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 2 0 0 

 

 
 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問２：目標

1.十分に理解していた

2.少し理解していた

3.目標は知っていたが理解していなかった

4.目標があることさえ知らなかった（授業中に示されず，シラバスも読んでいなかった）
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問 3.授業を受ける前の関心度はどうでしたか？ 

  1.とても関

心があった 

2.ある程度

関心があっ

た 

3.どちらで

もない 

4.あまり関

心がなかっ

た 

5.全く関心

がなかった 

香川を学ぶ 25 65 18 6 0 

地域コンテンツと知財管

理 
7 15 5 2 0 

情報のいろは 4 3 1 1 0 

知の探訪 1 2 0 0 0 

モラエスの徳島 0 1 0 0 0 

気象災害を防ぐ 0 1 0 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 2 0 0 0 0 

 

 
 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問３：関心度

1.とても関心があった 2.ある程度関心があった 3.どちらでもない

4.あまり関心がなかった 5.全く関心がなかった
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問 4.あなた自身は，授業の目標をどの程度達成したと思いますか？ 

  1.十分に達成

できた 

2.少し達成で

きた 

3.あまり達成

できなかった 

4.まったく達

成できなかっ

た 

香川を学ぶ 28 79 8 0 

地域コンテンツと知財管理 0 24 5 0 

情報のいろは 3 4 1 0 

知の探訪 1 1 1 0 

モラエスの徳島 0 1 0 0 

気象災害を防ぐ 1 0 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 2 0 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問４：目標達成度

1.十分に達成できた 2.少し達成できた 3.あまり達成できなかった 4.まったく達成できなかった
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問 5.ｅラーニングの授業は初めてですか？ 

  1.初めて 2.前に取り組んだこ

とがある（最後まで

行った） 

3.前に取り組んだこ

とがある（最後まで

行かなかった） 

香川を学ぶ 101 13 1 

地域コンテンツと知財管理 21 8 0 

情報のいろは 9 0 0 

知の探訪 3 0 0 

モラエスの徳島 1 0 0 

気象災害を防ぐ 0 1 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 2 0 

 

 
 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問５：eラーニング経験

1.初めて

2.前に取り組んだことがある（最後まで行った）

3.前に取り組んだことがある（最後まで行かなかった）
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問 6.学習予定の立案と実際の進め方について教えてください。 

  1.学習を始

める前に学

習予定を立

て、ほぼその

予定通りに

取り組めた。 

2.学習を始

める前に学

習予定を立

てたが、予定

通りには進

まない時が

あった。 

3.特に学習

予定は立て

なかったが、

うまく学習

できた。 

4.最後に駆

け込みでな

んとか間に

合わせるこ

とができた。 

5.その他 

香川を学ぶ 26 44 30 15 0 

地域コンテンツと知財管理 5 7 12 5 0 

情報のいろは 5 2 2 0 0 

知の探訪 0 2 1 0 0 

モラエスの徳島 0 1 0 0 0 

気象災害を防ぐ 0 1 0 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 2 0 0 0 

 

 
 

上記で、5.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

回答なし 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問６：学習計画と実際

1.学習を始める前に学習予定を立て、ほぼその予定通りに取り組めた。

2.学習を始める前に学習予定を立てたが、予定通りには進まない時があった。

3.特に学習予定は立てなかったが、うまく学習できた。

4.最後に駆け込みでなんとか間に合わせることができた。

5.その他
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問 7.学習が予定通りに進まなかったときのことを教えてください。（予定通りに進んだ方は 1.にチェッ

クしてください。） 

  1.予定通り

に進んだ。 

2.締め切り

をきっかけ

に自力で学

習を立て直

すことがで

きた。 

3.友人.など

身近な人に

相談するこ

とによって

学習を立て

直すことが

できた。 

4.教員など

に相談する

ことによっ

て学習を立

て直すこと

ができた。 

5.その他 

香川を学ぶ 34 67 10 2 0 

地域コンテンツと知財管理 10 13 4 0 0 

情報のいろは 4 2 1 0 0 

知の探訪 0 3 0 0 0 

モラエスの徳島 0 1 0 0 0 

気象災害を防ぐ 0 1 0 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 2 0 0 0 

 

 
 

上記で、5.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

回答なし 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問７：学習が予定通り進まなかったとき

1.予定通りに進んだ。

2.締め切りをきっかけに自力で学習を立て直すことができた。

3.友人.など身近な人に相談することによって学習を立て直すことができた。

4.教員などに相談することによって学習を立て直すことができた。

5.その他
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問 8.本授業(E-ラーニング)を受講した場所について，主にどこで受講しましたか？ 

  1.大学内の PC

が常設してあ

る部屋（PC 教

室、図書館な

ど） 

2.大学内の PC

が常設してあ

る部屋以外の

場所 

3.自宅 4.その他 

香川を学ぶ 11 0 103 0 

地域コンテンツと知財管理 2 1 26 0 

情報のいろは 3 0 6 0 

知の探訪 0 0 3 0 

モラエスの徳島 0 0 1 0 

気象災害を防ぐ 1 0 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 1 0 1 0 

 

 
 

上記で、4.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

回答なし 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問８：受講場所

1.大学内のPCが常設してある部屋（PC教室、図書館など）

2.大学内のPCが常設してある部屋以外の場所

3.自宅

4.その他
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問 9.本授業（eラーニング）を受講した時間帯について教えてください。 

  1.平日の授業

の空き時間 

2.平日の朝や

放課後（授業時

間帯の前後） 

3.土日や祝日 4.その他 

香川を学ぶ 22 22 70 0 

地域コンテンツと知財管理 8 3 17 1 

情報のいろは 5 2 2 0 

知の探訪 2 1 0 0 

モラエスの徳島 1 0 0 0 

気象災害を防ぐ 1 0 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 1 1 0 0 

 

 
 

上記で、4.その他を選んだ方は具体的にお書きください。  

地域コンテンツと知財管理 回によってばらばら 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問９：受講時間帯

1.平日の授業の空き時間 2.平日の朝や放課後（授業時間帯の前後） 3.土日や祝日 4.その他
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問 10.この授業について 1 週あたり平均して，どの程度，学習（ビデオ視聴，資料収集，文献講読，課

題作成等のあらゆる活動を含む）をしましたか？数回分まとめて取り組むことが多かった場合も，でき

るだけ 1週あたりに平均して答えてください。 

  1. ４時間以

上 

2. ２時間以

上４時間未

満 

3. ３０分以

上２時間未

満 

4. ３０分未

満 

5.わからな

い 

香川を学ぶ 7 72 32 3 1 

地域コンテンツと知財管理 0 13 16 0 0 

情報のいろは 0 5 4 0 0 

知の探訪 0 2 1 0 0 

モラエスの徳島 0 0 1 0 0 

気象災害を防ぐ 0 0 1 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 2 0 0 0 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１０：受講時間

1. ４時間以上 2. ２時間以上４時間未満

3. ３０分以上２時間未満 4. ３０分未満

5. わからない



113 

問 11-1.操作方法で迷ったりしましたか？ 

  1.迷った 2.迷わなかった 

香川を学ぶ 43 72 

地域コンテンツと知財管理 6 23 

情報のいろは 3 6 

知の探訪 0 3 

モラエスの徳島 0 1 

気象災害を防ぐ 0 1 

地震・火山災害を防ぐ 1 1 

 

 
 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１１－１：操作方法

1.迷った 2.迷わなかった
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問 11-2.上記で、迷ったとお答えした方にうかがいます。迷った際，どのように解決しましたか？（複

数回答可） 

  1.自分で

解決した 

2.近くに

いる友人

に聞いた 

3.同じ科

目を履修

している

仲間に聞

いた 

4.教員に

聞いた 

5.e ラー

ニングの

授業をサ

ポートす

る 部 署

（職員）

に聞いた 

6.誰にも

聞かなか

った 

7.その他  

香川を学ぶ 20 5 5 2 0 2 0 

地域コンテンツと知

財管理 
4 1 0 0 0 0 0 

情報のいろは 1 2 1 0 0 0 0 

知の探訪 0 0 0 0 0 0 0 

モラエスの徳島 0 0 0 0 0 0 0 

気象災害を防ぐ 0 0 0 0 0 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 0 0 1 0 0 0 

 

 
 

上記で、7.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

回答なし  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１１－２：解決方法

1.自分で解決した

2.近くにいる友人に聞いた

3.同じ科目を履修している仲間に聞いた

4.教員に聞いた

5.eラーニングの授業をサポートする部署（職員）に聞いた

6.誰にも聞かなかった

7.その他
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問 12.eラーニングで提供される授業の良いと思う点をお書きください。 

香川を学ぶ 空き時間にネットがつながる所であればどこでも出来る点 

香川を学ぶ 自分の都合に合わせて何回かに分けて、授業が受けられる。 

香川を学ぶ いつでも受けることができる。 

香川を学ぶ 自分の都合の良い時に授業を受けることができる 

香川を学ぶ 自分のペースで学習を進められる点。 

香川を学ぶ 私は実家生で、家から学校まで通うのに少し時間がかかるので、自宅でも授

業が受けられるというのはとても助かりました。 

香川を学ぶ 普段の授業とは違い自分の好きな時間に開始できること、また、聞き逃した

部分も何度も聞き返すことができる点。 

香川を学ぶ  自分のペースで勉強することができること。 

香川を学ぶ  授業を受ける前は、この授業は簡単に終わらせれると思っていたが、授業

後の課題設定の難易度がちょうどよく、実際はどの授業よりも真剣に取り組

まなくてはならなかった。結果として、よかったと思う。 

香川を学ぶ 自分の都合に合わせて講義が受けられる点。 

香川を学ぶ 自分の好きな時に受けることが出来る。 

香川を学ぶ 都合のいい時に受けることができる 

香川を学ぶ 自宅で受けれるため、時間に束縛されることなく計画的に授業が受けられる

こと。 

香川を学ぶ 理解できない時に、もう一度見ることができます。 

香川を学ぶ いづでも繰り返し学習できる。 

香川を学ぶ 自宅で観れる。マリン通にはありがたかった。 

好きな時間に利用できる。 

香川を学ぶ いつでもどこでも学習できる 

香川を学ぶ あいている時間にできるところ 

香川を学ぶ 聞き逃したところを聞き返すことがてきるところが良い点だと思いました。 

香川を学ぶ 自宅で行える点。 

香川を学ぶ 自分のペースで授業が進められる。 

香川を学ぶ 自分のペースで学習ができ、自主的に取り組まなければついていけないので、

自ずと自主性が出てくる点。 

香川を学ぶ 自宅で学習することができる。 

香川を学ぶ 何度も気になったところを再生できる点 

香川を学ぶ いつでもできた 

香川を学ぶ 家でできる点。 

香川を学ぶ いつでも受講できる。 

香川を学ぶ 他県から来た大学生にその県について様々な視点で知ることができる。 

香川を学ぶ いつでも、自分の都合のつく時間に受講できること 

香川を学ぶ いつでも授業を受けることができること。 

香川を学ぶ 自分のやりたい時間にできること。 

香川を学ぶ 自分の都合のよい時間に講義を受けることができ、わからない部分は一度停

止して調べながら講義を受けられる点。 

香川を学ぶ いつでもどこでも好きな時にできる。 

何回でも聞き直すことできる。 

香川を学ぶ 自分の空いた時間に出来るし、寝坊して授業に遅刻という事態には必ずなら

ないこと。 

香川を学ぶ 自分のペースで学習を進められる点。 

香川を学ぶ 時間に囚われずに学習できる点 

香川を学ぶ 一回で聞き取ることができなかった部分を巻き戻して、何度でも視聴できる

点。 

香川を学ぶ 自分が学びたいときに学ぶことができる。 

香川を学ぶ 家でできるので勉強する時間をゆっくりとれるし、聞き逃したところはもう
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一度巻き戻して聞くことができるところはいいと思う 

香川を学ぶ 自分の空いている時間でできる。 

香川を学ぶ 何度でも聞き直せる点。 

香川を学ぶ 自宅で授業を受けられる。 

香川を学ぶ 私は工学部２年なので本学に行く手間が省ける 

自分のペースで受講できる。 

香川を学ぶ いつどこでも時間があればすることができる 

香川を学ぶ いつでも都合のよい時間帯に視聴が可能である点。 

香川を学ぶ 好きな時に受講できる。 

香川を学ぶ どんな場所でも受けられる。 

香川を学ぶ 自宅で学習できる点 

香川を学ぶ 自宅で自分の時間に合わせて学習できる 

香川を学ぶ 授業の時間帯を自分で設定できるところ 

香川を学ぶ いつでも受講可能な点 

香川を学ぶ 自宅で勉強できる 

学習する時間を自由に決められるので、時間を有効に使うことができる 

何度でも講義が受けられる 

香川大学であれば、本学以外のキャンパスからだと本学にいかなくていいの

で日々の負担が減る。 

香川を学ぶ 時間を見つけて自分の好きな時に受講できるところ 

香川を学ぶ 都合のよい時間に学習することができる 

香川を学ぶ 各々の都合のいい時間に学習できる。 

香川を学ぶ 何度も見ることができるので、普段の授業よりも内容を理解しやすいと思う。 

香川を学ぶ 自分のスケジュールに合わせて講義を受けることができる点 

香川を学ぶ 自宅で空いた時間に受講することが出来る。 

香川を学ぶ 視覚的効果が強く、何度でも視聴を繰り返すことができる点。 

香川を学ぶ 自分のペースですることができる。 

香川を学ぶ 自分のペースでできるところ。 

香川を学ぶ いつでも受講できる点。 

香川を学ぶ 何度でも再生ができるので聞き逃してしまうことが少ない。 

香川を学ぶ いつでも授業を受けられること。 

香川を学ぶ 好きな時に受けられる 

香川を学ぶ 自分がやりたいと思った時間に授業を受けられたり、分割して見れたりする

点。 

香川を学ぶ 好きな時間での受講が可能 

集中して取り組むことができる 

地域コンテンツと知財管理 映像を繰り返し視聴することが出来る点。 

地域コンテンツと知財管理 いつでも何度でも学習できる。 

地域コンテンツと知財管理 時間、場所に縛られず、自宅で出来る点。 

地域コンテンツと知財管理 自分の好きな時間に視聴できる 

地域コンテンツと知財管理 自分の都合のいい時間に学習できる点。 

分からないことがあっても、その場でスマホやパソコンで調べられる点。 

地域コンテンツと知財管理 何回も動画を再生できるところ。 

地域コンテンツと知財管理 自宅で自分の好きな時に受講できる。 

地域コンテンツと知財管理 自分の都合のいい時に授業が受けれるところ 

地域コンテンツと知財管理 何回でも巻き戻ったり、過去の回を見直せる点 

地域コンテンツと知財管理 自分の好きな時間に取り組める点、聞き取れなかった部分を繰り返し聞くこ

とができる点。 

地域コンテンツと知財管理 どこでも学習できる点 

視聴覚効果が生かされている点 

時間に制約がない点 

地域コンテンツと知財管理 空いている時間を見つけて自由度の高い学習ができる。 
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地域コンテンツと知財管理 自宅で好きなときにできる 

地域コンテンツと知財管理 一つ目は自分の好きなタイミングで受けることができるところ。 

二つ目は動画を途中で止めることができるところ。 

情報のいろは 空き時間で受講ができるので、仕事をしながらでもやりやすい 

情報のいろは 自分の都合の良い時間に授業を受けられる点がとてもよかった。また、うま

く聞き取れなかった場合や、理解できなくて、もう一度聞きたい時など、何

回でも繰り返して聞くことができる点もよかったと思う。 

情報のいろは 空いている時間を有効活用できるし、分からないところを何度でも見返せる

ので、便利だと感じた。社会人の場合、土日祝日が基本的に休みなので、じ

っくりと取り組むことができる。 

情報のいろは わざわざ大学に行かなくて済みますし、提出期限までに課題を提出すればい

いので課題を行う予定が組みやす所がいいと思います。 

情報のいろは  繰り返し聞くことができ、また、周りに生徒がいないので、気を遣わずに

自分のペースでできる点。 

情報のいろは 自分の都合が良い時に、学習できるのが便利だと思います。 

そして、何回も授業を聞き直すことができるので、復習がしやすいです。 

モラエスの徳島 実際に講義を受ける場所を自分で決めたり、自分のペースで学習を進めるこ

とができること。 

知の探訪 あらゆる専門分野のスペシャリストの講師の先生方のお話がきけるめったに

ない機会であるところはこの授業での良い点だと思う。 

知の探訪 自分のペースで学習できる点 

分からないところや興味のあるところを繰り返し聞くことができる点 

地震・火山災害を防ぐ いつでもできる 
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問 13.eラーニングで提供される授業で難しいと思う点をお書きください。 

香川を学ぶ 聞き取りづらいところがある点 

香川を学ぶ 音が聞こえにくいことがある。 

香川を学ぶ 声の聞き取りと画質の悪さ 

香川を学ぶ 時々、講師の方の声が聞き取りづらい点。 

香川を学ぶ 個人的な意見で申し訳ないですが、自宅で視聴することが多かったので、集

中力があまり続かずに、だらだらと時間を過ごしてしまいがちでした。家で

９０分ずっと集中してＶＴＲを見続けるのは少し厳しかったです。 

香川を学ぶ 自分のペースで勉強することができるので、計画をしっかりと立てないと後

で困ってしまう。 

香川を学ぶ 声が聞き取りにくい授業が時々あった。（第五回） 

香川を学ぶ 特に難しいと思うことはなかったが、双方向の授業でないために生じる問題

はあると思う。 

香川を学ぶ 音声が悪く聞くとりにくい。 

香川を学ぶ 特になし 

香川を学ぶ 臨場感が伝わらない。 

香川を学ぶ ちゃんと時間取らないとできません。 

例えば、平日見る時間がないので、いつ見ればいいなど 

香川を学ぶ サボると後々大変。 

香川を学ぶ 自宅にいるので集中力がなかなか続かない。 

音声が聞き取りにくいとやりづらい。 

香川を学ぶ 対応できる電子機器がないとみれない。 

香川を学ぶ 自主的にやる必要があること 

香川を学ぶ 最初パソコンに慣れていない人には時間を要するという点。 

香川を学ぶ 聞き取りづらい場面が多々あった点。 

香川を学ぶ たまに聞き取りが難しい。 

香川を学ぶ 忙しい時期は、思うように学習時間が確保できず、締め切りを誤って覚えて

いたり、忘れたりすると、提出に間に合わない点。困ったことがあっても、

直接先生方に相談できない点。スクリーンに映し出される文字が見えにくい

ときや、声が聞き取りにくいときがある。疑問があっても、直接その授業の

担当教員に質問できない点。 

香川を学ぶ 授業の質問事項への対応 

香川を学ぶ 聞き取りずらいこと、言っていることを漢字であらわせれないことがある 

香川を学ぶ 音声が不明瞭なことがある点。PCがないと勉強できない点。 

香川を学ぶ 映像において、話している人の声が聞き取りずらいこと。 

香川を学ぶ いつかやればいいという意欲の低下につながることもあること 

香川を学ぶ 動画再生画面の拡大ができないため、黒板が見づらいこと。 

香川を学ぶ パソコンがうまく動いてくれないとき、思うように学習が進まないこと。 

香川を学ぶ なかなか計画通りに進まず、締切ギリギリになってしまうことが数度あった。 

香川を学ぶ 教授に質問すること。 

香川を学ぶ たまに聞き取りづらいことがある。 

香川を学ぶ 特にない。 

香川を学ぶ 直接教員との意思疎通が図れない点 

香川を学ぶ 音声が乱れていたり、雑音が入ったりすると、声が聞こえにくくなる点。 

香川を学ぶ 聞き取りにくいことが多少ある。 

香川を学ぶ まわりの雑音などが映像に入ってると、声がとても聞き取りにくい。そして、

話してる人も声が小さいと尚更である。編集でボリュームを変えてほしい。 

香川を学ぶ パソコンが苦手な人はパソコン操作。 

香川を学ぶ 学校で受ける授業時間以上の時間がかかってしまうこと。 

香川を学ぶ 決められた時間ではないので気をつけていても予定通りできない時がある。 

香川を学ぶ 自主性が無いといけないのでモチベーションの維持が難しい 
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香川を学ぶ することを忘れてしまうことがある。 

香川を学ぶ e ラーニングにおいて難しいと思う点は、特にないと思います。 

香川を学ぶ やり遂げようという意志がないと続かない。 

香川を学ぶ 言っていることが理解できない点。 

香川を学ぶ 講義の映像に集中できない点 

香川を学ぶ 毎回の課題が大きい。ビデオ、レポート作成まで含めると一つの講義の時間

一時間半を大幅に超える。 

香川を学ぶ 聞き取りにくい所が多い。あと、レジュメが手書きだと読み取れなかったり

授業を理解したくても出来ない回が多々あった。 

香川を学ぶ 過去の講義が多いため情報が古いことがある点 

聞き取りにくいことがある点 

香川を学ぶ 音が聞きずらすぎることがある 

香川を学ぶ 講義を受講した後に自分でその内容をまとめるところ 

香川を学ぶ 打ち込んでいたものがすべて消えてしまったときに修復ができないところ。 

香川を学ぶ たまに音声が悪いことがあり、聞き取りにくい点 

香川を学ぶ 音声が聞き取りづらいことがある。 

香川を学ぶ 雑音が入るととても聞き取りづらい。 

専門用語を口頭で言われると漢字等が分かりづらい。 

香川を学ぶ ときどき聞き取れないときがあった。 

香川を学ぶ 特になし。 

香川を学ぶ 集中力の持続 

香川を学ぶ 雑音が入ってしまって聞こえにくいこともある。 

香川を学ぶ いつでも受けられるので授業を忘れてしまうことがある。 

香川を学ぶ 特になし 

香川を学ぶ 途中自分のパソコンが壊れ、学校のパソコンでしようと思ったが、休日のた

めパソコンルームが使用できなかった。 

香川を学ぶ 聞き取りにくい箇所がある 

地域コンテンツと知財管理 特にありません。 

地域コンテンツと知財管理 後回しにするとつらくなる。 

地域コンテンツと知財管理 わからないところをリアルタイムで聞けない点。 

地域コンテンツと知財管理 決まった時間の縛りが無いためルーズになる 

地域コンテンツと知財管理 質問をするのに抵抗があった。 

地域コンテンツと知財管理 慣れてきたら学習意識を維持することが難しい。 

地域コンテンツと知財管理 学習計画を自分で守ならければならないこと 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 即座な質疑応答 

地域コンテンツと知財管理 進捗状況が個人のやる気に大きく依存する。 

地域コンテンツと知財管理 たまに受講を忘れた 

地域コンテンツと知財管理 祝日などで授業がない週にも動画が配信されていて、それに気付けなかった

ところ。 

情報のいろは ハンドアウトとの兼ね合いが少し難しい 

情報のいろは 対面ではないため、疑問に思った時に直接質問できない点に不便さを感じる

時があった。 

情報のいろは 夜間主なので、１日に２コマ進むため、１日に２回分のレポートを提出しな

ければならないので、大変だった。 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは パソコンがないと受講できない。（当たり前ですが。） 

知の探訪 専門知識がない段階での講義内容の理解は難しいと思う。 

知の探訪 自分でスケジュール管理をしなければいけないので、継続がむずかしい点 

地震・火山災害を防ぐ 締切ギリギリになってしまう 
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問 14.この授業の難易度は，適切でしたか？ 

  1.難しすぎ

た 

2.少し難し

かった 

3.適切だっ

た 

4.少し易し

かった 

5.易しすぎ

た 

香川を学ぶ 1 48 65 0 0 

地域コンテンツと知財管理 1 16 10 2 0 

情報のいろは 2 5 2 0 0 

知の探訪 0 3 0 0 0 

モラエスの徳島 0 0 1 0 0 

気象災害を防ぐ 0 0 1 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 0 2 0 0 

 

 
 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１４：難易度

1.難しすぎた 2.少し難しかった 3.適切だった 4.少し易しかった 5.易しすぎた
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問 15.この授業の学習量は，適切でしたか？ 

  1.学習量が

多すぎたの

で，減らすべ

きである 

2.学習量は

多いが，減ら

す必要はな

い 

3.どちらと

もいえない 

4.学習量は

少ないが，増

やす必要は

ない 

5.学習量が

少なすぎる

ので，増やす

べきである 

香川を学ぶ 33 40 40 2 0 

地域コンテンツと知財管理 3 10 15 1 0 

情報のいろは 1 6 1 1 0 

知の探訪 0 1 1 0 0 

モラエスの徳島 0 1 0 0 0 

気象災害を防ぐ 0 0 1 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 1 1 0 0 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１５：学習量

1.学習量が多すぎたので，減らすべきである

2.学習量は多いが，減らす必要はない

3.どちらともいえない

4.学習量は少ないが，増やす必要はない

5.学習量が少なすぎるので，増やすべきである
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問 16-1.視聴覚教材(ビデオ等) 

  5. 非常に

有 効 だ っ

た 

4. 有効だ

った 

3. あまり

有 効 で は

なかった 

2. まった

く 有 効 で

は な か っ

た 

1. 教材と

し て は 提

供 さ れ た

が 使 用 し

なかった 

0. 教材と

し て 提 供

さ れ な か

った 

香川を学ぶ 12 70 30 3 0 0 

地域コンテンツと知財

管理 
5 22 1 0 0 1 

情報のいろは 7 2 0 0 0 0 

知の探訪 1 2 0 0 0 0 

モラエスの徳島 0 0 1 0 0 0 

気象災害を防ぐ 0 1 0 0 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 2 0 0 0 0 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１６－１：視聴覚教材

5. 非常に有効だった

4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった

2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった

0. 教材として提供されなかった
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問 16-2.教科書・参考書や配布資料 

  5. 非常に

有 効 だ っ

た 

4. 有効だ

った 

3. あまり

有 効 で は

なかった 

2. まった

く 有 効 で

は な か っ

た 

1. 教材と

し て は 提

供 さ れ た

が 使 用 し

なかった 

0. 教材と

し て 提 供

さ れ な か

った 

香川を学ぶ 9 67 27 5 2 5 

地域コンテンツと知財

管理 
4 23 2 0 0 0 

情報のいろは 3 5 1 0 0 0 

知の探訪 0 1 1 0 0 1 

モラエスの徳島 1 0 0 0 0 0 

気象災害を防ぐ 0 1 0 0 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 1 0 0 0 1 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１６－２：教科書・参考書・配布資料

5. 非常に有効だった

4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった

2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった

0. 教材として提供されなかった
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問 16-3.紹介された参考リンク(インターネット上の情報源) 

 5. 非常に

有 効 だ っ

た 

4. 有効だ

った 

3. あまり

有 効 で は

なかった 

2. まった

く 有 効 で

は な か っ

た 

1. 教材と

し て は 提

供 さ れ た

が 使 用 し

なかった 

0. 教材と

し て 提 供

さ れ な か

った 

香川を学ぶ 2 40 21 1 15 36 

地域コンテンツと知財

管理 
1 15 3 0 5 3 

情報のいろは 2 4 2 0 0 1 

知の探訪 0 0 2 0 0 1 

モラエスの徳島 0 1 0 0 0 0 

気象災害を防ぐ 0 0 0 0 1 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 1 0 0 1 0 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１６－３：参考リンク

5. 非常に有効だった

4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった

2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった

0. 教材として提供されなかった
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問 16-4.クイズ（小テスト） 

 5. 非常に

有 効 だ っ

た 

4. 有効だ

った 

3. あまり

有 効 で は

なかった 

2. まった

く 有 効 で

は な か っ

た 

1. 教材と

し て は 提

供 さ れ た

が 使 用 し

なかった 

0. 教材と

し て 提 供

さ れ な か

った 

香川を学ぶ 7 40 12 3 1 51 

地域コンテンツと知財

管理 
6 21 1 1 0 0 

情報のいろは 4 3 2 0 0 0 

知の探訪 0 0 1 0 0 2 

モラエスの徳島 0 0 0 0 0 1 

気象災害を防ぐ 0 0 0 0 0 1 

地震・火山災害を防ぐ 0 1 0 0 0 1 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１６－４：クイズ（小テスト）

5. 非常に有効だった

4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった

2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった

0. 教材として提供されなかった
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問 16-5.掲示板（フォーラム）における受講者同士のディスカッション 

 5. 非常に

有 効 だ っ

た 

4. 有効だ

った 

3. あまり

有 効 で は

なかった 

2. まった

く 有 効 で

は な か っ

た 

1. 教材と

し て は 提

供 さ れ た

が 使 用 し

なかった 

0. 教材と

し て 提 供

さ れ な か

った 

香川を学ぶ 3 14 14 5 23 52 

地域コンテンツと知財

管理 
1 7 3 1 14 1 

情報のいろは 0 4 3 0 0 2 

知の探訪 0 0 1 0 0 2 

モラエスの徳島 0 1 0 0 0 0 

気象災害を防ぐ 0 0 0 0 1 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 0 0 0 1 1 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１６－５：掲示板

5. 非常に有効だった

4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった

2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった

0. 教材として提供されなかった
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問 17.この授業の Moodle上の説明（例えば毎週の学修の進め方や課題等の指示）は，わかりやすかった

ですか？ 

  1.非常にわか

りやすかった 

2.わかりやす

かった 

3.わかりにく

かった 

4.非常にわか

りにくかった 

香川を学ぶ 20 75 17 1 

地域コンテンツと知財管理 4 21 4 0 

情報のいろは 3 5 1 0 

知の探訪 0 3 0 0 

モラエスの徳島 0 1 0 0 

気象災害を防ぐ 0 1 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 0 2 0 0 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１７：Moodle上の説明

1.非常にわかりやすかった 2.わかりやすかった 3.わかりにくかった 4.非常にわかりにくかった
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問 18.授業をわかりやすくする工夫がなされていましたか？ 

  1.非常に工夫

されていた 

2.工夫されて

いた 

3.あまり工夫

されていなか

った 

4.まったく工

夫されていな

かった 

香川を学ぶ 10 63 36 5 

地域コンテンツと知財管理 5 22 1 0 

情報のいろは 5 4 0 0 

知の探訪 0 3 0 0 

モラエスの徳島 0 1 0 0 

気象災害を防ぐ 0 1 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 1 1 0 0 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１８：わかりやすくする工夫

1.非常に工夫されていた

2.工夫されていた

3.あまり工夫されていなかった

4.まったく工夫されていなかった
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問 19.この授業の内容や関連分野に対する関心や問題意識は，この授業の履修によってどのように変わり

ましたか？ 

  1.非常に強く

なった 

2.少し強くな

った 

3.ほとんど変

わっていない 

4.以前よりも

弱くなった 

香川を学ぶ 17 79 16 3 

地域コンテンツと知財管理 2 23 3 1 

情報のいろは 2 6 1 0 

知の探訪 0 3 0 0 

モラエスの徳島 0 1 0 0 

気象災害を防ぐ 0 1 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 1 1 0 0 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問１９：履修後の関心や問題意識

1.非常に強くなった 2.少し強くなった

3.ほとんど変わっていない 4.以前よりも弱くなった
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問 20.全体として，この授業はどの程度有意義でしたか？ 

 1.非常に有意

義だった 

2.有意義だっ

た 

3.あまり有意

義ではなかっ

た 

4.まったく有

意義ではなか

った 

香川を学ぶ 21 65 24 5 

地域コンテンツと知財管理 3 23 3 0 

情報のいろは 5 4 0 0 

知の探訪 0 3 0 0 

モラエスの徳島 0 1 0 0 

気象災害を防ぐ 0 1 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 2 0 0 0 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問２０：有意義

1.非常に有意義だった 2.有意義だった

3.あまり有意義ではなかった 4.まったく有意義ではなかった
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問 21.この授業を，友人や後輩にお勧めしたいですか？ 

  1.非常に勧め

たい 

2.まあまあ勧

めたい 

3.あまり勧め

たくない 

4.まったく勧

めたくない 

香川を学ぶ 18 69 22 6 

地域コンテンツと知財管理 5 21 3 0 

情報のいろは 6 2 0 0 

知の探訪 0 3 0 0 

モラエスの徳島 0 1 0 0 

気象災害を防ぐ 1 0 0 0 

地震・火山災害を防ぐ 1 1 0 0 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

知の探訪

モラエスの徳島

気象災害を防ぐ

地震・火山災害を防ぐ

問２１：友人への勧め

1.非常に勧めたい 2.まあまあ勧めたい

3.あまり勧めたくない 4.まったく勧めたくない
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問 22.この授業について，良かった点を，具体的にお書きください。 

香川を学ぶ 香川県の歴史など様々なことについて知ることが出来、香川県についてもっ

と知りたいと思うようになった。 

香川を学ぶ 一週間でいつでも受けることができること 

香川を学ぶ 自分のペース学習を進められた点。 

香川に関する問題が、様々な角度から考察できる点。 

香川を学ぶ 好きな時間に授業を受けられたので、自分の時間を有効に使うことができま

した。 

香川を学ぶ 自分のペースで勉強できること。 

香川を学ぶ 香川について新しく得る知識が多かった点。 

自分の都合に合わせて講義が受けられた点。 

香川を学ぶ 好きな時間に受けることが出来る 

香川を学ぶ 様々な知識を身につけることができ、いろいろな分野への興味が広がった 

香川を学ぶ 香川についていろいろ知れたこと。 

香川を学ぶ 知らないことを勉強ができました。特に香川のことです。 

香川を学ぶ 香川のことをより知ることができた。 

香川を学ぶ 色んなジャンルについて学べれたので、幅広く大まかな知識が身につきまし

た。 

四国の大学に通っているのだから、せっかくなので四国についてもっと知り

たいと思い、受講しました。その点は良かったと思います。 

香川を学ぶ 興味がある内容は何回でも学習し考えることができた。 

香川を学ぶ 面白い授業が何回かあったこと。 

香川を学ぶ 香川について知れたこと 

香川を学ぶ 香川の文化について興味深いことを題とした講義が多く、タメになる講義だ

ということを実感できた点。 

香川を学ぶ 香川について様々な視点から学べた点。 

香川を学ぶ テーマ別で数回ごとに分かれた授業は流れとしてとても分かりやすかった。 

香川を学ぶ 自分の住んでいる地域について、見落としている点に気づき、深く考えるこ

とができた。 

主に香川県を学ぶことで、日本にある問題について真剣に考えるよい機会に

なった。 

香川を学ぶ 香川についていろいろと知ることができた。 

香川を学ぶ いろいろな知識が得れた 

香川を学ぶ いろんな方向の講義を受けることができる。 

香川を学ぶ 要旨をまとめる力が身につく。 

香川を学ぶ 香川県について、より深い教養を得られたこと 

香川を学ぶ 講義資料が添付されていたこと。 

香川を学ぶ 聞き逃したら、何度も再生できること。 

香川を学ぶ 自分が滞在している香川について総合的に知ることができた。 

香川を学ぶ 自分の都合のよい時間に講義を受けることができ、フィールドワークなどを

通して香川について自ら学ぶこともできた。 

香川を学ぶ 香川県について知るきっかけができた 

香川を学ぶ 私は香川県にほぼ無知の状態だったので、これから香川大学に通うものとし

て香川の知らない情報をたくさん知ることが出来て楽しかったです。 

香川を学ぶ 香川について深く学べたこと。 

香川を学ぶ 香川県で生活する上で、さまざまな産業や、特色など、知っておくべきこと

が知れたこと。 

香川を学ぶ 地域活性化やその地域の抱えている問題点について学び考えることでよりふ

かいちしきを得ることができた。 

また中間レポートや期末レポートを作ることでレポート作成の力もつけるこ

とができた。 
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さらにフィールドワークなどを経験する機会もできて非常に有意義だった。 

香川を学ぶ 先程述べたので、その通りである 

香川を学ぶ 香川県のいろいろなことを知ることができる。 

香川を学ぶ 今まで関心がなかったことに関心をもてたり、危機感をもっていなかったも

のに危機感がもてたりと非常に自分のためになった点。 

香川を学ぶ 自宅でできるので自分のペースで課題を取り組むことができた。 

香川を学ぶ 香川の知らなかったことを知ることができた。 

香川を学ぶ 今までは、香川県について表面的なことしか理解できていなかったが、本講

義を通して、香川県に対する知見を深めることができました。そのため、香

川県における地場産業や中小企業について考えるきっかけとなったという点

が、私が良かったと思う点です。 

香川を学ぶ 好きな時にできる。 

香川を学ぶ 香川について理解を深めることができた。 

香川を学ぶ 分からないことろがあれば、もう一度聞くことが出来る 

香川を学ぶ 自宅学習ができること。 

香川を学ぶ 講師が様々で、幅広い話が聞けたこと 

香川を学ぶ 自分が今まで知らなかった香川について知ることができた所 

香川を学ぶ 自分の知らない香川県についての知識を得ることができたので良かった。 

香川を学ぶ 香川県の現状を知れる。 

香川を学ぶ 香川について興味を持って学ぶことができた。 

香川を学ぶ 実際の企業の話が聞けて良かった。 

香川を学ぶ いつでも受講できる点 

香川を学ぶ いつでも授業ができたので自由度が増した。 

小レポートで文章を書くので苦手意識が小さくなった。 

香川を学ぶ 香川についてあらゆることを学ぶことができて今後役に立ちそうだと感じ

た。 

香川を学ぶ 香川の魅力を再認識できた 

香川を学ぶ 授業が公開されてから１週間という期間があり、自分の好きな時間帯に学習

できた点。 

香川を学ぶ 課題が授業内容の要約であったため、講義後に要約を行うことでさらに理解

を深めることができた。また、重要な部分を聞き逃してはならないという意

識があったため、90分間集中して聞くことができた。 

好きな時間に受けることが可能であったため、週末の空いた時間を活用する

ことができ、さらに、体調が万全な姿勢でのぞむことができた。 

さまざまな分野の専門家の話を聞くことができ、知識の幅を広げることがで

きた。 

毎回の課題に関してフィードバックがあることで、モチベーションが上がっ

た。 

地域コンテンツと知財管理 著作権法や意匠法等、これまで自分にとって、関わりが少なかった法律のこ

とを知り、理解することが出来た点。 

地域コンテンツと知財管理 説明が分かりやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 先生が面白く見やすかった。 

地域コンテンツと知財管理 知的財産法の基本を学ぶことができたこと。 

地域コンテンツと知財管理 講師の説明が分かりやすくよかった 

地域コンテンツと知財管理 e-learning の良さをいかせていてよかったです。 

地域コンテンツと知財管理 法律に関する事柄を重要な点に絞って説明されていたので、初めて学ぶ際に

要点が分かり易く、効率の良い勉強ができた点。 

地域コンテンツと知財管理 法律系というとっつきにくい内容だったが、説明がわかりやすかった 

地域コンテンツと知財管理 知的財産法について初歩的な知識を身に着けることができた。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

情報のいろは 私たちの身近にある情報の知識について理解を深めることができてよかった

と思います。 
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情報のいろは 初めて知ることばかりで、面白く感じられた。 

情報のいろは 講義の中で少し難しいところがあり理解に苦しんでいた時でももう一度再生

して見直すことだできるので大学で行われる講義と違ってかなり助かりまし

た。 

情報のいろは 講師の授業進行が非常に人を引き付け、又、不明な個所のメールを送った際、

質問に対するレスポンスが早く、よい授業だと感じた。 

情報のいろは 講義を受けるタイミングを自分で決めることができる点。 

知の探訪 自分の知りたい内容の講義を、初学者の段階で概要だけでも知ることができ

たのはおおいに良かったと思う。 

地震・火山災害を防ぐ テストの日程がほかの授業とずれていること 

地震・火山災害を防ぐ 講義動画の隣に資料があり、学習しやすかったです。 

ただ、動画と資料の配置は統一してくれていたほうが、より親切だったかと

思います。 
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問 23.この授業について，改善してほしい点を，具体的にお書きください。 

香川を学ぶ 時々、音声がほとんど聞き取れないことがあったので困った。 

香川を学ぶ ところどころではなく、すべてにおいて何を言っているか聞き取れない回が

あって、レポートに困った。 

香川を学ぶ テスト週間前になってから一気に２，３つレポートを出されるのが困る 

ほかの授業があることを考えて時期を決めてほしい 

香川を学ぶ 情報が早めに確実に回るといいと思います。 

香川を学ぶ たまに音質が悪くて聞き取れない講義があったので、何らかの対応をとって

ほしい。 

香川を学ぶ ものすごく時間をかけて作成したレポートと、ものの数十分で仕上げたレポ

ートが同じ評価点であったのには驚きました。 

たった３点満点で評価するのは少し低すぎると思います。 

香川を学ぶ 音質を良くしてほしいです。 

香川を学ぶ 音質が悪い点。授業が進んでない部分や内容に関係のない部分が多い点。 

香川を学ぶ 講義によって音声が聞こえづらいものがあった点。 

香川を学ぶ 音声わるい。 

聴き取りにくい講義がある。 

香川を学ぶ 映像の音声をもう少し聞こえやすくしてほしい 

香川を学ぶ 課題の工夫。 

香川を学ぶ 特にないです 

香川を学ぶ 特になし。 

香川を学ぶ 話が難しい人の話が早口や詰まり詰まりだと全く内容が入ってこない 

香川を学ぶ 照明がつけっぱなしでスクリーンが見えないことや、雑音が入っているとこ

ろ。また、よくわからない授業が何回もあった。 

香川を学ぶ 聞き取りやすい映像にしてほしい 

香川を学ぶ 録音環境をもう少し改善してほしい。 

香川を学ぶ ビデオの見やすさをもう少し重視して欲しい。 

香川を学ぶ Ⅱの問い９に同じ。 

香川を学ぶ 雑音を消してほしい。もっと詳しく香川県のことについて学べる授業にして

ほしい。 

香川を学ぶ すべての授業できちんと音声が聞き取れるようにして欲しい。 

香川を学ぶ いらない部分のカット 

香川を学ぶ 音声が不明瞭なことがある。 

（先生の滑舌や話す速さ（ビデオを介すことでより聞き取りにくくなってい

る。ビデオを撮る周囲がうるさいため雑音が入っている等） 

授業の内容が 4～5 年前のことがあるので既に内容が変わっていることもあ

る。（四国の地域振興の方だが、2014 年に（2013 年のではなく）2010 年の

瀬戸芸の話をする←2009 年撮影のため） 

続き物の講義の途中１回を受けることになるので、前回説明した通りなどと

言われても何のことかわからない。 

（こちらに書くのもなんですが、四国の地域振興の方で、四国であるにも関

わらず、知事へのインタビューを除いて徳島県と愛媛県の話がなかったのは

残念です。） 

香川を学ぶ 音質の改善 

香川を学ぶ 映像が長い時があるので、なるべく講義と同じ 90分に収めてほしい。 

香川を学ぶ 少し授業の動画の画質が悪いことや、時々途中で停止してしまうこともあっ

たので、そのあたりのシステムの改善を希望します。 

香川を学ぶ 黒板が見づらいこと。 

香川を学ぶ うまくファイルを開けないこともある。 

香川を学ぶ 16 回目の課題レポートは不要である。 

香川を学ぶ 話が聞き取りにくい授業は取り上げないでほしい。 

香川を学ぶ 時間帯によってつながりにくくなることがある点。 



136 

香川を学ぶ 音質が悪い。 

「音質が悪いところがありますが了承して下さい」と注意書きをすればいい

わけではない。聞こえないとレポートが書けない。 

特に第 5 回が全く聞こえなかった。「一部」ではなく全体的に聞こえない。 

工場に実際に行っているという講義の時、アニメーションはこだわっている

ようだったが、やはり音が悪い。 

無駄な音を消すためのソフトはたくさんあるのに音については何もせず、題

名を書いてみるなどのこだわりをする意味が分からなかった。 

初めの授業で「最低限の情報リテラシーがない生徒は受講しないでくださ

い。」という台詞を言うならば言うだけのことをしてほしかった。 

香川を学ぶ 毎回の授業で資料が貼ってあるとさらに学習しやすくなると思います。 

教授によっては資料のない授業もあると思いますが、少し検討宜しくお願い

します。 

香川を学ぶ 期末の課題をもう少し減らすべき。 

もしくは、大きなレポートとレポートの課題を出す間の期間を延ばすべき。 

香川を学ぶ ほとんどが他講義の録画をそのまま用いた物で、聞きやすい工夫が全く無か

った。独自調査をもっと増やして欲しい。 

香川を学ぶ 音声の乱れをできるだけ少なくしてほしい。 

香川を学ぶ ビデオ教材がどうしても聞きづらいときがあるのでそこだけ改善して欲し

いです。 

香川を学ぶ 先程述べたので、その通りである 

香川を学ぶ １つのスライドが長すぎる。 

雑音がひどい。 

香川を学ぶ 座学で受ける時間以上の時間がかかってしまう点。 

香川を学ぶ 課題の問い、評価があいまい。 

前期の林先生の講義のように、明確にすべき。 

香川を学ぶ 聞きなれない固有名詞が多く出てきて漢字への変換や聞き取れない時の対

応が難しかった。 

香川を学ぶ 雑音が激しかったり、声が小さく聞こえにくい場面があったので、改善して

ほしい。 

香川を学ぶ 漆器に関する講義があったと思いますが、その回だけ音声が聞き取りにくか

ったです。 

一部聞き取りにくい部分があるという点については承知していますが、漆器

に関する講義の回については、かなり聞き取りにくかったです。 

そのため、その点を改善すれば、「香川を学ぶ」はより良い講義になるので

はないかと思います。 

香川を学ぶ 難しめな内容のときは毎回資料があるとありがたい。 

香川を学ぶ 講義内容をきちんと理解してレポートを提出したが、映像を最後まで視聴し

てないとされ 0 点だった点。 

香川を学ぶ 期末年末のレポートや、それに対する考察のレポートなど課題が多い 

香川を学ぶ 聞き取りづらいところ 

香川を学ぶ 聞き取りにくい回は改善すべきだと思う。 

聞き取りにくいだけでやる気がぐっと低下してしまう。 

香川を学ぶ 黒板に書いてあることが見えにくいので見えやすくしてほしい。 

授業によっては先生の声が小さかったり周りがうるさかったり謎の雑音が

入ったりしていて聞き取りにくいことがあったので改善してほしい。 

香川を学ぶ 手軽にスマートフォンで見れれば嬉しい。 

いっそ、全国の大学間で共通アプリを作ってみてはどうか。 

香川を学ぶ 締め切りが近づいてきたらメールなどを通して知らせてほしい 

香川を学ぶ 音質を上げてほしい 

香川を学ぶ 動画の音質などが非常に悪く、生で授業を聞くほうが有意義だと感じた。 

香川を学ぶ 授業の内容が数年前のものであったり、大きい講義室で講師の方が話してく
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ださっていても聞き取りにくい時が多々あった。 

内容が数年前のものであると、現在の状況とは違うため、正確な情報ではな

い場合もあると思う。 

香川を学ぶ 音声が聞き取れない授業ビデオがあるので聞き取りやすいビデオだけにし

てほしい。 

香川を学ぶ ただの企業説明の回があったり、料理教室のような回があったり、面白いこ

ともあるがよくわからないこともある。 

音声が非常に聞き取りにくい回もあり、字幕を付けるかきちんとした録音環

境で収録しておいてほしい。 

香川を学ぶ 音質改善 

香川を学ぶ もっと聞き取りやすくしてほしい。 

香川を学ぶ 特になし。 

香川を学ぶ 映像の中で、聞き取りづらいものがあった。授業の要約を作成するのがとて

も難しかったので、改善してほしい。 

また、レポートの回数が多いと思う。もう少し少なくしたほうがよいのでは

ないか。 

香川を学ぶ 音声に入る雑音をもう少し減らしてほしい講義もあったのでできる限り改

善してほしい。 

板書や資料が少なく字が分からない講義もあったのでその場合には適宜メ

モなどが用意されたかった。 

香川を学ぶ 聞きづらい動画があった。 

香川を学ぶ 特になし 

香川を学ぶ 学校内でも、いつでも(休日でも)パソコンを使用できる環境にして欲しい。 

香川を学ぶ 公開された資料を使っていない授業があったので、適切な資料を公開してほ

しい。 

香川を学ぶ 音声が聞き取りにくいことがあったので改善して欲しい。 

また、聞き取りにくいという意見があり、実際にそれが確認できた回では、

課題の改善（たとえば、別課題にする、その週の点数比率を減らす）など臨

機応変な対応をしてほしい。 

地域コンテンツと知財管理 特にありません。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 授業時間の配分を一定にしてほしい 

地域コンテンツと知財管理 特にはないですが、あえて挙げるならば「できれば追加コンテンツを製作し

てほしかった」というぐらいです。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 小テストをやるのはいいんですけど、答えの解説をもう少し丁寧に書いてい

ただけたら、もっと理解が深まると思います。 

また、年末の週の授業についてなのですが、他の普通の授業は行われていな

かったので、その週に授業が配信されていたのに気付けなかったです。だか

ら、普通の授業がない週に配信しないでほしいです。 

情報のいろは わかりやすい所は非常にわかりやすかったけれど、難しい所は理解するのが

大変でした。 

情報のいろは 工学的な要素が強く、理系ではないと理解に苦しむところも多々あった。浮

動小数点やビットシフトの回など。 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは 情報系と工業系が中心の内容から派生した現代経済学に応用できる数学的

内容を追加してほしい。 

情報のいろは 音が途切れてしまうところが、まれにあったので、改善するとすれば、その

所くらいです。 

気象災害を防ぐ 深層崩壊のビデオ（NHKの特集）の著作権に関するテロップが、たまに番組

のテロップとかぶっていて読み取りにくかったです。 

堤防を越える洪水の種類のレジュメ表示部分の文章が写真とかぶって全て
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読めないので、文章を読めるようにしたほうが親切かと思います。 

知の探訪 ビデオの時間が９０分という、徳島大学の一時限の授業よりも長いことが

多々見受けられた。そこは講義資料を配布するなどして、もう少し時間を縮

めるように工夫してもらいたい。 

地震・火山災害を防ぐ テストに関しての説明がよくわからなかった。（映像授業の生徒も資料持ち

込み可能なのかなど） 

地震・火山災害を防ぐ 第 8回と第 9回の講義内容が入れ替わっていたので、訂正お願いします。 

第 12 回のビデオ 1・2の内容の違いが試験の告知だけだったので、どちらか

一方だけでよいと感じました。 
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平成 27年度 知プラ科目アンケート報告 

１）実施概要 

平成 27 年度に開講した以下の科目について、履修者を対象に Moodle 上で科目の改善を目的としたアン

ケートを実施した。実施期間は各科目終了後、1か月程度である。またアンケートは匿名で実施した。 

 

開講大学 科目名 回答者数 承諾者数 

香川大学 

香川を学ぶ 72 名 59名 

地域コンテンツと知財管理 124 名 123名 

情報のいろは 27 名 27名 

高知大学 サイエンスリテラシーの化学 5 名 4名 

徳島大学 

知の探訪 9 名 9名 

モラエスの徳島 5 名 4名 

日本におけるドイツ兵捕虜 13 名 11名 

 

 

２）アンケート結果（主なコメント） 

＜よかった点（自由記述）＞ 

・香川を学ぶ：香川についてより深い知識を得ることができた。  

・地域コンテンツと知財管理：説明が分かりやすい。 

・情報のいろは：資料や説明が分かりやすい。 

・サイエンスリテラシーの化学：先生からコメントをもらえ、コミュニケーションがとれた。 

・知の探訪：様々な分野の講義を受けられた。 

・モラエスの徳島：モラエスについて詳細に知れた。 

・日本におけるドイツ兵捕虜：関連施設の紹介や対談等があってわかりやすかった。 

 

＜改善要望（自由記述）＞ 

・香川を学ぶ：音質の改善。 

・地域コンテンツと知財管理：小テストの解答と解説がほしい。 

・情報のいろは：特になしという意見が多い。その他、音質や画質の改善 

・サイエンスリテラシーの化学：コメント欄がわかりにくい。  

・知の探訪：授業の進行速度を遅くしてほしい。 

・モラエスの徳島：課題の内容が毎回似ていたので、変えてほしい。 

・日本におけるドイツ兵捕虜：ビデオやパワポの文字が多い。 
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３）アンケート結果詳細 

問 1.授業を受ける前にシラバスを読みましたか？ 

  1.すべて読ん

だ 

2.半分以上読

んだ 

3.軽く目を通

した 

4.全く読まな

かった 

香川を学ぶ 26 21 24 1 

地域コンテンツと知財管理 47 26 51 0 

情報のいろは 15 6 3 3 

サイエンスリテラシーの化学 3 2 0 0 

知の探訪 7 1 1 0 

モラエスの徳島 3 2 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 8 1 4 0 

 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

ドイツ兵捕虜

問１：シラバス

1.すべて読んだ 2.半分以上読んだ 3.軽く目を通した 4.全く読まなかった
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問 2.シラバスや授業中に示された授業の目標を，どの程度理解していましたか？ 

  1.十分に理解し

ていた 

2.少し理解して

いた 

3.目標は知って

いたが理解して

いなかった 

4.目標があるこ

とさえ知らなか

った（授業中に

示されず，シラ

バスも読んでい

なかった） 

香川を学ぶ 14 48 9 1 

地域コンテンツと知財管理 24 90 9 1 

情報のいろは 7 18 2 0 

サイエンスリテラシーの化学 3 1 1 0 

知の探訪 6 3 0 0 

モラエスの徳島 1 4 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 4 8 1 0 

 

 
 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツ…

情報のいろは

サイエンスリテ…

知の探訪

モラエスの徳島

ドイツ兵捕虜

問２：目標

1.十分に理解していた

2.少し理解していた

3.目標は知っていたが理解していなかった

4.目標があることさえ知らなかった（授業中に示されず，シラバスも読んでいなかった）
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問 3.授業を受ける前の関心度はどうでしたか？ 

  1.とても関

心があった 

2.ある程度

関心があっ

た 

3.どちらで

もない 

4.あまり関

心がなかっ

た 

5.全く関心

がなかった 

香川を学ぶ 12 46 9 5 0 

地域コンテンツと知財管

理 
22 82 12 7 0 

情報のいろは 4 19 2 1 1 

サイエンスリテラシーの

化学 
1 4 0 0 0 

知の探訪 5 4 0 0 0 

モラエスの徳島 0 4 1 0 0 

日本におけるドイツ兵捕

虜 
4 6 1 2 0 

 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

ドイツ兵捕虜

問３：関心度

1.とても関心があった 2.ある程度関心があった 3.どちらでもない

4.あまり関心がなかった 5.全く関心がなかった
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問 4.あなた自身は，授業の目標をどの程度達成したと思いますか？ 

  1.十分に達成

できた 

2.少し達成で

きた 

3.あまり達成

できなかった 

4.まったく達

成できなかっ

た 

香川を学ぶ 14 49 9 0 

地域コンテンツと知財管理 16 85 23 0 

情報のいろは 7 18 2 0 

サイエンスリテラシーの化学 1 4 0 0 

知の探訪 2 7 0 0 

モラエスの徳島 1 4 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 4 9 0 0 

 

 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

ドイツ兵捕虜

問４：目標達成度

1.十分に達成できた 2.少し達成できた 3.あまり達成できなかった 4.まったく達成できなかった
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問 5.ｅラーニングの授業は初めてですか？ 

  1.初めて 2.前に取り組んだこ

とがある（最後まで

行った） 

3.前に取り組んだこ

とがある（最後まで

行かなかった） 

香川を学ぶ 56 0 0 

地域コンテンツと知財管理 80 0 0 

情報のいろは 17 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 4 0 0 

知の探訪 9 0 0 

モラエスの徳島 3 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 11 0 0 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

ドイツ兵捕虜

問５：eラーニング経験

1.初めて

2.前に取り組んだことがある（最後まで行った）

3.前に取り組んだことがある（最後まで行かなかった）
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問 6.学習予定の立案と実際の進め方について教えてください。 

  1.学習を始

める前に学

習予定を立

て、ほぼその

予定通りに

取り組めた。 

2.学習を始

める前に学

習予定を立

てたが、予定

通りには進

まない時が

あった。 

3.特に学習

予定は立て

なかったが、

うまく学習

できた。 

4.最後に駆

け込みでな

んとか間に

合わせるこ

とができた。 

5.その他 

香川を学ぶ 16 29 19 8 0 

地域コンテンツと知財管

理 
9 56 45 14 0 

情報のいろは 7 10 6 4 0 

サイエンスリテラシーの

化学 
1 1 1 2 0 

知の探訪 2 4 3 0 0 

モラエスの徳島 1 3 1 0 0 

日本におけるドイツ兵捕

虜 
2 4 4 2 1 

 

 
 

上記で、5.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

(１)日本におけるドイツ兵捕虜  /  最後の駆け込みが間に合わなかった。 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問６：学習計画と実際

1.学習を始める前に学習予定を立て、ほぼその予定通りに取り組めた。

2.学習を始める前に学習予定を立てたが、予定通りには進まない時があった。

3.特に学習予定は立てなかったが、うまく学習できた。

4.最後に駆け込みでなんとか間に合わせることができた。

5.その他
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問 7.学習が予定通りに進まなかったときのことを教えてください。（予定通りに進んだ方は 1.にチェッ

クしてください。） 

  1.予定通り

に進んだ。 

2.締め切り

をきっかけ

に自力で学

習を立て直

すことがで

きた。 

3.友人.など

身近な人に

相談するこ

とによって

学習を立て

直すことが

できた。 

4.教員など

に相談する

ことによっ

て学習を立

て直すこと

ができた。 

5.その他 

香川を学ぶ 26 31 14 0 0 

地域コンテンツと知財管理 16 95 9 0 2 

情報のいろは 8 16 1 0 1 

サイエンスリテラシーの化学 0 5 0 0 0 

知の探訪 1 6 0 0 2 

モラエスの徳島 2 2 0 0 1 

日本におけるドイツ兵捕虜 4 8 0 0 1 

 

 
 

上記で、5.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

(１)地域コンテンツと知財管理  /  当初はやっていたが締め切りぎりぎりにすることが多くなった。 

(２)地域コンテンツと知財管理  /  期限を忘れることがよくあった 

(３)情報のいろは /  特に後半で、締め切りなどをスケジュール帳にきちんと控えていなかったため、

他事で忙しくなるうちに忘れてしまっていた。締め切りを過ぎてしまったものに関しては、それまで

の受講の取り組みや、最終課題への取り組みで補おうことにした。 

(４)知の探訪 /  締め切りがバラバラで予定がたてられなかった 

(５)知の探訪 /  ガイダンスで説明を受けたときと、実際に定められていた締切の差が大きすぎで、

取り組むペースが定まらなかった。 

(６)モラエスの徳島 / 締め切りを守れないことが多々あった。 

(７)日本におけるドイツ兵捕虜 / 予定を立てなかった。  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問７：学習が予定通り進まなかったとき

1.予定通りに進んだ。

2.締め切りをきっかけに自力で学習を立て直すことができた。

3.友人.など身近な人に相談することによって学習を立て直すことができた。

4.教員などに相談することによって学習を立て直すことができた。

5.その他
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問 8.本授業(e-ラーニング)を受講した場所について，主にどこで受講しましたか？ 

  1.大学内の PC

が常設してあ

る部屋（PC 教

室、図書館な

ど） 

2.大学内の PC

が常設してあ

る部屋以外の

場所 

3.自宅 4.その他 

香川を学ぶ 22 0 48 2 

地域コンテンツと知財管理 17 4 102 0 

情報のいろは 6 1 20 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 0 5 0 

知の探訪 3 0 6 0 

モラエスの徳島 1 0 4 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 4 0 9 0 

 

 
 

 

上記で、4.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

(１) 香川を学ぶ /  大学で、自分の PCを使った。 

(２) 香川を学ぶ  /  友達と一緒に 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問８：受講場所

1.大学内のPCが常設してある部屋（PC教室、図書館など）

2.大学内のPCが常設してある部屋以外の場所

3.自宅

4.その他
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問 9.本授業（eラーニング）を受講した時間帯について教えてください。 

  1.平日の授業

の空き時間 

2.平日の朝や

放課後（授業時

間帯の前後） 

3.土日や祝日 4.その他 

香川を学ぶ 26 14 32 0 

地域コンテンツと知財管理 36 37 50 1 

情報のいろは 10 11 4 2 

サイエンスリテラシーの化学 1 3 0 0 

知の探訪 2 6 1 0 

モラエスの徳島 1 2 2 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1 7 5 0 

 

 
 

上記で、4.その他を選んだ方は具体的にお書きください。  

(１)地域コンテンツと知財管理 /  平日、休日の深夜から朝方にかけて 

(２)情報のいろは  /  平日、土日関係なく主に夜間に取り組んだ。 

(３)情報のいろは /  締め切りの二日前くらいから夜に行う 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問９：受講時間帯

1.平日の授業の空き時間 2.平日の朝や放課後（授業時間帯の前後） 3.土日や祝日 4.その他
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問 10.この授業について 1 週あたり平均して，どの程度，学習（ビデオ視聴，資料収集，文献講読，課

題作成等のあらゆる活動を含む）をしましたか？数回分まとめて取り組むことが多かった場合も，でき

るだけ 1週あたりに平均して答えてください。 

  1. ４時間以

上 

2. ２時間以

上４時間未

満 

3. ３０分以

上２時間未

満 

4. ３０分未

満 

5. わからな

い 

香川を学ぶ 1 24 38 2 7 

地域コンテンツと知財管

理 
0 37 70 8 8 

情報のいろは 2 10 15 0 0 

サイエンスリテラシーの

化学 
0 2 3 0 0 

知の探訪 3 4 2 0 0 

モラエスの徳島 0 2 3 0 0 

日本におけるドイツ兵捕

虜 
4 7 2 0 0 

 

 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１０：受講時間

1. ４時間以上 2. ２時間以上４時間未満 3. ３０分以上２時間未満

4. ３０分未満 5. わからない
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問 11-1.操作方法で迷ったりしましたか？ 

  1.迷った 2.迷わなかった 

香川を学ぶ 19 53 

地域コンテンツと知財管理 33 91 

情報のいろは 9 18 

サイエンスリテラシーの化学 3 2 

知の探訪 3 6 

モラエスの徳島 3 2 

日本におけるドイツ兵捕虜 8 5 

 

 
 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１１－１：操作方法

1.迷った 2.迷わなかった
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問 11-2.上記で、迷ったとお答えした方にうかがいます。迷った際，どのように解決しましたか？ 

（複数回答可） 

  1.自分で

解決した 

2.近くに

いる友人

に聞いた 

3.同じ科

目を履修

している

仲間に聞

いた 

4.教員に

聞いた 

5.eラー

ニングの

授業をサ

ポートす

る部署

（職員）

に聞いた 

6.誰にも

聞かなか

った 

7.その他 

香川を学ぶ 5 2 5 2 1 1 0 

地域コンテンツ

と知財管理 
18 6 6 3 1 1 0 

情報のいろは 4 3 0 0 0 1 0 

サイエンスリテ

ラシーの化学 
3 0 0 0 0 1 0 

知の探訪 2 0 0 0 0 0 0 

モラエスの徳島 2 0 0 0 0 0 0 

日本におけるド

イツ兵捕虜 
4 0 0 0 1 0 0 

 

 
 

上記で、7.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

回答なし  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１１－２：解決方法

1.自分で解決した

2.近くにいる友人に聞いた

3.同じ科目を履修している仲間に聞いた

4.教員に聞いた

5.eラーニングの授業をサポートする部署（職員）に聞いた

6.誰にも聞かなかった

7.その他
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問 12.eラーニングで提供される授業の良いと思う点をお書きください。 

香川を学ぶ 自分のペースで学習を進められるところ 

香川を学ぶ 授業時間が決まっていないので、自分の空いた時間を活用することがで

き、便利だった。 

香川を学ぶ 自分のペースで授業を進められる。 

香川を学ぶ いつでも授業が受けられる 

香川を学ぶ 隙間時間で知識を身に着けることができる点。 

香川を学ぶ 自分の好きな時間に自分のペースで学習を進めることができる点。 

香川を学ぶ 自分で計画して受講できる。 

集中して受講できる。 

香川を学ぶ 自宅で自分の好きな時間に受講でき、他の授業との両立が非常に楽になる

点。 

香川を学ぶ 家で勉強できること 

香川を学ぶ 自分の時間で学習できる。 

香川を学ぶ 自分のペースで勉強ができる点。 

香川を学ぶ 理解できない点を何回でも聞いて、納得できる 

香川を学ぶ 自分のペースで学習に取り組むことが出来る点。 

香川を学ぶ 身近な話題について自分の空き時間に学ぶことができた。 

香川を学ぶ 自分の好きなタイミングで学習できること。 

香川を学ぶ 自分のペースで授業を進めることができるし 

困ったときは巻き戻して何度も見ることができる点 

香川を学ぶ 自分の勝手に授業を受けれる 

香川を学ぶ 複数の先生から講義が受けれること。 

香川を学ぶ いつでも講義を受講できるので良いと思う。また繰り返し見直すことが出

来るのも良い。 

香川を学ぶ 眠くなったり集中がきれたりしてききのがしてしまった部分をもう一度

聞き直すことができるという点 

香川を学ぶ 都合のいい時間で受講できる。 

香川を学ぶ 都合のいい時間に授業を受けることができる。 

香川を学ぶ いつでも学習できる点 

香川を学ぶ 自分で学習の予定を立てられる点 

香川を学ぶ 時間の都合がつく点 

香川を学ぶ 何度も巻き戻すことができる点 

香川を学ぶ 時間に縛られることなく、いつでも映像が見られて、授業が受けられ、見

返すこともできる点。 

香川を学ぶ 家で授業を受けることができる 

香川を学ぶ 空いた時間など好きな時に受講でき、何度も見直して理解を深めることが

できる点。 

香川を学ぶ 聞き逃したところも何度でも聞くことができる 

香川を学ぶ 空いている時間に自分のペースで受けられる点 

香川を学ぶ 自分のタイミングで出来ること  空きコマを埋められる 

香川を学ぶ 何度でも講義を見直すことができること。 

香川を学ぶ 自分の好きな時に学習することができる。 

香川を学ぶ 学習時間を自分で選べる点 

香川を学ぶ いつでもどこでも受講できる点。 

香川を学ぶ いつでもできる 

香川を学ぶ 映像を見るので理解しやすい 

香川を学ぶ いつでもやりたいときにできる｡ 

香川を学ぶ 好きな時に学習できる。 

香川を学ぶ 特にないです 

香川を学ぶ 自分の好きな時間に受けられる。 
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香川を学ぶ 自分の都合に合わせて授業を受講出来る点。 

香川を学ぶ 時間にとらわれない 

香川を学ぶ 時間のある時に自宅で学習できる点 

香川を学ぶ 自分のペースで、空いている時間にできる点。 

香川を学ぶ 自分のしたいときにできる 

地域コンテンツと知財管理 いつでも自由に受けられる所。 

地域コンテンツと知財管理 好きな時間帯に学べる・好きな場所で学べる・授業の振り返りが何度もで

きる 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースで勉強することができる。 

地域コンテンツと知財管理 自宅や好きな場所、好きな時間で受講できるため勉強の予定などが非常に

組みやすい。 

地域コンテンツと知財管理 自分の都合で授業を受けれる点。 

地域コンテンツと知財管理 自分が暇なときを選んで学習ができる点 

地域コンテンツと知財管理 どこでも好きなときに学習できる。 

地域コンテンツと知財管理 自宅で学習することができる点と、自分の好きなペースで先生の講義を聞

くことができる点。 

地域コンテンツと知財管理 学校に行かなくてよい。空いた時間でできる。 

地域コンテンツと知財管理 自分のやりたいと思った時間に授業を受けられること。 

地域コンテンツと知財管理 途中で止めながら見れること。 

地域コンテンツと知財管理 資料が見やすい。何度も授業内容を聞けるので理解しやすい。 

地域コンテンツと知財管理 どこでも、好きな時に授業を受けられる。 

地域コンテンツと知財管理 自分の好きな時に受けることができる点 

地域コンテンツと知財管理 いつでもどこでもできる 

地域コンテンツと知財管理 いつでもできる 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースで勉強を進められる点。 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースで学習できる 

地域コンテンツと知財管理 空いた時間に学習できる点 

地域コンテンツと知財管理 自由な時間に受けることができる。体調が万全の時に視聴することによ

り、十分に授業内容が身に付く。 

地域コンテンツと知財管理 自分の空いてる時間に授業を受けられること。 

地域コンテンツと知財管理 環境さえ整えれば、いつでも授業を受けられる、という点は、やはり eラ

ーニングの最も特徴的な部分でもあり、非常に良い点だと改めて思った。 

地域コンテンツと知財管理 自分の好きなタイミングで授業を受けられるところ 

地域コンテンツと知財管理 わからないところを繰り返し見れる。 

地域コンテンツと知財管理 自分の好きなタイミングで学習を進めることが出来る。 

地域コンテンツと知財管理 学習時間を自分で決めることができる点 

地域コンテンツと知財管理 いつでも学習できる 

地域コンテンツと知財管理 学校に行かなくても授業が受けられるところ。 

地域コンテンツと知財管理 自分に都合のよい時間で講義を受けることが合できる点。 

地域コンテンツと知財管理 ときと場所を選ばず学習することができる 

地域コンテンツと知財管理 いつでも自分の好きな時間に勉強できる。 

地域コンテンツと知財管理 大人数で受講出来、この授業をとりたい！と思えばとれるところ。 

地域コンテンツと知財管理 空いた時間に自分のペースで学習することができる。 

地域コンテンツと知財管理 パソコンで話を聞けるので自分の予定に合わせて余裕をもって勉強でき

る点 

地域コンテンツと知財管理 時間を選ばず、好きなタイミングで受講できる点。 

地域コンテンツと知財管理 好きな時間帯で学習できる点 

地域コンテンツと知財管理 いつでも、どこに居ても受けられる。 

１５回きちんと受けられる。（普通の講義であれば、1回目：ガイダンスの

み、15 回目：テストといった風にコマ数は削られ、１５回の講義を受けら

れることは珍しく思った。） 

補講がない。 
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地域コンテンツと知財管理 好きな時にできる点 

地域コンテンツと知財管理 いつでもできる。楽な姿勢でできる 

地域コンテンツと知財管理 好きな時にできて、分からないところは繰り返すことができる点。 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースで進められる点 

地域コンテンツと知財管理 自由に受けれるので、他の授業のレポート提出などの時間のないときは、

受けない。逆に時間が空いている時に受けるなど時間をうまく活用できる

点。 

地域コンテンツと知財管理 いつでもどこでも授業が受けられるところ 

地域コンテンツと知財管理 自分の都合のいい時間に学習できる点。 

地域コンテンツと知財管理 時間がある時ならいつでも受講できる点 

寝坊等の心配がない 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースでできる点。 

地域コンテンツと知財管理 自分の好きな時間に学習できること。 

地域コンテンツと知財管理 自宅でも授業が受けれる点 

地域コンテンツと知財管理 自分の都合のよい時間に勉強できるのはとても魅力的だと思った。 

またビデオを何回も見れるので、復習もやりやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 自分の都合に合わせて受講できること 

地域コンテンツと知財管理 自分で受講の計画を立てられる点 

地域コンテンツと知財管理 好きな時間に好きなところでできること 

地域コンテンツと知財管理 自宅でできるところ。 

地域コンテンツと知財管理 好きな時間に受けられる 

地域コンテンツと知財管理 自分の時間でできる。 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースで学習できる。 

地域コンテンツと知財管理 時間に拘束されない点。 

地域コンテンツと知財管理 自分が学びたい分野の内容を、学外に出なくても知ることができ、ありが

たい。自分の生活に合わせて無理なく受講できる。実際に講義に出席して

受講するのとは違った学習方法であり新鮮である。映像であれば、スライ

ドの資料も学外の映像も使えるので、見ていて面白い。 

地域コンテンツと知財管理 いつでもできる 

地域コンテンツと知財管理 学習計画を自分で立てることができる。 

地域コンテンツと知財管理 自分のやりたいときに何度もできる 

情報のいろは わからないところを何度でも見れる。 

情報のいろは 農学部の生徒としては、わざわざ本学まで通わなくてもよい・好きな時間

に授業を受けることができるというのは、勉学・時間・金銭面で助かった。 

情報のいろは 自分の好きな時に聞くことができる。 

授業で大事なところは何度も聞ける点。 

情報のいろは いつでも授業を受けれる点や、授業を見直せれる点 

情報のいろは 分からない点があった場合繰り返し再生したりが簡単にできること。 

情報のいろは 家で学習できる。 

情報のいろは いつでも何度でも学習できる点。 

情報のいろは 空いている時間ででき、自分のペースでできる点。パソコンがあり、ネッ

ト環境があれば、どこでもできる点。 

情報のいろは 自分のペースで学習することが出来る点。 

情報のいろは 自分のやりたいときに学習を進められること。 

情報のいろは いつでも受けることができる 

情報のいろは 自分のペースで進められる点。他大学の教授の話を毎週出掛けなくても聞

ける点。気を楽にして取り組める点。 

オムニバス形式にしたり、講義室以外の映像資料を使ったりすることが出

来る点。聞き逃したところや理解しづらかったところを何回も見直せる

点。もう一度振り返って視聴できる点。 

情報のいろは 何度でも理解するまで見ることができる。 

情報のいろは 自分の空き時間に学習ができる。 
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サイエンスリテラシーの化学 締め切りが明記されているので自分で勉強計画が立てられ、時間が空いた

ときに受講できる。 

サイエンスリテラシーの化学 自分のペースで学習できる点。 

知の探訪 聞き逃した部分をその時に巻き戻して聞き直すことが出来ること。また、

理解するまで何度も視聴することが可能である為、個々の理解能力に応じ

て授業を受けることが出来る点が良いと思う。 

知の探訪 今回、愛媛大学に在籍している私が徳島大学の先生方の講義を受けること

が出来たように、大学の垣根をこえて、様々な先生方の講義を受けられる

点。 

知の探訪 なし 

知の探訪 自分の興味関心のある授業が選択できる。 

時間を流動的に利用できる。 

知の探訪 夜でもできる 

知の探訪 比較的、自分のタイミングで授業を受講することができる 

自分で計画するということを身に着けることができる 

普段触れることのできない分野の知識を身に着けることができる 

知の探訪 自分が取り組みたい時間に講義を視聴することができる。 

聞き逃した箇所を再度繰り返して視聴することができる。 

知の探訪 時間を気にせずいつでも受講できる点 

モラエスの徳島 自由な時間にできる点。 

モラエスの徳島 時間に縛られない点。 

モラエスの徳島 フレキシブル 

モラエスの徳島 いつでも実施できる点と繰り返し視聴できる点 

日本におけるドイツ兵捕虜 講義の聴き直しができて、気軽に質問しやすい。 

日本におけるドイツ兵捕虜 自分の空いた時間にできる。 

日本におけるドイツ兵捕虜 好きな時間にできること 

日本におけるドイツ兵捕虜 通常の授業と異なり、教室だけでの授業に留まらず、各地での取材映像や

対談などが交えられており、興味を常に持ち続けられた点。また、課題の

提出期限は設けられていたものの、自分が好きな時間帯に学習が可能だっ

た点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 得意なし 

日本におけるドイツ兵捕虜 いつでも見られて楽な点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 自分の好きな時に勉強できる。 

日本におけるドイツ兵捕虜 いつでも空き時間に受けられるから予定を立てやすい 
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問 13.eラーニングで提供される授業で難しいと思う点をお書きください。 

香川を学ぶ 最後にギリギリでしてしまうところ 

香川を学ぶ 自分のやる気がそのまま反映される授業のため、気合が入れにくい。 

香川を学ぶ 今日はいいかとサボってしまう可能性がある。 

香川を学ぶ モチベーションの維持 

香川を学ぶ 当たり前のことだが、ネット環境がないと何もできない点。復習はノート

でできるがそれ以外のときはまったく何もできない。 

香川を学ぶ 特にありませんでした。 

香川を学ぶ 小テストで、どっちにもとれる問題があるときに戸惑い、その場で解決で

きない。 

香川を学ぶ 聞きづらさなど。 

香川を学ぶ わからないところを聞けないこと 

香川を学ぶ 忘れそうになることがある。 

香川を学ぶ レジュメの印刷が面倒 

香川を学ぶ 授業の内容で理解できなかった点について、その場で質問することが出来

ない点。 

香川を学ぶ 1 人でパソコンの前に座って講義をうけるので、集中力を持続させにくい。 

香川を学ぶ 忙しい人はついあとまわしにしてしまうと思う。 

香川を学ぶ 自分でしっかり計画を立ててコンスタントに学習していく必要がある点 

香川を学ぶ 期限 

香川を学ぶ 講義内では消化できない疑問が生じてしまう。 

香川を学ぶ 時間が決まっていないため、ついついためてしまうところ 

香川を学ぶ 特にない 

香川を学ぶ 自分の計画をきちんと達成すること。 

香川を学ぶ 提出レポートやテストの期限を忘れることが多々ある 

香川を学ぶ 質問をすること 

香川を学ぶ 画像が乱れやすい点 

香川を学ぶ 実際の授業を映像として使用している回は、黒板やボードに書いてあるこ

とが全く見えなかったり、聞き取りづらい部分もある点。 

香川を学ぶ 提出期限をたまに忘れてしまう 

香川を学ぶ こまめにチェックしておかないと忘れてしまいそうになる点 

香川を学ぶ 期間が短い 

香川を学ぶ 質問ができないため、深い理解につながりにくい。 

香川を学ぶ やる気や集中力を保つこと 

香川を学ぶ 私は計画通りに進んだが、周囲の友人は計画通りにいかず、ギリギリにな

ってから課題提出を行っていたのでそういった点が難しいのかなと感じ

た。 

香川を学ぶ 自分に甘くなる 

香川を学ぶ 質問が簡単にできない 

香川を学ぶ 時々アクセスできないときがあった｡レポートの課題がアップされるのが

遅かった｡ 

香川を学ぶ 特にない。 

香川を学ぶ パソコンを使わなければいけない点 

香川を学ぶ 自分の授業の計画を立ててなかったら、計画的にできない。 

香川を学ぶ 教授に質問したい場合に手間がかかる点。 

香川を学ぶ 音が聞こえにくい部分がある 

香川を学ぶ 雑音がある点 

香川を学ぶ 誰も見ていないので、計画通りにできない点。 

香川を学ぶ 毎週やらなくていいので、ためてしまう 

地域コンテンツと知財管理 計画的に実施すること 

試験の締め切りを忘れがち 
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モチベーションの持続 

地域コンテンツと知財管理 質問がしにくい。 

地域コンテンツと知財管理 気軽に質問できないこと。 

地域コンテンツと知財管理 計画通りに進めるのが難しい。 

地域コンテンツと知財管理 小テストや小レポート等がきちんと送信されているか、確認することがで

きず不安に思います。 

地域コンテンツと知財管理 映像の中でのスライドがはっきりしていない授業もある。 

地域コンテンツと知財管理 口頭ではないので質問がしにくい。 

地域コンテンツと知財管理 特にないです。 

地域コンテンツと知財管理 授業を受ける姿勢になりにくい。 

地域コンテンツと知財管理 質問したいときに質問がすぐにできない 

地域コンテンツと知財管理 質問が面倒、また教室での講義がないため自分で計画を立てないと気づい

たら締切間近になっている 

地域コンテンツと知財管理 聞き取りにくい時もある 

地域コンテンツと知財管理 １度大きく学習計画が崩れると、立て直すのが難しい点。 

地域コンテンツと知財管理 どうしてもまとめてやろうとしてしまう。計画性がなくては履修をお勧め

できない 

地域コンテンツと知財管理 すぐに質問して、すぐその質問の答えを返してもらうということができな

い点。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 e ラーニングで教科書が必要だというものは、こちらとしてはあまりいいも

のとは感じなかった。（あれば学習・見直しもしやすいが、仕方がないとは

いえ「通販サイトで買ってくださいね」は不安に感じる生徒も多いと思う。） 

地域コンテンツと知財管理 特に無し 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 対面ではないので、受けたいと思う授業でないと気が緩んでしまう。 

地域コンテンツと知財管理 やる気や集中力を維持すること 

地域コンテンツと知財管理 興味が持てない内容だと、他のことにすぐ目が行ってしまう。周りの誘惑

が対面式の授業より多い。 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 本当に回答が送れたか不安になる。 

地域コンテンツと知財管理 最初の設定が難しい。 

地域コンテンツと知財管理 提出の期限やテストの期間が決められていないと継続することが難しい。 

地域コンテンツと知財管理 教員の先生に連絡を取るのが大変な点 

地域コンテンツと知財管理 自由に受講できるのでうっかりしてしまう。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 一方通行になりがち。 

地域コンテンツと知財管理 長い 

地域コンテンツと知財管理 自主的に学習を進める点。 

地域コンテンツと知財管理 いつでもできるのでついつい後回しにしてしまう点 

地域コンテンツと知財管理 授業内で先生が言っていることとホームページの内容が違うときに困っ

た。 

地域コンテンツと知財管理 パソコンで一人で受けるものなので、知り合いが同じ科目を選んでなかっ

た場合、分からなくてもひとりで考えて理解しなければならないところ 

地域コンテンツと知財管理 自分で計画的に進めないといけない点。 

地域コンテンツと知財管理 計画通りに進めること 

地域コンテンツと知財管理 一度溜まるとつらい。 

地域コンテンツと知財管理 特にありませんでした。 

地域コンテンツと知財管理 期末レポート 

地域コンテンツと知財管理 締め切りを忘れそうになること 

地域コンテンツと知財管理 質問に手間がかかる 

計画通りに受講すること 
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地域コンテンツと知財管理 直接の会話ができないこと。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 質問するのが難しい 

地域コンテンツと知財管理 計画性。 

地域コンテンツと知財管理 締め切りがこまめ(一週間ごとにある授業もある)じゃないと、自分で余裕

をもって学習するのが難しい。 

地域コンテンツと知財管理 質問がしにくい点。 

地域コンテンツと知財管理 自己管理ができなければ受講態度がひどくなる。テストといっても、試験

時間が長ければ教科書を見ながら対応できる。 

自宅に印刷機がない学生にとって、大量の資料を大学で印刷するのは費用

が掛かる。 

地域コンテンツと知財管理 自分に甘くなる 

地域コンテンツと知財管理 インターネットやパソコンなど設備が必要なので、家で見ることができな

い人も出てくる。 

地域コンテンツと知財管理 提出期限を見とかないといけない 

情報のいろは 特になし 

情報のいろは リアルタイムではないので質問がしたいときにできない点。 

情報のいろは 質問がしづらいなど一般的にあると思うが、この講義に関してはそういっ

た面も素早く対応してくれて、特に不満点はなかった。 

情報のいろは 自分できちんと計画を立ててしなくてはならない。 

情報のいろは 学習態度が確認できない分、課題が多くなる点。 

情報のいろは 誰も見ていないので、きちんと進まない場合があるという点。 

情報のいろは 疑問に感じたところをすぐに聞けない点。 

情報のいろは 特にありません。 

情報のいろは 強制力がないため友人はみんな途中でやめていったので継続するのが難し

いと思う。 

情報のいろは 自己管理ができない人はするべきではない。 

印刷を学校で行う人にとって、資料が多いと出費も多い。 

アクセスできない状態が起こることを見越して計画的に受講する態度が学

生に求められる。 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは 自分で時間を設けて行う必要がある。 

サイエンスリテラシーの化学 全て自力で管理する分怠けやすい。 

知の探訪 他学生とディスカッションしたりすることが出来ないため（一方向的な授

業形態）、自分の能力以上の理解を深めることが困難だと感じる。他者と意

見交換をすることで理解が深まったり、新たな考えを膨らますことが可能

であると考えるため。 

知の探訪 対面授業のように、授業でわからない点を先生に直接うかがうこと。 

さらに、授業によってはスライドが見づらく、ノートをとる時間も十分に

なかったため、普段の対面授業より授業内容を理解するのが難しいと思っ

た。 

もし可能であるなら、すべての講義でスライドのデータを Moodle にアップ

してほしいです。 

知の探訪 なし 

知の探訪 課題の締め切りと進め方。 

専門性の高い内容の講義に対する理解。 

知の探訪 自分で受講管理せねばならない 

知の探訪 教員との意思疎通ができない。 

一回分の講義内容に差がありすぎる。（その場合、学習予定に充てていた時

間内で終わらず、別の時間を工面しなくてはならない。） 

視聴時間が長い（２～３時間）と目への負担が大きい。 

動画のスライドの表示が小さすぎるときがあり、内容の理解が難しかった。 
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モラエスの徳島 締め切りの日時を管理し忘れやすい点。 

モラエスの徳島 時間に縛られない分、意欲がわかなければ捗らないこと。 

モラエスの徳島 リアルタイムでの質問 

日本におけるドイツ兵捕虜 受講期限の存在を忘れてしまうこと。 

日本におけるドイツ兵捕虜 わからないことがあったときに、気軽に質問することができない。 

日本におけるドイツ兵捕虜 １講義あたりのビデオ視聴時間が長い 

日本におけるドイツ兵捕虜 特になし。 

日本におけるドイツ兵捕虜 特になし 

日本におけるドイツ兵捕虜 締め切りを間違えかけたこと。 

日本におけるドイツ兵捕虜 メールなどでも送れるのだろうが、それでも質問はしにくいと思った。 

日本におけるドイツ兵捕虜 締切を間違わないこと 

間接的で理解が不十分になること 

うまくビデオが再生されないパソコンがあったこと 
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問 14.この授業の難易度は，適切でしたか？ 

  1.難しすぎ

た 

2.少し難し

かった 

3.適切だっ

た 

4.少し易し

かった 

5.易しすぎ

た 

香川を学ぶ 2 22 46 2 0 

地域コンテンツと知財管

理 
9 67 48 0 0 

情報のいろは 0 14 13 0 0 

サイエンスリテラシーの

化学 
0 2 3 0 0 

知の探訪 3 4 2 0 0 

モラエスの徳島 0 2 3 0 0 

日本におけるドイツ兵捕

虜 
0 6 7 0 0 

 

 
 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１４：難易度

1.難しすぎた 2.少し難しかった 3.適切だった 4.少し易しかった 5.易しすぎた
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問 15.この授業の学習量は，適切でしたか？ 

  1.学習量が

多すぎたの

で，減らすべ

きである 

2.学習量は

多いが，減ら

す必要はな

い 

3.どちらと

もいえない 

4.学習量は

少ないが，増

やす必要は

ない 

5.学習量が

少なすぎる

ので，増やす

べきである 

香川を学ぶ 4 26 39 3 0 

地域コンテンツと知財管

理 
8 57 52 5 0 

情報のいろは 1 9 14 3 0 

サイエンスリテラシーの

化学 
0 1 4 0 0 

知の探訪 4 3 2 0 0 

モラエスの徳島 1 2 2 0 0 

日本におけるドイツ兵捕

虜 
3 7 3 0 0 

 

 

 

  
0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１５：学習量

1.学習量が多すぎたので，減らすべきである 2.学習量は多いが，減らす必要はない

3.どちらともいえない 4.学習量は少ないが，増やす必要はない

5.学習量が少なすぎるので，増やすべきである



162 

問 16-1.視聴覚教材(ビデオ等) 

  5. 非常に

有 効 だ っ

た 

4. 有効だ

った 

3. あまり

有 効 で は

なかった 

2. まった

く 有 効 で

は な か っ

た 

1. 教材と

し て は 提

供 さ れ た

が 使 用 し

なかった 

0. 教材と

し て 提 供

さ れ な か

った 

香川を学ぶ 10 49 10 2 1 0 

地域コンテンツと知財

管理 
32 74 12 4 0 2 

情報のいろは 6 19 2 0 0 0 

サイエンスリテラシー

の化学 
0 2 0 0 0 3 

知の探訪 3 6 0 0 0 0 

モラエスの徳島 0 3 2 0 0 0 

日本におけるドイツ兵

捕虜 
3 8 2 0 0 0 

 

 

 

  
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１６－１：視聴覚教材

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-2.教科書・参考書や配布資料 

  5. 非常に

有 効 だ っ

た 

4. 有効だ

った 

3. あまり

有 効 で は

なかった 

2. まった

く 有 効 で

は な か っ

た 

1. 教材と

し て は 提

供 さ れ た

が 使 用 し

なかった 

0. 教材と

し て 提 供

さ れ な か

った 

香川を学ぶ 15 33 12 3 4 4 

地域コンテンツと知財

管理 
31 76 14 1 1 0 

情報のいろは 6 19 1 0 0 1 

サイエンスリテラシー

の化学 
1 4 0 0 0 0 

知の探訪 0 3 1 0 0 5 

モラエスの徳島 1 4 0 0 0 0 

日本におけるドイツ兵

捕虜 
1 7 5 0 0 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１６－２：教科書・参考書・配布資料

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-3.紹介された参考リンク(インターネット上の情報源) 

 5. 非常に

有 効 だ っ

た 

4. 有効だ

った 

3. あまり

有 効 で は

なかった 

2. まった

く 有 効 で

は な か っ

た 

1. 教材と

し て は 提

供 さ れ た

が 使 用 し

なかった 

0. 教材と

し て 提 供

さ れ な か

った 

香川を学ぶ 5 35 17 0 8 5 

地域コンテンツと知財

管理 
9 50 31 2 26 6 

情報のいろは 0 13 6 0 1 6 

サイエンスリテラシー

の化学 
1 3 0 0 0 1 

知の探訪 0 2 2 0 0 5 

モラエスの徳島 0 3 1 0 1 0 

日本におけるドイツ兵

捕虜 
0 8 2 0 1 2 

 

 

 

  
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１６－３：参考リンク

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-4.クイズ（小テスト） 

 5. 非常に

有 効 だ っ

た 

4. 有効だ

った 

3. あまり

有 効 で は

なかった 

2. まった

く 有 効 で

は な か っ

た 

1. 教材と

し て は 提

供 さ れ た

が 使 用 し

なかった 

0. 教材と

し て 提 供

さ れ な か

った 

香川を学ぶ 17 46 7 1 0 0 

地域コンテンツと知財

管理 
16 92 14 1 1 0 

情報のいろは 4 18 0 0 0 5 

サイエンスリテラシー

の化学 
2 3 0 0 0 0 

知の探訪 0 0 0 0 0 9 

モラエスの徳島 1 3 0 0 0 1 

日本におけるドイツ兵

捕虜 
0 6 1 0 0 6 

 

 

 

  
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１６－４：クイズ(小テスト)

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-5.掲示板（フォーラム）における受講者同士のディスカッション 

 5. 非常に

有 効 だ っ

た 

4. 有効だ

った 

3. あまり

有 効 で は

なかった 

2. まった

く 有 効 で

は な か っ

た 

1. 教材と

し て は 提

供 さ れ た

が 使 用 し

なかった 

0. 教材と

し て 提 供

さ れ な か

った 

香川を学ぶ 4 5 11 7 15 28 

地域コンテンツと知財

管理 
2 17 25 8 32 38 

情報のいろは 0 2 2 3 6 11 

サイエンスリテラシー

の化学 
0 0 0 0 1 4 

知の探訪 0 0 0 1 2 6 

モラエスの徳島 0 3 2 0 0 0 

日本におけるドイツ兵

捕虜 
1 8 1 2 1 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１６－５：掲示板

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 17.この授業の Moodle上の説明（例えば毎週の学修の進め方や課題等の指示）は，わかりやすかった

ですか？ 

  1.非常にわか

りやすかった 

2.わかりやす

かった 

3.わかりにく

かった 

4.非常にわか

りにくかった 

香川を学ぶ 15 49 7 0 

地域コンテンツと知財管理 20 93 8 3 

情報のいろは 9 18 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 3 2 0 

知の探訪 1 7 1 0 

モラエスの徳島 0 5 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 2 7 4 0 

 

 

 

  0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１７：Moodle上の説明

1.非常にわかりやすかった 2.わかりやすかった 3.わかりにくかった 4.非常にわかりにくかった
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問 18.授業をわかりやすくする工夫がなされていましたか？ 

  1.非常に工夫

されていた 

2.工夫されて

いた 

3.あまり工夫

されていなか

った 

4.まったく工

夫されていな

かった 

香川を学ぶ 8 44 19 1 

地域コンテンツと知財管理 22 88 12 0 

情報のいろは 9 18 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 2 2 1 0 

知の探訪 0 6 3 0 

モラエスの徳島 0 2 3 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 3 8 2 0 

 

 
 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１８：わかりやすくする工夫

1.非常に工夫されていた 2.工夫されていた

3.あまり工夫されていなかった 4.まったく工夫されていなかった



169 

問 19.この授業の内容や関連分野に対する関心や問題意識は，この授業の履修によってどのように変わり

ましたか？ 

  1.非常に強く

なった 

2.少し強くな

った 

3.ほとんど変

わっていない 

4.以前よりも

弱くなった 

香川を学ぶ 13 47 11 1 

地域コンテンツと知財管理 14 88 20 2 

情報のいろは 2 24 1 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 5 0 0 

知の探訪 1 8 0 0 

モラエスの徳島 1 4 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 4 9 0 0 

 

 

 

  
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問１９：履修後の関心や問題意識

1.非常に強くなった 2.少し強くなった 3.ほとんど変わっていない 4.以前よりも弱くなった
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問 20.全体として，この授業はどの程度有意義でしたか？ 

 1.非常に有意

義だった 

2.有意義だっ

た 

3.あまり有意

義ではなかっ

た 

4.まったく有

意義ではなか

った 

香川を学ぶ 11 50 10 1 

地域コンテンツと知財管理 17 89 14 2 

情報のいろは 5 21 1 0 

サイエンスリテラシーの化学 1 4 0 0 

知の探訪 5 4 0 0 

モラエスの徳島 1 4 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 4 8 1 0 

 

 

 

  
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問２０：有意義

1.非常に有意義だった 2.有意義だった 3.あまり有意義ではなかった 4.まったく有意義ではなかった
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問 21.この授業を，友人や後輩にお勧めしたいですか？ 

  1.非常に勧め

たい 

2.まあまあ勧

めたい 

3.あまり勧め

たくない 

4.まったく勧

めたくない 

香川を学ぶ 22 43 6 1 

地域コンテンツと知財管理 29 80 12 2 

情報のいろは 7 19 1 0 

サイエンスリテラシーの化学 2 3 0 0 

知の探訪 3 5 1 0 

モラエスの徳島 1 4 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 2 10 1 0 

 

 

 

  
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

問２１：友人への勧め

1.非常に勧めたい 2.まあまあ勧めたい 3.あまり勧めたくない 4.まったく勧めたくない
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問 22.この授業について，良かった点を，具体的にお書きください。 

香川を学ぶ 自分の好きな時間に受講することができる 

香川を学ぶ 香川について知らなかったことを学ぶことが出来た。それから調べてみよ

うという気持ちが湧いた。 

香川を学ぶ 住んでいる香川県のことを深く学べることができた。 

香川を学ぶ スクリーンにズームするところが良かった 

香川を学ぶ 香川県の文化や歴史をより深く知るとともに、環境について危機感を持ち、

対策の必要性を感じることができた点。 

香川を学ぶ 締め切りが分かるので計画が立てやすい。 

分野に分かれて公開されるのでつながりがある。 

香川を学ぶ 自分の好きな時間に受講できること。 

香川を学ぶ 香川県の特産物をはじめ、多くの知らなかったことを知れた 

香川を学ぶ 香川について新しいことが多く知れた。 

香川を学ぶ 香川について学べたのでよかった。 

香川を学ぶ 自分が知らなかった地元の文化や社会、自然問題について詳しく学ぶこと

ができた。 

香川を学ぶ 香川県の持つ魅力や課題について多角的に知ることができた。以前よりも

香川に興味を持った。 

香川を学ぶ わかりやすかったし、参考資料があってよかった 

香川を学ぶ 複数の先生から多様な分野を学習できること。 

香川を学ぶ 香川県のことについて少しでも知識を取り入れることが出来たので良かっ

た。 

香川を学ぶ 小テストが部門ごとにまとめられていたので、ほかの知プラの授業よりや

りやすかった 

香川を学ぶ 香川の事がよく解り役にたったと思う。 

香川を学ぶ セクションごとに分けられている点。 

香川を学ぶ 県外から香川大学に進み大学生活をこの香川県で送るため、香川について

の知識が得られたのは非常に為になったと思う。 

香川を学ぶ 一つ一つの授業が多岐にわたっている点 

香川を学ぶ いつでも授業が受けられて、見返すこともできたり、映像授業なので、い

ったん映像を止めてメモをする時間が作れるところが良かった。 

香川を学ぶ 香川のことを知ることができた 

香川を学ぶ 香川県について、さまざまな点から知ることができ、実際にとられている

対策などを知りことができた点。 

香川を学ぶ 香川について知れたこと 

香川を学ぶ 香川のことを深く知れた。 

香川を学ぶ 香川のことを詳しく学べた点。 

香川を学ぶ 香川について詳しく学ぶことができた 

香川を学ぶ 自由に学習できる。 

香川を学ぶ パソコンを使って勉強すること 

香川を学ぶ 好きな時間に授業がうけられる 

香川を学ぶ 資料が充実していた。 

香川を学ぶ 他県の生まれであるが、香川についての知識が増えたことで愛着がわいた。 

香川を学ぶ 自分のペースでできたので良かった。 

地域コンテンツと知財管理 講義内容が専門的な入門であったが、知財３級試験合格レベルということ

で、ピンポイントな内容が私には理解しやすかった。 

ビデオ内容もうまく編集されており説明と話しが頭に入りやすかった。 

先生の声も聞き取りやすく、柔らかい印象でよかった。 

教科書とリンクしていて理解しやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースで勉強することができる。 

地域コンテンツと知財管理 自宅や好きな場所、好きな時間に受講できること。他の勉強や予定との兼
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ね合いも非常に楽になった。 

地域コンテンツと知財管理 知財検定に挑戦してみようと思えた点。 

地域コンテンツと知財管理 自分が理解できなかったところの講義を何度も見られる点 

地域コンテンツと知財管理 教科書との対応がしっかりしている。 

地域コンテンツと知財管理 e-ラーニングの授業を利用するのは初めてだったが、説明が丁寧だったの

で無事に受講することができてよかった。 

地域コンテンツと知財管理 授業が分かりやすい。スライドが見やすい。 

地域コンテンツと知財管理 自分のやりたいなと思ったときに授業を受けることが出来たので、とても

意欲がわいた。編集した動画で授業を進めて行くので、聞き逃したところ

があっても、もう一度聞きなおすことが出来るのでいつもの講義より効率

的であると感じた。 

地域コンテンツと知財管理 面白くわかりやすく話されていて楽しかった。内容はやはり少し難しい。

覚えることが多いが仕方ない。 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースで進めることができるので、より理解しやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 先生がわかりやすく説明してくださった点 

地域コンテンツと知財管理 いつでもできる。 

地域コンテンツと知財管理 わかりやすかった 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースで勉強を進められる点。 

地域コンテンツと知財管理 やはり elearning ということでやる時間が自由であるというてんが大きい

です。 

地域コンテンツと知財管理 知的財産権という難しい内容をわかりやすく学べた。テキストが漫画調な

のもよい。 

地域コンテンツと知財管理 実際の資格取得につながる授業内容のため、自分自身のキャリアアップも

兼ねられるのはすごい魅力的で、授業に対する姿勢も良い物になったと思

う。 

地域コンテンツと知財管理 日常でも役にたつ知識を勉強できたところ 

地域コンテンツと知財管理 わかりやすく、とても楽しかったです。工学部にはこういった内容を専門

とすることもあるのだなと初めて知りました。教科書として指定された書

籍も、イラスト付きでかわいく、特に先生のキャラクターと猫のイラスト

に笑ってしまいました。 

地域コンテンツと知財管理 この授業ももちろんだが、それ以外の科目でも定期的に勉強するクセがつ

いた 

地域コンテンツと知財管理 説明が分かりやすく資料も見やすかった。 

地域コンテンツと知財管理 先生が面白かった。 

高校まででは学べなかった分野が学べた。 

地域コンテンツと知財管理 学生に近い目線で授業がなされていた点。 

地域コンテンツと知財管理 ときと場所を選ばず学習することができる 

地域コンテンツと知財管理 場所と時間を選ばずに講義を受けられた点。 

地域コンテンツと知財管理 先生の声が非常に聞きやすく、語り掛けてくれている感じがしたので臨場

感があった点。 

地域コンテンツと知財管理 レジュメがわかりやすい点。 

地域コンテンツと知財管理 定期的に小テストがあり、やる気が継続した。 

地域コンテンツと知財管理 これまでにない知識がたくさん増えた 

地域コンテンツと知財管理 知的財産について特に問題にされだしたのは最近であるため、若い人材と

して新しい分野の知識を付けることができた。 

地域コンテンツと知財管理 先生の話し方や小話が面白くて飽きなかった。 

地域コンテンツと知財管理 確認問題があったのでそこで改めて確認することができた。 

地域コンテンツと知財管理 映像が見やすかった。ひとつひとつえいぞうが短かったのがよかった。 

地域コンテンツと知財管理 家で講義を受けられる点。 

何度でも映像を見ることができる点。 

地域コンテンツと知財管理 普段学習する機会のないことを学習できた。 

地域コンテンツと知財管理 通常の講義だと一度聞き逃してしまうと後々学習するときに支障が生じて
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しまうが、この授業であれば何度でも講義を受けれるのでしっかりと学習

することができる。 

地域コンテンツと知財管理 学習する内容が多い時は事前に把握することができたので予定を立てやす

かったです。 

地域コンテンツと知財管理 ビデオを何度も繰り返し見れるというのは非常に良いと思った。 

地域コンテンツと知財管理 毎回講義の後にクイズを設けてくださっていたので、理解度がより深まっ

た。自由課題によって、この授業への関心がより深まった。 

地域コンテンツと知財管理 丁寧でわかりやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 話が面白かったので、入ってきやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 知的財産は工学部の分野でも非常に大切なものなので、特許の取り方や詳

しい説明など、ためになることが非常に多い授業だった。 

地域コンテンツと知財管理 先生の講義が分かりやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 説明がとても平易で分かりやすかった点。 

地域コンテンツと知財管理 教科書が漫画を交えて分かりやすかった。構成が分かりやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 とくになし 

地域コンテンツと知財管理 判例の紹介があったのが良かった。動画が何本かに別れていたので、時間

の合間に見ることが出来た。 

情報のいろは 資料が見やすく重要なところがよく分かった。 

情報のいろは 授業はわかりやすく、（苦手意識がありながらも）楽しく視聴することがで

きました。 

情報のいろは 私は情報工学科なのですが、論理回路で分からない問題があったのですが

この講義で似たようなことをやっていたので理解することができました。 

また、いつでも好きな時にできることがとてもよかったと思います。 

情報のいろは インターネット上での講義ではあるが、受講者を置き去りにするのではな

く親切に対応してくれていた点や、講義内追加課題が少し手間取るものが

多く、講義で得た知識をうまく活用するように導いていた点など。 

情報のいろは 情報を様々な観点から考察している点。 

情報のいろは 理系の科目が苦手な自分でも理解して授業を受けることができた。 

情報のいろは 一人では学ぶ気の起きないような難しいことをわかりやすく伝えている

点。 

情報のいろは 自分のペースでできたことが良かった。知らないことだったので、知るこ

とができてよかった。 

情報のいろは 課題ファイル内の問題について、動画内で説明されていたのでわかりやす

かった。 

情報のいろは パワーポイントだけでもわかりやすかった部分 

情報のいろは 毎回提出課題として出されるワークシートや配布資料を見直すことで復習

もやりやすかったです。 

情報のいろは 説明が分かりやすくとても良かった。 

情報のいろは 内容が非常に濃かった点。 

情報を広い観点から、また深く知ることが出来る点。 

非常に専門的で難しかったが、根気強く丁寧に話を聞けば理解できた点。 

資料が、スライドとメモ書きができる形式であった点。 

情報のいろは 授業の課題が内容としっかりリンクしていて、大事なところがまとめられ

ていたと思う。 

情報のいろは 身近な情報について詳しく知ることができた。 

サイエンスリテラシーの化学 先生からのコメントがあること。 

サイエンスリテラシーの化学 インターネットなのでコミュニケーションがとりにくいと思っていました

が、先生が毎回コメントをくださったので、コミュニケーションがとりや

すかった点。 

知の探訪 様々な研究分野について知ることができ、視野を広げることが出来た。 

知の探訪 学習の自主性が育める点、 

知の探訪 自分の知らないことが多くて、知るきっかけとなった。 
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知の探訪 

いろいろな専門分野から、大学で学ぶ（学び方）などを学ぶことができた。 

本校以外での講義を履修することで、より自分の興味関心のある講義を学

ぶことができた。 

知の探訪 しっかりとした知識を提供してくれる点 

知の探訪 

毎週異なる分野に触れることができた 

幅広い知識を身に着けることができた 

知の探訪 

毎回の感想の提出は、その度学んだことを自分の中で整理・理解する機会

としてよかったと思う。 

様々な先生の話を聞く機会はあまりないので、この講義を通して色んな分

野のことを知れて知識が深まった。 

モラエスの徳島 モラエスという今まで知らなかった人物のことを知れて見識が広くなっ

た。 

モラエスの徳島 はじめは徳島についてばかり学ぶものと思っていたが、徐々にスケールが

増し、グローバリズムにまで考えがおよんだのは非常によかったと思う。 

モラエスの徳島 自由に履修可能 

モラエスの徳島 モラエスという偉人を詳細に知ることができた点 

日本におけるドイツ兵捕虜 スライドがわかりやすかった。 

日本におけるドイツ兵捕虜 施設見学をビデオ越しにできたこと。 

日本におけるドイツ兵捕虜 説明が分かりやすく、興味を持ち続けられるよう、教室のみの授業でなく

現地の取材映像やインタビューが取り入れられていた点。 

授業時のスライドに、写真や本などの資料が豊富だった点。 

三ヶ月という短期間のため、集中することができた点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 歴史が苦手で自分から勉強しようとは思わなかったけど少しは興味が出る

ようになった。 

日本におけるドイツ兵捕虜 実際に現地に行って説明するのが分かりやすくてよかった。 

日本におけるドイツ兵捕虜 もとからそれなりに興味があった分野をもっと深く知ることができて楽し

かった。 

日本におけるドイツ兵捕虜 先生が熱心で優しい 

ほかの人の意見が見られる 

日本におけるドイツ兵捕虜 自分の知らない歴史を知ることができた点。 
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問 23.この授業について，改善してほしい点を，具体的にお書きください。 

香川を学ぶ 特にありません。 

香川を学ぶ 動画が途中で止まった際に、またログインしてその場面から、また視聴を

再開することがあったが、その時に、きちんと動画が視聴できているのか、

それとも出来ていないのかが明確ではなく、すこし不便に感じたため、動

画の視聴が完全に完了されたかどうかのチェックボックスがあれば、安心

して動画視聴に取り組むことが出来、また進捗具合も視覚で確認できると

感じた。 

香川を学ぶ 先生が話しているだけの授業は字幕がついていると嬉しいと思った。雑音

がとてもある授業もあったので聞き取りづらかった。 

香川を学ぶ 自己責任の問題ですがもう少し期限の日にちを分かりやすく表記、 

または通知などが欲しかった。 

香川を学ぶ 聞き取り肉部分が多かった 

香川を学ぶ ビデオをあまり使用しなかった理由として、ノイズがひどいもの、マイク

による音質の悪化がある。なので講義ビデオで概要を知り、自分で調べる

という作業をとってしまった。 

香川を学ぶ 特にありません。 

香川を学ぶ 一気に公開してほしい。 

どんどん進めていき、早く終わらせると次の公開のものと時間が空き、忘

れやすくなった。 

一回、訂正があり、点数に影響があったので小テストは正誤がはっきりし

たものだとよかったです。 

香川を学ぶ たまに聞き辛い時があるので、テロップやセリフを出してもいいかもです。 

香川を学ぶ ないです 

香川を学ぶ 一つの授業を数パートに分けるのは良いと思うが、分けるポイントを切り

の良いところにしていただきたい。 

香川を学ぶ 1 つの講義ごとに小テストを実施してほしい。 

香川を学ぶ 映像が退屈である。 

講義の言葉が聞き取りづらい。 

香川を学ぶ 文字が小さいとスライドの文字が読めないし、発音が悪いと何言ってるの

かわからない。 

香川を学ぶ 携帯で講義が視聴したい。 

香川を学ぶ 参考資料と動画での内容が異なっていることがありましたのでその点を改

善していただきたい。 

香川を学ぶ 特にない。 

香川を学ぶ 小テストが数週間分のがまとまっているので、(あまり時間を割きたくない

のに)復習に時間がかかる点。 

香川を学ぶ ばらばらな授業風景を流すのではなく、ちゃんとこの授業を作ってほしい

と感じた。 

香川を学ぶ 画面が少しでも乱れないようにして欲しい 

香川を学ぶ 映像が荒いときが何回かあって、文字が見えないことがあったので、そこ

を改善してほしい。 

香川を学ぶ 添付されている資料の文字が見えにくいものがあったのでキレイな資料を

提供してほしい。 

香川を学ぶ すべての授業に配布資料をつけてほしい。 

香川を学ぶ 音声が聞き取りにくい点。 

香川を学ぶ 時々、何を書いているか見えないことがある 

香川を学ぶ 映像の乱れ 

香川を学ぶ 特にないです 

香川を学ぶ 特になし 

香川を学ぶ 特になし。 

香川を学ぶ 映像の画面が途中でおかしくなる点 
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香川を学ぶ なし 

地域コンテンツと知財管理 簡単に復習したいのに、小テストの答えが公開されないので、わざわざ教

科書を開くのが面倒。小テストの解答と簡単な解説の公開を希望します。 

地域コンテンツと知財管理 講義を視聴して、小テストなどが実施できたら、チェック項目などができ

たり、わかるようなシステムが欲しかった。 

地域コンテンツと知財管理 授業で習っていないことが小テストに出てくること。 

地域コンテンツと知財管理 たまに聞き辛い時があるので、音声が聞き取りにくい場合は脚注などでわ

かりやすくしてほしい。 

地域コンテンツと知財管理 小テストの解答と解説が欲しかったです。 

地域コンテンツと知財管理 小テストを受けるとすぐに結果がわかるようにしてほしい。小テストの締

め切り日まで答えがわからないと間違ったまま覚えてしまいそうだから 

地域コンテンツと知財管理 小テストの結果をその都度出してほしい。 

地域コンテンツと知財管理 小テストの問題が授業の赤字で説明された部分から出題されていないので

何が本当に大事なのかよくわからなかった。 

地域コンテンツと知財管理 教材（マンガで学ぶ知的財産管理技能検定）に内容や小テストをまとめた

ページがあったらより理解が深まると思ったので改善してほしい。 

地域コンテンツと知財管理 スライドを変えるのがまれに早いときがあるので、もう少し待ってほしい 

地域コンテンツと知財管理 資料の枚数が多すぎて、混乱してしまうことがあった。 

地域コンテンツと知財管理 ありません 

地域コンテンツと知財管理 まとめて収録しているため、たまに先生がつかれているときがあり、見て

てよくわからなかったりすることがあったからそこは改善して欲しい 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 しかしやる時間があるぶんぎりぎりになってしまうところが個人的にはき

つかったです。自分自身の改善ですが… 

地域コンテンツと知財管理 とくになし 

地域コンテンツと知財管理 特にない。 

地域コンテンツと知財管理 去年に撮影されたなのかビデオでいってることと課題の内容が違うことが

あった。 

地域コンテンツと知財管理 学問基礎としては、内容が少し濃いように思いました。また、小テストの

期限をまとめている点はいいと思いますが、３～４つずつの方がいいので

はなかったのかということと、最終のレポート提出の期限が早いように思

います。 

地域コンテンツと知財管理 特に無し 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 配布資料が多いこと。 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 解答がほしい。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 もう少し簡単に連絡をとれるようにしたらいいと思います 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

映像が少し重かったくらい。 

地域コンテンツと知財管理 毎回の小テストの解答を提示してほしい。 

地域コンテンツと知財管理 地域コンテンツと知財管理という名称の地域コンテンツという言葉に惹か

れて受講したが、全くの無駄だった。知的財産法については他の講義でと

ることができるので、地域コンテンツに主体を置き、四国の知財管理につ

いて実例に即しながら知的財産についてさわりの紹介をするようなのを期

待していた。講義の中で地域のことに触れないなら紛らわしい名前を付け

ないでほしい。 

この先生が自分の本ばかり押してくるので嫌気がさした。 

地域コンテンツと知財管理 小テストを見直す時に、どこが間違ったのかが分かりにくい。 

地域コンテンツと知財管理 先生とのコミュニケーションを少しとれるように改善してほしい。 

地域コンテンツと知財管理 特にありません。 
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地域コンテンツと知財管理 少し専門性が強い気がした。 

地域コンテンツと知財管理 授業時間をなるべく統一してほしい。 

地域コンテンツと知財管理 特にありませんでした。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 小テストが教科書を読まないとできない問題が多く、講義の意味がないと

感じた。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 採点後でよいので、テストの正しい答えが知りたかった。 

地域コンテンツと知財管理 締め切りがもう少し細かくても良いかもしれません。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 講義の映像を、実際に受講している人がいる状態で録画してほしい。 

地域コンテンツと知財管理 とくになし 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは この授業だけ動画が重く、止まってしまったり、続きが視聴できない・HP

の閲覧ができない（更新が遅い、動作が止まる）ということが度々起こり

ました（学外ネットワーク、学内ネットワークともに自分の PC で）。もし

かしたら、PC の不調があったのかもしれませんが、ほかの授業ではそのよ

うなことは起こりませんでした。 

また、こういった内容、考え方に慣れていないというのもあるとは思うの

ですが、時々追加レポートの内容が少々難しいか…と感じたことがありま

した。 

情報のいろは 課題の提出開始日の制限をなくしても良いのではないかと思いました。 

情報のいろは 可能な限り、音質や画質の改善をしてほしい 

情報のいろは 特にありません。 

情報のいろは セミがうるさいときがあったので、第１５回のように静粛な場所で収録し

てもよかったのではないかと思いました。 

情報のいろは なし 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは 最後の方につれて、香川大学のムードルにログインができなくて困りまし

た。「他大学の方はこちらから」のところをクリックすると、真っ白になる

のでサイトに飛べませんでした。そこを改善してもらえるとありがたいで

す。宜しくお願いいたします。 

情報のいろは 特にありません。 

情報のいろは 何故か香川大学の moodl にログインできない時があった。 

情報のいろは 特になし 

情報のいろは 特になし。 

サイエンスリテラシーの化学 コメントの欄が分かりにくく、気づくのが遅れたため、せっかく役に立つ

機能なのにもったいないと感じた。 

知の探訪 回によってはビデオが見にくく、スライドの文字等が見えず困った。 

知の探訪 授業内容をもう少し簡単にしてほしい。また、授業進行の速度ももう少し

ゆっくりにしてほしい。 

授業内容が専門的であり、授業進行速度もはやいため、程度に差はあるも

のの、授業内容を理解できないと感じる講義が多くありました。 

知の探訪 なし 

知の探訪 課題の提出の締め切りが前後していて焦った。→第 14 回は 12月 25日で、

第 15 回は 12月 24 日といったことがありました。 

知の探訪 １週間で 3 つの授業の締め切りが与えられたり、締め切りが木曜日だった

り金曜日だったりする点 

知の探訪 授業内で扱ったスライドを提示していない回があったので、内容理解が難

しかったので、各回必ずスライドはスライドで提示してほしい 

知の探訪 提出期限の設定が酷すぎる。ガイダンスで毎週一回ログインして視聴＆感

想提出と説明していたのに、実際はそのペースでは全く終わらないスケジ
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ュールだった。また、設定されている提出期限がガイダンスで話していた

進行スケジュールと全く噛み合ってないことの把握自体が、サイトの表示

上わかりにくく、途中で気付き、大変ショックだった。 

視聴開始から最終レポートまでの期間が短かった。 

ガイダンス時に、各レポート提出日を明示する。 

ガイダンス時ではテストを行うとあったが、最終レポートになっていた。

しかも、最終レポートまでもが提出期限が早かった。（何故？） 

視聴動画の時間を 1回何分までにまとめる等、工夫してほしい。 

動画が小さく表示されてしまう場合があったので、動画とスライドの両方

を提供すべき場合もあると思う。 

知の探訪 課題の締め切りの時間が講義順番道理ではなく前後している所を順番道理

にしてほしい 

モラエスの徳島 締め切りの時間はできれば夜の時間帯であるほうがいい。 

モラエスの徳島 毎週毎週同じような課題ばかりだったので飽きがきた。もう少し興味を引

くような課題を出してほしかった。 

モラエスの徳島 週に 2つの課題は多い 

モラエスの徳島 授業の途中で資料を各大学で配布すること 

日本におけるドイツ兵捕虜 ビデオの読み込みが非常に遅い時があった。 

日本におけるドイツ兵捕虜 ビデオの時間が長すぎる。 

１週１つにして、講義の開始・終了時間を延ばしてほしい 

日本におけるドイツ兵捕虜 スライドの文字が若干見にくかったため、もう少し文字を減らして欲しい

点。 

現地映像を増やして欲しい点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 特になし 

日本におけるドイツ兵捕虜 特にない。 

日本におけるドイツ兵捕虜 少しビデオが多すぎるように思った。 

日本におけるドイツ兵捕虜 授業のパワポの文が長すぎる 

重要な点はどこだったのかが結局分からない 

もっと捕虜が受けた辛いこととか良かったことを知りたかった 

日本におけるドイツ兵捕虜 パワーポイントのデータがあれば良かった。 
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平成 28年度 知プラ科目アンケート報告 

１）実施概要 

平成 28 年度に開講した以下の科目について、履修者を対象に Moodle 上で科目の改善を目的としたアン

ケートを実施した。実施期間は各科目終了後、1か月程度である。またアンケートは匿名で実施した。 

 

開講大学 科目名 開講期 履修者数 回答者数 承諾者数 

回答率 
(承諾者数

/ 履 修 者

数) 

香川大学 

香川の文化と歴史 前期 92 33 28 30.4% 

瀬戸内海論 前期 71 25 19 26.8% 

瀬戸内地域活性化政策 前期 29 9 7 24.1% 

香川を学ぶ 後期 254 117 99 39.0% 

地域コンテンツと知財管理 後期 197 75 72 36.5% 

情報のいろは 後期 187 77 74 39.6% 

高知大学 サイエンスリテラシーの化学 後期 29 4 4 13.8% 

徳島大学 

知の探訪 後期 44 3 2 4.5% 

モラエスの徳島 後期 59 6 6 10.2% 

日本におけるドイツ兵捕虜 後期 44 6 6 13.6% 

現代科学と研究倫理 後期 74 8 8 10.8% 

愛媛大学 

タンパク質で生命を斬る 後期 38 10 10 26.3% 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 
後期 16 6 6 37.5% 

鳴門教育

大学 
学校教員の世界 後期 71 1 1 1.4% 
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２）アンケート結果詳細 

問 1.授業を受ける前にシラバスを読みましたか？ 

  1.すべて読んだ 2.半分以上読ん

だ 

3.軽く目を通し

た 

4.全く読まなか

った 

香川の文化と歴史 15 6 7 0 

瀬戸内海論 6 4 8 1 

瀬戸内地域活性化政策 1 1 5 0 

香川を学ぶ 44 34 20 1 

地域コンテンツと知財管理 30 15 24 3 

情報のいろは 38 17 18 1 

サイエンスリテラシーの化学 3 1 0 0 

知の探訪 1 1 0 0 

モラエスの徳島 4 1 1 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 5 0 1 0 

現代科学と研究倫理 3 3 2 0 

タンパク質で生命を斬る 4 3 2 1 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 
3 0 3 0 

学校教員の世界 1 0 0 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問１：シラバス

1.すべて読んだ 2.半分以上読んだ 3.軽く目を通した 4.全く読まなかった



182 

問 2.シラバスや授業中に示された授業の目標を，どの程度理解していましたか？ 

  1.十分に理解

していた 

2.少し理解し

ていた 

3.目標は知っ

ていたが理解

していなかっ

た 

4.目標がある

ことさえ知ら

なかった（授業

中に示されず，

シラバスも読

んでいなかっ

た） 

香川の文化と歴史 10 14 3 1 

瀬戸内海論 3 13 2 1 

瀬戸内地域活性化政策 1 5 0 1 

香川を学ぶ 26 61 10 2 

地域コンテンツと知財管理 25 39 8 0 

情報のいろは 33 36 4 1 

サイエンスリテラシーの化学 2 2 0 0 

知の探訪 1 0 1 0 

モラエスの徳島 3 3 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 0 6 0 0 

現代科学と研究倫理 5 3 0 0 

タンパク質で生命を斬る 4 5 1 0 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 

3 3 0 0 

学校教員の世界 1 0 0 0 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問２：目標

1.十分に理解していた

2.少し理解していた

3.目標は知っていたが理解していなかった

4.目標があることさえ知らなかった（授業中に示されず，シラバスも読んでいなかった）
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問 3.授業を受ける前の関心度はどうでしたか？ 

  1.とても関

心があった 

2.ある程度

関心があっ

た 

3.どちらで

もない 

4.あまり関

心がなかっ

た 

5.全く関心

がなかった 

香川の文化と歴史 4 19 3 2 0 

瀬戸内海論 4 8 3 4 0 

瀬戸内地域活性化政策 3 2 2 0 0 

香川を学ぶ 14 59 18 7 1 

地域コンテンツと知財管理 15 39 11 4 2 

情報のいろは 17 37 13 6 1 

サイエンスリテラシーの化学 1 3 0 0 0 

知の探訪 1 1 0 0 0 

モラエスの徳島 0 5 0 1 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 4 2 0 0 0 

現代科学と研究倫理 2 5 1 0 0 

タンパク質で生命を斬る 3 6 0 1 0 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

1 4 0 1 0 

学校教員の世界 0 1 0 0 0 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問３：関心度

1.とても関心があった 2.ある程度関心があった 3.どちらでもない

4.あまり関心がなかった 5.全く関心がなかった
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問 4.あなた自身は，授業の目標をどの程度達成したと思いますか？ 

  1.十分に達成

できた 

2.少し達成で

きた 

3.あまり達成

できなかった 

4.まったく達

成できなかっ

た 

香川の文化と歴史 5 20 3 0 

瀬戸内海論 3 14 1 1 

瀬戸内地域活性化政策 2 4 0 1 

香川を学ぶ 21 65 11 2 

地域コンテンツと知財管理 14 44 13 1 

情報のいろは 19 47 7 1 

サイエンスリテラシーの化学 1 2 1 0 

知の探訪 1 1 0 0 

モラエスの徳島 1 5 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1 5 0 0 

現代科学と研究倫理 4 3 1 0 

タンパク質で生命を斬る 2 6 2 0 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 

1 3 2 0 

学校教員の世界 0 0 1 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問４：目標達成度

1.十分に達成できた 2.少し達成できた 3.あまり達成できなかった 4.まったく達成できなかった
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問 5.ｅラーニングの授業は初めてですか？ 

  1.初めて 2.以前に取り組んだ

ことがある（最後ま

で行った） 

3.以前に取り組んだ

ことがある（最後ま

で行かなかった） 

香川の文化と歴史 18 9 1 

瀬戸内海論 16 3 0 

瀬戸内地域活性化政策 7 0 0 

香川を学ぶ 72 22 5 

地域コンテンツと知財管理 43 27 2 

情報のいろは 52 20 1 

サイエンスリテラシーの化学 4 0 0 

知の探訪 2 0 0 

モラエスの徳島 5 1 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 5 1 0 

現代科学と研究倫理 6 2 0 

タンパク質で生命を斬る 7 3 0 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 

5 1 0 

学校教員の世界 1 0 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問５：eラーニング経験

1.初めて

2.以前に取り組んだことがある（最後まで行った）

3.以前に取り組んだことがある（最後まで行かなかった）
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問 6.学習予定の立案と実際の進め方について教えてください。 

  1.学習を始

める前に学

習予定を立

て、ほぼそ

の予定通り

に取り組め

た。 

2.学習を始

める前に学

習予定を立

てたが、予

定通りには

進まない時

があった。 

3.特に学習

予定は立て

な か っ た

が、うまく

学 習 で き

た。 

4.最後に駆

け込みでな

んとか間に

合わせるこ

と が で き

た。 

5.その他 

香川の文化と歴史 10 8 7 3 0 

瀬戸内海論 4 5 7 3 0 

瀬戸内地域活性化政策 2 1 2 1 0 

香川を学ぶ 29 34 26 10 0 

地域コンテンツと知財管理 8 28 21 15 0 

情報のいろは 20 22 19 12 1 

サイエンスリテラシーの化学 1 2 0 1 0 

知の探訪 0 2 0 0 0 

モラエスの徳島 1 3 1 0 1 

日本におけるドイツ兵捕虜 0 3 2 1 0 

現代科学と研究倫理 2 3 2 1 0 

タンパク質で生命を斬る 1 3 3 1 1 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 
0 2 0 4 0 

学校教員の世界 0 0 0 1 0 
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上記で、5.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

タンパク質で生命を斬る 最後に駆け込んだが間に合わなかった 

情報のいろは 学習予定を立てておらず,他の授業の課題ばかりに目がいき,出せないこと

が多くあった。 

モラエスの徳島 特に学習予定は立てなかったが、前半はうまく学習できた。後半はなかな

か学習の時間が取れず、遅れてしまうことが何度かあった。 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問６：学習計画と実際

1.学習を始める前に学習予定を立て、ほぼその予定通りに取り組めた。

2.学習を始める前に学習予定を立てたが、予定通りには進まない時があった。

3.特に学習予定は立てなかったが、うまく学習できた。

4.最後に駆け込みでなんとか間に合わせることができた。

5.その他
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問 7.学習が予定通りに進まなかったときのことを教えてください。（予定通りに進んだ方は 1.にチェッ

クしてください。） 

  1.予定通り

に進んだ。 

2.締め切り

をきっかけ

に自力で学

習を立て直

すことがで

きた。 

3.友人.など

身近な人に

相談するこ

とによって

学習を立て

直すことが

できた。 

4.教員など

に相談する

ことによっ

て学習を立

て直すこと

ができた。 

5.その他 

香川の文化と歴史 14 11 2 0 0 

瀬戸内海論 10 7 1 0 1 

瀬戸内地域活性化政策 1 5 1 0 0 

香川を学ぶ 31 46 19 0 1 

地域コンテンツと知財管

理 
13 48 10 0 1 

情報のいろは 24 38 7 0 3 

サイエンスリテラシーの

化学 
1 2 0 0 0 

知の探訪 0 2 0 0 0 

モラエスの徳島 2 3 0 0 1 

日本におけるドイツ兵捕

虜 
1 5 0 0 0 

現代科学と研究倫理 2 6 0 0 0 

タンパク質で生命を斬る 2 5 2 0 1 

ユーラシア大陸における

人と金属生産の関わり 
0 6 0 0 0 

学校教員の世界 0 1 0 0 0 

 

  



189 

 
 

上記で、5.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

タンパク質で生命を斬る 立て直せなかった 

瀬戸内海論 立て直すことができなかった。 

香川を学ぶ 年末に締切が一日前倒しになっていたのに気が付かず、予定通りに進め

られなかった。 

情報のいろは 特に予定は決めていなかったが空いた時間にどんどんやっていくよう心

掛けた。 

情報のいろは 学習予定を立てておらず,他の授業の課題ばかりに目がいき,出せないこ

とが多くあった。 

情報のいろは 別の用事が出来てどうしても出来ないことがあったが、別の日に代替し

て行った。 

地域コンテンツと知財管理 そもそも予定を立てずに学習していた。 

モラエスの徳島 時間がとれた時に一気に行った。 

 

 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問７：学習が予定通り進まなかったとき

1.予定通りに進んだ。

2.締め切りをきっかけに自力で学習を立て直すことができた。

3.友人.など身近な人に相談することによって学習を立て直すことができた。

4.教員などに相談することによって学習を立て直すことができた。

5.その他
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問 8.本授業(e-ラーニング)を受講した場所について，主にどこで受講しましたか？ 

  1.大学内の PC

が常設してあ

る部屋（PC 教

室、図書館な

ど） 

2.大学内の PC

が常設してあ

る部屋以外の

場所 

3.自宅 4.その他 

香川の文化と歴史 6 0 21 1 

瀬戸内海論 4 0 15 0 

瀬戸内地域活性化政策 0 1 6 0 

香川を学ぶ 25 3 71 0 

地域コンテンツと知財管理 16 3 51 0 

情報のいろは 20 1 53 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 0 4 0 

知の探訪 1 0 1 0 

モラエスの徳島 2 0 4 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 2 1 3 0 

現代科学と研究倫理 0 0 8 0 

タンパク質で生命を斬る 5 1 4 0 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 
4 0 2 0 

学校教員の世界 0 0 1 0 
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上記で、4.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

香川の文化と歴史 大学内の PCが常設してある部屋、および自宅 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問８：受講場所

1.大学内のPCが常設してある部屋（PC教室、図書館など）

2.大学内のPCが常設してある部屋以外の場所

3.自宅

4.その他
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問 9.本授業（eラーニング）を受講した時間帯について教えてください。 

 1.平日の授業

の空き時間 

2.平日の朝や

放課後（授業時

間帯の前後） 

3.土日や祝日 4.その他 

香川の文化と歴史 7 13 7 1 

瀬戸内海論 6 3 10 0 

瀬戸内地域活性化政策 4 2 1 0 

香川を学ぶ 38 35 26 0 

地域コンテンツと知財管理 23 23 24 2 

情報のいろは 30 32 10 2 

サイエンスリテラシーの化学 1 2 1 0 

知の探訪 1 1 0 0 

モラエスの徳島 4 2 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 3 2 1 0 

現代科学と研究倫理 1 1 6 0 

タンパク質で生命を斬る 3 1 4 1 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 
2 4 0 0 

学校教員の世界 0 0 1 0 

 



193 

 
 

 

上記で、4.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

タンパク質で生命を斬る 平日、土日の夜 

香川の文化と歴史 平日の授業の空き時間、および放課後 

情報のいろは 平日の夜  

情報のいろは 時に決めておらず、空いている時間 

地域コンテンツと知財管理 平日、休日問わず、余裕のある時間で受講した。 

地域コンテンツと知財管理 特に決まりはなく行っていた。ただ夜の時間帯が多かった。 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問９：受講時間帯

1.平日の授業の空き時間 2.平日の朝や放課後（授業時間帯の前後） 3.土日や祝日 4.その他
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問 10.この授業について 1 週あたり平均して，どの程度，学習（ビデオ視聴，資料収集，文献講読，課

題作成等のあらゆる活動を含む）をしましたか？数回分まとめて取り組むことが多かった場合も，でき

るだけ 1週あたりに平均して答えてください。 

  1. ４時間

以上 

2. ２時間

以上４時間

未満 

3. ３０分

以上２時間

未満 

4. ３０分

未満 

5. わから

ない 

香川の文化と歴史 0 6 21 1 0 

瀬戸内海論 0 3 13 3 0 

瀬戸内地域活性化政策 0 1 4 1 1 

香川を学ぶ 3 23 55 15 3 

地域コンテンツと知財管理 4 20 41 5 2 

情報のいろは 3 27 41 1 2 

サイエンスリテラシーの化

学 
0 0 4 0 0 

知の探訪 0 1 1 0 0 

モラエスの徳島 0 3 3 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 0 3 3 0 0 

現代科学と研究倫理 1 1 6 0 0 

タンパク質で生命を斬る 2 2 6 0 0 

ユーラシア大陸における人

と金属生産の関わり 
1 0 4 0 1 

学校教員の世界 0 0 0 1 0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問10：受講時間

1. ４時間以上 2. ２時間以上４時間未満 3. ３０分以上２時間未満

4. ３０分未満 5. わからない
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問 11-1.操作方法で迷ったりしましたか？ 

  1.迷った 2.迷わなかった 

香川の文化と歴史 8 20 

瀬戸内海論 5 14 

瀬戸内地域活性化政策 2 5 

香川を学ぶ 33 65 

地域コンテンツと知財管理 12 60 

情報のいろは 19 54 

サイエンスリテラシーの化学 3 1 

知の探訪 1 1 

モラエスの徳島 2 4 

日本におけるドイツ兵捕虜 2 4 

現代科学と研究倫理 2 6 

タンパク質で生命を斬る 1 9 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 
2 4 

学校教員の世界 1 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問11-1：操作方法

1.迷った 2.迷わなかった
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問 11-2.上記で、迷ったとお答えした方にうかがいます。迷った際，どのように解決しましたか？（複

数回答可） 

  1. 自 分

で 解 決

した 

2. 近 く

に い る

友 人 に

聞いた 

3. 同 じ

科 目 を

履 修 し

て い る

仲 間 に

聞いた 

4. 教 員

に 聞 い

た 

5.eラー

ニ ン グ

の 授 業

を サ ポ

ー ト す

る 部 署

（職員）

に 聞 い

た 

6. 誰 に

も 聞 か

な か っ

た 

7. そ の

他  

香川の文化と歴史 1 3 0 0 1 1 0 

瀬戸内海論 2 0 1 0 0 1 0 

瀬戸内地域活性化政策 2 1 1 0 0 0 0 

香川を学ぶ 12 6 6 0 3 1 0 

地域コンテンツと知財管理 6 4 1 0 1 0 0 

情報のいろは 5 7 2 1 1 0 0 

サイエンスリテラシーの化

学 
0 0 1 0 0 0 0 

知の探訪 0 0 0 0 0 0 0 

モラエスの徳島 1 0 0 0 1 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 2 1 0 0 0 0 0 

現代科学と研究倫理 1 0 0 1 0 0 0 

タンパク質で生命を斬る 3 0 1 0 0 0 0 

ユーラシア大陸における人

と金属生産の関わり 
2 0 0 0 0 0 0 

学校教員の世界 0 0 0 0 0 1 0 
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上記で、7.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

回答なし 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問11-2：解決方法

1.自分で解決した

2.近くにいる友人に聞いた

3.同じ科目を履修している仲間に聞いた

4.教員に聞いた

5.eラーニングの授業をサポートする部署（職員）に聞いた

6.誰にも聞かなかった

7.その他
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問 12.eラーニングで提供される授業の良いと思う点をお書きください。 

香川の文化と歴史 自分のペースで進めることができ、気になるところは止めて繰り返してみ

ることができること。 

香川の文化と歴史 自分の空いている時間に学習ができる点 

香川の文化と歴史 自分の好きな時間に受講できる点。 

香川の文化と歴史 自分のペースで学習を進められる点。 

香川の文化と歴史 やはり、いつでもどこでも受けられるというのは非常に良い点だと思う。 

私は香川大学の工学部生なのだが、2 年次以上になると、工学部キャンパ

スにばかり通うようになるため、一般教養科目を受けるためには幸町のキ

ャンパスに通わなければならない。キャンパスが複数に分かれている大学

では非常に有用なコンテンツだと考える。 

香川の文化と歴史 好きな時にできる 

香川の文化と歴史 空きコマなどを使って家でもできるので自分のペースで学習ができる点が

良いと思った。 

香川の文化と歴史 授業時間がある程度個人の自由で決められるので、忙しいときなど別に日

に授業を受けられる点 

香川の文化と歴史 講師に質問する際に、学生が送って、講師の都合の良い時間に返してもら

えるので、講師に迷惑をかけていると思わないで気兼ねなく質問できる。 

香川の文化と歴史 自分のできるときに学習できる点。本場で研究している教授や専門の方の

話を聞くことができる点。 

香川の文化と歴史 時間を問わず学習できる点。 

香川の文化と歴史 自分の好きな時間にできるところ 

香川の文化と歴史 普通の授業では学べない地域の特性などが学べるところ。 

香川の文化と歴史 空いてる時間に自分のペースで進められる点。 

香川の文化と歴史 自分のペースで学習が進められること。 

香川の文化と歴史 場所、時間に縛られることがない点 

香川の文化と歴史 自分のペースで進められるところ 

香川の文化と歴史 学習できる環境が多く、また、学習できる時間を自分で決めることができ

て普段の教科学習の負担にならないことや、毎回さまざまなテーマで深く

学べるので、意識を高く持てる。 

香川の文化と歴史 気楽に話が聞ける。 

香川の文化と歴史 聞き直しができること 

香川の文化と歴史 時間帯や場所を問わず学習できる点。 

瀬戸内海論 何回でも再生することができる。空き時間に進められるので、時間の有効

活用が期待できる。 

瀬戸内海論 自分の好きな時間にできること。 

瀬戸内海論 時間にゆとりがある 

瀬戸内海論 何回でも聞き直せる。 

興味のあるところをもう一度じっくり聞くことができる。 

瀬戸内海論 自宅で自分のペースでできる。 

瀬戸内海論 インターネット環境が整っていれば、場所と時間を選ばずに学習すること

が出来る点。 

瀬戸内海論 時間を自分の好きなように使える 

瀬戸内海論 聞き直しができること 

瀬戸内海論 自分の都合のよい時間に講義を受けられる点。 

瀬戸内海論 いつでも何回でも視聴できるところ 

瀬戸内海論 自宅からでも受講できる点や空き時間に学習を進められる点。 

瀬戸内海論 自分の好きな時間に受講できる 

瀬戸内地域活性化政策 時間があるときにいつでも受けられる（たとえば深夜など）また何度でも
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映像を観ることができる 

瀬戸内地域活性化政策 空きコマにすこしずつ区切って受けられる点 

瀬戸内地域活性化政策 どこでもできる 

瀬戸内地域活性化政策 場所を選ばないとこ 

香川を学ぶ いつでもどこでもネット環境が整っていればできるから遠方から学校に通

っている人や部活・サークル活動などが忙しい人とかにとっては嬉しい点 

香川を学ぶ 好きなときにできる 

香川を学ぶ 身近に学習できるところ 

香川を学ぶ 好きな時間に受けられること。 

香川を学ぶ 空き時間にできること 

香川を学ぶ なし 

香川を学ぶ わからないところを繰り返して聞くことができるところ 

香川を学ぶ 時間に縛られず、自分の好きな時間に講義が受けられる点 

香川を学ぶ 自分のペースで学習できる点。 

香川を学ぶ 自分に合った時間に学習できる点。 

香川を学ぶ 自分の好きな時間に、どの場所にいても、パソコンがあれば受けることが

出来る点。 

香川を学ぶ 空きコマを活用できる 

香川を学ぶ 自分が空いている時間に受講することができる点. 

香川を学ぶ 大学では開講されていない講座が受けられること。 

香川を学ぶ 自分のペースで学習を進めることができるところ。 

また、講義内容で聞き漏らしたところを再度復習できるところ。 

香川を学ぶ 自分の都合のよい時間に受講できる点。 

香川を学ぶ 空き時間にできるので、自分のペースで進めやすかった。 

香川を学ぶ 興味があまりなかった分野も提供されており、幅広い分野で学習を進めら

れた点。 

香川を学ぶ 任意の時間に講義を受けられる点 

香川を学ぶ 自分のあいている時間にすることができるので負担にならない 

香川を学ぶ 自宅で受けることができる点 

香川を学ぶ 動画で繰り返し学習できる。 

香川を学ぶ 自分の好きな時間にできる 

香川を学ぶ 自分の都合のよい時間に学習を進められること。 

香川を学ぶ 自分の都合に合わせて予定を組み、受講できる点。 

香川を学ぶ いつでも、どこでも学習が可能である。 

隙間時間を活用して学習できる。 

香川を学ぶ 何度も繰り返して授業が見られる。 

香川を学ぶ 隙間時間に学習できる点。 

香川を学ぶ 他大学の授業をＰＣを通して受けられるので、自分の興味・関心に沿った

勉強ができる点。 

地元から離れた大学に通っている学生でも、e ラーニングを通して地元に

ついて学べる点。 

コマの指定がないため、都合のいい時間帯に授業を受けられる点。 

香川を学ぶ 自分の空いた時間に取り組めること 

香川を学ぶ いつでも学習できる点。 

香川を学ぶ 自分のペースで進められる 

香川を学ぶ 自分の都合にあった時間に授業を受けれること 

香川を学ぶ 動画を止めながら、自分のペースで学習ができる。 

香川を学ぶ 自分の生活に合わせて講義を受けることができる点。 

香川を学ぶ 自分の好きな時間に学習できる点。 
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香川を学ぶ 通学に片道 1時間以上かかるので自宅で講義を受けられる点 

香川を学ぶ 自分の空いた時間で授業が受けられる点。 

香川を学ぶ 自分の好きなタイミングで受けられること。 

香川を学ぶ 自分の好きな時間に受講することができる。 

香川を学ぶ 本学キャンパスに行く手間やお金がかからず便利である点。 

香川を学ぶ 自宅でリラックスして学習できる点 

香川を学ぶ 自分のやりたいときにできる。 

香川を学ぶ 自宅で空いている時間に取り組むことができる。 

香川を学ぶ 時間を自分で決められる点 

香川を学ぶ 自分の時間で出来る 

香川を学ぶ 自分の都合のいい時間に受講できること 

香川を学ぶ いつでも受講できる 

香川を学ぶ いつでもどこでも学習できること 

香川を学ぶ 自宅でできるので交通費がかからない。徳島大学のように教養の授業が行

われているキャンパスが自分の学部のキャンパスと結構離れている場合は

通学が不便。 

また、動画を何度も戻して見ることができるのは良かった。 

地域コンテンツと知財管理 自分の好きな時間にできる点。 

地域コンテンツと知財管理 空いた時間や好きな時間に学習できる 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースでできる。見直せれる 

地域コンテンツと知財管理 隙間時間で授業を受講できる点 

地域コンテンツと知財管理 繰り返して学習できるため。都合のいい時間で学習できるため。 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースで自由にできる点。他の授業の課題の日程を考えて自分で調

整ができる。学校に行く必要がない。 

地域コンテンツと知財管理 自分の都合の良い時間にできる点。 

地域コンテンツと知財管理 いつでも学習ができる点。 

地域コンテンツと知財管理 キャンパスまでが遠いため、通学時間が削減できる。 

地域コンテンツと知財管理 自由な時間に授業を受けられる点 

地域コンテンツと知財管理 遊行を繰り返し聞くことができ、自分のペースでノートをとることができ

ること。 

地域コンテンツと知財管理 好きな時間に取り組める 

地域コンテンツと知財管理 いつでも何回でも授業が受けられるところ。 

地域コンテンツと知財管理 受講時間を自由に設定することができる 

地域コンテンツと知財管理 何回もわからないところを再生することができる。 

地域コンテンツと知財管理 いつでも自分の好きな時間に授業が受けられる点。 

地域コンテンツと知財管理 繰り返しビデオ視聴をできたり、自由に取り組めること。 

元々興味のない分野でもこれを通して興味を持てるようになること。 

学校にいない先生の授業を受けられること。 

地域コンテンツと知財管理 説明を何回も視聴し直せる点 

自分の時間に合わせられる 

地域コンテンツと知財管理 自分の空いている時間を有効活用できる。動画のため復習がしやすい。 

地域コンテンツと知財管理 いつでも受講できる点 

地域コンテンツと知財管理 自宅で好きな時間にできる。 

地域コンテンツと知財管理 自分のやりたい時に受講できること 

地域コンテンツと知財管理 いつでも受けられる 

地域コンテンツと知財管理 通学に片道 1 時間以上かかるので自宅で講義を受けることができる点。ま

た映像を視聴してすぐに小テストがあるので自分がどれだけ理解できてい

るかが分かる。 

地域コンテンツと知財管理 自分のタイミングで勉強できる。 
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地域コンテンツと知財管理 自分の都合のいい時間に学習できる。 

地域コンテンツと知財管理 時間のある時にできる点。 

地域コンテンツと知財管理 時間をあまり選ばずに、空いた時間などに気軽に受講できる点 

地域コンテンツと知財管理 同じ講義を繰り返し見ることができる。 

地域コンテンツと知財管理 いつでもどこでもネット環境が整っていればできる点。 

地域コンテンツと知財管理 自分の思ったタイミングで授業が受けられるという点 

地域コンテンツと知財管理 いつでも受講できる 

地域コンテンツと知財管理 自分で時間を見つけられる。 

地域コンテンツと知財管理 空いた時間にできること。空きコマを有効に使える。 

地域コンテンツと知財管理 自分のペースで授業を受けられる。 

地域コンテンツと知財管理 好きな時間に出来るので自分のやりたいと思える時間に集中して出来ると

ころ。 

地域コンテンツと知財管理 自分の時間があるときに授業を受けることができる点 

情報のいろは 分からなかったところやもう一度聞きたい所を巻き戻してもう一度聞き直

すかができる。自分の中で解釈する時間が自由なので分からないの放置が

少なくなる。 

情報のいろは 1 人で自分のペースで受講できる点 

情報のいろは 自分の好きな時間で学習を進められる。 

情報のいろは 自分の好きな時間帯に受講できる 

何回もみなおしが出来る 

情報のいろは 分かりにくいところを見直せるところ 

情報のいろは 学校に行かなくてよい 

情報のいろは いつでもどこでもできる点 

情報のいろは 自分のスピードで授業を受けることができた。 

情報のいろは 時間が自由。何回でも繰り返して学習できる。 

情報のいろは 自分の好きなタイミングに受講できる。 

情報のいろは 時間に縛られないこと 

情報のいろは いつでも学習できる 

情報のいろは 家で授業が受けられる点 

情報のいろは 自分の好きな時にできる。 

情報のいろは 自分のペースで進められる 

情報のいろは 好きな時に授業を受けることができる。 

情報のいろは 自分の好きな時間に受講できる点。 

自分の所属する大学では学べない授業を受講できる点。 

情報のいろは 自分のペースでできる。 

聞き直しができる。 

情報のいろは 自分の好きな時間でできること。 

情報のいろは 自分の好きなタイミングで受講できること 

情報のいろは 〆切までなら自分のペースで課題ができる。 

情報のいろは 自分の空き時間で学習することができる。 

情報のいろは 空いた時間に学習できること 

情報のいろは 好きな時間に受講できる、他大学の講義も受講できる、自宅で受講できる 

情報のいろは 何度も見返せるところ。 

情報のいろは 他大学の授業が受けられること。 

情報のいろは 家でもできるところ。 

情報のいろは 自分の好きな時に受講できる。 

情報のいろは 自分の空いた時間でできる 

情報のいろは 授業外の自分の空いてる時間に学習できる点。 
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情報のいろは 自分のペースで授業を進めることができるし、わからないところは理解す

るまで何度でも聞くことができる。 

情報のいろは 通学時間が往復 2 時間程度かかるので、自宅で講義を受けることができる

点。 

情報のいろは 繰り返し視聴できる点 

情報のいろは 何処でもできるのが良い 

情報のいろは 好きな時間にできること 

情報のいろは 時間指定がないため、体調不良の際にも柔軟に授業を受けることができる。 

情報のいろは 特になし 

情報のいろは 好きな時間に取り組める 

情報のいろは 自分の好きなタイミングで学習することができる点。 

情報のいろは いつでもどこでもネット環境があれば講義を聞くことができる。 

情報のいろは いつでも見れること。 

情報のいろは 自分のペースで取り組め、授業を何度も受けることができる。 

情報のいろは ビデオで講義を受けることができるので、自分が理解できてない箇所を何

回も見直して、自分のペースで学習できるところが良いと思います。 

情報のいろは 生活に合わせた学習が行えること。 

情報のいろは 自分のペースで進めることができるので、空きコマやや放課後の時間など

を有効に使える。また授業で聞き逃したところや、もう一度深く理解した

いと思った時など、繰り返して聞くことができるので良いと思う。 

サイエンスリテラシーの化学 知識や概念を考え直すことができること 

サイエンスリテラシーの化学 自分のタイミングで授業を受講することができること。 

サイエンスリテラシーの化学 自分の空いた時間で行える。 

知の探訪 好きな時間に学習できる点 

知の探訪 自由に時間を決めて学習することが出来る点。 

モラエスの徳島 自分の都合に合わせて講義を受けることができる点。 

モラエスの徳島 様々な大学の生徒の考えや意見を見ることができるところ 

モラエスの徳島 自宅でも行うことができ、また時間も決められていない点 

モラエスの徳島 ある程度自分のペースで進められる点 

モラエスの徳島 気軽に自分の好きなときに受けられる点 

日本におけるドイツ兵捕虜 自分の都合に合わせて講義を受けることができる点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 場所と時間を選ばない。 

日本におけるドイツ兵捕虜 自分の好きな時の学習できる 

日本におけるドイツ兵捕虜 いつでも、何度でも受講できる点。 

現代科学と研究倫理 自分のペースでできる 

タンパク質で生命を斬る 自分の好きなタイミングで勉強ができる点． 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

好きなタイミングで授業を受けることができる点。 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

授業時間に縛られず空き時間を利用して進めることができる。 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

どこでもいつでも出来る点。 
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問 13.eラーニングで提供される授業で難しいと思う点をお書きください。 

香川の文化と歴史 音声が悪いとなんと言っているのか分からない。また、実際の授業のよう

に説明されていてもどこを説明しているのか分からないときはとても困

る。 

香川の文化と歴史 期限が朝である点 

登録の仕方がわかりにくい点 

香川の文化と歴史 教授や先生の滑舌が悪く、言葉が非常に聞き取りづらいことがあった。 

難しいかもしれないが、字幕の表示・非表示を選択できるようにしてはど

うか？（滑舌の悪い方の動画だけでも） 

香川の文化と歴史 自分で学習する時間を確保しなければならない点。 

香川の文化と歴史 質問の問いかけ、返答がすぐにできない点。 

香川の文化と歴史 電波が悪い 

香川の文化と歴史 問題に対する答えの内容が大体あっていても、インターネットで解答をす

る以上、スペースを開けただけで間違えと見なされたりする点が難しいと

思った。 

香川の文化と歴史 その場で直接質問等をしたりするのができない点や小テストについての質

問等にも返答に時間がかかってしまう点。 

香川の文化と歴史 その場での質疑応答が不可能 

香川の文化と歴史 自分で計画的に学習すること。 

香川の文化と歴史 パソコンが無い環境では学ぶことができない点。 

香川の文化と歴史 分からないところを先生に直接質問できないところ 

香川の文化と歴史 ありません。 

香川の文化と歴史 聞き取りづらい所がたまにある。 

香川の文化と歴史 疑問ができた際、リアルタイムに質問をして確認できないこと。 

香川の文化と歴史 質問が容易ではない点 

香川の文化と歴史 操作 

香川の文化と歴史 専門的な知識がたまに出るところ。 

香川の文化と歴史 空調などの雑音が大きく音声が聞き取りにくいことがあった 

香川の文化と歴史 わからないことがあったときすぐに質問して答えが得られない点。 

瀬戸内海論 特になし 

瀬戸内海論 板書がよく見えない授業があること。 

瀬戸内海論 自己管理 

瀬戸内海論 小テストでほとんどの問題は授業を聞いていたらわかるが、先生によって

は、何回見返してもわからない問題がある。 

瀬戸内海論 自分でしっかりと学習ペースを維持することが難しい。 

瀬戸内海論 レポートがおおい 

瀬戸内海論 空調などによる雑音が大きく音声が聞き取りにくいことがある 

瀬戸内海論 動画のシークバーが使いにくいときがあった点。 

瀬戸内海論 授業をする教授が、学生の理解度を把握できないところ 

瀬戸内海論 理系の生徒はパソコンを扱うのがいつものこととなっており、特に難しい

点はないと思うが、文系のその中でもパソコンをあまり使わない生徒にと

っては、e ラーニングはそこそこハードルの高い授業となっているかもし

れない。 

瀬戸内海論 集中力を持続させること 

瀬戸内地域活性化政策 特に無し 

瀬戸内地域活性化政策 計画性がないと難しい点 

パソコントラブル等授業外での問題の影響が多い点 

瀬戸内地域活性化政策 わからないところをすぐに質問できない 

瀬戸内地域活性化政策 パソコンを開かなければならないとこ 
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香川を学ぶ 質問があってもしにくい点 

言葉のキャッチボールのような双方向的な授業展開がしにくい点 

香川を学ぶ 忘れてしまうことがある。 

香川を学ぶ 直接質問しづらいところ 

香川を学ぶ 質問などがしにくい点。他者の質問、それに対する返答なども閲覧できる

ようにして欲しい。 

香川を学ぶ 特になし 

香川を学ぶ なし 

香川を学ぶ 直接質問ができないところ 

香川を学ぶ 忘れることがあったり、パソコンがないとできなかったりする点 

香川を学ぶ 音声に聞き取りにくいところがあった。 

香川を学ぶ 公開日や締め切りなどが授業ごとに若干異なるので混乱する点。 

香川を学ぶ 疑問に思ったことをすぐ聞くことが出来ない点。 

香川を学ぶ 締切日を忘れてしまう。 

香川を学ぶ 質問のしずらさ. 

香川を学ぶ ネットでの受講のため、授業を受け忘れてしまうことがある点。 

香川を学ぶ 特になし。 

香川を学ぶ 疑問を解決すること。 

香川を学ぶ 締め切りがあるので、把握して進めなければならない。 

香川を学ぶ 計画を立ててから授業を見るようにしないと、授業を見るのがぎりぎりに

なってしまう点。 

香川を学ぶ 質問を行うのが面倒な点 

香川を学ぶ 集中できないときがある 

香川を学ぶ 課題提出の期限が変則的な場合見逃しやすくなる点 

香川を学ぶ 疑問が湧いてもすぐに教員に尋ねることができない。 

香川を学ぶ 質疑がしにくい 

香川を学ぶ 分からないところがあった場合に、すぐに質問などをできないこと。 

香川を学ぶ 聞き取りにくい箇所が時々あること。 

香川を学ぶ 実際に質問があった時に質問がすぐにできない。 

授業内容を理解する問題であればいいが、質問が多くなるようなものは不

向きだとおもう。 

香川を学ぶ 質問がしづらい。 

香川を学ぶ 分からない内容を容易に聞けない点。 

香川を学ぶ ＰＣを通した授業形態なので、聞き流しがちになってしまう点。 

香川を学ぶ 特にないです 

香川を学ぶ 生の講座ではない点。 

香川を学ぶ 質問しづらい 

香川を学ぶ しっかり、自分の中の計画通り授業をうけること 

香川を学ぶ 自分で予定を立ててしないと忘れてしまう点。 

香川を学ぶ 集中力を持続させる点。 

香川を学ぶ システムトラブル 

香川を学ぶ 対面の授業ではないので分からないところがそのままになってしまう点。 

香川を学ぶ 理解できなくてもその場で質問等ができないこと。 

香川を学ぶ 特にありません。 

香川を学ぶ 先生とのコミュニケーションがとれない点。 

香川を学ぶ 学習計画をしっかり立てなければ締め切りを忘れてしまうことがある点 

香川を学ぶ 最初の設定。 

香川を学ぶ 特になし 
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香川を学ぶ 特にない 

香川を学ぶ 特になし 

香川を学ぶ 締め切りを忘れそうになる 

香川を学ぶ すぐに質問がいけないとこ 

地域コンテンツと知財管理 直接てすとにでるとこなどを聞けない点。 

地域コンテンツと知財管理 質問してから回答までにラグがあるのでその日のうちに疑問を解決できな

い点 

地域コンテンツと知財管理 すぐに質問できない、すぐに改善してもらえない点。 

地域コンテンツと知財管理 計画通りに進まず課題をためてしまった場合に、一気にしてしまうため、

内容が定着しにくい。 

地域コンテンツと知財管理 理解できなかったところを質問する点。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 自分で時間を作って取り組まなければならない。 

地域コンテンツと知財管理 課題の締め切りに追われてしまう点 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 忘れやすい 

地域コンテンツと知財管理 教授が生徒の反応を見れないところ。 

地域コンテンツと知財管理 貯めたら大変 

地域コンテンツと知財管理 学習を思った通りに進めるのが難しかった。 

地域コンテンツと知財管理 PC 等のトラブルがあった時に授業が受けられない点。 

地域コンテンツと知財管理 一人で自主的に進めないといけない分、自己管理ができないとどんどん溜

まっていき、結果的に出来ずじまいにもなってしまうこと。 

時間がぎりぎりになると作業的にこなすだけで、十分に内容をとらえるこ

となく終わってしまうこと。 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 何か疑問があってもすぐに解決できるとは限らない。 

地域コンテンツと知財管理 先生に気軽に質問できない点 

地域コンテンツと知財管理 時間が決まっていないので自己管理になる。 

地域コンテンツと知財管理 自分の決めた予定を継続して受講すること 

地域コンテンツと知財管理 集中力を持続させること 

地域コンテンツと知財管理 理解できなかった個所について直接先生に質問できない点。 

地域コンテンツと知財管理 特にない。 

地域コンテンツと知財管理 直接先生に質問できない。 

地域コンテンツと知財管理 分からないところが出たときの質問の仕方がやりにくい点 

地域コンテンツと知財管理 先生と生徒が直接対面して講義をするわけではないので、質問などができ

にくい。 

地域コンテンツと知財管理 特にありません。 

地域コンテンツと知財管理 掲示板のような形で質問を記述する場所を作っているが、少々使いづらい。

個別にメールで質問するだけで問題ない。 

地域コンテンツと知財管理 締め切りを忘れそうになる 

地域コンテンツと知財管理 受講をため込んでしまうと苦しくなる。 

地域コンテンツと知財管理 計画を立てておかないとためてしまう。 

地域コンテンツと知財管理 締め切りなどの予定の管理 

地域コンテンツと知財管理 自分で計画を立ててそれを実行しなければのちに膨大な量が溜まっていた

こと。 

地域コンテンツと知財管理 締切などを自分で把握しておかないとまとめて受講したりする形になって

あまり身につかない点 

情報のいろは 提出課題の分からなかった所（主に追加課題）の答えが締め切り後でいい

ので知りたい。分からなかった所は結局分からないままになってしまって
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いる。 

情報のいろは 意味がわからないときはなかなか聞きづらい点 

情報のいろは 特にない。 

情報のいろは 課題についての質問が出来ない 

情報のいろは 特にないです 

情報のいろは 意識がなきゃできない 

情報のいろは 予定通りに進めることができない時もあった。 

情報のいろは 質問がすぐにできない。先生から一方的である。 

情報のいろは 困ったことがあった時にすぐに質問しづらい。 

情報のいろは 目の前に先生がいないので、だらけること。 

情報のいろは なし 

情報のいろは 習慣化していないと締め切りを忘れてしまう。 

情報のいろは 習慣ができるまで忘れやすい。 

情報のいろは 集中力が続かない 

情報のいろは 受けてみるまで難易度などは分からないこと。 

普通の授業なら一回は体験することができるから。 

情報のいろは 雑音が入っていたりして聞き取りにくい場合がある。 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは 対面授業じゃないので、ついつい忘れてしまうことがある 

情報のいろは つい後回しにしてしまう 

情報のいろは 直接先生に質問できない。 

情報のいろは 質問の意図・意味がわからないときに些細なことで気軽に質問ができない。 

どうしても時間がとれない週はきつかった。(特に二週間以上忙しい時な

ど) 

情報のいろは 臨場感がないこと。 

情報のいろは 自分自身で授業計画を立てなければならないところ。 

情報のいろは 質問ができないこと。 

情報のいろは 質問がしにくい。 

情報のいろは わからないことがあってもその場で質問ができない点。 

情報のいろは 急用が入った時にペースが崩れて、締め切りに間に合わないかもしれない

と焦る。 

動画がたまに飛んで、再生ボタンを押してもう一度再生を始めても、音が

とびとびになって視聴しづらいことがよくあった。その際は、一度 HP ごと

消してもう一度アクセスすることで改善された。 

情報のいろは 課題について理解できなかった点について解説をしてもらうことができな

い点。 

情報のいろは 質問が直接できない点 

情報のいろは 特にない 

情報のいろは 気軽に質問できない点 

情報のいろは 自分の意志の強さが求められるため、怠惰な生活を送ってしまう可能性も

ある。 

情報のいろは 特になし 

情報のいろは スケジュール管理 

毎週提出しなければならない課題があること 

情報のいろは 質問のやり取りに時間がかかる。 

情報のいろは すぐに質問できる先生が近くにいないこと 

情報のいろは 先生に直接質問できないこと。 

情報のいろは 自主性に任される。 

情報のいろは 自分で受講するタイミングを管理しないといけないこと。 
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情報のいろは 対面授業ではないので、質問をしても時間がかかること。 

情報のいろは 数式などを回答する問題で、ワードを使いこなせないと自分が表したい数

式を打ち込むことがなかなかできずに時間がかかる点。 

サイエンスリテラシーの化学 教員との連携が取れる実感がないこと 

サイエンスリテラシーの化学 他の講義で与えられるレポートや課題の方を優先してしまうことが多くな

り取り組むのが遅くなる 

知の探訪 自主的に学習を進めなければならない点 

知の探訪 映像が見にくいところが多々ある点。 

モラエスの徳島 パソコン操作に慣れていないと、課題がきちんと提出できているかわから

ず不安になる点。 

モラエスの徳島 質問ができないところ 

モラエスの徳島 特になし 

モラエスの徳島 貯めがちになる点 

モラエスの徳島 授業の時間が決まっていないために、自分で予定を立てて計画的に実行し

ないと忘れてしまい、期限が過ぎてしまうときがある点 

日本におけるドイツ兵捕虜 パソコン操作に慣れていないと課題がきちんと提出できているかわからず

不安になる点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 計画通りに受講を進めること。 

日本におけるドイツ兵捕虜 強制性が小さくなるため、忘れてしまうことがある 

日本におけるドイツ兵捕虜 毎回の課題が、対面の授業よりも重い。 

現代科学と研究倫理 特にない 

タンパク質で生命を斬る 自己管理能力がない人には，締切りを見逃してしまう可能性がある点． 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

わからないところがあっても気軽に質問できない点。 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

知名度が低い気がした。 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

今回は e ラーニングの授業を二つとったこともあり、一方は計画通りに進

んだが、こちらの方がうまく進めていくことができなかった。e ラーニン

グは計画性とその実行力が試されるものだと思うので、普段の授業をこな

しながら二つの eラーニングを行うのは難しいと思った。 
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問 14.この授業の難易度は，適切でしたか？ 

  1.難しすぎ

た 

2.少し難し

かった 

3.適切だっ

た 

4.少し易し

かった 

5.易しすぎ

た 

香川の文化と歴史 0 3 24 1 0 

瀬戸内海論 0 5 14 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 0 2 5 0 0 

香川を学ぶ 2 20 72 5 0 

地域コンテンツと知財管理 3 44 23 1 0 

情報のいろは 8 48 17 1 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 2 2 0 0 

知の探訪 0 1 1 0 0 

モラエスの徳島 0 2 4 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 0 3 3 0 0 

現代科学と研究倫理 0 2 6 0 0 

タンパク質で生命を斬る 1 4 4 0 1 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

1 0 4 1 0 

学校教員の世界 0 0 1 0 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問14：難易度

1.難しすぎた 2.少し難しかった 3.適切だった 4.少し易しかった 5.易しすぎた
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問 15.この授業の学習量は，適切でしたか？ 

  1.学習量が

多すぎたの

で，減らす

べきである 

2.学習量は

多いが，減

らす必要は

ない 

3.どちらと

もいえない 

4.学習量は

少ないが，

増やす必要

はない 

5.学習量が

少なすぎる

ので，増や

すべきであ

る 

香川の文化と歴史 0 8 17 2 1 

瀬戸内海論 0 5 14 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 1 2 3 1 0 

香川を学ぶ 6 25 57 11 0 

地域コンテンツと知財管理 6 35 29 2 0 

情報のいろは 6 33 32 3 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 1 3 0 0 

知の探訪 0 1 1 0 0 

モラエスの徳島 0 3 1 2 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 0 4 1 1 0 

現代科学と研究倫理 1 2 5 0 0 

タンパク質で生命を斬る 1 5 3 1 0 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

0 2 3 1 0 

学校教員の世界 0 0 1 0 0 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問15：学習量

1.学習量が多すぎたので，減らすべきである 2.学習量は多いが，減らす必要はない

3.どちらともいえない 4.学習量は少ないが，増やす必要はない

5.学習量が少なすぎるので，増やすべきである
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問 16-1.視聴覚教材(ビデオ等) 

  5. 非 常

に有効だ

った 

4. 有 効

だった 

3. あ ま

り有効で

はなかっ

た 

2. ま っ

たく有効

ではなか

った 

1. 教 材

としては

提供され

たが使用

しなかっ

た 

0. 教 材

として提

供されな

かった 

香川の文化と歴史 5 19 4 0 0 0 

瀬戸内海論 5 13 1 0 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 2 4 1 0 0 0 

香川を学ぶ 14 72 9 1 2 1 

地域コンテンツと知財管理 18 45 4 1 3 1 

情報のいろは 29 38 4 1 1 1 

サイエンスリテラシーの化学 1 1 0 0 0 2 

知の探訪 0 1 1 0 0 0 

モラエスの徳島 1 4 1 0 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1 5 0 0 0 0 

現代科学と研究倫理 2 6 0 0 0 0 

タンパク質で生命を斬る 3 5 1 1 0 0 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 
0 3 2 0 1 0 

学校教員の世界 0 1 0 0 0 0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問16-1：視聴覚教材（ビデオ等）

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-2.教科書・参考書や配布資料 

  5. 非 常

に有効だ

った 

4. 有 効

だった 

3. あ ま

り有効で

はなかっ

た 

2. ま っ

たく有効

ではなか

った 

1. 教 材

としては

提供され

たが使用

しなかっ

た 

0. 教 材

として提

供されな

かった 

香川の文化と歴史 4 18 5 0 1 0 

瀬戸内海論 2 13 2 0 1 1 

瀬戸内地域活性化政策 1 2 2 0 0 0 

香川を学ぶ 14 62 9 3 1 10 

地域コンテンツと知財管理 25 38 5 2 2 0 

情報のいろは 23 33 0 0 0 18 

サイエンスリテラシーの化学 2 2 0 0 0 0 

知の探訪 0 1 0 0 0 1 

モラエスの徳島 5 0 1 0 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1 2 3 0 0 0 

現代科学と研究倫理 0 6 1 0 1 0 

タンパク質で生命を斬る 2 3 1 2 0 2 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 
0 4 2 0 0 0 

学校教員の世界 0 0 0 0 0 1 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問16-2：教科書・参考書・配布資料

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-3.紹介された参考リンク(インターネット上の情報源) 

 5. 非 常

に有効だ

った 

4. 有 効

だった 

3. あ ま

り有効で

はなかっ

た 

2. ま っ

たく有効

ではなか

った 

1. 教 材

としては

提供され

たが使用

しなかっ

た 

0. 教 材

として提

供されな

かった 

香川の文化と歴史 1 14 5 0 5 2 

瀬戸内海論 1 7 2 2 6 1 

瀬戸内地域活性化政策 1 4 1 0 0 1 

香川を学ぶ 9 47 19 1 13 10 

地域コンテンツと知財管理 3 42 10 0 10 6 

情報のいろは 6 29 7 0 8 24 

サイエンスリテラシーの化学 1 1 0 0 0 2 

知の探訪 0 1 0 0 0 1 

モラエスの徳島 0 5 1 0 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 0 4 2 0 0 0 

現代科学と研究倫理 0 6 1 0 0 1 

タンパク質で生命を斬る 1 4 3 0 0 2 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 
0 2 3 0 0 1 

学校教員の世界 0 0 0 0 0 1 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問16-3：参考リンク(インターネット上の情報源)

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-4.クイズ（小テスト） 

 5. 非 常

に有効だ

った 

4. 有 効

だった 

3. あ ま

り有効で

はなかっ

た 

2. ま っ

たく有効

ではなか

った 

1. 教 材

としては

提供され

たが使用

しなかっ

た 

0. 教 材

として提

供されな

かった 

香川の文化と歴史 6 18 4 0 0 0 

瀬戸内海論 6 11 1 1 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 1 4 1 1 0 0 

香川を学ぶ 16 73 6 2 0 0 

地域コンテンツと知財管理 17 49 5 0 0 1 

情報のいろは 16 40 3 2 0 13 

サイエンスリテラシーの化学 0 4 0 0 0 0 

知の探訪 0 1 0 0 0 1 

モラエスの徳島 1 2 0 0 0 3 

日本におけるドイツ兵捕虜 1 4 0 0 0 1 

現代科学と研究倫理 0 8 0 0 0 0 

タンパク質で生命を斬る 4 6 0 0 0 0 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 
0 5 1 0 0 0 

学校教員の世界 0 0 0 0 0 1 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問16-4：クイズ（小テスト）

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-5.掲示板（フォーラム）における受講者同士のディスカッション 

 5. 非 常

に有効だ

った 

4. 有 効

だった 

3. あ ま

り有効で

はなかっ

た 

2. ま っ

たく有効

ではなか

った 

1. 教 材

としては

提供され

たが使用

しなかっ

た 

0. 教 材

として提

供されな

かった 

香川の文化と歴史 1 2 4 6 7 8 

瀬戸内海論 0 3 3 1 5 7 

瀬戸内地域活性化政策 2 2 1 0 2 0 

香川を学ぶ 6 19 17 4 16 36 

地域コンテンツと知財管理 1 11 12 4 24 20 

情報のいろは 4 8 8 1 10 42 

サイエンスリテラシーの化学 0 1 0 0 2 1 

知の探訪 0 0 1 0 1 0 

モラエスの徳島 2 3 1 0 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1 1 3 0 1 0 

現代科学と研究倫理 0 3 1 0 1 3 

タンパク質で生命を斬る 2 1 3 2 1 1 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 
1 0 2 0 1 2 

学校教員の世界 0 0 0 0 1 0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問16-5：掲示板（フォーラム）

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 17.この授業の Moodle上の説明（例えば毎週の学修の進め方や課題等の指示）は，わかりやすかった

ですか？ 

 

  1.非常にわか

りやすかった 

2.わかりやす

かった 

3.わかりにく

かった 

4.非常にわか

りにくかった 

香川の文化と歴史 4 19 5 0 

瀬戸内海論 3 15 1 0 

瀬戸内地域活性化政策 2 4 0 1 

香川を学ぶ 17 69 12 0 

地域コンテンツと知財管理 20 47 4 1 

情報のいろは 23 48 3 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 2 2 0 

知の探訪 0 1 0 1 

モラエスの徳島 2 3 1 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 2 2 1 1 

現代科学と研究倫理 2 5 1 0 

タンパク質で生命を斬る 2 7 0 1 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 

3 2 1 0 

学校教員の世界 1 0 0 0 

 

 
 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問17：Moodle上の説明

1.非常にわかりやすかった 2.わかりやすかった 3.わかりにくかった 4.非常にわかりにくかった
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問 18.授業をわかりやすくする工夫がなされていましたか？ 

 

  1.非常に工夫

されていた 

2.工夫されて

いた 

3.あまり工夫

されていなか

った 

4.まったく工

夫されていな

かった 

香川の文化と歴史 3 21 4 0 

瀬戸内海論 2 16 1 0 

瀬戸内地域活性化政策 0 6 1 0 

香川を学ぶ 13 71 11 2 

地域コンテンツと知財管理 16 52 3 1 

情報のいろは 18 50 5 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 4 0 0 

知の探訪 0 2 0 0 

モラエスの徳島 0 6 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 4 2 0 0 

現代科学と研究倫理 1 7 0 0 

タンパク質で生命を斬る 1 8 1 0 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 

0 4 2 0 

学校教員の世界 1 0 0 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問18：わかりやすくする工夫

1.非常に工夫されていた 2.工夫されていた

3.あまり工夫されていなかった 4.まったく工夫されていなかった
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問 19.この授業の内容や関連分野に対する関心や問題意識は，この授業の履修によってどのように変わり

ましたか？ 

 

  1.非常に強く

なった 

2.少し強くな

った 

3.ほとんど変

わっていない 

4.以前よりも

弱くなった 

香川の文化と歴史 4 20 4 0 

瀬戸内海論 2 15 2 0 

瀬戸内地域活性化政策 3 1 2 0 

香川を学ぶ 10 75 13 1 

地域コンテンツと知財管理 9 49 13 0 

情報のいろは 14 49 10 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 3 1 0 

知の探訪 0 2 0 0 

モラエスの徳島 1 5 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 4 2 0 0 

現代科学と研究倫理 2 5 1 0 

タンパク質で生命を斬る 1 8 0 1 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 

0 4 1 0 

学校教員の世界 0 1 0 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問19：履修後の関心や問題意識

1.非常に強くなった 2.少し強くなった 3.ほとんど変わっていない 4.以前よりも弱くなった
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問 20.全体として，この授業はどの程度有意義でしたか？ 

 

 1.非常に有意

義だった 

2.有意義だっ

た 

3.あまり有意

義ではなかっ

た 

4.まったく有

意義ではなか

った 

香川の文化と歴史 4 23 1 0 

瀬戸内海論 3 15 1 0 

瀬戸内地域活性化政策 4 2 0 0 

香川を学ぶ 17 74 5 2 

地域コンテンツと知財管理 16 52 4 0 

情報のいろは 17 51 5 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 4 0 0 

知の探訪 0 2 0 0 

モラエスの徳島 2 4 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 5 1 0 0 

現代科学と研究倫理 1 7 0 0 

タンパク質で生命を斬る 1 8 0 1 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 

0 5 1 0 

学校教員の世界 1 0 0 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問20：有意義

1.非常に有意義だった 2.有意義だった 3.あまり有意義ではなかった 4.まったく有意義ではなかった
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問 21.この授業を，友人や後輩にお勧めしたいですか？ 

 

  1.非常に勧め

たい 

2.まあまあ勧

めたい 

3.あまり勧め

たくない 

4.まったく勧

めたくない 

香川の文化と歴史 7 19 1 0 

瀬戸内海論 8 11 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 2 4 0 0 

香川を学ぶ 48 48 2 1 

地域コンテンツと知財管理 22 46 4 0 

情報のいろは 20 46 6 0 

サイエンスリテラシーの化学 1 3 0 0 

知の探訪 0 2 0 0 

モラエスの徳島 2 4 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 2 3 1 0 

現代科学と研究倫理 1 7 0 0 

タンパク質で生命を斬る 1 7 1 1 

ユーラシア大陸における人と金

属生産の関わり 

2 3 1 0 

学校教員の世界 0 1 0 0 

 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

香川の文化と歴史

瀬戸内海論

瀬戸内地域活性化政策

香川を学ぶ

地域コンテンツと知財管理

情報のいろは

サイエンスリテラシーの化学

知の探訪

モラエスの徳島

日本におけるドイツ兵捕虜

現代科学と研究倫理

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり

学校教員の世界

問21：友人への勧め

1.非常に勧めたい 2.まあまあ勧めたい 3.あまり勧めたくない 4.まったく勧めたくない
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問 22.この授業について，良かった点を，具体的にお書きください。 

 

香川の文化と歴史 通う大学のある地域のことをよく知ることができた。 

香川の文化と歴史 特になし 

香川の文化と歴史 専門家の意見をじっくり聞けるというのはとても良かった。 

私は瀬戸内国際芸術祭を観に行ったことはなかったが、あたかも観に行っ

たかのように沢山の芸術作品を知ることができたり、住んだことのない地

方の文化や歴史を知るのはとても有意義だった。 

香川の文化と歴史 香川について多角的に学ぶことができた点。 

香川の文化と歴史 内容が面白かった。 

香川の文化と歴史 香川のことについて知れた 

香川の文化と歴史 香川についてあらゆる分野から知れて、これからの大学生活を送る香川に

ついての理解や知識が深まったので良かったと思いました。 

香川の文化と歴史 殆ど各回ごとに講師の方が違うので、毎回授業に新鮮味を感じられた。 

香川の文化と歴史 小テスト形式だったおかげで、頭に入りやすかった 

香川の文化と歴史 時間を問わず、自分のペースで学習が行えた点。 

香川の文化と歴史 香川に住んでまだ全然日にちが経っていない中で香川県のことについて深

く学ぶことができた。 

香川の文化と歴史 自分の好きな時間に出来るからよかった。 

香川の文化と歴史 新しく生活を始める香川を深く知りたいと思い受講しましたが、この講義

を受けて、県内の様々な場所や島の文化や歴史を詳しく知ることができて、

とても興味がわき、さらに調べてみたいと思いました。 

香川の文化と歴史 この授業を通して香川県に関心を持ち、実際に友人とドライブに行くこと

になった。実際に行ってみようと思えたのは、この授業がきっかけだった

と感じるし、とてもわかりやすく概論として学ぶことができた。 

香川の文化と歴史 いろいろな専門の方をお招きすることで、その学習内容をより深めること

ができる点 

香川の文化と歴史 地元のことに以前より興味を持てた 

香川の文化と歴史 香川の地域性や独自性を広く学べて、今後の生活の中でも使える知識は多

いと思う。 

香川の文化と歴史 気楽に取り組めた。 

瀬戸内海論 尊敬できる教授が多かった。 

瀬戸内海論 時間があればいつでも学習することができる点。 

瀬戸内海論 特になし。 

瀬戸内海論 映像がわかりやすかった 

課題の量も適切 

瀬戸内海論 瀬戸内海というすごく身近なテーマを学べた点。 

瀬戸内海論 瀬戸内海について詳しく学べた 

瀬戸内地域活性化政策 色々なテーマについてくわしく説明されてて、グラフや映像などを交えら

れていて分かりやすかった。 

瀬戸内地域活性化政策 県外生にもわかりやすかった点 

瀬戸内地域活性化政策 インターネットでどこでもできるところ 

瀬戸内地域活性化政策 ディスカッションで、皆の意見が文字として残ることで、次へと繋げやす

かった。 

香川を学ぶ 10 分ほどの小テストという復習方法で短時間でけれど頭に残りやすい形

で復習できた点 

香川を学ぶ 動画が何個か分かれているので、時間を分けて見ることができる 

香川を学ぶ いろいろな角度から香川を学ぶことができた。映像が美しかった。 

香川を学ぶ 講義の内容が深すぎず、香川のことを広く知ることができる点。 
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香川を学ぶ 香川についてのありとあらゆる種類の知識を学ぶことができたので、今ま

で自分が知らなかった香川県の魅力が知れたところ。 

香川を学ぶ 香川の魅力や課題をより知ることができた。 

香川を学ぶ 内容は難しいが、できるだけ詳しく説明していたので、理解することがで

きた。 

香川を学ぶ ビデオが一回の授業で数回に分かれてて、とても見やすかった。 

香川を学ぶ 前述の通り。 

香川を学ぶ 香川県について知らなかったことを多く知ることが出来た。 

香川を学ぶ 好きな時間に受講できて、かつ教科書代などのお金がかからない点. 

香川を学ぶ 県外から来たため香川のことをあまり知らなかったが、この授業を受けた

ことで香川県についての様々なことを知ることができた。 

香川を学ぶ 県外出身だったが、香川の歴史や文化について知ることができた。 

香川を学ぶ 瀬戸内海の赤潮問題は初めて知ったので良かった。 

香川県の課題が提起されていて、今後取り組むべきことを考える機会にな

ったと思う。 

香川を学ぶ 自分のペースでできた。 

香川を学ぶ 香川県について気候や、手袋産業など幅広い分野から学べた点。 

香川を学ぶ 特になし 

香川を学ぶ 講師の方と外部の人の対話形式でインタビューなど e ラーニングの利点を

生かせていたと思う。 

香川を学ぶ 動画だから繰り返し見て学習することができる。 

香川を学ぶ スライドの PDF がある時が分かりやすくてよかったです 

香川を学ぶ 香川のことについて学ぶ良い機会になった。 

香川を学ぶ 自分の都合に合わせて予定を組み、受講できた点。 

香川県の歴史に関する様々な人の声を聴くことができた点。 

香川を学ぶ 香川のことを詳しく知る機会になってよかった。 

とても楽しかった。 

香川を学ぶ 繰り返し授業が見られるので、復習が十分にでき、良かった。 

香川を学ぶ 様々な人の講義を聞くことができた点。 

香川を学ぶ １回生の時、「えひめ学」という授業で愛媛について学んだのが楽しかった

ため、同様に香川について学べる授業があればと考えていた。後にこの「香

川を学ぶ」という科目が e ラーニングにあることを発見し、地元の香川県

について学べる良い機会となった点が良かった。 

香川を学ぶ 香川をより身近に感じられた点。 

香川を学ぶ 自分の都合にあった時間に授業を受けれること 

香川を学ぶ 自分は香川出身ではないけれど、香川について興味を持つきっかけになっ

た授業であった。 

香川を学ぶ 小テストがとても簡単で楽だった。 

香川を学ぶ 小テストで自分のミスがすぐにわかるので復習しやすい 

香川を学ぶ 時間がある時 PCさえあれば学校や家で授業が受けられる点。 

香川を学ぶ 香川県や瀬戸内地方について様々な面から学ぶことができた。 

香川を学ぶ 香川についていろいろ学べた点。クイズが最後にあり、より頭に入りやす

い。 

香川を学ぶ 香川県のことをもっと知りたいと思えるきっかけになった。 

香川を学ぶ 授業内容がとても分かりやすかった。 

香川を学ぶ 香川のことをよく知れた点 

香川を学ぶ 分かりやすかった 

香川を学ぶ パソコンで好きな時間にでにること 

香川を学ぶ パソコンさえあればどこでも視聴できる 
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香川を学ぶ 香川についてより深く知れた 

香川を学ぶ 小テストで自分の授業に対する理解度が分かった 

香川を学ぶ 徳島大学にいながら香川のことについて知ることができたのはよかった。

四国のことは何も知らなかったのでよい機会だったと思う。栗林公園は本

当に美しかった。風光明媚とはこのこと。また、公園以外でもサヌカイト、

手袋産業、香川の伝統食など、初めて知ることばかりで、近く(私は和歌山

出身)の地域でも知らないことがたくさんあることが改めて分かった。 

大学の授業はどうしてもその地域のことを中心に扱う授業になりがちなの

で(前の大学は北海道のことを取り扱う授業ばかりだった)、選択肢が増え

るのは良いことだと思う。 

あとは全ての授業を同じ講師が持つわけではないので、飽きないところが

良かった。同じ講師がずっと授業を行うと、どうしても講師の専門へ偏り

が出てしまうからである。 

地域コンテンツと知財管理 話し方がとてもわかりやすかった点。 

地域コンテンツと知財管理 重要な部分が強調されていて分かりやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 知的財産についての理解を深めることができた 

知的財産管理技能検定の 3級に合格できた 

地域コンテンツと知財管理 内容を大きく捉える点は良かったです。 

地域コンテンツと知財管理 法律についてあまり勉強したことがなく、苦戦することも多かったが、も

ともと少し興味があった知的財産について知ることができよかった。また、

はじめの授業で法律について話があったおかげで、その後の授業がイメー

ジしやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 知財管理に関して、一切触れたことがなかったため、新鮮な気持ちで学習

に向かい合うことができたこと。 

地域コンテンツと知財管理 説明が分かりやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 教授の説明がわかりやすかった 

地域コンテンツと知財管理 私が興味のある分野について学習できたので良かった。 

地域コンテンツと知財管理 教科書があったのでだいぶ授業を受けやすかった点。 

地域コンテンツと知財管理 ただ教室で行われているものを録画して提供しているのではなく、きちん

と℮-learning 用に撮影されており、先生が受講生に話しかけながら進めて

くれたため、親近感がわき、楽しんで取り組めた。 

ビデオの再生スピードも調整でき、よかった。 

カメラの切り替えや、ビデオ１本の長さが短く設定されていることで飽き

がこなかった。（常に集中して見れた） 

各週の提出ではなかったので、なんとか最後まで時間がぎりぎりになった

ものの、取り組めきれた。 

地域コンテンツと知財管理 説明の具体性により、理解しやすかった 

テキストとリンクしている点 

地域コンテンツと知財管理 教科書より深い話が聞けた。 

地域コンテンツと知財管理 好きなタイミングで受講できた点 

地域コンテンツと知財管理 資格対策として受講してみたが、最近なにかと話題の著作権などについて

も詳しく知ることが出来たので非常に良かった。 

地域コンテンツと知財管理 説明がわかりやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 毎回講義形式で雑談も織り交ぜてあったので飽きることなく受けれた 

地域コンテンツと知財管理 スライドと教科書を見ることで自分でいつでも復習できる。 

地域コンテンツと知財管理 特にない。 

地域コンテンツと知財管理 法律についても学ぶことができよかった。 

地域コンテンツと知財管理 教科書にはないところも例などを出して説明してくれていたので、わかり

やすかった点と、実際の試験でどのようなところが重要か示していた点。 

地域コンテンツと知財管理 講義量が多かった回の次の回の最初に軽く復習をする点。 



229 

地域コンテンツと知財管理 小テストの締め切りが隔週ではなかったので自分のペースでやることがで

きた点。 

地域コンテンツと知財管理 ビデオ教材だったことで、繰り返し見ることができた。 

地域コンテンツと知財管理 教授が明るく雰囲気が良かった 

受けている自分も楽しく受けることができたと思う。 

地域コンテンツと知財管理 知財管理について知れた 

地域コンテンツと知財管理 講師の先生が明るく分かりやすく授業をしてくださったこと。 

地域コンテンツと知財管理 学校だけでなく家でも空いた時間に自由に取り組めるところがよかった。

ほかの大学の先生の授業を受けるのも面白いと思った。 

地域コンテンツと知財管理 資料や授業が分かりやすかった。 

地域コンテンツと知財管理 難しそうに思える知的財産という授業内容も、みんなが分かりやすいよう

に先生がかみ砕いて教えてくだっさたので、毎回楽しく学習することがで

きました。教科書の４コマ漫画やさくら豪さんとみる君の対話形式の解説

もとても分かりやすかったです。 

地域コンテンツと知財管理 全く触れたことのない権利の授業でしたが初めのほうから分かりやすく丁

寧だったので躓くことがなかった点です。 

地域コンテンツと知財管理 シラバスを読んだときは難しそうだなと思ったけれど実際に受講してみる

と身近な話題も多く受け入れやすかった。 

情報のいろは 映像授業ということを踏まえて授業してくださるので、ハキハキとした声

に簡潔で分かりやすい話し方で聞き取りやすかった。 

情報のいろは とても情報について理解が深まった。 

情報のいろは 授業についてビデオがあったので試料のみより分かりやすかった。 

情報のいろは 分かりにくいところもあったが,理解できるところは多かった。 

情報のいろは 非常に一つ一つに対して丁寧に説明を加えていただきました。分かりやす

かったです。 

情報のいろは 授業が分かりやすかった 

情報のいろは 15 回分の課題が 10 月の頭から提出して良いので、進めやすい 

情報のいろは 自分の専門分野ではなかったので、この授業を受ける前は不安だったが、

非常に分かりやすい説明で、理解することができた。 

情報のいろは 自分の興味分野の認知科学への第一歩となれ、良かったです。 

情報のいろは 情報の授業にもかかわらず、専門的な内容だけでなく一般知識でも理解し

やすい内容だった。 

情報のいろは パソコンが苦手だったが慣れることもできたし、苦手な自分でもわかりや

すい授業だった。 

情報のいろは 自宅でできること 

先々できること 

情報のいろは たとえ話を使用しながら頭に入りやすい授業だった。 

情報のいろは 情報について幅広く学ぶことができ、この分野の専門ではない学生にも分

かりやすかった点。 

情報のいろは 情報と言われて、データのことなど、情報リテラシーの延長線上だと思っ

ていたが、感覚や記憶なども情報処理であることを知り、情報についての

考え方が変わった。 

情報のいろは 情報について学べたこと。 

情報のいろは 自分の時間を友好的に使いたいので毎週空いている時間をこの授業にあて

られるのでとてもよいものでした。 

情報のいろは 講義内容のハンドアウトが簡単に説明をしてくれていて理解しやすかった 

情報のいろは これから役立ちそうなことをたくさん学べた。 

情報のいろは 自分は文系の学生だが、情報系の講義だったが文系の自分でもわかりやす

いような説明であった。 

情報のいろは 自分ではあまり調べようと思わない分野だったが、この授業によって知っ



230 

たことが多くあり、大変良かったです。先生も時々冗談を言っていて、楽

しい授業でした。ありがとうございました。 

情報のいろは テストが程よく難しいこと。 

情報のいろは 家でできる。 

情報のいろは スライドで話した内容を再確認しながら話を聞けること 

情報のいろは 気楽に授業を受けることができる。 

情報のいろは 具体例が多くて理解するのに助かった。 

情報のいろは 情報化社会で必要な知識を補うことができる点。視聴覚教材で、講義ない

課題の解法のヒントをくれるので、積極的に回答しやすい。 

情報のいろは 丁寧な説明で、文型の私でも理解できた。 

情報のいろは 一つの事柄に対し、初歩的なことから少し専門的なことも含まれていたた

め、なにも知らないところからでも取り組みやすかった。 

情報のいろは 説明がわかりやすかったです 

情報のいろは ネットについて知れた 

情報のいろは 特になし 

情報のいろは 説明が丁寧だった点。 

情報のいろは 小テストの内容が選択問題などではなく、論述や自分の考えを書くものが

多く大変だったが結果として情報のことについて様々なことをより理解す

ることができた点。 

情報のいろは 情報の扱い方や、本質などを分野ごとに細かく分けて講義をしていただい

たので、とてもわかりやすく、有意義な講義でした。 

情報のいろは 他の知プラとは違い、最初からすべての課題ができるようになっていたの

で、自分のペースでできた。また授業内容も具体例や詳しい説明が多くあ

ったので、難しい問題もある程度理解できた。 

サイエンスリテラシーの化学 化学の知識を正確に見つめなおすきっかけとなった 

知の探訪 様々な研究分野を知る良いきっかけになった。 

知の探訪 科学について、少し学ぶことが出来た。 

モラエスの徳島 資料を紙媒体で準備してくださっていた点。課題をするのに便利だった。 

モラエスの徳島 ビデオ視聴の時間がほかのイーラーニングに比べ少なかったため、集中力

が持ち効率的に学習できたと思う 

モラエスの徳島 教材がインターネット上にあったり、配布された点 

モラエスの徳島 同じ履修生との意見交換によって、別の観点から考えることができ、理解

が深まった。自分の投稿にコメントが多く寄せられると、嬉しい気持ちに

なった 

日本におけるドイツ兵捕虜 自分のレポートに関して他の受講者や教授がコメントをしてくれる点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 実際に鳴門市ドイツ館に行き、解説がなされていた点。授業を進めるにあ

たりイメージがしやすくなった。 

日本におけるドイツ兵捕虜 特になし 

現代科学と研究倫理 特にない 

タンパク質で生命を斬る 一つの動画の再生時間は長すぎなかったので，途中で寝てしまうことがな

かった点． 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

自分の知らなかった分野の世界を知れ、新たな分野に興味を持つことがで

きたこと。 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

２４時間３６５日利用可能 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

考古学の授業はままで二回ほど受講したことがあったが、鉄についてはま

だ学んだことがなかったので、非常に興味深かった。鉄が人間の営みの中

で重要な役割を担っておりその鉄の歴史を知ることで文化や国の交流など

様々なことが発見できるのだと知れてよかった。 
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問 23.この授業について，改善してほしい点を，具体的にお書きください。 

 

香川の文化と歴史 わかりにくい授業はとことんわからない。字幕などをつけて説明を分かりや

すくして欲しい。 

香川の文化と歴史 期限が朝であるのを変えてほしい 

香川の文化と歴史 前回（2015 年後期）は 3，4 回の授業をまとめて受講することも可能だった

ので、集中して取り組めたが、今回は一週間ごとに必ず時間を作らねばなら

ず、実習などで受講できないことや他の提出物が立て込んだ週は集中して受

講できないことがあった。 

これは私個人の感想でいうと非常に残念だった。 

e ラーニングの良さが無くなっていると感じた。 

また、瀬戸内海論のように、動画に見出しをつけて分ける（どう表現したら

よいか・・・）などあればより分かりやすいのではないかと感じた。 

香川の文化と歴史 とても失礼なことを言っていることは自覚しているのですが、教授方の「声」

に気を付けていただきたいと思う。 

学校の PC、自宅の PCで受ける人それぞれいるが、イヤホンを付けてコンテ

ンツの視聴をする学生は多く存在すると思う。耳元で唾の音や、吐息など聞

いて気分を害することがある。同じくこの授業をとっている他の学生でも気

分が悪くなったと言うものは複数いた。 

大変不躾な申し出なのですが、今後この授業を受ける学生たちのために改善

を検討してはいただけないでしょうか。 

香川の文化と歴史 レジュメがほしい 

香川の文化と歴史 スペースなどを入れただけで不正解と見なされる点。 

香川の文化と歴史 ビデオ教材で一部声が聞こえにくいところなどがあった。 

香川の文化と歴史 音量が大きすぎることがあってびっくりしました 

香川の文化と歴史 携帯電話などのスマートフォンでも動画視聴を可能にしてほしい。 

香川の文化と歴史 もう少し一本の動画を短くしてほしい 

香川の文化と歴史 すべての回で資料を配布してほしい。 

香川の文化と歴史 第 4 回 香川の生活と習俗（１）祭礼行事の内容について、淡々と瀬戸内地

域の祭りが数十以上紹介されていたが、とても退屈だった。祭りを次々と紹

介されるうちに内容が混同してしまうし、元々私自身が東北出身で瀬戸内地

域に土地勘がなかったこともあって、異なる場所で行われている祭りなの

に、どこでいつ行われている祭りなのか実感が湧かず、紹介の仕方が不親切

だと感じることがあった。開催される時期やマップと合わせて画像や映像が

あるとありがたかったし、瀬戸内地域ではなく香川県に絞り、数件のお祭り

をじっくりと紹介して欲しかった。 

香川の文化と歴史 聞き取りづらい方の授業は改善してほしい 

香川の文化と歴史 操作の仕方 

香川の文化と歴史 レジュメをより丁寧に作ってほしい分野もあった。 

香川の文化と歴史 特になし。 

瀬戸内海論 瀬戸内海論であったので愛媛の話ももう少ししてほしかった。 

瀬戸内海論 そこまで重要でないところが問題としてでる点。 

瀬戸内海論 期限を日曜の夜にしてほしい。 

瀬戸内海論 とくになし 

瀬戸内海論 ときどき内容が難しい点。 

瀬戸内海論 画質をもう少しあげてほしい 

瀬戸内地域活性化政策 テキストを配布して欲しかった。（画面のスクリーンショットで対応した） 

瀬戸内地域活性化政策 授業動画をもう少し要約されたものにしてほしい 

瀬戸内地域活性化政策 特になし 

香川を学ぶ 授業の締切が変わっている時にはその前の回の時に告知したり、メールかな
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にかしてほしい点 

香川を学ぶ 毎回締め切り前に通知が来ると助かる 

香川を学ぶ 特にありません。 

香川を学ぶ 締め切りを何回かに分けて、まとめて欲しい。 

香川を学ぶ 特にありません。 

香川を学ぶ 特になし 

香川を学ぶ 追加課題が少し難しいので、難易度を下げて欲しかったです。 

香川を学ぶ テストが受けられる時間が限られていて、ビデオを見た後すぐにテストが受

けられないから、テストを受け始められる時間を早めてほしい。 

香川を学ぶ もう少し一気に小テストの解放をしてほしかった。１週１回分の解放でなく

３週間後の締め切りをもうけ、３週一気に解放するなどして欲しかった。 

香川を学ぶ 第一回目の授業だけでもいいので、出来れば公開日と締め切りをメールなど

で知らせてほしいと思いました。 

香川を学ぶ 特になし。 

香川を学ぶ 期間が短くて,受講できない項目があった. 

香川を学ぶ 映像における先生の声が聞き取りづらいことがあった。期限がイレギュラー

のときはもっとわかるようにしてほしい。 

香川を学ぶ 特になし。 

香川を学ぶ 資料が読みにくいことがあったので改善してほしいと思った。 

香川を学ぶ 特にないです。 

香川を学ぶ もう少し授業映像を鮮明にして見やすくしてほしい。 

香川を学ぶ 特になし 

香川を学ぶ 課題提出の締め切り日を法則的にしてほしい。 

香川を学ぶ ありません。 

香川を学ぶ 特になし。 

香川を学ぶ なし。 

香川を学ぶ 動画中のスクリーンに書かれている文字が読みづらかった。 

香川を学ぶ 特になし。 

香川を学ぶ 特になし。 

香川を学ぶ なし 

香川を学ぶ 国際協力の授業があったが、そのような香川の自然以外の授業ももっと取り

入れてほしい。 

香川を学ぶ 映像の画質をもう少しよくしてほしい。 

香川を学ぶ 講義資料がない回の講義の復習に困る 

香川を学ぶ ないです。 

香川を学ぶ 特にありません。 

香川を学ぶ 資料をダウウンロードしてみようとしても見ることができず困った。 

香川を学ぶ 特になし。 

香川を学ぶ 期末レポートの文字数はもう少し増やしてもいいと思う 

香川を学ぶ なし。 

香川を学ぶ 特になし 

香川を学ぶ 特にない 

香川を学ぶ 受講できる早くしてほしい 

香川を学ぶ 特になし 

香川を学ぶ もう少し受講できる期間を延ばしてほしい 

香川を学ぶ 資料がない回もあったので授業欲しい 

香川を学ぶ 講師の声が聞き取りにくいこと。音量を(PC と動画両方)最大にし、イヤホ

ンをしてやっとちょうどよい大きさになることがあった。 
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音量さえどうにかなれば他は特になかった。 

地域コンテンツと知財管理 小テストの解答の点数がすぐには見られない点。 

地域コンテンツと知財管理 教科書が古く，法改正に対応できていない点が多数あった． 

地域コンテンツと知財管理 説明が大ざっぱすぎて小テストに、あまり効果的でなかったです。テストは

高度の問題、まぎらわしいものも出るので、もっと注意点をこまめにしてほ

しかったです。時間的にきついのであれば、テキストをもっと、詳しくして、

予習を前提にして、まぎらわしい事例を中心に解説してほしかったです。基

本的にテキストを熟読していて、講義での注意点をマスターしていれば、満

点をとれるような講義設計にすべきだとおもいます。 

地域コンテンツと知財管理 回答期限が過ぎた後に、解答を出して欲しかった。また、その中で少し難し

い問題に関しては解説などがあればよかったと思う。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 特にありません。 

地域コンテンツと知財管理 一回の講義での動画がとても長かった点。 

地域コンテンツと知財管理 一番初めの授業についての説明は簡易化してもよいのでは？と思った。 

それ以外は特にありません。 

地域コンテンツと知財管理 質問や課題（任意）について、質問しにくい 

→デスカッションはあるは、自分と他の人のペースが違うからタイミング的

な部分で質問しづらい 

大学が違うと、配布物が貰えない 

→公平性を保つなら、ダウンロードなどで行ってもらえると嬉しい 

任意課題について 

→レポートの書き方等が不明瞭なため、資料や文献までは自発的に行えるが

提出についてどのように書いて、どこに出せばいいのかわからなかった。問

えばいいが、期限もないためタイミングを失った 

地域コンテンツと知財管理 期末テストの要項がきちんと決まってからビデオを作ってほしいです。 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 フィードバックで自分の小テストの点数を知りたかった。 

地域コンテンツと知財管理 特にない。 

地域コンテンツと知財管理 特にないです。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 特にない 

地域コンテンツと知財管理 授業中のカメラワークがうまくいっていないことがあった。 

不必要なカメラワークがあったように感じる。 

地域コンテンツと知財管理 とくにありません 

地域コンテンツと知財管理 受講期間をのばしてほしい 

地域コンテンツと知財管理 特になし 

地域コンテンツと知財管理 ないです。 

地域コンテンツと知財管理 特になし。 

地域コンテンツと知財管理 特にないです。 

地域コンテンツと知財管理 毎回ごとにある小テストの問題数を少し増やしてもらいたい点です。 

地域コンテンツと知財管理 とくになし 

情報のいろは 小テストの答えをアップして欲しい。点数の配点など。正確な答えが分から

ないため、自分の回答のどの部分で減点だったのか気になる時が多々あっ

た。 

情報のいろは もっと多くの受講生が増えるようにアピールしていってはどうでしょうか。 

情報のいろは pdfを開く際のパスワードを 15 回目の欄まで表示していてほしかった。 
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情報のいろは 追加課題が難しい 

情報のいろは 概念の難易度が後半になるにつれて急激に上がりすぎたと私は感じました。

少し分散させたりするようなことがあると嬉しかったです。 

情報のいろは 最終課題も 10月から提出 ok にしてほしい 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは 追加課題は共通教育の入門レベルとしては、難しいものが多かったと思いま

す。 

情報の定義について、十分な説明がほしかったです。 

情報のいろは 早送り機能があればよかった 

情報のいろは 特になし 

情報のいろは 特に無し。 

情報のいろは たまに難しすぎる内容があったのでいろんな学部の人が受けるので難易度

の統一は難しいかもしれませんがわかりやすい例などもう少しほしかった。 

情報のいろは 課題の提出をしたあと、点数を開示していただけるのはありがたいが、課題

の答えを教えてもらえるとより理解を深められると思う。終盤の方の追加課

題など、難易度が高くなってきて答えがわからない問題が多くあった。その

ような課題に対して正答例を出してほしい。 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは 回線には特に問題がなかったと思うが、講義ビデオにノイズが入って内容が

分かりにくい回があった 

情報のいろは 特にないです。 

情報のいろは 特になし 

情報のいろは 簡単な回は授業を一回見ただけでわかったが、少し難しいと感じる回は 2，

3 時間以上かけた。e-learning の授業にあまりにも時間を取られてしまった

と感じる時もあった。 

情報のいろは もう少し深く説明してほしい。 

情報のいろは 難易度を下げてほしい 

情報のいろは 動画を区切らずに一度で見えるようにしてほしい。 

情報のいろは なし 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは 追加の課題が、とても難しいと感じた時があったので、難易度の調整をして

欲しい。 

情報のいろは 動画視聴中に間違えて違うパートを選択してしまったときに、ムービーが同

時に流れてくるということが多々あった 

情報のいろは 課題量が多い 

情報のいろは 特になし 

情報のいろは 追加課題の難易度が高すぎました。 

情報のいろは 特になし。 

情報のいろは 特にありません。 

情報のいろは 特にありません。 

サイエンスリテラシーの化学 評定をつけていただく間隔が一定でないので、自分の中の改善点を見直すの

に時間的間隔が空いてしまい、少しもったいなさを感じました 

知の探訪 より詳しく知りたいと思った研究の話が途中で終わっていた点 

知の探訪 映像の乱れ。 

モラエスの徳島 特になし。 

モラエスの徳島 特になし 

モラエスの徳島 試験の点数を公開してほしい 

モラエスの徳島 特になし 
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日本におけるドイツ兵捕虜 1 週間の提出ノルマがやや多い点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 フォーラムでのコメントが他大学の学生に限定されている点。早めに自分の

課題提出が終了していても、締め切り前日の夜や当日まで他大学の学生の課

題が提出されないので、二度手間であるし、ギリギリまで課題が残っている

というストレスがある。 

日本におけるドイツ兵捕虜 特になし 

現代科学と研究倫理 一回の講義をもう少し短くしてほしい。 

現代科学と研究倫理 特にない 

タンパク質で生命を斬る 一言で答えることができる内容に対して，400 字という厳しい設定がされて

いたこと． 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

もう少しビデオの画質を挙げる等して映像が見やすいようにしてほしい。 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

細かく分けないで一本のビデオとして見たかった。 

ユーラシア大陸における人と

金属生産の関わり 

小課題の文字数がどれほどで書くべきなのかわからなかったため、何字程度

という目安があると有り難かった。もし、制限は特にないということであっ

たらその旨があると安心して小課題に取り組めたのではないかと思う。 
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平成 29年度 知プラ科目アンケート報告 

１）実施概要 

平成 29年度に開講した全 38科目について、履修者を対象に Moodle上で科目の改善を目的としたアンケ

ートを実施した。実施期間は各科目終了後、1か月程度である。またアンケートは匿名で実施した。 

 

開講大学 科目名 開講期 履修者数 回答者数 承諾者数 

回答率 
（ 承 諾 者

数/履修者

数） 

徳島大学 

知の探訪 後期 52 9 9 17.3% 

モラエスの徳島 －グローバリズ

ムと異邦人－ 
後期 76 23 20 26.3% 

日 本 に お け る ド イ ツ 兵 捕 虜 

1914-1920 ―四国の収容所を中

心に― 

後期 55 16 15 27.3% 

現代科学と研究倫理 後期 78 37 30 38.5% 

大学の知の活用 後期 55 28 27 49.1% 

大学教育を考える 後期 34 12 11 32.4% 

行動統計学入門 後期 31 6 4 12.9% 

鳴門教育

大学 

学校教員の世界 * 後期 238 0 0 0.0% 

阿波学 前期 174 14 11 6.3% 

自動車概論 後期 92 20 18 19.6% 

香川大学 

情報のいろは 後期 263 54 46 17.5% 

地域コンテンツと知財管理 その

１ 
後期 72 14 12 16.7% 

地域コンテンツと知財管理 その

２ 
後期 49 5 5 10.2% 

香川を学ぶ その１ 後期 194 43 32 16.5% 

香川を学ぶ その２ 後期 155 27 20 12.9% 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 後期 113 27 19 16.8% 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 後期 94 20 16 17.0% 

瀬戸内海論 その１ 前期 92 27 24 26.1% 

瀬戸内海論 その２ 前期 81 24 19 23.5% 

香川の文化と歴史 その１ 前期 130 38 34 26.2% 

香川の文化と歴史 その２ 前期 117 31 27 23.1% 

四国の歴史と文化 その１（歴史

編） 
前期 103 25 19 18.4% 

四国の歴史と文化 その２（文化

編） 
前期 86 13 12 14.0% 

四国の自然環境と防災 その１ 後期 193 47 44 22.8% 

四国の自然環境と防災 その２ 後期 132 25 23 17.4% 
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開講大学 科目名 開講期 履修者数 回答者数 承諾者数 

回答率 
（ 承 諾 者

数/履修者

数） 

四国の地域振興 その１ 後期 324 68 60 18.5% 

四国の地域振興 その２ 後期 136 6 5 3.7% 

コンピュータと教育 その１ 前期 358 73 59 16.5% 

コンピュータと教育 その２ 前期 129 32 27 20.9% 

愛媛大学 

タンパク質で生命を斬る 後期 37 16 13 35.1% 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 
後期 38 19 15 39.5% 

大学生のための『安全・安心』の

基礎講座 
後期 193 107 100 51.8% 

太陽光利用型植物工場における知

能的農作物生産 
後期 30 13 11 36.7% 

飛行機はなぜ飛ぶのか 後期 37 6 6 16.2% 

高知大学 

サイエンスリテラシーの化学 後期 21 3 3 14.3% 

気象学入門 前期 322 56 50 15.5% 

有機化学概論 前期 32 3 3 9.4% 

海洋基礎生態学 前期 153 39 36 23.5% 

   
4569 0 0 0.0% 

 

* 「学校教員の世界」の授業改善アンケートについてはトラブルが生じたため収集できなかった。よっ

て次ページからの結果詳細では省略する。 
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２）アンケート結果詳細 

問 1.授業を受ける前にシラバスを読みましたか？ 

 1.すべて読ん

だ 

2.半分以上読ん

だ 

3.軽く目を通し

た 

4.全く読まなか

った 

知の探訪 4 2 2 1 

モラエスの徳島 －グローバリズムと

異邦人－ 
10 6 4 0 

日 本 に お け る ド イ ツ 兵 捕 虜 

1914-1920 ―四国の収容所を中心に― 
10 3 2 0 

現代科学と研究倫理 8 7 12 3 

大学の知の活用 15 6 6 0 

大学教育を考える 8 1 2 0 

行動統計学入門 4 0 0 0 

阿波学 5 3 3 0 

自動車概論 6 4 7 1 

情報のいろは 23 11 12 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 6 3 3 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 2 0 3 0 

香川を学ぶ その１ 11 10 11 0 

香川を学ぶ その２ 6 6 8 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 8 6 5 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 6 3 6 1 

瀬戸内海論 その１ 10 1 9 4 

瀬戸内海論 その２ 7 3 7 2 

香川の文化と歴史 その１ 16 10 8 0 

香川の文化と歴史 その２ 11 3 11 2 

四国の歴史と文化 その１（歴史編） 11 1 6 1 

四国の歴史と文化 その２（文化編） 7 0 4 1 

四国の自然環境と防災 その１ 22 5 16 1 

四国の自然環境と防災 その２ 7 8 8 0 

四国の地域振興 その１ 30 7 20 2 

四国の地域振興 その２ 2 1 2 0 

コンピュータと教育 その１ 18 14 24 3 

コンピュータと教育 その２ 10 7 7 3 

タンパク質で生命を斬る 6 6 1 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 
3 3 9 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 
51 24 24 1 

太陽光利用型植物工場における知能的

農作物生産 
5 3 3 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 3 2 1 0 

サイエンスリテラシーの化学 3 0 0 0 

気象学入門 21 13 13 3 

有機化学概論 1 0 2 0 

海洋基礎生態学 11 9 15 1 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問１：シラバス

1.すべて読んだ 2.半分以上読んだ 3.軽く目を通した 4.全く読まなかった
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問 2.シラバスや授業中に示された授業の目標を，どの程度理解していましたか？ 

 1.十分に理解

していた 

2.少し理解し

ていた 

3.目標は知っ

ていたが理解

していなかっ

た 

4.目標がある

ことさえ知ら

なかった（授

業中に示され

ず，シラバス

も読んでいな

かった） 

知の探訪 1 7 1 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦

人－ 

4 16 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

6 9 0 0 

現代科学と研究倫理 11 14 4 1 

大学の知の活用 6 18 3 0 

大学教育を考える 4 6 1 0 

行動統計学入門 2 2 0 0 

阿波学 5 5 1 0 

自動車概論 5 11 2 0 

情報のいろは 15 28 3 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 1 11 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 3 2 0 0 

香川を学ぶ その１ 11 18 3 0 

香川を学ぶ その２ 9 8 3 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 6 13 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 4 11 1 0 

瀬戸内海論 その 1 7 13 2 1 

瀬戸内海論 その 2 4 11 1 2 

香川の文化と歴史 その 1 12 19 1 0 

香川の文化と歴史 その 2 9 16 2 0 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 5 11 2 1 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 4 5 3 0 

四国の自然環境と防災 その１ 18 22 3 0 

四国の自然環境と防災 その２ 6 15 2 0 

四国の地域振興 その１ 23 35 1 1 

四国の地域振興 その２ 2 3 0 0 

コンピュータと教育 その 1 15 38 6 0 

コンピュータと教育 その 2 4 18 4 1 

タンパク質で生命を斬る 7 5 0 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

4 11 0 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 46 47 7 0 

太陽光利用型植物工場における知能的農作

物生産 

3 8 0 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 1 5 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 2 1 0 0 

気象学入門 17 25 8 0 

有機化学概論 0 3 0 0 

海洋基礎生態学 10 22 3 0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問２：目標

1.十分に理解していた

2.少し理解していた

3.目標は知っていたが理解していなかった

4.目標があることさえ知らなかった（授業中に示されず，シラバスも読んでいなかった）
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問 3.授業を受ける前の関心度はどうでしたか？ 

 1.とても

関心があ

った 

2.ある程

度関心が

あった 

3.どちら

でもない 

4.あまり

関心がな

かった 

5.全く関

心がなか

った 

知の探訪 2 4 2 1 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと

異邦人－ 

0 12 4 3 0 

日 本 に お け る ド イ ツ 兵 捕 虜 

1914-1920 ―四国の収容所を中心に

― 

4 8 1 2 0 

現代科学と研究倫理 5 14 6 3 2 

大学の知の活用 3 15 6 3 0 

大学教育を考える 3 6 1 1 0 

行動統計学入門 2 2 0 0 0 

阿波学 3 3 2 3 0 

自動車概論 9 8 1 0 0 

情報のいろは 10 24 9 3 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 2 9 1 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 1 3 1 0 0 

香川を学ぶ その１ 2 20 8 1 1 

香川を学ぶ その２ 1 14 4 1 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 4 10 5 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 5 8 3 0 0 

瀬戸内海論 その 1 4 14 4 1 1 

瀬戸内海論 その 2 5 12 1 0 0 

香川の文化と歴史 その 1 8 22 2 2 0 

香川の文化と歴史 その 2 7 14 5 1 0 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 4 10 4 1 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 3 6 1 2 0 

四国の自然環境と防災 その１ 9 27 7 0 1 

四国の自然環境と防災 その２ 6 14 3 0 0 

四国の地域振興 その１ 13 30 13 4 0 

四国の地域振興 その２ 0 5 0 0 0 

コンピュータと教育 その 1 12 37 7 3 0 

コンピュータと教育 その 2 5 14 6 1 1 

タンパク質で生命を斬る 7 5 1 0 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

2 11 2 0 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 

23 56 13 6 2 

太陽光利用型植物工場における知能的

農作物生産 

3 7 1 0 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 2 4 0 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 1 2 0 0 0 

気象学入門 13 31 3 2 1 

有機化学概論 2 1 0 0 0 

海洋基礎生態学 8 18 4 4 2 

 



243 

 
  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問３：関心度

1.とても関心があった 2.ある程度関心があった 3.どちらでもない

4.あまり関心がなかった 5.全く関心がなかった
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問 4.あなた自身は，授業の目標をどの程度達成したと思いますか？ 

 1.十分に達

成できた 

2.少し達成

できた 

3.あまり達

成できなか

った 

4.まったく

達成できな

かった 

知の探訪 2 7 0 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦

人－ 

4 15 1 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―

四国の収容所を中心に― 

2 12 1 0 

現代科学と研究倫理 8 18 1 1 

大学の知の活用 5 19 3 0 

大学教育を考える 5 4 2 0 

行動統計学入門 0 2 2 0 

阿波学 6 5 0 0 

自動車概論 2 14 1 0 

情報のいろは 16 27 3 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 3 7 1 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 1 3 0 0 

香川を学ぶ その１ 8 23 1 0 

香川を学ぶ その２ 6 13 1 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 4 12 3 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 6 9 0 0 

瀬戸内海論 その 1 5 17 2 0 

瀬戸内海論 その 2 6 11 2 0 

香川の文化と歴史 その 1 10 21 1 0 

香川の文化と歴史 その 2 11 12 3 1 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 4 13 2 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 3 7 2 0 

四国の自然環境と防災 その１ 16 23 4 0 

四国の自然環境と防災 その２ 6 16 1 0 

四国の地域振興 その１ 24 31 5 0 

四国の地域振興 その２ 2 3 0 0 

コンピュータと教育 その 1 8 46 4 0 

コンピュータと教育 その 2 4 21 1 1 

タンパク質で生命を斬る 6 5 1 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

2 12 1 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 35 61 4 0 

太陽光利用型植物工場における知能的農作

物生産 

5 6 0 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 2 4 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 1 2 0 0 

気象学入門 11 30 9 0 

有機化学概論 0 3 0 0 

海洋基礎生態学 8 25 2 1 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問４：目標達成度

1.十分に達成できた 2.少し達成できた 3.あまり達成できなかった 4.まったく達成できなかった
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問 5.ｅラーニングの授業は初めてですか？ 

 1.初めて 2.以前に取り

組んだことが

ある（最後まで

行った） 

3.以前に取り

組んだことが

ある（最後まで

行かなかった） 

知の探訪 4 5 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－ 8 10 2 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四

国の収容所を中心に― 

7 6 2 

現代科学と研究倫理 23 6 1 

大学の知の活用 13 11 3 

大学教育を考える 10 1 0 

行動統計学入門 1 3 0 

阿波学 7 4 0 

自動車概論 2 15 1 

情報のいろは 17 29 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 2 10 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 2 2 1 

香川を学ぶ その１ 15 13 4 

香川を学ぶ その２ 2 17 1 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 7 12 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 1 14 1 

瀬戸内海論 その 1 23 0 1 

瀬戸内海論 その 2 6 13 0 

香川の文化と歴史 その 1 31 3 0 

香川の文化と歴史 その 2 8 16 3 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 16 3 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 6 6 0 

四国の自然環境と防災 その１ 15 27 2 

四国の自然環境と防災 その２ 1 22 0 

四国の地域振興 その１ 22 36 2 

四国の地域振興 その２ 0 5 0 

コンピュータと教育 その 1 43 16 0 

コンピュータと教育 その 2 4 19 3 

タンパク質で生命を斬る 5 8 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

9 6 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 44 54 2 

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生

産 

3 8 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 2 4 0 

サイエンスリテラシーの化学 2 1 0 

気象学入門 28 21 1 

有機化学概論 1 2 0 

海洋基礎生態学 7 24 5 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問５：eラーニング経験

1.初めて

2.以前に取り組んだことがある（最後まで行った）

3.以前に取り組んだことがある（最後まで行かなかった）



248 

問 6.学修予定の立案と実際の進め方について教えてください。 

 1.学修を始め

る前に学修予

定を立て、ほぼ

その予定通り

に取り組めた。 

2.学修を始

める前に学

修予定を立

てたが、予

定通りには

進まない時

があった。 

3.特に学修

予定は立て

な か っ た

が、うまく

学 修 で き

た。 

4.最後に駆

け込みでな

んとか間に

合わせるこ

と が で き

た。 

5.その他 

知の探訪 1 4 2 2 0 

モラエスの徳島 －グローバリズム

と異邦人－ 

2 15 2 1 0 

日 本 に お け る ド イ ツ 兵 捕 虜 

1914-1920―四国の収容所を中心に― 

2 9 1 3 0 

現代科学と研究倫理 8 12 2 8 0 

大学の知の活用 12 7 8 0 0 

大学教育を考える 3 6 1 0 1 

行動統計学入門 1 2 1 0 0 

阿波学 0 3 4 4 0 

自動車概論 3 3 9 3 0 

情報のいろは 16 9 20 1 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 2 5 5 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 3 1 1 0 0 

香川を学ぶ その１ 12 13 5 2 0 

香川を学ぶ その２ 7 6 7 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 9 4 6 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 6 6 3 1 0 

瀬戸内海論 その 1 6 11 4 3 0 

瀬戸内海論 その 2 8 3 7 1 0 

香川の文化と歴史 その 1 15 6 13 0 0 

香川の文化と歴史 その 2 10 8 6 2 1 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 3 7 7 1 1 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 2 5 4 1 0 

四国の自然環境と防災 その１ 11 12 17 4 0 

四国の自然環境と防災 その２ 7 7 7 2 0 

四国の地域振興 その１ 15 18 21 6 0 

四国の地域振興 その２ 1 3 1 0 0 

コンピュータと教育 その 1 13 18 19 9 0 

コンピュータと教育 その 2 11 6 8 2 0 

タンパク質で生命を斬る 2 5 3 3 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

0 3 4 8 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 

20 21 43 15 1 

太陽光利用型植物工場における知能

的農作物生産 

1 3 4 3 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 0 5 0 1 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 2 0 1 0 

気象学入門 9 11 16 13 1 

有機化学概論 0 1 1 1 0 

海洋基礎生態学 2 13 16 4 1 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問６：学習計画と実際

1.学習を始める前に学習予定を立て、ほぼその予定通りに取り組めた。

2.学習を始める前に学習予定を立てたが、予定通りには進まない時があった。

3.特に学習予定は立てなかったが、うまく学習できた。

4.最後に駆け込みでなんとか間に合わせることができた。

5.その他
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上記で、5.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

 

大学教育を考える 学校側からのメールが届いていたのを遅れて知ったため 

最初の提出期限に間に合わなかった。 

地域コンテンツと知財管理 

その１ 

座学授業の課題などに追われて、後回しになってしまっていた。 

香川の文化と歴史 その 2 １つ受け忘れた。 

四国の歴史と文化 その 1 

（歴史編） 

eラーニングに初めてログインし、第３回までの授業をまとめて取

り組んだ。これは、ログイン時に小テストが開放されていたからだ。

第３回以降の授業については、小テストの開放に合わせて授業に取

り組んだ。 

コンピュータと教育 その 1 時間の関係で日曜日の夜にやることが多かったため。 

コンピュータと教育 その 1 最初の授業の参加へ大変遅れてしまい、予定が大幅にくるってしま

った 

タンパク質で生命を斬る テストなどに重なったときに、うまくいかなかった。 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

冬休み期間を利用して終わらせることができた。 

大学生のための『安全・安心』

の基礎講座 

暇な時間にやっていたらなんか気づいたら終わったみたいな感じで

す。 

気象学入門 常にぎりぎりで追い込まれながら行った。 

海洋基礎生態学 基本的に駆け込みだったため、パソコンが壊れた時に対応ができな

かった。そのためそれ以降自分でいつまでにやるか大まかに計画を

たてた。達成はあまりできなかった。 
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問 7.学修が予定通りに進まなかったときのことを教えてください。（予定通りに進んだ方は 1.にチェッ

クしてください。） 

 1.予定通り

に進んだ。 

2.締め切り

をきっかけ

に自力で学

修を立て直

すことがで

きた。 

3.友人 .な

ど身近な人

に相談する

ことによっ

て学修を立

て直すこと

ができた。 

4.教員など

に相談する

ことによっ

て学修を立

て直すこと

ができた。 

5.その他 

知の探訪 1 7 0 1 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

1 19 0 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

2 13 0 0 0 

現代科学と研究倫理 7 19 3 0 0 

大学の知の活用 11 10 4 0 0 

大学教育を考える 3 8 0 0 0 

行動統計学入門 1 2 0 0 1 

阿波学 4 6 1 0 0 

自動車概論 6 12 0 0 0 

情報のいろは 18 24 2 0 1 

地域コンテンツと知財管理 その１ 4 8 0 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 3 1 0 0 0 

香川を学ぶ その１ 12 16 4 0 0 

香川を学ぶ その２ 10 7 2 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 9 6 2 0 1 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 6 7 2 0 0 

瀬戸内海論 その 1 11 11 1 0 0 

瀬戸内海論 その 2 10 8 1 0 0 

香川の文化と歴史 その 1 19 12 1 0 1 

香川の文化と歴史 その 2 10 12 3 0 1 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 8 11 0 0 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 5 7 0 0 0 

四国の自然環境と防災 その１ 12 27 4 0 0 

四国の自然環境と防災 その２ 8 10 3 0 0 

四国の地域振興 その１ 22 32 5 0 1 

四国の地域振興 その２ 2 3 0 0 0 

コンピュータと教育 その 1 20 30 4 0 1 

コンピュータと教育 その 2 14 10 3 0 0 

タンパク質で生命を斬る 3 8 0 0 2 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

4 7 4 0 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎講

座 

40 40 18 0 2 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

1 8 0 0 1 

飛行機はなぜ飛ぶのか 0 5 0 0 1 

サイエンスリテラシーの化学 0 2 1 0 0 

気象学入門 14 33 1 0 2 

有機化学概論 1 2 0 0 0 

海洋基礎生態学 9 23 3 0 1 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問７：学習が予定通り進まなかったとき

1.予定通りに進んだ。

2.締め切りをきっかけに自力で学習を立て直すことができた。

3.友人.など身近な人に相談することによって学習を立て直すことができた。

4.教員などに相談することによって学習を立て直すことができた。

5.その他
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上記で、5.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

 

行動統計学入門 サーバーの問題で動画が視聴できなかったため、満足に課題がで

きなかった。 

情報のいろは 全体的にどの講座をいつ受けるかは決めていなかったが、忙しく

なる時期を予測して、時間があるときに早め早めに受けていた。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 授業の公開が遅く、余裕を持って取り組みたいと思っていたがや

むを得ず公開を待った 

香川の文化と歴史 その 1 休み、空き時間を利用して進めた。 

香川の文化と歴史 その 2 締め切りを手帳に書き込んだまではよかったが、締め切りの一週

間後のところに書いており、受験することができなかった。しか

も三つの講義が同じ締め切りの時に…。 

四国の地域振興 その１ 教育実習が終わった後に気が抜けて、この授業の締め切りを忘れ

ていたため一度だけ期限に間に合わなかった。 

コンピュータと教育 その 1 〆切厳守をモットーに何とか終わらせた。 

コンピュータと教育 その 1 手遅れだった 

タンパク質で生命を斬る 冬季休校中に 1日 1講ずつ行い、帳尻を合わせた。 

タンパク質で生命を斬る 特に学習予定は立てなかった。 

大学生のための『安全・安心』の

基礎講座 

忙しくなる時期を予測して、時間があるときに進めた。 

大学生のための『安全・安心』の

基礎講座 

単位を取ろうと強く意識することで立て直した。 

太陽光利用型植物工場における

知能的農作物生産 

空き時間を削って立て直した。 

太陽光利用型植物工場における

知能的農作物生産 

他の授業のレポートで時間がかかり予定日にできなかった。比較

的時間のある日に代わりにやって終わらせた。 

飛行機はなぜ飛ぶのか 長期の休みを利用して帳尻を合わせた 

気象学入門 3年生で課題がかなり多いと噂の配属コースに所属していたので、

時間を割くことが困難な時があった。 

気象学入門 うっかり締め切りを忘れていた 

海洋基礎生態学 一時期夜遅くに、パソコンが壊れて作業が全くできなかった。 
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問 8.本授業(e-ラーニング)を受講した場所について，主にどこで受講しましたか？ 

 1.大学内の

PC が常設し

てある部屋

（PC 教室、

図 書 館 な

ど） 

2.大学内の

PC が常設し

てある部屋

以外の場所 

3.自宅 4.その他 

知の探訪 1 0 7 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人

－ 

6 1 13 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―

四国の収容所を中心に― 

5 1 9 0 

現代科学と研究倫理 5 1 23 0 

大学の知の活用 6 2 19 0 

大学教育を考える 3 0 7 0 

行動統計学入門 2 0 2 0 

阿波学 4 0 7 0 

自動車概論 3 2 13 0 

情報のいろは 17 5 24 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 1 1 10 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 2 0 3 0 

香川を学ぶ その１ 7 1 24 0 

香川を学ぶ その２ 6 1 13 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 6 1 12 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 1 0 15 0 

瀬戸内海論 その 1 7 1 16 0 

瀬戸内海論 その 2 4 0 15 0 

香川の文化と歴史 その 1 13 0 21 0 

香川の文化と歴史 その 2 10 1 16 0 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 7 1 11 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 3 1 8 0 

四国の自然環境と防災 その１ 11 2 30 0 

四国の自然環境と防災 その２ 3 0 20 0 

四国の地域振興 その１ 18 2 39 1 

四国の地域振興 その２ 0 0 5 0 

コンピュータと教育 その 1 11 3 43 1 

コンピュータと教育 その 2 5 0 22 0 

タンパク質で生命を斬る 4 2 7 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

2 1 12 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 18 5 75 1 

太陽光利用型植物工場における知能的農作物

生産 

2 1 8 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 1 0 5 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 1 2 0 

気象学入門 10 3 37 0 

有機化学概論 0 1 1 1 

海洋基礎生態学 9 1 26 0 
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知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問８：受講場所

1.大学内のPCが常設してある部屋（PC教室、図書館など）

2.大学内のPCが常設してある部屋以外の場所

3.自宅

4.その他
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上記で、4.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

 

四国の地域振興 その１ with cafeという学生限定のカフェのフリーワイファイをつかって勉

強した。 

コンピュータと教育 その 1 大学内の PCが常設してある部屋、自宅半々で行いました。 

コンピュータと教育 その 1 時間や周りを気にせず出来るため。 

有機化学概論 香川大学付属図書館 
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問 9.本授業（eラーニング）を受講した時間帯について教えてください。 

 1.平日の授

業の空き時

間 

2.平日の朝

や 放 課 後

（授業時間

帯の前後） 

3.土日や祝

日 

4.その他 

知の探訪 3 4 2 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人

－ 

7 10 3 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―

四国の収容所を中心に― 

7 8 0 0 

現代科学と研究倫理 7 10 9 3 

大学の知の活用 7 13 7 0 

大学教育を考える 4 3 2 1 

行動統計学入門 1 1 0 2 

阿波学 4 2 5 0 

自動車概論 5 4 8 1 

情報のいろは 25 15 4 2 

地域コンテンツと知財管理 その１ 3 2 7 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 3 0 2 0 

香川を学ぶ その１ 12 12 8 0 

香川を学ぶ その２ 9 8 3 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 8 7 3 1 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 5 5 6 0 

瀬戸内海論 その 1 9 4 10 1 

瀬戸内海論 その 2 4 7 8 0 

香川の文化と歴史 その 1 13 8 12 1 

香川の文化と歴史 その 2 7 13 6 1 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 7 3 7 2 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 5 4 3 0 

四国の自然環境と防災 その１ 18 13 13 0 

四国の自然環境と防災 その２ 5 10 8 0 

四国の地域振興 その１ 23 19 15 3 

四国の地域振興 その２ 0 2 2 0 

コンピュータと教育 その 1 15 13 31 0 

コンピュータと教育 その 2 7 3 17 0 

タンパク質で生命を斬る 3 4 5 1 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

4 3 7 1 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 30 27 40 2 

太陽光利用型植物工場における知能的農作物

生産 

1 4 5 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 0 3 3 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 3 0 0 

気象学入門 13 10 27 0 

有機化学概論 3 0 0 0 

海洋基礎生態学 8 9 19 0 
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知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問９：受講時間帯

1.平日の授業の空き時間 2.平日の朝や放課後（授業時間帯の前後） 3.土日や祝日 4.その他
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上記で、4.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

 

現代科学と研究倫理 平日の授業の空き時間だけでなく、土日にも取り組みました。 

現代科学と研究倫理 平日の放課後や土日・祝日 

現代科学と研究倫理 平日の夜 

大学教育を考える 夜間 

行動統計学入門 1,2,3のいずれの時間も利用した。 

行動統計学入門 深夜、授業の空き時間、放課後、土日 

自動車概論 冬休み中にまとめてやりました 

情報のいろは 平日の授業の空き時間だけでなく、土日にも受講した。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 平日の夜自宅に帰ってから 

瀬戸内海論 その 1 夜 

香川の文化と歴史 その 1 授業が公開された日 

香川の文化と歴史 その 2 時間帯はさまざまである。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 土日や祝日と平日の授業の空き時間に進めた。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 夜 

四国の地域振興 その１ 平日の時間があるときや、土日祝日などに少しずつ行った。 

四国の地域振興 その１ 放課後および、バイトから帰宅後の深夜 

四国の地域振興 その１ 平日の夜。 

コンピュータと教育 その 1 時間の関係で。 

タンパク質で生命を斬る 土日と平日 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

冬休み中の空いている時間 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 

冬休み期間中 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 

冬休みを利用した。 
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問 10.この授業について 1 週あたり平均して，どの程度，学習（ビデオ視聴，資料収集，文献講読，課

題作成等のあらゆる活動を含む）をしましたか？数回分まとめて取り組むことが多かった場合も，でき

るだけ 1週あたりに平均して答えてください。 

 1.  ４時

間以上 

2.  ２時

間以上４

時間未満 

3.  ３０

分以上２

時間未満 

4.  ３０

分未満 

5.  わか

らない 

知の探訪 0 6 2 0 1 

モラエスの徳島 －グローバリズムと

異邦人－ 

1 9 10 0 0 

日 本 に お け る ド イ ツ 兵 捕 虜 

1914-1920 ―四国の収容所を中心に― 

2 8 5 0 0 

現代科学と研究倫理 2 5 15 4 4 

大学の知の活用 1 10 14 1 1 

大学教育を考える 5 1 4 1 0 

行動統計学入門 4 0 0 0 0 

阿波学 1 3 5 1 1 

自動車概論 0 4 12 0 2 

情報のいろは 2 29 14 1 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 0 5 7 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 0 2 2 0 1 

香川を学ぶ その１ 1 11 19 0 1 

香川を学ぶ その２ 0 9 9 2 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 0 2 14 0 3 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 0 7 8 1 0 

瀬戸内海論 その 1 0 11 12 0 1 

瀬戸内海論 その 2 0 9 8 1 1 

香川の文化と歴史 その 1 0 8 25 1 0 

香川の文化と歴史 その 2 2 12 12 1 0 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 1 9 8 0 1 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 3 3 5 0 1 

四国の自然環境と防災 その１ 1 20 20 3 0 

四国の自然環境と防災 その２ 0 5 18 0 0 

四国の地域振興 その１ 9 36 13 0 2 

四国の地域振興 その２ 3 1 1 0 0 

コンピュータと教育 その 1 8 30 20 0 0 

コンピュータと教育 その 2 3 13 10 0 1 

タンパク質で生命を斬る 0 6 6 0 1 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

1 2 8 2 2 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 

2 11 50 28 9 

太陽光利用型植物工場における知能的

農作物生産 

0 2 7 1 1 

飛行機はなぜ飛ぶのか 1 2 3 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 1 2 0 0 

気象学入門 2 18 29 0 1 

有機化学概論 0 1 2 0 0 

海洋基礎生態学 2 13 19 1 1 
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知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問10：受講時間

1. ４時間以上 2. ２時間以上４時間未満 3. ３０分以上２時間未満

4. ３０分未満 5. わからない
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問 11-1.操作方法で迷ったりしましたか？ 

 1.迷った 2.迷わなかった 

知の探訪 6 3 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－ 10 10 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収容

所を中心に― 

4 11 

現代科学と研究倫理 16 14 

大学の知の活用 7 20 

大学教育を考える 3 8 

行動統計学入門 4 0 

阿波学 7 4 

自動車概論 4 14 

情報のいろは 15 31 

地域コンテンツと知財管理 その１ 1 11 

地域コンテンツと知財管理 その２ 2 3 

香川を学ぶ その１ 9 23 

香川を学ぶ その２ 3 16 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 9 10 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 5 11 

瀬戸内海論 その 1 9 15 

瀬戸内海論 その 2 4 15 

香川の文化と歴史 その 1 13 21 

香川の文化と歴史 その 2 7 20 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 10 9 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 2 10 

四国の自然環境と防災 その１ 17 27 

四国の自然環境と防災 その２ 4 19 

四国の地域振興 その１ 14 46 

四国の地域振興 その２ 1 4 

コンピュータと教育 その 1 26 33 

コンピュータと教育 その 2 4 23 

タンパク質で生命を斬る 4 8 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

5 10 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 36 63 

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産 3 8 

飛行機はなぜ飛ぶのか 3 3 

サイエンスリテラシーの化学 0 3 

気象学入門 12 38 

有機化学概論 2 1 

海洋基礎生態学 7 29 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問11-1：操作方法

1.迷った 2.迷わなかった
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問 11-2.上記で、迷ったとお答えした方にうかがいます。迷った際，どのように解決しましたか？（複

数回答可） 
 1. 自 分

で 解決

した 

2. 近 く

に いる

友 人に

聞いた 

3. 同 じ

科 目 を

履 修 し

て い る

仲 間 に

聞いた 

4. 教 員

に 聞い

た 

5.e ラ

ー ニ ン

グ の 授

業 を サ

ポ ー ト

す る 部

署 （ 職

員）に聞

いた 

6. 誰 に

も 聞か

な かっ

た 

7. そ の

他  

知の探訪 1 1 1 1 1 1 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦

人－ 

6 1 1 0 1 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―

四国の収容所を中心に― 

1 1 0 0 0 0 0 

現代科学と研究倫理 7 1 0 0 2 1 0 

大学の知の活用 7 1 0 0 0 0 0 

大学教育を考える 2 0 0 0 0 0 0 

行動統計学入門 3 0 0 0 0 0 0 

阿波学 1 1 1 0 2 0 0 

自動車概論 2 2 0 0 0 0 0 

情報のいろは 10 4 1 0 0 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 1 0 0 0 0 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 1 0 0 0 0 0 0 

香川を学ぶ その１ 4 3 2 0 0 0 0 

香川を学ぶ その２ 2 2 0 0 0 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 1 3 2 0 1 1 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 6 0 1 0 0 1 0 

瀬戸内海論 その 1 4 1 0 0 0 0 0 

瀬戸内海論 その 2 2 0 0 0 1 0 0 

香川の文化と歴史 その 1 3 5 1 0 1 0 0 

香川の文化と歴史 その 2 2 0 1 0 0 1 0 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 4 2 0 0 0 0 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 2 1 1 0 0 1 0 

四国の自然環境と防災 その１ 9 1 1 0 0 0 0 

四国の自然環境と防災 その２ 2 0 0 0 1 1 0 

四国の地域振興 その１ 8 6 0 0 0 1 0 

四国の地域振興 その２ 0 1 0 0 0 0 0 

コンピュータと教育 その 1 10 4 2 1 2 0 0 

コンピュータと教育 その 2 4 0 1 1 0 0 0 

タンパク質で生命を斬る 2 1 0 0 1 0 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

1 2 1 0 0 0 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 14 14 1 2 0 0 0 

太陽光利用型植物工場における知能的農作

物生産 

2 0 0 0 0 0 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 2 1 0 0 0 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 0 0 0 0 0 0 

気象学入門 6 2 1 0 0 0 0 

有機化学概論 2 0 0 0 0 0 0 

海洋基礎生態学 6 0 1 0 0 1 0 
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上記で、7.その他を選んだ方は具体的にお書きください。 

 

タンパク質で生命を斬る 動画が PC室でないとうまく再生されなかった。再生されても映像がとぎ

れとぎれで受講できなかった。 

大学生のための『安全・安心』

の基礎講座 

教員に確認したが連絡も返ってこず、電話しても出なかった。 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問11-2：解決方法

1.自分で解決した

2.近くにいる友人に聞いた

3.同じ科目を履修している仲間に聞いた

4.教員に聞いた

5.eラーニングの授業をサポートする部署（職員）に聞いた

6.誰にも聞かなかった

7.その他
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問 12.eラーニングで提供される授業の良いと思う点をお書きください。（「なし」等の回答は削除） 

知の探訪 ほかの大学の授業を受けることができる。 

知の探訪 自分のペースで学習を進められる点。 

知の探訪 早送りできることで緊張感を持って学習できるところ 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

自分のタイミングでできる。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

空きコマや休日を有効活用できるところ 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

自分のペースで授業を受けることかてきる点。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

自分のペースで進められる。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

自分のペースで学習できること 

自宅でできること 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

自分の都合のいい時間でできる 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

空いた時間に学習できる。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

他大学との交流がある点 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

自分の好きな時間に受講できる。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

自分の好きな時間に受講できる点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

他大学の授業を、自分の好きな時間に取り組めること。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

何度も繰り返し授業が受けられる 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

自分の空き時間を利用して受講できる点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

家で受講できる点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

どの時間、場所でも学習が可能な点、繰り返し講義動画を確

認できる点。 

現代科学と研究倫理 やはり、時間に縛られずに学習できるのは大きな利点である

と思います。 

現代科学と研究倫理 好きな時間に様々な先生の授業を受けられる点 

現代科学と研究倫理 自分のペースで、わからなかったところ・早かったところは

何度も再生できる。 

現代科学と研究倫理 時間に縛られないため自由に学習できること 

現代科学と研究倫理 ノートをとっていて聞き逃したときに巻き戻しができたり、

停止できたりできる点。 

現代科学と研究倫理 好きな時に受けられる。 

現代科学と研究倫理 自分のペースで学習を進めることができる点。 

現代科学と研究倫理 ほぼ自分のペースで進められる。 

現代科学と研究倫理 自宅でも授業を受けることができる点。 

現代科学と研究倫理 いつでもできる。 

現代科学と研究倫理 いつでも授業を受けられる 

現代科学と研究倫理 自分のペースで授業を受講し，進めることができる。 

現代科学と研究倫理 授業を受けたいときに受けられること。何度でも授業を見返

すことができ、見たい部分だけ閲覧することもできること。 
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大学の知の活用 何度も、授業を見ることができる。 

先生の話すスピードを調節できる。 

空き時間に進められるので、自分の予定に合わせて取り組む

ことができる。 

他大学の授業を受けることができた。 

香川大学では、チプラが単位取得制限に含まれないため、他

の授業を多く選んでいてもそれらにプラスしてチプラで授業

を受けることができた。 

大学の知の活用 自分の都合の良い時に行うことができる点。 

大学の知の活用 自分のペースで授業を受けられる点。 

自分の大学以外の先生の授業が受けられる点。 

大学の知の活用 自分のタイミングで自由に受けられる点 

大学の知の活用 自分の好きな時間にできる。空き時間を有効活用できる。 

大学の知の活用 自分の好きな時に授業を受けられる点。 

大学の知の活用 時間や場所を選ばずに受講できる点は非常に便利 

大学教育を考える 違う大学の人とコミュニケーションが取れるところ 

大学教育を考える 自分のペースで空いた時間に進めることができる点。 

大学教育を考える 分からない部分や気になる部分について、ビデオを繰り返し

見るなどして時間をかけて勉強することができる点。 

大学教育を考える 自分の好きな時間帯に学できる。 

大学教育を考える 巻き戻せる点。 

大学教育を考える 何度でも聞ける・見れる点。 

大学教育を考える いつ受講するか決められる点 

行動統計学入門 何回も講義を見れる。 

行動統計学入門 いつでも、どこでも空き時間に自分のペースで学習できる 

行動統計学入門 空き時間にできる。 

行動統計学入門 繰り返し動画を見ることができる。 

阿波学 もしも聞き逃した言葉があったりしても、シークバーを動か

すだけでもう一度聞き取ることが出来る点。 

自分の好きな時間に授業を受けることが出来る点。 

阿波学 他大学の興味ある分野を学習できる点 

阿波学 各大学の特化した分野に触れることができる点 

休日に規則的な学習を行える点 

何度も視聴できる点 

自動車概論 自宅で学習できるところ。 

とくに後期は冬休みと被るので、実家でも学習を行うことが

できる。 

自動車概論 一度で理解できなかった箇所について何度も見返すことがで

きる点。 

関連する動画や、資料をすぐに検索できるのでより深い知識

の習得に繋がること。 

自動車概論 時間があるときに自由にできることだと思います。 

自動車概論 空きコマに受講できる 

自動車概論 他大学で開講されている講義を出向かわずとも聴講できる

点。 

聞き逃しても、時間を巻き戻して再度閲覧できる点。 

自動車概論 自分のタイミングで授業が進められる点 

繰り返し授業を受けられる点 

自動車概論 自分のペースで進められる点 

自動車概論 幅広い分野を学べるところ。 

情報のいろは 時間を拘束されず、空いた時間にできるのがとてもありがた

いです。 
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情報のいろは 自分のペースで進められる。 

情報のいろは 自分の都合に合わせられる 

情報のいろは 自分の予定に合わせて学習することができる点。 

情報のいろは 自分の空き時間に自由に組み込むことができるので、通常の

講義よりも受講しやすいほか、通常の講義より融通が利くた

めモチベーションの低下した際や突然の体調不良などにも対

応しやすい。 

情報のいろは いつでもできる 

情報のいろは 学校の単位取得制限に含まれない点。自分の空いた時間に授

業を受けることができる点。 

情報のいろは 自分の予定に合わせて、進めれる点。 

情報のいろは 自分の好きな時間、場所で学習できる点はよかった。 

情報のいろは じぶんのペースで進められるところ 

情報のいろは 自分のスピードでできる 

情報のいろは 空いている時間にいつでもできるところ 

情報のいろは 自宅で他大学の優れた授業を受けられる点 

情報のいろは 好きな時間に受講できる点 

情報のいろは 自分の好きなタイミングで勉強できる 

情報のいろは 分からなかったところを巻き戻して何度も聞ける 

情報のいろは 好きな時間に受講できる。 

情報のいろは 時間を問わずに授業を受けることができる。 

情報のいろは 期限内であれば自分の空いている時間に講義を受けられる

点、また、他の大学で開講されている講義を受講できる点が

とてもよいと感じた。 

情報のいろは 空き時間にできる 

情報のいろは 場所を選ばない。自分のペースで進められる。 

地域コンテンツと知財管理 その１ 自宅でできる 

地域コンテンツと知財管理 その１ まとめて受けることができる 

地域コンテンツと知財管理 その１ 空き時間など好きな時間に授業を受けることができる。 

地域コンテンツと知財管理 その１ 授業内容を聞き逃したとしても、何回でも聞き直すことが可

能である点 

地域コンテンツと知財管理 その１ 他大学の先生が開講していて、関心がある講義を受けられる

ところ。 

自身の履修時間割と関係無く、好きな時間に受講できるとこ

ろ。 

地域コンテンツと知財管理 その２ 自分で時間配分をして講義が受けられる点と、何度も講義を

受けなおせる点がよいと思います。 

地域コンテンツと知財管理 その２ いつでもどこでもできること。 

地域コンテンツと知財管理 その２ 履修上限に関係なく受けることができる点。 

自分の生活スタイルに合わせて、好きな時間に授業を受ける

ことができる点。 

香川を学ぶ その１ 何度も視聴できるところ。 

香川を学ぶ その１ どこでもできる点 

香川を学ぶ その１ いつでも好きな時に授業を受け、また繰り返し視聴できる。 

香川を学ぶ その１ 教室で行われる授業と異なって 1週間いつでも取り組める。 

香川を学ぶ その１ 好きな時に受けることができる。 

香川を学ぶ その１ 自分の空いている時間帯に授業を受けられる。 

聞き逃したところをもう一度聞ける。 

香川を学ぶ その１ 時間が空いた時に見ることができる。 

香川を学ぶ その１ 自分で授業時間を決めることができる 

香川を学ぶ その１ 様々な分野の内容を知ることができる 

香川を学ぶ その１ 自分のタイミングで学習ができる 
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香川を学ぶ その１ わかりにくかった所は巻き戻してみることができる点 

香川を学ぶ その１ 自分の都合に合わせて授業を受けられる点。 

香川を学ぶ その１ どこでも受けたい時間に授業を受けることができる。 

香川を学ぶ その１ 自分の好きな時間帯に授業を受けることが出来るところ 

香川を学ぶ その１ いつでもどこでも受けることができる点 

香川を学ぶ その１ 空き時間を有意義に活用することが出来る点 

香川を学ぶ その１ 空き時間にできるため、自分の都合にあわせて受講できる点。 

香川を学ぶ その１ 空き時間で授業を受けれること。 

香川を学ぶ その２ 自分のペースで学習に取り組める点。 

香川を学ぶ その２ 自分の都合が良いときに取り組める。 

香川を学ぶ その２ 空き時間を使うなど、柔軟に学習できる。 

香川を学ぶ その２ 巻戻しができる点。 

香川を学ぶ その２ 聞き逃したところまで戻って再度再生することができるた

め、ゆっくり時間をかけて話の内容を理解することができる。 

香川を学ぶ その２ 自分のタイミングで受講できる点。 

香川を学ぶ その２ どこでも授業を受けられる。 

香川を学ぶ その２ 時間に縛られることなく学習することができる。 

香川を学ぶ その２ 自分のペースで学習できる。 

香川を学ぶ その２ 学校に実際に行かなくても授業が受けられる点と、自分の好

きな分野を勉強できる点 

香川を学ぶ その２ 自分のペースで進められる。 

香川を学ぶ その２ ネット 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 地方の事がよくわかった。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 自分の都合の良い時間に授業を受けることができる。 

いまいち理解できなかった部分を何度でも繰り返し見ること

ができる。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 自分の好きな時間に受講できる。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 他大学の授業を受ける貴重な機会を得られること 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 授業の時間にあまり縛られない 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 自分で計画を立てることができる。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 期限内でいつでも自分が受けたいときに受講できること。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 休日にも授業を受講できる点。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 自分の自由な時間に学習に取り組める。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ オンライン上で授業を行ってくれるので気軽に臨め、分から

なかったところがあれば何度も見直すことができる。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 時間のあるときに集中してできる点。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 自分の好きな時間に学習できる点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ いつでも受講できるという点 

瀬戸内地域活性化政策 その２ いつでも自分が受けたいときに受講できる点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 自分のペースで進めることができる点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 好きな時間で自由にできること。 ノートがとりやすい。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 時間があるときにいつでもできる点 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 自分の好きな時間に学習できる点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 自分の都合のいい時間に学習できること 

瀬戸内地域活性化政策 その２ どの時間帯でも受講が可能である 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 履修上限に関係なく登録することができる点。 

自分の好きな時間に授業を受けることができる点。 

瀬戸内海論 その 1 自分のペースで受講できる点 

瀬戸内海論 その 1 好きな時間に視聴できる 

瀬戸内海論 その 1 自分のペースで進めることができる点 

瀬戸内海論 その 1 自分の好きなタイミング、体調など都合の良い時間に講義を

受講することができる点。 
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瀬戸内海論 その 1 自宅で受けられること。 

瀬戸内海論 その 1 自分の都合に合わせて受けることができる 

瀬戸内海論 その 1 自分の空いている時間に進められる点 

瀬戸内海論 その 1 自分の学習ペースで進められる点。 

瀬戸内海論 その 1 自分の好きな時に学習できる。 

瀬戸内海論 その 1 自分のペースで進められる点 

瀬戸内海論 その 1 自分の好きな時間に出来る 

瀬戸内海論 その 1 自分の好きなときに講義を受けられる点。 

瀬戸内海論 その 2 自分の空いた時間にできるところ 

瀬戸内海論 その 2 他大学の授業を自分の都合の付く時に受けることができる

点。 

瀬戸内海論 その 2 自分のすきなときにできる 

瀬戸内海論 その 2 自分のペースで学習を進められる点。 

瀬戸内海論 その 2 聞いていなかったところを、もう一度聞き直すことができる

点。 

瀬戸内海論 その 2 自分のペースで空いた時間に進めることが出来る点。 

瀬戸内海論 その 2 平日だけでなく、土日の空き時間にも学習ができる。 

学校だけでなく自宅でもできる。 

瀬戸内海論 その 2 空き時間を有効に活用できる。 

瀬戸内海論 その 2 自分の空き時間に講座を受けることができる。 

瀬戸内海論 その 2 空いている時間にできる点 

瀬戸内海論 その 2 自分のペースで学習を進められる点。 

香川の文化と歴史 その 1 好きな時間にできる点 

香川の文化と歴史 その 1 自分の好きな時に学習できるところ。 

香川の文化と歴史 その 1 巻き戻して確認できる 

香川の文化と歴史 その 1 何度も見直すことができる。 

香川の文化と歴史 その 1 都合のいい時間に学習できる 

香川の文化と歴史 その 1 自分の予定に合わせて学習できる点 

香川の文化と歴史 その 1 都合の良い時間に授業を受けられる点。 

香川の文化と歴史 その 1 自分の好きな時にできる 

香川の文化と歴史 その 1 聞きそびれたところを聞き直せるところ 

面白いと思った講義を後からもう一度見ることができること 

講義によっては、自分が普段行けないようなところ(博物館な

ど)の様子が見れるところ。 

香川の文化と歴史 その 1 自分のやりたいペースで出来る点 

時間や場所を制限されない点 

その授業を何度も繰り返して視聴することが出来る点 

香川の文化と歴史 その 1 決められた期間内ならいつでもどこでも授業を受けられると

ころ。 

香川の文化と歴史 その 1 個人の空き時間で進められる点 

香川の文化と歴史 その 1 自分の好きなタイミングで、他に合わせることなく自分の歩

幅で進められること。 

香川の文化と歴史 その 1 好きな時間に受講できる。 

香川の文化と歴史 その 1 自分の好きな時間に授業を受けることができる 

香川の文化と歴史 その 1 自宅で視聴することができる。 

すでに録画された映像なので、何度も見直すことができる。 

自分のペースで計画的に進められる。 

香川の文化と歴史 その 1 いつでも好きな時間に授業が受けられることと、映像やミュ

ージアムの方の話など、教室でやる授業とは一風変わってい

ること。 

香川の文化と歴史 その 1 自宅でも何時でも取り組めるところ 

香川の文化と歴史 その 1 香川大学での学びだけでなく、連携している大学の授業を、
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香川にいながら学ぶことができる点 

香川の文化と歴史 その 1 博物館など実際にいけなかったところや映像の紹介をしてく

れるのが楽しかった。 

香川の文化と歴史 その 1 自分のペースで進められる点 

香川の文化と歴史 その 1 いつでもどこでもできる。 

香川の文化と歴史 その 1 他の大学の講義を受講することができる。 

香川の文化と歴史 その 1 自宅でできる点 

香川の文化と歴史 その 1 自分のペースで学習ができるところ 

香川の文化と歴史 その 2 休日や空きコマなどすきま時間に学習することができる 

香川の文化と歴史 その 2 自宅で取り組める。 

香川の文化と歴史 その 2 学習時間を自分で決められる 

香川の文化と歴史 その 2 自分のすきなときにできる。 

香川の文化と歴史 その 2 自分の好きな時間帯に自分の興味がある分野について学ぶこ

とができる点 

香川の文化と歴史 その 2 好きな時間に視聴できる。 

香川の文化と歴史 その 2 自分のペースで学べる。 

香川の文化と歴史 その 2 自分の好きな時間に受講できる。 

香川の文化と歴史 その 2 いつでも受講できる点 

香川の文化と歴史 その 2 行く機会の得られない場所の情報が得られる。 

香川の文化と歴史 その 2 自分のペースで進められる点 

香川の文化と歴史 その 2 自分の都合に合わせたスケジュールを立てることができる点 

香川の文化と歴史 その 2 自分のペースで授業を進めることができる点。 

香川の文化と歴史 その 2 自分のやりたい時にできる点 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 土日や授業の空き時間を利用して学習が進められること。ま

た、計画を立てて学習を進めることができ、これが効率のよ

い学習につながった。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 授業の空きコマを利用して手軽に学習できるという点 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 自分の好きなペースで学習できる点 

通常なら自大学では学べないことを学習できる点 

もし先生の言葉が聞き取れなかった場合、少しシークバーを

動かすだけでもう一度聞き取ることが可能である点 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 休日や空き時間に受けられる点。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 好きな時間に取り組める 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 自分の好きな時に学習できる。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） いつでも出来るところ 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 一度の授業では先生の話をきっちり理解できていないところ

があるが、何度も受講できることと小テストを行うことで、

先生の話を体系づけて学習するところができるところがいい

と思った。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 何度でも視聴できる。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 各自空いている時間に取り組める 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 家で学習することができる点 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 自分のペースで学習を進められる点。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） ほかの大学の先生の授業を受けることができる点。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 聞きたいところを何度も繰り返して見ることができる 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 自分の時間の都合に合わせて受講できること。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 学校外でも授業が受けられる点。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 何回も講義の音声が聴けるところ 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 自分のペースで学習できる点 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） パソコンがあれば自宅でも受講できる点 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 自分のペースで学習できる 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 自分のペースで学習を進められる点。 
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四国の歴史と文化 その 2（文化編） パソコンがあれば気軽にどこにいてもできる点 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 普段受けられない授業を受けることができる点 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 家でリラックスして受講できること。 

四国の自然環境と防災 その１ 私は持病があり、通常の授業に支障があるのですが、e ラーニ

ングの場合自分のペースで学習できる点が良いと思う。 

四国の自然環境と防災 その１ 気軽に授業を受けられる点。 

四国の自然環境と防災 その１ 四国についてより深く知れる点 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の都合が良いタイミングにビデオを視聴することができ

る。 

四国の自然環境と防災 その１ 講義を何度も復讐できるところ。 

対面式の講義では原則一度きりなので、聞き逃しや理解不能

な点をそのまま放置してしまう 

ことも多い。 

それに対し e ラーニングでは何度も視聴可能なのでそういっ

た点を自身で克服することがより容易である。 

四国の自然環境と防災 その１ どこでも学習できるところ 

四国の自然環境と防災 その１ 自分のペースで何度も復習を行うことができる点 

四国の自然環境と防災 その１ 好きなタイミングで講義を受けることができるので、空いた

時間の活用に役立った。 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の好きな時間帯に好きなだけ時間を使って学習すること

ができ、マイペースな私にはぴったりだと思いました。 

四国の自然環境と防災 その１ 岡山県に住む私が、住んでいない四国のことについて新たに

深く知ることができる点です。 

四国の自然環境と防災 その１ 自由な時間に受講できる。（各単元での締め切りはありました

が） 

四国の自然環境と防災 その１ いつでも受講できる 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の時間でゆったり学習できる。 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の好きな時にできること。 

四国の自然環境と防災 その１ 自宅でも受講できる点。 

四国の自然環境と防災 その１ 家で手軽にできる 

四国の自然環境と防災 その１ 自分のペースで受講できる。 

四国の自然環境と防災 その１ 自分のペースで進められる。空き時間を有効に利用すること

ができる。 

四国の自然環境と防災 その１ 好きな時間にできる。 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の好きな時間に学習できる。 

四国の自然環境と防災 その１ 他大学の教授の授業をどこでも受けられるところ。 

四国の自然環境と防災 その１ 好きな時間に受けられるところ。 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の学習したいときに何時でも学習ができる点。繰り返し

何度も学習することができる点。 

四国の自然環境と防災 その１ よく理解できなかった点を見直せたり、資料と見比べて詳し

く学べるところ。 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の好きな時間帯に学習できること 

四国の自然環境と防災 その１ 授業を始めるタイミングを他人に左右されないことや、理解

できるまで聞き直しが可能であることから、自分のペースで

学習できる点。 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の好きな時間帯に受講することができる 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の都合のいいタイミングでできる。 

四国の自然環境と防災 その１ 隙間時間に勉強できる 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の予定に合わせて講義を受けれる 

四国の自然環境と防災 その１ PC と電波があればどこでもできる。 

四国の自然環境と防災 その１ 他大学の講義が聞けること 

他の地域の話が聞ける 
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四国の自然環境と防災 その２ 時間に余裕があるときにできるため、のびのび学習できる。 

四国の自然環境と防災 その２ 時間に縛られず、自分の好きな時に講義を受けられるところ 

四国の自然環境と防災 その２ 自分の好きな時間帯に自分のペースで学習できるところ。 

また、何度も繰り返し映像を見ることができるところ。 

四国の自然環境と防災 その２ ビデオ視聴だから何度も見返すことができる点 

四国の自然環境と防災 その２ 小テストで間違えた部分の授業映像を、繰り返し視聴するこ

とができる点。 

四国の自然環境と防災 その２ 自分の空き時間を有効に活用して受講できる点。 

四国の自然環境と防災 その２ 自分の好きな時間に学習できるところ。 

四国の自然環境と防災 その２ 空いた時間に授業を受けることができるところ 

四国の自然環境と防災 その２ 自分の空き時間を使って勉強を進められる点 

四国の自然環境と防災 その２ 何時でも何処でも自分の時間が確保できるときに学習を行う

ことが出来る点。 

四国の自然環境と防災 その２ 自分の決めた時間に取り組める点。 

課題が正しく提出できたかをメール通知で確認できる点。 

四国の自然環境と防災 その２ 都合のいい時間に見れる 

四国の自然環境と防災 その２ 自分の好きなタイミングで受講できる 

四国の地域振興 その１ 自分のタイミングでできる 

四国の地域振興 その１ 自分の好きな時間にできる。 

四国の地域振興 その１ 自分の好きな時間に学習できる点。 

四国の地域振興 その１ 自分の取り組みたい時間に無理なく取り組むことのできる

点、気になった言葉や知らない言葉に関してその場ですぐに

調べられる点。 

四国の地域振興 その１ 私は持病があり、通常の授業に出席するのが大変なのですが e

ラーニングでは自分のペースで授業を進められるので安心し

て受けられる点が良いと思います。 

四国の地域振興 その１ 自分のタイミングで授業を受けられるところ。 

四国の地域振興 その１ 空いている時間にできるところ。 

四国の地域振興 その１ 自分の好きな時間に受講する事が出来る点。 

土日に行うことで無為に時間を過ごすことを避けることが出

来た。 

四国の地域振興 その１ 楽 

四国の地域振興 その１ 自分の好きな時間に受講できる。 

四国の地域振興 その１ 聞き逃したところは、もう一度ビデオを聞けばわかるため、

ノートが取りやすい。 

自分が理解するまで、時間をかけて学習することができる。 

対人で質問するわけではないだめ、些細なことでも質問しや

すい 

四国の地域振興 その１ 自分の時間でできる点。 

四国の地域振興 その１ 自分が、1番集中しているときにできる点。 

四国の地域振興 その１ 自宅でも受講できる点 

四国の地域振興 その１ 自分のペースで学習を進められる。 

四国の地域振興 その１ 自分のペースで進められる点。 

四国の地域振興 その１ 自由な時間伊受講できる。不明な点は何度でも視聴できる。 

四国の地域振興 その１ 自分のペースで学習できる。 

四国の地域振興 その１ 好きな時間に利用できる。 

四国の地域振興 その１ 自宅で行うことができる。 

四国の地域振興 その１ いつでも空いた時間に受講できる点。 

四国の地域振興 その１ 時間に縛られず、自由に受講できる点。 

四国の地域振興 その１ 自宅でいつでも興味のある授業を選ぶことができ、学べる点 

四国の地域振興 その１ 都合の良い時間に授業が受けられること。 

四国の地域振興 その１ 一週間のうちの決められた時間で行う必要がなく、自分の空
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いている時間で学習できるところ。 

四国の地域振興 その１ 自宅で自分の時間に合わせて勉強できる点 

四国の地域振興 その１ 自分で時間を作って空いている時間にできるところ。また、

他の大学の講義をとれるところ。 

四国の地域振興 その１ いつでもどこでも学習できる点。 

四国の地域振興 その１ 自分の好きな時にできること 

四国の地域振興 その１ 一回の授業で複数の知識が身につく 

四国の地域振興 その１ どこでもできる。 

四国の地域振興 その１ 自宅でできる点 

四国の地域振興 その１ 時間を自分で調節できる。また、自宅でも学習を進められる。 

四国の地域振興 その１ 自分のペースで授業を理解していけること 

四国の地域振興 その１ 受講者の好きな時間で学習することができる。 

四国の地域振興 その１ 自分の予定に合わせて講義を受けれる 

四国の地域振興 その１ 自宅で受けられる点。 

四国の地域振興 その１ 自分の好きなタイミングで、学習を行える点がよかった。 

四国の地域振興 その２ 自分にとって都合の良い時間に受講できる点 

聞き逃したり、理解ができなかったときでもシークバーによ

って何度でも聞き直せる点 

四国の地域振興 その２ 自分で計画して行えること。パソコンがあればどこでもでき

ること。 

四国の地域振興 その２ 自分の都合に合わせて受講できる点 

コンピュータと教育 その 1 いつでもどこでも自分のペースで簡単に受講することができ

る点。 

コンピュータと教育 その 1 自分にあうスピードで学習を進められること。 

コンピュータと教育 その 1 自宅で視聴できる 

コンピュータと教育 その 1 自分の都合のいい時間に学習できる 

コンピュータと教育 その 1 自分のすきなときにできる 

コンピュータと教育 その 1 いつでも自分がしたいと思ったときにできた点。 

コンピュータと教育 その 1 自分の好きなペースで学習できる点。 

先生の言葉を聞き逃してしまったり聞き取れなかったりした

時に、シークバーを動かすだけでもう一度その言葉を聞き取

ることができる点。 

コンピュータと教育 その 1 時間・場所を問わないところ、見直しが可能なところだと思

いました。 

コンピュータと教育 その 1 自分のしたい時にできる 

コンピュータと教育 その 1 まずは、時間の自由さがあると思う。わたしの場合は夜のほ

うがやる気が出るため、お風呂上りなどにやることが多かっ

た。一人一人によって、集中できる時間は違うと思う。そこ

に合わせることができることは大きな利点である。 

コンピュータと教育 その 1 時間がうまく使える。 

コンピュータと教育 その 1 学習者の都合のつく時間に学習できる点。 

コンピュータと教育 その 1 自宅で受講できる。 

コンピュータと教育 その 1 忙しくても休日などを使って自宅で学習できるところ。 

コンピュータと教育 その 1 時間に縛られず、自分の学習したいときに学習を行うことが

できる点。また、何度も繰り返し授業内容を視聴することが

できる点。 

コンピュータと教育 その 1 時間や場所に囚われない 

コンピュータと教育 その 1 好きなタイミング 

コンピュータと教育 その 1 自分の都合のいい時間に学習できる点 

コンピュータと教育 その 1 周りを気にしなくていいところ 

コンピュータと教育 その 1 いつでもどこでもできる点 

コンピュータと教育 その 1 自分のペースで学習を進めることが出来る。 
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コンピュータと教育 その 1 何度も視聴が出来るため、一度聞きそびれた部分などを再び

聴くことが出来るところ。 

コンピュータと教育 その 1 繰り返し視聴できる。教員の声や文字がはっきりとわかる。

時間や場所に制約されない。 

コンピュータと教育 その 1 自宅で受けられること 

コンピュータと教育 その 1 自分で受講時間を基本的には調整できるため、あまりこれ以

外の学習に対する時間の圧迫は感じなかったこと。 

また教師に対して質問ができるとはいえ、自学の占めるウエ

イトが大きいため、自分で調べるなどして学習を深めやすい

こと。 

コンピュータと教育 その 1 自分でできる 

コンピュータと教育 その 1 自分のペースで好きな時間に学習できる点 

コンピュータと教育 その 1 自由に受けられる。 

コンピュータと教育 その 1 家でできる 

用ができた時に中断できる 

コンピュータと教育 その 1 好きな時にできる 

コンピュータと教育 その 2 自分のペースで進められる 

コンピュータと教育 その 2 自分の評点がすぐにわかる点。 

先先に進めて単位をとれる点。 

コンピュータと教育 その 2 自分のペースで進められるところ。 

コンピュータと教育 その 2 土日にできる 

コンピュータと教育 その 2 自分の都合のいい時にできる点 

コンピュータと教育 その 2 時間を気にしないこと。 

コンピュータと教育 その 2 家でできるところ。自分の集中できる時間帯にできるので、

寝ることもない。また、途中で中断ができる。 

コンピュータと教育 その 2 家でも取り組むことができるので、休みの日でも気軽に取り

組める。 

コンピュータと教育 その 2 家でリラックスして受講できること 

コンピュータと教育 その 2 自分の好きな時間帯に授業を受けられる 

タンパク質で生命を斬る 自分のペースで空いてるときに学習できる点。 

タンパク質で生命を斬る 自分のペースで、自分のやる気次第で授業の質を高められる

こと。 

タンパク質で生命を斬る 授業をたくさんとっていても、空き時間があればいつでも学

習できる点。 

タンパク質で生命を斬る いつでもすきなときに学習できる。 

タンパク質で生命を斬る 自分のタイミングで勉強を進めることができるので、モチベ

ーションが上がっているときに行うと、自分の気分的にも楽

しく、集中できて効率的に学べる。 

朝が苦手なので、夜の、頭がすっきりしている時間帯に行え

るとはかどる。 

タンパク質で生命を斬る 好きな時に授業が受けられる。 

タンパク質で生命を斬る 空いた時間にできること。内容が面白い。 

タンパク質で生命を斬る 受講時間に融通が利く点。 

タンパク質で生命を斬る e ラーニングの種類が豊富なので自分の学びたい項目を選べ

ること。 

タンパク質で生命を斬る 自分のペースでできる。 

タンパク質で生命を斬る 家でできること 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

自分の好きな時間帯に好きな場所で学習に取り組むことがで

きる点。自分の専門分野ではないが、興味のある科目につい

て、気兼ねなく受講することができる点。重要だと感じたと

ころは繰り返し視聴できたり、止めたりすることができる点。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の 自分の好きなタイミングで授業を受けることができる点 
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関わり 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

何度も見返しができる点 

関連する情報をすぐに検索できる点 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

時間がある時にいつでも学修ができる点。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

自宅で時間を問わず行うことができる点 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

授業で聞き逃したところや、もう一度聞きたいところを再生

することができるところ。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

休日等自分に合わせた受講ができる点。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

教室で座学を受ける煩わしさから解放される点． 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

授業を何度も見返すことができる点 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

自分のタイミングで授業を受けれる 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 普段では授業を受けることのできない先生の話を聞くことが

出来る。 

学業以外で忙しい学生がスムーズに単位を取得することが出

来る。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分の空いた時間を利用して取り組むことができる。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 都合のいい時間にまとめて学習できる点 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自身で時間を見つけて講義に取り組める点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 講義を受講するのに時間と場所に制限されにくい点。他大学

の教授の講義を受けれる点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 動画内で様々な先生の授業を視聴することができる。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自宅で授業が受けれる点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分のペースでできる。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 様々な科目を好きな時間で学べ得る。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 繰り返し学習できること 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 どこでも自分の空き時間に授業を受けることが出来る 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分のスケジュールに合わせて学習を進めることができるこ

と。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分の空いた時間で学習できるところ。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 学校に行かなくても授業ができるという点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 時間が決まっていないこと 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 好きな時間に（特に空きコマに）講義を受講できるところ 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分のペースで受講が進められる点 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分のやりたいときにやりたい場所で、学ぶことができる点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 時間のあるときに進められる 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分の好きな時間に受けることができ、融通が利く点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分のペースに合わせて学習できるところ。 

よく分からなかった時も再度見直すことができるところ。 

興味がある分野に関してチャレンジしやすいところ。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 巻き戻しや停止ができる点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 いつでもどこでも受けられる。 

cap制に縛られない。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分の都合に合わせて学習できる点 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分のペースで学べる 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 いつ受講するかを自分で決められるところ 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分の好きな時間に学習できるので効率よく進められる点。 
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大学生のための『安全・安心』の基礎講座 効率よく単位が取れる 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 好きな時間に学習できる 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 いろいろな大学の教授の講義を画面越しだけど受けることが

できる。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 簡単にいつでも受けることができるたたとてもよかったで

す。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分のペースで進行できる。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 気になるところや考えたいところは動画を止めながらじっく

り学習ができる点が良いと思った。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分で見つけた空き時間を利用して学習を進めることができ

た。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分の好きな時間帯に好きなだけ学習できることが良いと思

います。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 いつでもどこでも受講することができる点 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 興味のある分野を時間をかけてじっくりと学べる点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分のペースで進められる 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分の好きなタイミングで受講することができる 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分の予定に合わせて受講できる点。 

他大学の教授の話が聞ける点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分の都合のよい時間に学習できる点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分の好きな時間で、自分のペースで学習を進められること 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 やはり自分のペースで受けられるのは良いです。内容も良い

者が揃っていると思うので、積極的に活用したいです。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分で時間のよいときに行える。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 受講者の都合の良いタイミングで受講することができ、自分

から調べ学ぼうとする意欲が湧く点。また何度も講義を視聴

することができる点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 好きな時間に好きな場所で学べる。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 他の大学の講義が受講できること 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分の好きな時間に好きなだけ進めることができること。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 何回でもビデオを観て、授業の確認をできる。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 低血圧で朝起きても体調を崩しやすい人にとって時間を選べ

て講義を受けれるところです 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分で好きなタイミングで出来るところ 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 聞き逃した部分をもう一度確認できる。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

所属している大学が専門としていないものまで受けることが

できる。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

自分のペースで進められる。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

学校に行かなくていい 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

都合の良い時に時間を融通できる 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

自分の都合に合わせて学習ができる点 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

漫然と過ごしてしまいがちなスキマ時間を有効に活用できる

点 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

何度も繰り返し見ることが出来、聞き逃しても安心であるこ

と。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

家から移動しなくてよい。 

繰り返し見直しができる。 

太陽光利用型植物工場における知能的農 空いている時間に授業を受けることができる。 
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作物生産 

飛行機はなぜ飛ぶのか 自分の好きな時間に受けれるところ 

飛行機はなぜ飛ぶのか 自分の都合の良い時間に課題を進めることができる点。 

飛行機はなぜ飛ぶのか 聞き逃した部分をさかのぼって聞くことができる 

サイエンスリテラシーの化学 他大学の面白そうな授業を自宅で受けることが出来る 

サイエンスリテラシーの化学 確認テストがある点。 

気象学入門 いつでもどこでも授業を受けることができる 

気象学入門 自分の好きな時間に学習することができる。自分の大学で学

べない分野が学べる。映像を見返すことができる。 

気象学入門 空いた時間に授業が受けれる。 

何回も見直すことができる。 

気象学入門 自分のペースで進める事ができる。また、自宅で授業を受け

ることが出来る。 

気象学入門 自宅で学習できる 

気象学入門 空いた時間で進めることができる。 

気象学入門 空き時間に勉強ができるところ 

気象学入門 空きコマを利用できる点。 

気象学入門 他の大学で開催されている講義であっても興味がある講義で

あれば受けることができる点 

気象学入門 自分の好きな時間に行える。 

気象学入門 時間や場所が制限されることなく自分の好きな時に受けるこ

とが出来る 

気象学入門 好きな時間に受講できる 

気象学入門 聞き逃しがなく、何度も視聴できる。 

気象学入門 自身のペースに合わせて受講できる点 

理解しにくくても何度も繰り返して聴講できる点 

気象学入門 他大学の授業を受講できる。 

気象学入門 決まった時間に強制されることがなく、自由な時間で課題を

することが出来た。 

気象学入門 自分のペースで進められるため、わからないところを何度も

聞き直したり、一時停止して検索できる。 

気象学入門 自身で受けたい日時、時間帯に受けられるところ。また、遠

方から大学へ通う者にとって、自宅から出ることなく講義を

受けられるのは時間、交通費ともに大変好適であった。 

気象学入門 ネット環境さえあればどこでも受講できる点。 

気象学入門 空いた時間を有効に使える。一回では聞き取れなかったり理

解できなかったところも繰り返し見ることができるため解決

しやすい。 

気象学入門 自分の好きな時間にできる 

気象学入門 何度でも聞き直せる 

気象学入門 いつでも授業が受けられることやわからないことがあれば巻

き戻しできるところ。 

気象学入門 ネットがあればどこでもできる点。 

気象学入門 学校の授業と重なることがないため、学校での課題が多いと

きや、授業が密な時などに合わせて学習形態を変えることが

出来る。 

気象学入門 時間を気にせずできること。 

気象学入門 自分で好きな時に好きな量講義を受けることができる。大学

に通学しづらい人にも優しい。 

気象学入門 授業 1コマ 90分を何度かに分割できるので、スキマ時間にも

学習が進められる。わかりにくい箇所は何度も授業を受けな

おせる。 
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一方で授業を受けなおすことは時間の大きなロスにもなるの

で「受けなおせるから適当に授業を受けよう」という気持ち

にはなりにくい。集中力が損なわれるようなことはない。 

授業時限・曜日が定まっていないので時間のある時に受けら

れる。 

大学までの移動時間が必要ない。私は自宅から大学が遠いの

で非常に助かっている。 

気象学入門 自分の好きな時に受講できる 

何回でも講義を聞くことができる 

気象学入門 いつでもできる 

有機化学概論 自宅で出来る 

海洋基礎生態学 自由な時間に学習できるため、自分の予定に合わせて学習し

やすい 

海洋基礎生態学 時間に融通が聞く 

海洋基礎生態学 自分の体調や時間などを選択して、授業を受けることができ

ること。 

海洋基礎生態学 自分の都合に合わせられる 

海洋基礎生態学 重要な部分を繰り返し見られるところ。 

海洋基礎生態学 空いた時間にできる点。家でできる点。 

海洋基礎生態学 分からなくなった時に何度も見返すことが出来る点。 

海洋基礎生態学 自宅でできる 

海洋基礎生態学 自分の予定に合わせて好きな時に授業を受けられるという

点。 

海洋基礎生態学 自分の好きな時間にできる、何度でも見れる 

海洋基礎生態学 何度でも、講義を聞くことができるという点。 

海洋基礎生態学 ネット環境があれば自分の好きなタイミングで受講でき、何

回でも同じ講義を聴き直せるところ 

海洋基礎生態学 分からないところは何度でも視聴することができる。ノート

をとりたいときに動画を止めることができる。自分のペース

で受講ができる。 

海洋基礎生態学 自分のペースで受講できる 

海洋基礎生態学 他大学の授業を受講することができる点。また、締め切りは

あるが好きな時間に受講できる点。 

海洋基礎生態学 学校に行かなくても勉強できる環境がある 

海洋基礎生態学 どこでもできる。 

海洋基礎生態学 解説を何度も聞き直せる点。 

海洋基礎生態学 自分の空き時間に授業を受けられる点 

海洋基礎生態学 何度も見直せる 

海洋基礎生態学 自分の好きな時間でできる 

海洋基礎生態学 本来受けることのできない遠方の授業を受けることができ

る。自由に受けられるので、プライベートの予定を入れやす

くなる。 

海洋基礎生態学 気兼ねなく受講できる点 

海洋基礎生態学 何回でも見直せれる点 

海洋基礎生態学 何度も聞き直したり、一時停止して検索したりと、自分のペ

ースで学べる。 
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問 13.eラーニングで提供される授業で難しいと思う点をお書きください。（「なし」等の回答は削除） 

知の探訪 提出の期間が短いため大変。 

知の探訪 内容に対しての質問ができにくい点。 

知の探訪 レポートの文字数が多い 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

登録方法がよくわかりませんでした 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

スケジュールを管理すること。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

いつでもできると思って怠けてしまうところ 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

質問しづらい 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

いつでもできると思い後回しになってしまう。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

計画通りに自ら進める点 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

授業が臨機応変に生徒に対応できない。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

受けるのを忘れたり、忙しくなると受ける時間が無くなる 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

レポートが毎回あるのが難点でした。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

全ての授業を、完璧に最初に立てた学習計画通りに受けるこ

とができるというわけではなく、その都度、スケジュールを

合わせなければならない点。 

現代科学と研究倫理 時に、PDFが配布されず、かつ授業映像がぼやけており、文字

が読めない時があったので、PDF を配布するようにするか、カ

メラのピントををモニタに合わせてほしい事がありました。 

現代科学と研究倫理 先生に質問することができない点 

現代科学と研究倫理 先生に質問ができないこと 

現代科学と研究倫理 テスト期間など、他の授業の提出物が多かったり、テスト勉

強をしなければならないときは大変だった。 

現代科学と研究倫理 自宅にネット環境がない場合、行う場所が限られる。 

現代科学と研究倫理 モチベーションが保ちにくい点。 

現代科学と研究倫理 自分から進んで行わなければならない。 

現代科学と研究倫理 自分自身を律すること 

現代科学と研究倫理 授業によっては，表示される動画のサイズが小さいために，

授業のスライドが見にくいときがあった。 

大学の知の活用 自分で進めるという意識がないと続かない。 

動画のみの資料の場合、スライドの文字が小さくて見にくい

ことがあった。 

大学の知の活用 画質が悪く、小さい文字だと読めない場合がある。 

大学の知の活用 質問したいときにしづらいかなと思った。 

大学の知の活用 パソコンの調子が悪いと予定通りに進まなくなる点 

大学の知の活用 たまに動画で出てきていない内容があるとき。時々専門的な

内容の講義があり、戸惑うこともあった。 

大学の知の活用 理系のお話 

大学の知の活用 授業の締め切りなどを常に気にしていなければならない点。 

大学の知の活用 操作で解らないことがあってもすぐに誰かに聞くことができ

ないこと 

大学教育を考える 自分で空いた時間を見つけて取り組まないと、だらけてしま

う点。 
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大学教育を考える 自身で受講のスケジュール管理をする点。 

大学教育を考える 締め切りギリギリだと返信してくれない。 

大学教育を考える 画像荒い時がある点。 

大学教育を考える 即座に質問できない点。 

大学教育を考える 少しずつ受けること 

行動統計学入門 パソコンの操作が必要。 

行動統計学入門 分からないことがあっても質問がしにくい 

教員からのフィードバックが得られにくい 

行動統計学入門 分からなくても質問ができない。 

行動統計学入門 サーバーに問題が発生すると課題ができない。まして土日だ

とサポート室も休みなので対応してもらえない。 

いつサーバーがダウンするかわからないし、自分のパソコン

に問題があるのか、サーバーに問題があるのかわからないの

で、毎週毎週精神的に苦痛であった。 

受験回数があるとＷｉ-Ｆｉ環境下での拘束時間を気にしな

いといけないので、まとまった時間が必要になり、深夜など

にしないといけなくなる。 

問題にミスなどが多すぎて信用度が低い。そのためモチベー

ションが下がる。 

受講生の理解度に対するフォローができていない。 

自分だけがわかっていないのかわからない。他に受講者がど

れくらいいるのかわからない。 

徳島大学のｌｍｓの入り口が 2016年度のものばかり出てきて

困った。 

動画がみれないときはのページなどのリンクも 2016年度のと

ころに飛ばされて役にたたなかった。 

パソコン周辺環境を整えたにもかかわらず、動画がカクカク

していて集中できなかった。 

阿波学 実技的な内容の授業。 

先生への質問。 

阿波学 質問をリアルタイムですることができない点 

阿波学 e ラーニングで受講している生徒への課題に関する説明が不

十分である点 

自動車概論 ログインできなかった時などにどう対応するかなど 

自動車概論 自分で学習計画を立てないとためやすい 

自動車概論 先生に直接質問をすることができない点。 

学生間で気軽に話し合うことができない点。 

自動車概論 教員、友人などに質問が少ししにくい点 

自動車概論 質疑応答がしづらい点 

自動車概論 授業を聴講して質問があった場合に、すぐに聞くことができ

ない点。 

情報のいろは この授業ではありませんでした。 

情報のいろは 毎週の課題提出が困難であった。 

情報のいろは 生徒間の意見交換。（20の扉での実際体験） 

情報のいろは 非同期の授業なので細かな質問がしづらく、授業内容が難し

い場合にはそれが致命的。 

情報のいろは ときどき動画が止まったり急にとんだりする 

情報のいろは 質問がしにくい点。 

情報のいろは 生授業より質問などはしにくかった。 

情報のいろは 質問がある時に尋ねにくいところ 

情報のいろは 期限を忘れてしまう 

情報のいろは パソコンで打たないといけないところ 
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情報のいろは 試しに授業を見に行くなどができないので、当初想定してい

た内容と差があっても選考後のためやめると申し訳ないと感

じる 

情報のいろは 分かりにくいと思ったところは何回見直しても分からない。 

情報のいろは 質問がしにくい。 

情報のいろは インターネットのアクセスが悪い時があった。 

情報のいろは 専門的な内容 

情報のいろは 提出期限をわすれて気がついたら過ぎてしまう。 

地域コンテンツと知財管理 その１ 締めきりが厳しい 

地域コンテンツと知財管理 その１ 授業の進度が速くなりがちである点 

地域コンテンツと知財管理 その１ 少し気になる箇所や先生に聞いてみたいこと等、容易に質問

しにくいところ。 

地域コンテンツと知財管理 その２ 動画について、自分は耳が聞こえるので問題はありませんで

したが、聴覚障害の方は聞き取るのが難しいと思います。 

e-ラーニングを受けやすくするために、動画に字幕入りのも

のがあればよいのではないかと思いました。 

地域コンテンツと知財管理 その２ パソコンが落ちてしまうとかなり危険。小テストの時など。 

地域コンテンツと知財管理 その２ 締切りを把握していないとうっかり忘れてしまいそうになる

点。大学の Gmailなどで通知してもらえればありがたい。 

香川を学ぶ その１ 要点が分からない 

香川を学ぶ その１ 実際の講義を撮影し e ラーニングとして利用している講義な

どもあり、音質や画質の問題で満足に講義を受けられなかっ

たことがある。 

香川を学ぶ その１ 継続。 

香川を学ぶ その１ 分からない点を質問することができない。 

香川を学ぶ その１ 質問ができない 

香川を学ぶ その１ 自分のタイミングでできる分、後回しになる傾向もある 

香川を学ぶ その１ 電波が悪いとビデオ視聴できない点 

香川を学ぶ その１ 自分が興味を持ったことについての質問を直接聞くことが出

来ない点。 

香川を学ぶ その１ 分からないことがあっても直接質問することができない。 

香川を学ぶ その１ 完璧に予定通りに進めることは難しかった 

香川を学ぶ その１ 動画の画像が荒れたり、声が聞こえにくくてもどうすること

も出来ない点。 

香川を学ぶ その２ 先生によって、内容のわかりやすさが違う点。 

香川を学ぶ その２ 映像では理解しづらいことがある 

香川を学ぶ その２ 映像が乱れることがある点。 

香川を学ぶ その２ 強制力は弱くなってしまうと感じる。 

これにより、対面の授業より受講者間の取り組み方の差が大

きくなると感じる。 

香川を学ぶ その２ 地域産業が細かい分野だった点。 

香川を学ぶ その２ 締め切りを忘れる。 

香川を学ぶ その２ うっかり締め切りを忘れてしまうことがある。 

香川を学ぶ その２ 予定通りにいかなかった時にリズムが崩れてやるのを忘れ

る。 

香川を学ぶ その２ 操作 

瀬戸内地域活性化政策 その１ パソコンに打つことだ。打つことに時間がかかってしまう。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 質問ができない。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ その授業が行われている大学生を対象としているがゆえの予

備知識・経験量のギャップ 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 授業内の動画が見れなかった 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 忙しい週で時間が取れなかったときに困る。 
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瀬戸内地域活性化政策 その１ 期限を超えてしまうことがある 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 1 人でするため、自分で少し疑問に思った点があってもすぐに

相談する相手が周りにいないところ 

瀬戸内地域活性化政策 その１ スマートフォンでは受講できない点。 

自分のペースで進めていくスタイルであるため締め切りなど

をついつい忘れてしまいがちになってしまう点。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 聞き取りにくいところがある。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 聞いたことは大体は理解できているが実際にそのことについ

て質問をされるとすぐには答えられない 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 個人意欲性に左右される点。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 集中力を持続する点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ レポート課題の内容が細かい点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ きちんとスケジュール管理ができていないと、後々大変であ

る点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 生徒自身の意識に大きく左右される点 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 学習を計画通りに進める点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ グループワークなどがないため、客観的な視点で物事を考え

ることが難しいと思う。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 動画が時々最初に戻る点 

同じ授業を受けている生徒と意見交換がしづらい 

どのような機能があるのかが分からないので，自分がどこま

で情報を知れているのか分からない。 

瀬戸内海論 その 1 画質が悪いとき授業が分からなくなる点 

瀬戸内海論 その 1 内容が専門的すぎるときがあった 

瀬戸内海論 その 1 予定が詰まってくるとついつい後回しにしてしまい締切に追

われる点 

瀬戸内海論 その 1 興味の湧く授業が少ないこと。 

瀬戸内海論 その 1 専門的知識が難しい点 

瀬戸内海論 その 1 スクリーンを映した際、映りが悪くて先生の指しているもの

が見えない時がある点。 

瀬戸内海論 その 1 学習を後回しにしてしまうこともある。 

瀬戸内海論 その 1 自分が受け損ねたら補習がない点 

瀬戸内海論 その 1 他の生徒との関わりが薄くなるところ。 

瀬戸内海論 その 2 スライドのどこを説明しているか詳しくわからなかったこ

と。 

瀬戸内海論 その 2 計画通りに進めるのが難しい 

瀬戸内海論 その 2 質問等、講師とのコミュニケーションが取りにくい点。 

瀬戸内海論 その 2 質問をすぐにできない点。 

瀬戸内海論 その 2 その場で質問できないため講義理解が遅れる場合がある。 

瀬戸内海論 その 2 先生への質問が難しい。 

瀬戸内海論 その 2 講座を受けるのを忘れてしまう時がある。 

瀬戸内海論 その 2 意見の共有をすること。 

香川の文化と歴史 その 1 環境が整っていないとできない点 

香川の文化と歴史 その 1 資料が講義と同時に見ることができない。 

香川の文化と歴史 その 1 リアルタイムで質問できない 

香川の文化と歴史 その 1 締め切りの管理を誰も言ってくれないため、自分で進めてい

かなくてはならない。 

香川の文化と歴史 その 1 ハンドアウトを自分で印刷する 

香川の文化と歴史 その 1 分からないことを先生に聞くことができない点 

香川の文化と歴史 その 1 計画にそって授業を進めること。 

香川の文化と歴史 その 1 質疑応答が難しい 

香川の文化と歴史 その 1 授業を後回しにしがちな点 
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香川の文化と歴史 その 1 専門的な内容のとき理解するのが難しい点 

香川の文化と歴史 その 1 質問がしにくい。 

香川の文化と歴史 その 1 講師の方とのコミュニケーションがとりにくい 

香川の文化と歴史 その 1 質問をしにくい。 

香川の文化と歴史 その 1 進めたいときに授業が公開になっていないとき 

香川の文化と歴史 その 1 画面を通しての授業なので、先生の意図がなかなかくみ取れ

ない授業もあり、理解するまでに少し時間が掛かってしまう

こともある点 

香川の文化と歴史 その 1 講義資料が読みずらいものがあった。 

香川の文化と歴史 その 1 回線が悪いと視聴できなくなる点 

香川の文化と歴史 その 1 電波が悪く、説明がきちんとすべてはっきりと聞き取れない。 

パスワードを忘れていたので、家の PCのみしかできなかった。 

香川の文化と歴史 その 1 すぐに質問できない点 

香川の文化と歴史 その 1 自分のペースで学習ができるからこそ、計画をたてて学習し

ないといけないところ。 

香川の文化と歴史 その 2 計画的にやらないと後からしんどくなる 

香川の文化と歴史 その 2 小テストの細かい表現の違いを認識されない。「」をつけてい

りなど。 

香川の文化と歴史 その 2 時間が決められていないため、忘れてしまうことがある 

香川の文化と歴史 その 2 締め切りを忘れてしまう。 

香川の文化と歴史 その 2 締め切りをどこかに書いておかないと忘れてしまうことがあ

る点 

香川の文化と歴史 その 2 授業時間が不規則なため取り組むタイミングが難しい。 

家でビデオが止まることがあったり、学校の PCルームがあい

てない時が多々あるので受講しずらかった。 

香川の文化と歴史 その 2 質問がしにくい。 

香川の文化と歴史 その 2 長い授業の時、テストの点を取ることが難しくなる。 

香川の文化と歴史 その 2 課題はきちんとやっても、機械の不具合があった場合にどう

したらいいかわからなくなる。 

香川の文化と歴史 その 2 複雑な説明があると理解しにくいこと 

香川の文化と歴史 その 2 自分で計画的にやらなければならない点 

香川の文化と歴史 その 2 締め切りをしっかり守る点 

香川の文化と歴史 その 2 疑問点が出てきたときに質問しづらい点。 

香川の文化と歴史 その 2 コンテンツが多い時がある点 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 先生の脱線話が聞けないこと。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 映像授業だと臨場感がないため、話が飛躍した時や、口頭で

の説明のみの時に理解に苦労するためレジュメがわかりやす

くまとめられていないと途中でついていけなくなると思っ

た。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 時間や場所が制限されていないので「まだ大丈夫だろう」と

講義の視聴や課題提出が後回しになってしまう点 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 休む時間が減ってしまう。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 集中力が続かない 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 小テストの締め切り期間が途中から変わっていて混乱した。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 締め切りがないといつまでも学習しないままなところ 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 平日の放課後や夜などに行う場合、ほとんど動きが遅くなっ

ていたのでもう少し改善していただけたらと思う。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 途中でビデオが止まったりする。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 分からないところをすぐに質問できない 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 提出方法が授業ごとに違う点 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 質問等がしづらい点。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 質問ができない点。 
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四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 聞き取りにくいところは何度聞いてもわかりにくかった 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 生協で買ったパソコンだと音声がクリアに聞こえないこと。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） スマートフォンで受講出来ない点。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 締め切りを意識しておかないと受けられなくなる。記述式の

回答でややこしいところが多い 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 集中力が長く続かない点 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 予定が変更になると立て直しにくい 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 質問等、先生とのコミュニケーションが難しい点。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） わからない部分がそのままになってしまう点 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） すぐには質問できない点 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 動画の音割れがひどかったら聞き取るのにすごく苦労するこ

と。 

四国の自然環境と防災 その１ 勉強のモチベーション維持が大変である点。 

四国の自然環境と防災 その１ 見れる環境が必要という点 

四国の自然環境と防災 その１ 直接教授との対話ができない。 

四国の自然環境と防災 その１ 教員によっては声が小さく、しかしその点を指摘することが

でできない点。 

四国の自然環境と防災 その１ 最終レポートの提出方法がわかりにくかった 

四国の自然環境と防災 その１ 映像授業で動画のスピード調整が行えない点。 

四国の自然環境と防災 その１  対面式ではないため、疑問の解消が難しく感じた。 

四国の自然環境と防災 その１ 質問がその場でできない。 

四国の自然環境と防災 その１ 時間帯が強制されないため怠けてしまう 

四国の自然環境と防災 その１ 忘れてしまうことがある。 

四国の自然環境と防災 その１ 自宅で再生したとき、動画があれる点。 

四国の自然環境と防災 その１ 気軽な質問ができない。 

四国の自然環境と防災 その１ プレゼンや発表等の自己表現すること。 

四国の自然環境と防災 その１ 計画的にしないと締め切りに追われてしまう。 

四国の自然環境と防災 その１ モチベーションを保つのが難しい。 

四国の自然環境と防災 その１ すぐに質問して回答が来ないところ。 

四国の自然環境と防災 その１ 質問等があったときに、即座に解決することが難しい点。 

四国の自然環境と防災 その１ 教員と学生のコミュニケーション 

四国の自然環境と防災 その１ わからないことを解決すること 

四国の自然環境と防災 その１ 聞き取りにくかった発言や聞き逃したところに正確に戻るこ

とができず、最初から再生し直さなければならなかった点。 

四国の自然環境と防災 その１ 対面式講義とは違い、出欠確認等がないため、継続して受講

することができなくなってしまう可能性がある 

四国の自然環境と防災 その１ 授業をとっていることを忘れる 

四国の自然環境と防災 その１ 操作が難しい 

四国の自然環境と防災 その１ 講義内容について質問できる人がいない 

四国の自然環境と防災 その１ 提出期限を見落としがちな点 

四国の自然環境と防災 その１ 意識していないと授業を受けることを忘れそうになること 

自分次第で受ける受けないになるため、進行の段取りがとり

にくかった 

四国の自然環境と防災 その２ 課題の提出などを忘れてしまう。 

四国の自然環境と防災 その２ 授業で説明されていることをもう少し深く聞きたいときに、

気軽に質問しづらいところ 

四国の自然環境と防災 その２ 自宅などで、最初から最後まで集中して動画を見ること 

四国の自然環境と防災 その２ パソコン操作 

四国の自然環境と防災 その２ 映像授業だと一つの回の映像の合計が 90分を超えるものも少

なくなく、1 授業の空きコマの時間では終わらせることができ

ないのが少し不便に感じた。 

四国の自然環境と防災 その２ 締め切り前になると、動画を視聴しにくい点。 
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四国の自然環境と防災 その２ 理解できなかった場合、直接教員に尋ねるのが困難であると

ころ 

四国の自然環境と防災 その２ 直接面会しながら行う講義ではないため、質問事項があると

きにすぐ回答を頂くことが難しい点。 

四国の自然環境と防災 その２ 小テストや課題の提出期限を定期的にログインして確かめる

必要がある点。 

四国の自然環境と防災 その２ 授業の存在を忘れる 

四国の自然環境と防災 その２ 忘れてしまったりと、計画が途切れると戻すことが難しい 

四国の地域振興 その１ すぐにわかるないことをきけない 

四国の地域振興 その１ 講義を撮影した動画で聞きとりにくい箇所がいくつかあっ

た。 

四国の地域振興 その１ 簡単に質問ができない点。 

四国の地域振興 その１ 疑問点について直接講師に質問することができない点、不具

合などがあった場合平等な学習が出来ない点、タイムラグが

ある点。 

四国の地域振興 その１ すべて自分のタイミングなので、逆に出し忘れなどの可能性

があるところ。 

四国の地域振興 その１ キーボードを使って記入するところ。 

四国の地域振興 その１ ビデオ視聴が必要なため Wi-Fi環境下出ないと受けにくい点 

四国の地域振興 その１ 質問するのが手間 

四国の地域振興 その１ 自分で考えてやらないと出席の授業に比べて強制力がないた

め、難しい。 

四国の地域振興 その１ シラバスだけでは、どのような課題・授業の形式なのかがよ

くわからなかった。 

四国の地域振興 その１ 生徒の反応がない授業なので次々と進んでいく点。 

四国の地域振興 その１ 普通の授業より長くなってしまう点。 

四国の地域振興 その１ 受講の計画を自分自身で立てなければならない点 

四国の地域振興 その１ わからない点があっても、すぐには聞けない。授業の動画を

視聴する形式の場合、何を言っているか聞き取れないときが

何度かある。 

四国の地域振興 その１ 対面の講義ではないので分かりづらかったところを聞けない

点。 

四国の地域振興 その１ 講義内容が数年前のものである為、データー等が古い。 

四国の地域振興 その１ 資料が手元にないため、きちんと聞き取らなければならない。 

実際の授業の映像などでは、雑音が多く、聞き取りづらい。 

四国の地域振興 その１ 質問しにくい。 

四国の地域振興 その１ 動画の画質や音声が悪いことがある。 

四国の地域振興 その１ パソコンを使う点。 

四国の地域振興 その１ インターネットがつながるところやパソコンがある場所でし

か受講できない点。 

四国の地域振興 その１ 難しいと思うことは一切無かった。 

四国の地域振興 その１ ご年配の方の話は音声が悪いと聞き取るのが難しいこと。 

四国の地域振興 その１ 視聴する時間帯によって動画の乱れが激しくなったりする点 

四国の地域振興 その１ 新しい形式で出されたものは文面だけでは理解しにくいとこ

ろがあった。 

四国の地域振興 その１ 学習時間などが定まっていないので、計画を立てて取り組ん

でいても、その他の予定でゆとりを持って取り組むことがで

きないことがある。また、長時間の動画学習は集中力に欠け

る場合があった。 

四国の地域振興 その１ 操作上のわからないことをすぐにきけないこと 

四国の地域振興 その１ 質問がその場でできない。分からずじまい。 

四国の地域振興 その１ 質問が容易にできない。 
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四国の地域振興 その１ 音声が聞き取りにくいことがある点 

四国の地域振興 その１ 自力で取り掛からなくてはならない所。強制力が授業形式に

比べ、小さい。 

四国の地域振興 その１ 聞き取り難い時があること 

四国の地域振興 その１ 動画内で、聞き慣れない単語が出てきたときや不明瞭な話し

方の教員の方がいらっしゃるときに質問できない。 

四国の地域振興 その１ 講義内容の質問ができない 

四国の地域振興 その１ 講義の声が聞きにくいところがあり、その部分が十分に理解

できなかった点。 

四国の地域振興 その２ インターネットを介しての授業、課題提出となるため、コン

テンツの記載ミスや、課題データの紛失が発生しないように

管理しなくてはならない点 

四国の地域振興 その２ 質問があったときに、すぐに回答を得ることができない。教

員との連絡がしにくい。 

コンピュータと教育 その 1 質問の内容が理解できないことがあった。 

コンピュータと教育 その 1 わからないことをすぐには質問できないところ。 

コンピュータと教育 その 1 忙しい時にも受講する 

コンピュータと教育 その 1 ハンドアウトを印刷する 

コンピュータと教育 その 1 分からないことがすぐに聞けないこと。 

コンピュータと教育 その 1 わすれることがある 

コンピュータと教育 その 1 質問できない点。 

コンピュータと教育 その 1 時間や場所が制限されていないので、講義の視聴が後回しに

なってしまう点 

コンピュータと教育 その 1 やはり教員と学生間に距離を感じました(対面授業と比較し

て)。友達に相談しようと思っても、その場ですぐ聞けるわけ

ではないので回答に時間がかかってしまったりもしました。 

コンピュータと教育 その 1 質疑応答がしにくい 

コンピュータと教育 その 1 利点で挙げた自由さである。いつやっても良いためさきのば

しになってしまう事も少なくない。締め切りに追われて、内

容を理解にまで至っていない人も出てくるかもしれない。 

コンピュータと教育 その 1 資料を検索してでてこないとき。 

コンピュータと教育 その 1 学習者自身で予定を組んで受講しなければならない点。 

コンピュータと教育 その 1 締め切り間際に、焦ってやることがあった。 

コンピュータと教育 その 1 疑問点が発生したときに直接教員に質問する機会を設けるこ

とが難しい点。 

コンピュータと教育 その 1 やる気の維持や〆切を忘れやすい 

コンピュータと教育 その 1 意欲の維持 

コンピュータと教育 その 1 継続的に課題に取り組むこと 

コンピュータと教育 その 1 課題の文章の意味合いの把握 

コンピュータと教育 その 1 ちゃんと提出できているのか、知らないうちに期間や期限に

へんこうがあったのか、など不安要素が多い点 

コンピュータと教育 その 1 一度課題提出の締め切りに間に合わなかった場合に、そのま

ま先延ばしにしてしまう可能性がある。 

コンピュータと教育 その 1 授業内容について、わからない時に質問がしづらいという点 

コンピュータと教育 その 1 話の内容が難しかった 

コンピュータと教育 その 1 再提出の仕方などが最初よくわからなかったこと。 

コンピュータと教育 その 1 想像していたよりはこちらからのインタラクティブが容易で

ないと感じた。 

コンピュータと教育 その 1 学習日程の管理 

コンピュータと教育 その 1 わからないところがあっても、気軽に質問ができない点 

コンピュータと教育 その 1 モチベーションが保ちにくい。 

コンピュータと教育 その 1 課題と映像を同時に移し出せないので、時間が結構かかる。 
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コンピュータと教育 その 2 内容が専門的すぎる場合ついていけない 

コンピュータと教育 その 2 計画通りにやるのが難しい 

コンピュータと教育 その 2 質問すること 

コンピュータと教育 その 2 期限を忘れること 

コンピュータと教育 その 2 学習者が、能動的に学習しなければならないこと。何度も徹

夜した。そして、先生に質問しにくいこと。 

コンピュータと教育 その 2 疑問点をすぐに解消できないこと。 

タンパク質で生命を斬る 自分の思っていた講義と異なったときに、モチベーションの

維持が難しいのではなかろうか。また、集合住宅では時間帯

によって回線が混雑し、ビデオがろくに再生されない点。 

タンパク質で生命を斬る 定期的に進めること。 

タンパク質で生命を斬る 安定した通信環境が確保できないと、動画が正常に再生でき

ない場合がある点。 

タンパク質で生命を斬る 講師に質問しにくい。 

タンパク質で生命を斬る 自分でやろうという気持ちになれない場合は、強制されてい

る感じが少ないので、やらないまま終わってしまうかもしれ

ない。 

タンパク質で生命を斬る テーマによって理解のしやすさが違う点 

タンパク質で生命を斬る 先生によって評価基準が違う点。 

タンパク質で生命を斬る 提出方法や視聴手段の説明が少ない点。 

タンパク質で生命を斬る 自分の言葉で文字数制限のある中で記述すること。 

タンパク質で生命を斬る 計画的に行うことが難しい。 

タンパク質で生命を斬る 自立してないと進まない。 

また締切が個別でなく最終締め切りしかない場合最後までや

っラない人は多いと思う。 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

ネット環境下にないところでは受講が困難である点。 

時々、通信環境が悪く、動画をきちんと視聴できない時があ

る点。 

操作方法が分からない時、相談しにくい点。 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

課題締め切りの管理をするのが難しいと思った。この授業で

は全部の課題が 1月 28日までであったが、他の eラーニング

の授業を受講した際に課題ごとに締切日が違っていたので、

自分の中で把握しきれず何度か課題提出が間に合わなかった

ことがあった。 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

動画などの視聴が正常にできないことがある点。 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

計画的な学習 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

ところどころ映像が飛んでいて、再生しても分からないとき

に直接話を伺うことが難しいところ 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

操作が難しかった。また、いくつか見ることができない資料

がありその点を改善してほしいと感じる。 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

自己を律してスケジュール管理をする点 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

やる気がわきにくい 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 問題が発生した時、友人でも受けている人が少なく、質問も

しずらい環境であること。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 ビデオの画質が悪くて、先生のスライドを見ながら音声を聞

けないことがあった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 教員に質問することが手間である点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 期限の管理をしっかりする必要があること。 
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大学生のための『安全・安心』の基礎講座 計画的に授業を進めること。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 やる気が続かない人がいる。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自己管理ができていないと 取り組めない 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 他に授業を受けている友人などがおらず、自分で管理しなけ

ればいけない 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 動画が普通の講義よりも時間の関係で省略せざるを得ないこ

と。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 予定を組むのが難しい。自己管理をしないといけないところ。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 直接先生に質問等ができない点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 分からないことをすぐ教員に聞くことができない 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 質問があまりできない点 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 ネット上での受講であるため、記録としてきちんと自分が受

講やテストを受けたことになっているのか少し不安になる。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分からやろうとしないと、怠けてしまう点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 質問が通常の授業と比べてやりづらい点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自己学習なので、他の学習している人と情報共有ができない

（どういった風に学習しているのか、等） 

簡単に学習を放棄できる 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 なかなか計画通りに進めない点 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 質疑応答ができない 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 少しずつ受講すること 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 双方向ではないので疑問点を質問するのができない点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分で学習を進めていくところ 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 視聴しなければならないことをしばしば忘れてしまう 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 授業内容の完全な理解。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 今回はじめて e ラーニングを受けましたが、難しいと思う点

は特にありませんでした。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 質問等がしにくい。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 専門的な言葉が多く出てきたとき理解するのが難しかった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 難しいと思ったことがあった場合理解するのが難しかった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 計画的に学習を進めることが難しいと思います。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 インターネットがうまく接続できないとき動画の視聴ができ

なくなりストレスだった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 スケジュール管理 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 だらけてしまう時がある 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 他大学のムードルへのログインが難しい 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 質問などがしにくいこと 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 操作が分からなかったときに一人だと解決できない。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 最初の授業を受けるまでが分かりづらい 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分から調べ学ぼうとしないと課題が溜まってしまう点。良

くも悪くも受講者の好きなタイミングでできてしまう点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 集中力が続かない。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 すぐに質問返答ができない点 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 締め切りが近づかないと、やる気が出ないこと。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 動画がが再生されなくなるのは解決方法がわからない 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 問題が難しいと聞ける人がいない 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 一部の科目が動画の時間がとても長かった。 

ノートを書きながら見ると、90分を超えるため、大変だった。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

自分の知らない知識を知っていること前提となることがあ

る。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

ログインが複雑。 
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太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

疑問点があるときの対応 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

授業の存在を忘れる 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

自律的な学習ができない人は後回しにしてしまいがちな点 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

自分で授業を受ける日を計画だてること。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

回線が込み合っているときに気持ちよく視聴できない。 

動画がカクカクしていると聞き取れない。 

パソコンがいつ急に動作が止まるかわからないのでいつも不

安感を持たなければならない。 

一回分の講義で動画を見て、小テストやレポートまでを一度

に終わらせたくても、Ｗｉ-Ｆｉ環境下で 2 時間近くのまとま

った時間が必要であり、空きコマでは時間が足りない。 

受講者側の問題もあるが、サークル活動やアルバイトなども

あるため、結局まとまった時間のとれるのは深夜ということ

もある。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

毎週決まった時間に授業を受けることが難しい。 

飛行機はなぜ飛ぶのか 時間が決まっていない分後回しになりがちだった。 

飛行機はなぜ飛ぶのか 操作が分からなかったとき解決するのに時間がかかる。 

飛行機はなぜ飛ぶのか それぞれの環境によるものなのかもしれないが、動画の再生

がうまくいかず、映像が砂嵐状態になったり、音が飛んだり

して大きなストレスを感じる場合がある。 

対面の授業のように、すぐ目の前に教師陣の方がおられるわ

けではないので、何が疑問が生じたときに、その解決までに

ラグが起きてしまう。 

サイエンスリテラシーの化学 授業の進め方が分からなくても担当教員や他の受講者に尋ね

にくい。 

サイエンスリテラシーの化学 自己管理が必要な点。 

気象学入門 自分でページを開いて学習しようという意欲が簡単に湧かな

い。締め切り間近でやってしまう。 

気象学入門 教員とのコミュニケーションがメールとかになってくるので

やりづらい。 

気象学入門 通常の 90分授業より時間がかかることが多い 

気象学入門 忙しい週も時間が余っている週も同じ量の課題をこなさない

といけない。 

気象学入門 質問をしにくい点。 

気象学入門 直接話を聞き、その場での質問等ができない点 

気象学入門 集中力を長く保つこと 

気象学入門 時間や場所が制限されていない分、後回しにしてしまう部分

が多い点 

気象学入門 質問などリアルタイムで聞きたいことがある時に 

気象学入門 質問がしにくい点 

本当に理解できているのか確認できる手立てが少ない点 

気象学入門 質問が聞きにくい。 

気象学入門 教師との意思疎通が難しい。 

気象学入門 提出期限の確認を自分でしっかりしなくてはいけない。 

気象学入門 他の単位を取り終わっているため自由な時間が多く、計画的

に受講を進められたが、他に多くの講義を取っている者にと

っては計画通り進めるのは困難なのではないかと感じる。 
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気象学入門 レポートの締め切りが moodle でしか確認できないため、他の

授業が忙しいと moodleの確認が疎かになってしまい、締め切

りを忘れやすい。 

気象学入門 対面式でないため集中力が全く続かない 

気象学入門 締め切りがある 

気象学入門 気軽に質問できない 

気象学入門 提出期限が不定期なことも多かったので勘違いが大きなダメ

ージになるところ。 

気象学入門 操作説明が不足している。 

気象学入門 提出様式の画一化を行おうとしても、その情報が十分に行き

わたらない可能性がある。 

また、課題の含意が広すぎる場合があり、提出に困ることが

多かった。 

気象学入門 自分なりに理解しないといけない場合もあるので、難しい。

その場で質問できない。 

気象学入門 リマインドが無いため、忘れやすい 

気象学入門 些細な点（と思われるようなこと）はメールなどで質問する

ことをためらってしまう 

ダウンロードした講義関連ファイルのファイル名がときどき

文字化けしていた。パソコンの OSの違いの問題なのかもしれ

ない。 

気象学入門 教授への質問の際に返事までに時間がかかる 

気象学入門 資料だけしか見ない人がいる 

有機化学概論 通常の授業（90 分）より時間がかかるときがある。 

海洋基礎生態学 他学生の場合、トラブルや課題の閉め切りを急に変更される

とき、直接メール等が届くこともなくこの moodleでしか通知

されていなかったので（通知されていたらすみません）すべ

ての学生に連絡が回らない可能性がある点 

海洋基礎生態学 映像を通すと、言葉の伝わり方が変わってしまい、間違った

理解のまま進んでしまったことがあった。 

海洋基礎生態学 生徒自身の自主性が問われる点。 

海洋基礎生態学 日程を考えて計画的に勉強しないといけない点 

海洋基礎生態学 やり方があってるか時々不安で、詳しく質問したりできない

こと。 

海洋基礎生態学 先生に直接質問をすることが難しいという点。 

海洋基礎生態学 対面ではないので集中力が切れやすい 

海洋基礎生態学 リプライが遅れるため、気軽に質問ができないという点。 

海洋基礎生態学 質問をしてからの返信までに時間がかかること 

海洋基礎生態学 先生と生徒の意思疎通ができない。 

海洋基礎生態学 説明の難易度を変えてもらうことができない 

海洋基礎生態学 一回見てしまうと満足してしまい二回目以上 e ラーニングを

見ようと思わなくなってしまう 

海洋基礎生態学 あきる。 

海洋基礎生態学 思ったことをすぐその場で言えない 

海洋基礎生態学 モチベーションの維持 

海洋基礎生態学 回線の遅い場所で授業を受けようとすると動画をダウンロー

ドするのに時間がかかる。 

海洋基礎生態学 小テストの時数が 200 字も書かなければいけない点 

海洋基礎生態学 質問などのセッションがすぐにできない点 

海洋基礎生態学 締切日を自分でしっかり確認しておかなくてはいけない。 

 

  



292 

問 14.この授業の難易度は，適切でしたか？ 

 1.難しす

ぎた 

2.少し難

しかった 

3.適切だ

った 

4.少し易

しかった 

5.易しす

ぎた 

知の探訪 1 5 2 1 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと

異邦人－ 

0 7 11 0 0 

日 本 に お け る ド イ ツ 兵 捕 虜 

1914-1920 ―四国の収容所を中心に

― 

2 5 8 0 0 

現代科学と研究倫理 1 11 17 0 0 

大学の知の活用 0 10 16 1 0 

大学教育を考える 0 4 7 0 0 

行動統計学入門 3 1 0 0 0 

阿波学 0 2 8 0 0 

自動車概論 0 6 10 2 0 

情報のいろは 5 22 18 1 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 1 5 6 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 1 4 0 0 0 

香川を学ぶ その１ 0 6 24 2 0 

香川を学ぶ その２ 0 3 15 1 1 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 3 5 11 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 0 2 13 1 0 

瀬戸内海論 その 1 0 11 12 1 0 

瀬戸内海論 その 2 0 2 17 0 0 

香川の文化と歴史 その 1 1 4 28 1 0 

香川の文化と歴史 その 2 0 12 14 0 1 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 0 5 13 1 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 0 7 3 1 0 

四国の自然環境と防災 その１ 0 10 32 2 0 

四国の自然環境と防災 その２ 0 5 16 1 1 

四国の地域振興 その１ 4 14 41 1 0 

四国の地域振興 その２ 0 1 3 1 0 

コンピュータと教育 その 1 4 41 13 0 0 

コンピュータと教育 その 2 3 18 6 0 0 

タンパク質で生命を斬る 1 6 5 1 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

0 3 12 0 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 

1 20 64 13 2 

太陽光利用型植物工場における知能的

農作物生産 

0 2 7 1 1 

飛行機はなぜ飛ぶのか 1 5 0 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 1 2 0 0 

気象学入門 1 23 26 0 0 

有機化学概論 0 3 0 0 0 

海洋基礎生態学 4 14 18 0 0 
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知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問14：難易度

1.難しすぎた 2.少し難しかった 3.適切だった 4.少し易しかった 5.易しすぎた
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問 15.この授業の学習量は，適切でしたか？ 

 1.学修量

が多すぎ

たので，減

らすべき

である 

2.学修量

は多いが，

減らす必

要はない 

3.どちら

ともいえ

ない 

4.学修量

は少ない

が，増やす

必要はな

い 

5.学修量

が少なす

ぎ る の

で，増や

すべきで

ある 

知の探訪 2 1 6 0 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと

異邦人－ 

3 11 5 1 0 

日 本 に お け る ド イ ツ 兵 捕 虜 

1914-1920 ―四国の収容所を中心に― 

2 6 7 0 0 

現代科学と研究倫理 7 1 20 2 0 

大学の知の活用 1 7 15 4 0 

大学教育を考える 1 5 5 0 0 

行動統計学入門 3 1 0 0 0 

阿波学 1 0 8 2 0 

自動車概論 0 4 12 2 0 

情報のいろは 4 18 23 1 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 2 7 2 1 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 0 3 2 0 0 

香川を学ぶ その１ 2 7 19 4 0 

香川を学ぶ その２ 0 3 14 2 1 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 1 2 14 2 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 0 4 11 1 0 

瀬戸内海論 その 1 4 9 9 2 0 

瀬戸内海論 その 2 1 3 14 1 0 

香川の文化と歴史 その 1 1 5 24 4 0 

香川の文化と歴史 その 2 3 10 13 1 0 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 1 4 11 2 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 3 3 6 0 0 

四国の自然環境と防災 その１ 2 16 25 1 0 

四国の自然環境と防災 その２ 2 7 10 4 0 

四国の地域振興 その１ 15 27 17 1 0 

四国の地域振興 その２ 3 1 1 0 0 

コンピュータと教育 その 1 16 29 13 1 0 

コンピュータと教育 その 2 3 11 12 0 0 

タンパク質で生命を斬る 1 6 5 1 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

0 3 8 4 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 

1 22 45 30 2 

太陽光利用型植物工場における知能的

農作物生産 

0 1 8 1 1 

飛行機はなぜ飛ぶのか 0 3 3 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 0 3 0 0 

気象学入門 2 17 28 3 0 

有機化学概論 0 0 3 0 0 

海洋基礎生態学 5 15 12 4 0 
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知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問15：学習量

1.学習量が多すぎたので，減らすべきである 2.学習量は多いが，減らす必要はない

3.どちらともいえない 4.学習量は少ないが，増やす必要はない

5.学習量が少なすぎるので，増やすべきである
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問 16-1.視聴覚教材(ビデオ等) 

 5. 非常

に 有 効

だった 

4. 有効

だった 

3. あま

り 有 効

で は な

かった 

2. まっ

た く 有

効 で は

な か っ

た 

1. 教材

と し て

は 提 供

さ れ た

が 使 用

し な か

った 

0. 教材

と し て

提 供 さ

れ な か

った 

知の探訪 0 8 1 0 0 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

3 11 6 0 0 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

7 7 1 0 0 0 

現代科学と研究倫理 5 19 4 2 0 0 

大学の知の活用 4 19 3 0 0 0 

大学教育を考える 2 8 1 0 0 0 

行動統計学入門 1 1 2 0 0 0 

阿波学 3 4 3 0 0 1 

自動車概論 4 11 3 0 0 0 

情報のいろは 19 24 2 0 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 1 10 1 0 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 0 5 0 0 0 0 

香川を学ぶ その１ 5 19 6 1 1 0 

香川を学ぶ その２ 6 11 2 1 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 3 13 2 0 1 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 6 7 2 0 0 1 

瀬戸内海論 その 1 4 15 4 0 0 0 

瀬戸内海論 その 2 3 14 0 0 0 2 

香川の文化と歴史 その 1 13 16 4 0 0 1 

香川の文化と歴史 その 2 4 19 3 1 0 0 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 5 10 4 0 0 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 4 7 1 0 0 0 

四国の自然環境と防災 その１ 8 31 4 0 0 0 

四国の自然環境と防災 その２ 5 16 2 0 0 0 

四国の地域振興 その１ 10 38 11 0 0 1 

四国の地域振興 その２ 1 3 0 1 0 0 

コンピュータと教育 その 1 14 41 2 0 0 2 

コンピュータと教育 その 2 6 20 1 0 0 0 

タンパク質で生命を斬る 6 6 1 0 0 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

4 8 2 0 0 1 

大学生のための『安全・安心』の基礎講

座 

22 54 18 1 5 0 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

2 8 1 0 0 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 2 3 1 0 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 0 1 0 0 2 

気象学入門 10 38 1 1 0 0 

有機化学概論 1 1 1 0 0 0 

海洋基礎生態学 13 21 1 1 0 0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問16-1：視聴覚教材（ビデオ等）

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-2.教科書・参考書や配布資料 

 5. 非 常

に有効だ

った 

4. 有 効

だった 

3. あ ま

り有効で

はなかっ

た 

2. ま っ

たく有効

ではなか

った 

1. 教 材

としては

提供され

たが使用

しなかっ

た 

0. 教 材

として提

供されな

かった 

知の探訪 1 2 1 0 0 5 

モラエスの徳島 －グローバリズムと

異邦人－ 

6 11 3 0 0 0 

日 本 に お け る ド イ ツ 兵 捕 虜 

1914-1920 ―四国の収容所を中心に― 

1 10 1 1 0 2 

現代科学と研究倫理 3 12 2 2 3 8 

大学の知の活用 1 10 4 0 1 11 

大学教育を考える 0 7 3 0 0 1 

行動統計学入門 0 1 1 0 0 2 

阿波学 1 2 2 0 1 4 

自動車概論 2 12 1 0 1 2 

情報のいろは 17 19 4 0 0 5 

地域コンテンツと知財管理 その１ 3 5 4 0 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 1 4 0 0 0 0 

香川を学ぶ その１ 3 14 11 1 1 2 

香川を学ぶ その２ 5 10 3 2 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 1 9 2 0 0 7 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 0 8 3 0 0 5 

瀬戸内海論 その 1 3 14 2 1 1 2 

瀬戸内海論 その 2 3 7 1 0 0 8 

香川の文化と歴史 その 1 11 18 3 0 1 1 

香川の文化と歴史 その 2 5 11 5 1 3 2 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 4 11 2 0 0 2 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 3 7 1 0 1 0 

四国の自然環境と防災 その１ 6 25 2 2 0 9 

四国の自然環境と防災 その２ 2 12 4 0 0 4 

四国の地域振興 その１ 7 30 5 1 1 16 

四国の地域振興 その２ 1 1 3 0 0 0 

コンピュータと教育 その 1 7 30 4 1 4 12 

コンピュータと教育 その 2 3 12 1 1 3 7 

タンパク質で生命を斬る 6 6 0 0 0 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

3 10 2 0 0 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 

25 53 2 2 2 15 

太陽光利用型植物工場における知能的

農作物生産 

1 10 0 0 0 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 2 3 0 0 1 0 

サイエンスリテラシーの化学 1 2 0 0 0 0 

気象学入門 3 32 5 0 1 9 

有機化学概論 1 2 0 0 0 0 

海洋基礎生態学 11 15 9 1 0 0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問16-2：教科書・参考書・配布資料

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-3.紹介された参考リンク(インターネット上の情報源) 

 5. 非 常

に有効だ

った 

4. 有 効

だった 

3. あ ま

り有効で

はなかっ

た 

2. ま っ

たく有効

ではなか

った 

1. 教 材

としては

提供され

たが使用

しなかっ

た 

0. 教 材

として提

供されな

かった 

知の探訪 0 4 0 0 1 4 

モラエスの徳島 －グローバリズムと

異邦人－ 

5 11 4 0 0 0 

日 本 に お け る ド イ ツ 兵 捕 虜 

1914-1920 ―四国の収容所を中心に― 

2 6 2 1 0 4 

現代科学と研究倫理 3 15 2 2 4 4 

大学の知の活用 1 11 0 0 1 14 

大学教育を考える 1 5 4 0 1 0 

行動統計学入門 0 3 1 0 0 0 

阿波学 0 1 1 1 3 5 

自動車概論 3 10 5 0 0 0 

情報のいろは 6 20 5 0 2 12 

地域コンテンツと知財管理 その１ 2 8 1 0 1 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 0 2 0 0 0 3 

香川を学ぶ その１ 3 14 7 1 2 5 

香川を学ぶ その２ 2 10 5 0 1 2 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 2 14 1 0 1 1 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 0 7 3 0 1 4 

瀬戸内海論 その 1 2 13 4 0 1 3 

瀬戸内海論 その 2 1 9 4 0 0 5 

香川の文化と歴史 その 1 5 13 6 2 2 6 

香川の文化と歴史 その 2 3 13 4 0 5 2 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 2 4 2 0 2 9 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 2 2 2 0 0 6 

四国の自然環境と防災 その１ 5 21 4 1 8 5 

四国の自然環境と防災 その２ 0 11 2 0 3 7 

四国の地域振興 その１ 7 41 5 0 1 6 

四国の地域振興 その２ 1 1 2 0 1 0 

コンピュータと教育 その 1 3 33 12 1 4 6 

コンピュータと教育 その 2 1 16 2 0 4 4 

タンパク質で生命を斬る 0 10 2 0 1 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

1 8 3 0 3 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 

13 41 10 0 14 20 

太陽光利用型植物工場における知能的

農作物生産 

0 4 2 0 0 4 

飛行機はなぜ飛ぶのか 2 3 0 0 1 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 0 0 0 0 3 

気象学入門 6 33 2 0 6 3 

有機化学概論 0 1 1 0 0 1 

海洋基礎生態学 0 0 0 0 0 0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問16-3：参考リンク(インターネット上の情報源)

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-4.クイズ（小テスト） 

 5. 非 常

に有効だ

った 

4. 有 効

だった 

3. あ ま

り有効で

はなかっ

た 

2. ま っ

たく有効

ではなか

った 

1. 教 材

としては

提供され

たが使用

しなかっ

た 

0. 教 材

として提

供されな

かった 

知の探訪 0 3 2 0 0 4 

モラエスの徳島 －グローバリズムと

異邦人－ 

2 13 2 0 0 3 

日 本 に お け る ド イ ツ 兵 捕 虜 

1914-1920 ―四国の収容所を中心に― 

0 4 1 1 0 9 

現代科学と研究倫理 5 20 3 2 0 0 

大学の知の活用 8 16 0 1 0 1 

大学教育を考える 0 5 5 1 0 0 

行動統計学入門 1 1 2 0 0 0 

阿波学 0 1 1 0 1 8 

自動車概論 4 10 4 0 0 0 

情報のいろは 11 27 3 0 0 5 

地域コンテンツと知財管理 その１ 1 8 3 0 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 0 4 1 0 0 0 

香川を学ぶ その１ 10 20 1 1 0 0 

香川を学ぶ その２ 4 14 2 0 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 3 14 1 1 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 4 12 0 0 0 0 

瀬戸内海論 その 1 4 16 2 1 0 0 

瀬戸内海論 その 2 5 11 2 0 0 1 

香川の文化と歴史 その 1 13 19 2 0 0 0 

香川の文化と歴史 その 2 6 16 4 1 0 0 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 2 12 4 0 1 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 5 6 0 1 0 0 

四国の自然環境と防災 その１ 8 34 2 0 0 0 

四国の自然環境と防災 その２ 5 16 1 0 0 1 

四国の地域振興 その１ 7 23 2 0 2 26 

四国の地域振興 その２ 0 1 0 1 0 3 

コンピュータと教育 その 1 4 18 3 1 0 31 

コンピュータと教育 その 2 1 9 4 1 1 11 

タンパク質で生命を斬る 2 11 0 0 0 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

1 10 2 0 0 2 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 

33 61 5 0 0 0 

太陽光利用型植物工場における知能的

農作物生産 

3 8 0 0 0 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 1 2 0 0 0 3 

サイエンスリテラシーの化学 2 1 0 0 0 0 

気象学入門 3 31 8 0 1 7 

有機化学概論 1 2 0 0 0 0 

海洋基礎生態学 9 22 4 1 0 0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問16-4：クイズ（小テスト）

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 16-5.掲示板（フォーラム）における受講者同士のディスカッション 

 5. 非 常

に有効だ

った 

4. 有 効

だった 

3. あ ま

り有効で

はなかっ

た 

2. ま っ

たく有効

ではなか

った 

1. 教 材

としては

提供され

たが使用

しなかっ

た 

0. 教 材

として提

供されな

かった 

知の探訪 0 2 1 0 2 4 

モラエスの徳島 －グローバリズムと

異邦人－ 

3 10 6 1 0 0 

日 本 に お け る ド イ ツ 兵 捕 虜 

1914-1920 ―四国の収容所を中心に― 

0 7 4 2 0 2 

現代科学と研究倫理 1 2 6 6 3 12 

大学の知の活用 1 6 8 1 5 6 

大学教育を考える 0 9 2 0 0 0 

行動統計学入門 0 1 2 0 0 1 

阿波学 0 0 1 0 2 8 

自動車概論 1 3 3 0 7 3 

情報のいろは 4 11 7 0 3 20 

地域コンテンツと知財管理 その１ 0 4 2 1 2 3 

地域コンテンツと知財管理 その２ 0 2 0 0 2 1 

香川を学ぶ その１ 1 4 5 1 6 15 

香川を学ぶ その２ 1 4 5 2 3 5 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 0 5 4 0 1 9 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 0 3 4 0 2 7 

瀬戸内海論 その 1 1 6 2 0 4 9 

瀬戸内海論 その 2 0 2 1 3 4 9 

香川の文化と歴史 その 1 1 4 4 3 5 17 

香川の文化と歴史 その 2 1 5 3 3 4 11 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 0 2 2 2 2 11 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 1 0 2 0 1 8 

四国の自然環境と防災 その１ 1 7 8 3 6 19 

四国の自然環境と防災 その２ 0 5 0 1 3 14 

四国の地域振興 その１ 3 8 6 6 4 33 

四国の地域振興 その２ 0 0 0 0 1 4 

コンピュータと教育 その 1 2 7 3 2 8 37 

コンピュータと教育 その 2 1 3 3 0 1 18 

タンパク質で生命を斬る 1 2 1 4 4 1 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

0 1 1 0 3 10 

大学生のための『安全・安心』の基礎

講座 

3 19 13 10 24 30 

太陽光利用型植物工場における知能的

農作物生産 

0 1 2 0 3 5 

飛行機はなぜ飛ぶのか 2 3 1 0 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 0 1 0 1 1 

気象学入門 0 2 2 2 7 37 

有機化学概論 0 2 1 0 0 0 

海洋基礎生態学 2 10 8 1 15 0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問16-5：掲示板（フォーラム）

5. 非常に有効だった 4. 有効だった

3. あまり有効ではなかった 2. まったく有効ではなかった

1. 教材としては提供されたが使用しなかった 0. 教材として提供されなかった
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問 17.この授業の Moodle上の説明（例えば毎週の学修の進め方や課題等の指示）は，わかりやすかった

ですか？ 

 1.非常にわ

かりやすか

った 

2.わかりや

すかった 

3.わかりに

くかった 

4.非常にわ

かりにくか

った 

知の探訪 0 7 2 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人

－ 

5 14 1 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四

国の収容所を中心に― 

4 10 1 0 

現代科学と研究倫理 6 18 5 1 

大学の知の活用 6 18 3 0 

大学教育を考える 2 6 3 0 

行動統計学入門 0 3 0 1 

阿波学 1 4 5 1 

自動車概論 2 13 2 0 

情報のいろは 21 24 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 5 6 1 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 2 3 0 0 

香川を学ぶ その１ 6 21 5 0 

香川を学ぶ その２ 6 14 0 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 4 14 0 1 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 3 12 1 0 

瀬戸内海論 その 1 3 14 5 1 

瀬戸内海論 その 2 2 16 1 0 

香川の文化と歴史 その 1 8 24 1 1 

香川の文化と歴史 その 2 5 19 3 0 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 4 11 3 1 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 2 9 1 0 

四国の自然環境と防災 その１ 6 33 5 0 

四国の自然環境と防災 その２ 2 20 1 0 

四国の地域振興 その１ 15 41 4 0 

四国の地域振興 その２ 1 3 1 0 

コンピュータと教育 その 1 7 43 9 0 

コンピュータと教育 その 2 3 21 3 0 

タンパク質で生命を斬る 4 8 0 1 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

2 12 0 1 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 26 64 10 0 

太陽光利用型植物工場における知能的農作物

生産 

2 8 1 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 3 3 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 0 2 1 0 

気象学入門 6 37 7 0 

有機化学概論 0 2 1 0 

海洋基礎生態学 5 25 6 0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問17：Moodle上の説明

1.非常にわかりやすかった 2.わかりやすかった 3.わかりにくかった 4.非常にわかりにくかった
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問 18.授業をわかりやすくする工夫がなされていましたか？ 

 1.非常に工

夫されてい

た 

2.工夫され

ていた 

3.あまり工

夫されてい

なかった 

4.まったく

工夫されて

いなかった 

知の探訪 1 5 3 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人

－ 

2 16 2 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四

国の収容所を中心に― 

5 9 0 1 

現代科学と研究倫理 5 19 6 0 

大学の知の活用 3 17 7 0 

大学教育を考える 1 7 3 0 

行動統計学入門 0 1 3 0 

阿波学 0 9 1 1 

自動車概論 4 13 0 0 

情報のいろは 18 27 1 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 2 10 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 2 3 0 0 

香川を学ぶ その１ 4 18 10 0 

香川を学ぶ その２ 2 16 2 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 4 12 1 1 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 1 12 3 0 

瀬戸内海論 その 1 0 17 5 1 

瀬戸内海論 その 2 3 14 2 0 

香川の文化と歴史 その 1 8 24 2 0 

香川の文化と歴史 その 2 5 15 6 1 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 3 9 7 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 2 6 4 0 

四国の自然環境と防災 その１ 3 34 7 0 

四国の自然環境と防災 その２ 0 18 5 0 

四国の地域振興 その１ 11 36 13 0 

四国の地域振興 その２ 0 2 3 0 

コンピュータと教育 その 1 13 36 7 2 

コンピュータと教育 その 2 4 21 2 0 

タンパク質で生命を斬る 4 8 0 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

1 13 1 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 19 71 10 0 

太陽光利用型植物工場における知能的農作物

生産 

3 7 1 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 2 4 0 0 

サイエンスリテラシーの化学 2 1 0 0 

気象学入門 11 33 6 0 

有機化学概論 0 3 0 0 

海洋基礎生態学 8 26 2 0 
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知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問18：わかりやすくする工夫

1.非常に工夫されていた 2.工夫されていた

3.あまり工夫されていなかった 4.まったく工夫されていなかった
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問 19.この授業の内容や関連分野に対する関心や問題意識は，この授業の履修によってどのように変わり

ましたか？ 

 1.非常に強

くなった 

2.少し強く

なった 

3.ほとんど

変わってい

ない 

4.以前より

も弱くなっ

た 

知の探訪 3 5 1 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人

－ 

5 14 1 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四

国の収容所を中心に― 

5 8 1 1 

現代科学と研究倫理 8 19 2 1 

大学の知の活用 5 16 5 0 

大学教育を考える 3 8 0 0 

行動統計学入門 1 1 1 1 

阿波学 3 5 2 1 

自動車概論 3 12 3 0 

情報のいろは 8 31 6 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 4 7 1 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 1 3 1 0 

香川を学ぶ その１ 3 25 2 1 

香川を学ぶ その２ 2 17 1 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 5 11 2 1 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 5 7 4 0 

瀬戸内海論 その 1 4 15 5 0 

瀬戸内海論 その 2 8 10 1 0 

香川の文化と歴史 その 1 7 26 1 0 

香川の文化と歴史 その 2 8 15 4 0 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 5 10 4 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 3 6 2 1 

四国の自然環境と防災 その１ 10 26 8 0 

四国の自然環境と防災 その２ 5 15 3 0 

四国の地域振興 その１ 15 34 8 1 

四国の地域振興 その２ 0 4 0 1 

コンピュータと教育 その 1 8 38 8 2 

コンピュータと教育 その 2 1 15 9 1 

タンパク質で生命を斬る 6 7 0 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

3 10 2 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 24 69 7 0 

太陽光利用型植物工場における知能的農作物

生産 

2 7 2 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 2 3 1 0 

サイエンスリテラシーの化学 1 2 0 0 

気象学入門 10 30 8 2 

有機化学概論 0 3 0 0 

海洋基礎生態学 10 20 5 1 
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知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問19：履修後の関心や問題意識

1.非常に強くなった 2.少し強くなった 3.ほとんど変わっていない 4.以前よりも弱くなった
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問 20.全体として，この授業はどの程度有意義でしたか？ 

 1.非常に有

意義だった 

2.有意義だ

った 

3.あまり有

意義ではな

かった 

4.まったく

有意義では

なかった 

知の探訪 1 7 1 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人

－ 

6 13 1 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四

国の収容所を中心に― 

6 8 0 1 

現代科学と研究倫理 7 19 2 2 

大学の知の活用 5 21 0 0 

大学教育を考える 1 10 0 0 

行動統計学入門 1 1 1 1 

阿波学 3 6 1 0 

自動車概論 5 13 0 0 

情報のいろは 18 26 2 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 5 7 0 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 1 4 0 0 

香川を学ぶ その１ 5 22 4 1 

香川を学ぶ その２ 3 15 2 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 5 12 1 1 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 5 10 1 0 

瀬戸内海論 その 1 4 14 6 0 

瀬戸内海論 その 2 5 12 1 0 

香川の文化と歴史 その 1 13 20 1 0 

香川の文化と歴史 その 2 8 15 2 2 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 6 10 2 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 2 7 3 0 

四国の自然環境と防災 その１ 7 34 3 0 

四国の自然環境と防災 その２ 5 17 1 0 

四国の地域振興 その１ 14 42 4 0 

四国の地域振興 その２ 0 4 0 1 

コンピュータと教育 その 1 10 40 8 1 

コンピュータと教育 その 2 4 19 3 1 

タンパク質で生命を斬る 4 9 0 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

3 11 1 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 30 64 5 0 

太陽光利用型植物工場における知能的農作物

生産 

4 5 2 0 

飛行機はなぜ飛ぶのか 3 2 1 0 

サイエンスリテラシーの化学 1 2 0 0 

気象学入門 12 32 5 1 

有機化学概論 0 3 0 0 

海洋基礎生態学 10 21 4 1 
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知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問20：有意義

1.非常に有意義だった 2.有意義だった 3.あまり有意義ではなかった 4.まったく有意義ではなかった
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問 21.この授業を，友人や後輩にお勧めしたいですか？ 

 1.非常に勧

めたい 

2.まあまあ

勧めたい 

3.あまり勧

めたくない 

4.まったく

勧めたくな

い 

知の探訪 2 6 1 0 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人

－ 

5 13 2 0 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四

国の収容所を中心に― 

4 8 2 1 

現代科学と研究倫理 6 19 2 2 

大学の知の活用 8 15 4 0 

大学教育を考える 0 10 1 0 

行動統計学入門 0 0 2 2 

阿波学 3 6 2 0 

自動車概論 6 12 0 0 

情報のいろは 8 34 4 0 

地域コンテンツと知財管理 その１ 2 9 1 0 

地域コンテンツと知財管理 その２ 0 5 0 0 

香川を学ぶ その１ 10 19 3 0 

香川を学ぶ その２ 8 10 2 0 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 6 10 2 1 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 5 10 1 0 

瀬戸内海論 その 1 7 16 1 0 

瀬戸内海論 その 2 5 12 2 0 

香川の文化と歴史 その 1 14 20 0 0 

香川の文化と歴史 その 2 9 16 1 1 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 4 14 1 0 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 1 7 3 0 

四国の自然環境と防災 その１ 7 33 4 0 

四国の自然環境と防災 その２ 8 13 2 0 

四国の地域振興 その１ 8 37 12 3 

四国の地域振興 その２ 0 2 1 2 

コンピュータと教育 その 1 10 38 8 2 

コンピュータと教育 その 2 5 18 2 2 

タンパク質で生命を斬る 4 7 2 0 

ユーラシア大陸における人と 

金属生産の関わり 

4 10 1 0 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 60 37 3 0 

太陽光利用型植物工場における知能的農作物

生産 

4 6 0 1 

飛行機はなぜ飛ぶのか 1 3 2 0 

サイエンスリテラシーの化学 1 2 0 0 

気象学入門 10 34 5 1 

有機化学概論 0 3 0 0 

海洋基礎生態学 10 23 3 0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知の探訪

モラエスの徳島 －グローバリズムと異邦人－

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 ―四国の収…

現代科学と研究倫理

大学の知の活用

大学教育を考える

行動統計学入門

阿波学

自動車概論

情報のいろは

地域コンテンツと知財管理 その１

地域コンテンツと知財管理 その２

香川を学ぶ その１

香川を学ぶ その２

瀬戸内地域活性化政策 その１

瀬戸内地域活性化政策 その２

瀬戸内海論 その1

瀬戸内海論 その2

香川の文化と歴史 その1

香川の文化と歴史 その2

四国の歴史と文化 その1（歴史編）

四国の歴史と文化 その2（文化編）

四国の自然環境と防災 その１

四国の自然環境と防災 その２

四国の地域振興 その１

四国の地域振興 その２

コンピュータと教育 その1

コンピュータと教育 その2

タンパク質で生命を斬る

ユーラシア大陸における人と…

大学生のための『安全・安心』の基礎講座

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産

飛行機はなぜ飛ぶのか

サイエンスリテラシーの化学

気象学入門

有機化学概論

海洋基礎生態学

問21：友人への勧め

1.非常に勧めたい 2.まあまあ勧めたい 3.あまり勧めたくない 4.まったく勧めたくない
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問 22.この授業について，良かった点を，具体的にお書きください。（「なし」等の回答は削除） 

知の探訪 毎回教授が変わるので、幅広い知識を得ることができた。 

知の探訪 自分の空いている時間に取り組めた。 

知の探訪 早送りで授業を受けれる。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

モラエスを通して、自分の中のグローバリズムが変わった。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

モラエスのお話は興味深く、面白かった。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

これまで知らなかったモラエスについて知り、グローバル社

会について考えることができたところ。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

スマートフォンで課題提出が出来る点がよかったです。 

動画が視聴出来ず、サポートに問い合わせた時にすぐに連絡

がつき、改善も早かったのが良かったです。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

締め切りが細かく設定されていること 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

ビデオの中で実際にモラエスのゆかりの地に行ってくれてい

たのは良かった 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

レポート能力が格段に向上した。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

レポート形式だったため自分で考える機会が増えた 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

ディスカッションできるのがよかった。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

授業で取り扱った内容が非常に興味深いもので、講師の授業

に対する熱意も感じられた。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

詳しい内容が多く、関心が高まった点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

元々、興味がある内容であった為、また教授の丁寧かつ分か

りやすい説明があったため、強い好奇心を持ち、どの単元に

も新鮮な気持ちで取り組むことができた。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

現地を訪れての説明が良かった。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

動画と講義資料を同時に見れた点。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

家で受講できることが良かったです。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

各授業ごとに、パワーポイントで内容がまとめられていたの

で、復習に大いに役立てた伝達。 

現代科学と研究倫理 課題が一問一答形式が多いところ 

現代科学と研究倫理 私は文系で研究倫理のことなどあまり知らなかったが、この

授業のおかげで少し詳しくなることができました。範囲も広

かったので、今後の生活で役に立つことがあると思います。

ありがとうございました。 

現代科学と研究倫理 いくつかの動画に分かれていて、少しずつ進められた点 

現代科学と研究倫理 先生の解説がわかりやすかったこと。 

現代科学と研究倫理 研究倫理についてあまり関心がなかったが、授業を通して、

関連のあるニュースを見るようになった。また、何が研究不

正になるのかや、研究者だけでなく、社会全体として考えな

ければならない問題であるということも学ぶことができた。 

現代科学と研究倫理 幅広い分野に触れることができるため、視野が広がった点。 

現代科学と研究倫理 大学で実験型の授業を受ける際に参考になった。 

現代科学と研究倫理 いつでもできる。 
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現代科学と研究倫理 動画などにイラストが程よく使用されており、分かりやすか

った。 

現代科学と研究倫理 理系の内容が中心であったが、文系の私にもわかりやすい解

説と、関心の持ちやすい話題で面白かった。 

大学の知の活用 知的財産や、バイオ関連は情報の更新が大変早く、本や資料

を活用したものでは、情報の鮮度が低い場合が多く、授業形

式にまとめられていたこともあり、最新の情報を正確に得ら

れたことが良かった。 

大学の知の活用 IT や科学的なことを中心に学べたので、普段履修する科目と

は異なり非常に面白かった。文系の自分でもわかりやすかっ

た。 

大学の知の活用 期末テストがなかったところ 

大学の知の活用 私は文系なので理系の角度から知的財産権について学ぶこと

ができたのが良かった。 

大学の知の活用 特許のことを知れた点 

大学の知の活用 問題に対するヒントがしっかりと動画に入っていた。 

大学の知の活用 自分の都合に合わせて授業を受けることが出来た点。 

大学の知の活用 自宅にいながら様々な大学の事例を知ることができる点が非

常に良かったです。 

大学の知の活用 自分の好きな時間にできた点。 

大学の知の活用 自分のペースで勉強できる 

大学の知の活用 さまざまな学問が学べた。 

大学教育を考える 違う大学の人とコミュニケーションが取れたところ 

大学教育を考える 大学のことについて、知らなかったことがたくさん知れた点。 

大学教育を考える 他の受講生からコメントや質問をもらうことによって、自身

の考えを深めることができた点。 

大学教育を考える 今まで疑問に思いながらも調べようとしなかった内容ばかり

だったので、それらを知るいい機会になった。 

大学教育を考える 大学の授業の受け方を見直せた点。 

大学教育を考える 先生方が楽しい人たちだった点。 

大学教育を考える 同じ受講者と意見交換できたこと 

行動統計学入門 質問コーナーを利用して、分からないことがあれば質問がで

きたところ。 

改善していただきたいことは沢山書いてしまいましたが、楽

しかったです（最後のほうはかなり難しかったですが…）。将

来、統計学を使った仕事がしたいと考えているので、これか

らも統計学の勉強を頑張ります。また機会があれば色々と教

えてください。最後までありがとうございました。 

行動統計学入門 説明が丁寧そうだった。分かった気になれた。 

行動統計学入門 動画再生速度を変えられるのは良いと思った。 

阿波学 個人的にそれぞれの動画が、長すぎず短すぎず、ちょうど良

い視聴時間だったので、集中しやすかった点。 

阿波学 四国になじみ深い文化を題材にしてある点 

自動車概論 以前から車について興味はあったが、自分から進んで学習す

る意欲はなかった。しかし、このような授業が設けられてい

たことで、学習する機会が与えられ、さらに興味のある分野

であるためとても楽しく受講することができました。 

自動車概論 前から車には興味があったのですがエンジンなどの詳しいこ

とが知れてさらに興味がわきました。 

自動車概論 自動車についての講義があること自体に驚いた。 

免許取得はしているが、内容を忘れてしまっている点も多か

ったため、知識の補完を行うことができた。 
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教習生時代を思い出しながら講義を受けることができた。 

自動車概論 締め切りに余裕がある点 

自動車概論 自動車について理解を深めることができた 

自動車概論 元々自動車について興味があったため、内容がスムーズに入

ってきた。 

また、社会においては、自動車は切っても切り離せないもの

であるため、知識や教養を身につけられる点。 

情報のいろは 説明がとても分かりやすいし、 

数学の高度な知識がなくても理解できるような説明をして k

れ多ところです。 

情報のいろは 情報について科学の視点から勉強できた 

情報のいろは 難しかったが、ヒントがあったので何とか回答することが出

来た。 

情報のいろは 情報に関する基礎的な知識を広い範囲で学習できた点。 

情報のいろは 授業内容自体は難しいものを含んでいる回がいくつかあった

が、それをなるべく優しく教えようとする工夫がよくみられ

た。授業の進行スピードも良い意味でゆっくりで、内容を理

解する手助けになっていたと思う。 

情報のいろは 難しい個所もわかりやすい言葉で説明してくださった点。 

情報のいろは PC を用いたり、情報処理系の分野は苦手意識があったが、少

しは分かるようになったと思う。 

情報のいろは 中々情報リテラシーの授業だけでは教えられない情報のこと

を聞くことができた点。 

情報のいろは 優しい問題からだんだんと段階を追うごとにレベルアップし

ていきちょうどよかった 

情報のいろは コンピュータについて少しわかった 

情報のいろは 知識がついた 

情報のいろは 量がちょうどよく計画的に進められる 

情報のいろは 自分のライフスタイルい合わせて学習できるのが良かった。 

情報のいろは 先生が優しかった。 

情報のいろは メールで情報を知らせてくれた 

情報のいろは 情報のいろはということで、知覚、認知の面や、情報量の面、

また、コンピュータや情報社会の側面など様々見地を広める

ことができた点 

情報のいろは 指示や説明が分かりやすかった。 

毎週の課題の採点がはやかった。 

地域コンテンツと知財管理 その１ ありがとうございました 

地域コンテンツと知財管理 その１ 知的財産という、授業内容自体が将来のために役に立ちうる

点 

地域コンテンツと知財管理 その１ PDF資料が丁寧だった点。 

地域コンテンツと知財管理 その１ 教科書に準拠したコンテンツが提供されていた点 

地域コンテンツと知財管理 その１ 講義も教科書も非常に分かりやすく、初学者でも理解しやす

かったです。 

地域コンテンツと知財管理 その２ 色々なことが学べて参考になった。 

香川を学ぶ その１ 余りなじみのなかった香川県への造詣が深まったところ。 

香川を学ぶ その１ どこでもできた。 

香川を学ぶ その１ 小テストで知識の確認ができること。 

香川を学ぶ その１ 聞き逃した部分を何度でも聞ける。 

香川を学ぶ その１ いつでも受講可能。 

香川を学ぶ その１ 配布資料などが詳しくて良かった。 

香川を学ぶ その１ 香川のことをより知ることができた。 

香川を学ぶ その１ 香川県について知れた 
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香川を学ぶ その１ 多くの分野の内容を一つの講義で学べるのがよかった。 

香川を学ぶ その１ 香川について、より知れたこと。 

香川を学ぶ その１ 香川について知ることが出来て行きたくなった点。 

香川を学ぶ その１ 小テストの問題数が少ない 

香川を学ぶ その１ 県外から移ってきた自分にも香川の好きなところがふえたこ

と 

香川を学ぶ その１ 休日など大学の授業のない日にも学習を進められる点 

香川を学ぶ その２ 香川について様々な角度で考えることができたという点。 

香川を学ぶ その２ 瀬戸内について意識してなかった内容を知ることができた。 

香川を学ぶ その２ 香川県について知らないこと多いことに気が付いた。 

多くの知識を得ることができた。 

香川を学ぶ その２ 理解が 1 度で深められない場合に再視聴できるので、十分理

解を深められた。 

香川を学ぶ その２ 香川のことが少し知れた点。 

香川を学ぶ その２ 香川県の詳しいことを改めて知れた点。 

香川を学ぶ その２ 自分の計画通りに学習できる点 

香川を学ぶ その２ 地元のことに関してしっかりとした知識がついた。 

香川を学ぶ その２ 香川についていろいろなことを知ることが出来よかった。災

害についてなども知識を得ることができこれから役に立つこ

とを学べよかった。 

香川を学ぶ その２ いつでもできる！ 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 小テストが選択制だったのでとても、簡単に取り組めたので

良かった。また、３回までと言うようにチャンスが何回かあ

るので心強かった。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 期末レポートで実際に自治体の「まち・ひと・しごと創生総

合戦略」について調べ、考えることで、より理解を深めるこ

とができた。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 第１回から４回までの授業を一気に受けることができた。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 瀬戸内のことについて学べたこと。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 授業で聞き逃した点を何回でも聞き直せる点 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 香川県についてより深く知ることが出来た点。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ レポートの提出期間が十分に設けられている点 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 香川県が現在抱えている課題やその取り組みの重要性に関し

ての説明が分かりやすかった 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 地域の活性化の現状や政策についての理解を深めることがで

きた点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 小テスト受講期限があるため、後のほうで小テストをため込

まずに済んだ点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 小テストを受ける機会が３回もうけられていた点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 様々な切り口から地域活性化について考えることができ、事

例も多かった。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 動画を見直すのも簡単にでき、学習しやすかったという点 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 瀬戸内地域に関する理解が深まった点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 資料が見やすいように工夫されていた。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 動画内で区切りがあり，見返す際に何処を見ればよいかが分

かりやすい。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 瀬戸内地域のことが良く分かった点。 

瀬戸内海論 その 1 自分の好きなときに学習でき、またテスト形式なのがよかっ

た。 

瀬戸内海論 その 1 瀬戸内海の現状を深く知ることができた。 

瀬戸内海論 その 1 瀬戸内海について知ることができた点 

瀬戸内海論 その 1 テーマによって先生が変わるので、それぞれの得意分野につ
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いて話が聞ける点。 

瀬戸内海論 その 1 自宅で受けられること。 

瀬戸内海論 その 1 瀬戸内についてを様々な視点から学べた点 

瀬戸内海論 その 1 瀬戸内海について細かく説明されていた点 

瀬戸内海論 その 1 瀬戸内海を、科学技術や法制度など、いろいろな視点で見ら

れる点。 

瀬戸内海論 その 1 私は医学部なので、工学部や理学部などの理系の授業に触れ

る機会はありません。瀬戸内海論その１では、全体的に理系

的な内容が多く新鮮でした。 

瀬戸内海論 その 1 瀬戸内海について詳しく知れたこと。 

瀬戸内海論 その 2 見出しごとに動画がみられるように一覧になっていたところ 

瀬戸内海論 その 2 瀬戸内海の問題を様々な視点から学ぶことができた。 

瀬戸内海論 その 2 瀬戸内海についていろいろなテーマの講義を受けられて良か

ったです 

瀬戸内海論 その 2 テスト形式なところ 

瀬戸内海論 その 2 その 1で学んだ分野以外のことも学べた点。 

瀬戸内海論 その 2 回ごとに違う教授の授業を受けることができる点。瀬戸内海

をテーマにそれぞれの専門分野から説明をしてもらったた

め、様々な視点から瀬戸内海を見ることができた。 

瀬戸内海論 その 2 小テストに時間制限がない点。 

瀬戸内海論 その 2 瀬戸内海のことについて専門的なことを詳しく学習できた。

また今までよりも興味を持てた。 

瀬戸内海論 その 2 私は香川県外から入学したので、それまであまりなじみのな

かった瀬戸内海について幅広く知ることができて面白かっ

た。 

瀬戸内海論 その 2 テストが難しすぎなかった。 

瀬戸内海論 その 2 干潟や気候について詳しく知れた。 

瀬戸内海論 その 2 瀬戸内海での課題を生物多様性や人間活動の影響等、いろん

な観点から学べた点。 

香川の文化と歴史 その 1 香川の文化についてとても分かりやすく説明されていたの

で、さらに文化について興味を持つことが出来た。 

香川の文化と歴史 その 1 地元の知らないことを知ることができる 

香川の文化と歴史 その 1 分からなかったことがあると、ビデオを戻してもう一度聞き

直せるところ。 

香川の文化と歴史 その 1 実際の映像がある。 

香川の文化と歴史 その 1 小テストによって授業の要点をつかめた点 

香川の文化と歴史 その 1 問題提議がされていて、これから考えなければならないこと

が明確になったと思う。 

香川の文化と歴史 その 1 私は県外から進学してきたため香川のことを全く知らなかっ

たが、この講義を通して香川や香川大学で行われている取り

組みについて知ることができたのが良かった。特に博物館な

どには行ったことがなかったので、講義で中の様子や、どん

なものが展示されているかを知り、行ってみたいと思うもの

もあった。 

また、講義のスライドが見やすく、講義動画もいくつかに分

かれているので適度に休憩しながら楽しく学習することがで

きた。 

香川の文化と歴史 その 1 今までの大学の講義では四国全体の文化や歴史、または愛媛

大学生ということで愛媛の文化や歴史はある程度学んできま

したが、香川の文化と歴史についてここまで深くは学んだこ

とはありませんでした。なので、この講義を通して、私が今

まで知らなかった香川の様々な文化や歴史を知ることができ
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て良かったと思います。私の出身県では見たことのないよう

な文化が多くて、とても新鮮で興味深かったです。また香川

県は、四国４県のうち、唯一私がまだ訪れたことのない県な

ので、機会があれば是非とも行ってみたいです。 

香川の文化と歴史 その 1 いろんな施設の人の話を聞けて楽しめた。 

香川の文化と歴史 その 1 わからない内容が出ても自分で動画を停止してインターネッ

トで調べることが可能なため、理解しながら自分に合ったペ

ースで受講できる点 

香川の文化と歴史 その 1 毎回香川や瀬戸内海地域のことが事細かく解説されていて、

分かりやすかった点。 

香川の文化と歴史 その 1 香川についての知識が増えた。 

香川の文化と歴史 その 1 参考にできるいろいろな物品などをみることができた 

香川の文化と歴史 その 1 自分のペースで学習できる。 

自宅で学習できる。 

何度でも見直すことができる。 

香川の文化と歴史 その 1 香川について、歴史から観光まで広く紹介されていて、それ

ぞれの分野に詳しい先生の話を聞ける点 

香川の文化と歴史 その 1 あらかじめ資料が配布されていたので、メモも取りやすく、

理解する助けになった 

香川の文化と歴史 その 1 香川県について知れた。 

香川の文化と歴史 その 1 教えてくださる先生によって教え方、ビデオの使い方が違い 

とても面白かった 

香川の文化と歴史 その 1 香川の文化・歴史について詳しく知ることができた。 

香川の文化と歴史 その 1 講師がたくさんいる点 

香川の文化と歴史 その 1 香川の歴史や、文化は全く知らなかったのですが、授業を受

けるなかで香川の歴史や、文化を知ることで、香川県に興味

がもてるようになりました。 

香川の文化と歴史 その 1 瀬戸内海、特に香川の歴史と文化について、個人学習では得

ることができない貴重な情報を得ることができた点 

香川の文化と歴史 その 2 香川の現状を知れた 

香川の文化と歴史 その 2 取材などが行われた動画もあり、より身近に感じることがで

きた。内容が興味深いものが多かった。 

香川の文化と歴史 その 2 歴史や文化、自治体の取り組みなどを知ることができた 

香川の文化と歴史 その 2 自分の好きな時間帯に自分の興味のある分野を学ぶことが出

来る点。 

香川についてアートや歴史を通して学ぶことができる点。 

香川の文化と歴史 その 2 関係者へのインタビューがあるのがよかった。 

香川の文化と歴史 その 2 香川について知らないことを、たくさん知ることができたこ

と。 

また、この講義を受けていないと知ることのなかったであろ

う建物や作品、またその魅力などを知れたこと。 

香川の文化と歴史 その 2 自分が興味のある内容であったこと 

香川の文化と歴史 その 2 香川について知らなかったことが分かった点。 

香川の文化と歴史 その 2 香川県について知らないことをたくさん知れた点 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 授業開始時は四国の歴史をあまりよく知らなかった。これは、

今までの歴史の授業であまり扱わなかったことが原因だと考

えるが、eラーニングで取り上げていただき、四国の歴史と文

化に触れる良い機会となった。また、授業を繰り返し視聴で

きることや、自由な空き時間を使った学習は大変面白く、学

習にストレスを感じなかった。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 四国のことが歴史という面から理解することができ、この場

所への愛着が深まった。 
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四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 今まで全くと言っていいほど知らなかった四国の歴史と文化

について、その一部だけでも学び知ることが出来た点は良か

ったと思います。四国に限らず、歴史そのものにあまり興味

がない自分でしたが、想像以上に深い歴史があって非常に驚

きました。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 自分の好きな時に学習できる。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 授業についてはわかりやすく簡単に理解できた。この授業の

質を保ってほしい。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） なんどでも視聴できるので分からなかったところはもう一度

視聴し復習できた。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） レポートをするのにあまり時間がとられない点 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 歴史上の人物だけでなく、水運や経済などの様々なものを通

して、四国の歴史と文化を知ることができた点。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 四国の歴史について、普段考えない観点から見ることが出来

てよかった。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 聞き逃した部分を繰り返し聞くことができる点。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 四国について初めて知ったことが沢山あった点。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 今まで関心がなかったことに関心を持ったり、気づいたりで

きるようになった。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 四国の文化に触れるきっかけとなった 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 四国の文学者やその作品について、一般的に知られている内

容の範囲以上のことが知れた点。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 出身が関西なので四国のことはほとんど知りません 

なので全然知らないことばかり知ることできた点です。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 各講義において、視点を絞って四国の文化について学べてよ

かった。 

四国の自然環境と防災 その１ 自然に興味があったため、大学４年間を過ごす四国について

知ることは将来の選択にもかかわるため幅広い自然分野につ

いて学べてよかった。 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の住んでいる地域について深く知ることができた点。 

四国の自然環境と防災 その１ 四国についてかなり詳しく紹介してくれた店 

四国の自然環境と防災 その１ 四国で生活する中での知っておくべき点を具体的に学ぶこと

ができた。瀬戸内の気候条件には深い関心を持つことができ

た。 

四国の自然環境と防災 その１ 防災という観点から、自分を取り囲む自然を見つめることが

できた点。 

四国の自然環境と防災 その１ 興味のある分野だったので、集中して講義を聞けた。 

家で授業を受けられたのが良かった。 

四国の自然環境と防災 その１ 四国の自然についていろんな視点から見ることができた点。 

四国の自然環境と防災 その１  四国４県それぞれの視点から自然について見つめることが

できたので、他県のことを知れてよかった。 

四国の自然環境と防災 その１ 岡山県出身なので四国の地理や環境を知ることができてよか

ったです。 

四国の自然環境と防災 その１ 自由な時間に受講が出来ること。不明な点は何度でも視聴で

きる事。 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の大学のある県の情報だけでなく、四国全体について知

れたこと 

四国の自然環境と防災 その１ e-ラーニングでやりやすかったです。 

四国の自然環境と防災 その１ 分かりやすい説明 

四国の自然環境と防災 その１ 四国の自然環境について学べた点。 

四国の自然環境と防災 その１ 香川の良さを知った 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の知らない故郷四国の沢山の魅力を知ることができた 
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四国の自然環境と防災 その１ 自分のペースで受講できる。 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の住んでる地域のことをより深く理解することができた

点。 

四国の自然環境と防災 その１ 四国の気候や地形などについて詳しく知れたところ。 

四国の自然環境と防災 その１ 好きな時間に受けられること。 

四国の自然環境と防災 その１ 私は出身が四国ではないため、四国を題材にした様々な課題

を知る機会になり、とても有意義なものとなったと思う点。 

四国の自然環境と防災 その１ 四国の自然について少し関心が強くなったこと 

四国の自然環境と防災 その１ 授業内で発言している中で、スライドにない語句は、自分で

調べなければ漢字や意味が分からないことが多く、その調べ

る行動が意欲的な学習につながった点。 

四国の自然環境と防災 その１ 自分の身近な四国内における自然環境についての知識を紹介

してもらうことは、とても興味深いものでした。また、クイ

ズにより理解度を測定してもらうため、より細かなところま

で内容を把握する必要があり、単にレポートを提出したりす

るよりも記憶に残るものとなりました。 

四国の自然環境と防災 その１ 瀬戸内地域の環境をそれぞれの研究者や仕事などの観点から

みることができた 

四国の自然環境と防災 その１ 面白かった 

四国の自然環境と防災 その１ 小テストが複数回受けれる 

四国の自然環境と防災 その１ クイズ形式で答えやすかった 

四国の自然環境と防災 その１ 他県など、違う地域の話が聞けること 

四国の自然環境と防災 その２ 四国地方の特徴を学ぶことができる点がよかった。 

四国の自然環境と防災 その２ 災害と防災についての知識が身についた。 

四国の自然環境と防災 その２ 災害に備える意識をより高めてくれた。 

四国の自然環境と防災 その２ 四国のことを知れたこと 

四国の自然環境と防災 その２ 防災に対して関心が高まったこと 

四国の自然環境と防災 その２ 世間的に防災意識が高まっていく中で、四国での様々な取り

組みなどを学べたのは良かった。 

四国の自然環境と防災 その２ 防災知識について学ぶよいきっかけになった 

四国の自然環境と防災 その２ 四国の自然環境とその防災について、四国出身ではない自分

にも分かりやすく、興味を抱かせやすい内容となっていた点。 

四国について学ぶことのできる良い学習機会となった点。 

四国の自然環境と防災 その２ 講師の映像とパワーポイントのスクリーンが２画面で表示さ

れている回があって、わかりやすく授業が進められた点。ス

ライドが見やすかった。 

四国の自然環境と防災 その２ 自身が住んでいる地域について、これほど詳しい知識を得ら

れたことが初めてだったので、とても有意義でした。 

四国の地域振興 その１ 自分のタイミングでできる授業でいいと思いました。 

四国の地域振興 その１ 私の全く知らなかった香川の産業が知れてよかった。 

四国の地域振興 その１ 早めにまとめて学習することができた点。 

四国の地域振興 その１ 四国の主な産業について学ぶことが出来た。自分の知らない

香川や高知の産業についての学びが深まった。愛媛県だけに

対する関心が四国全域の関心へと変わった点。 

四国の地域振興 その１ 今まで知らなかった四国の産業を知ることができてよかった

です。 

四国の地域振興 その１ ネット環境があればどこでも授業を受けられる点。 

四国の地域振興 その１ 四国のことについて知れた。 

四国の地域振興 その１ 四国の産業について各回の講義でわかりやすく説明されてい

たこと。 

資料となる映像が多く飽きずに受講する事が出来たこと。 

四国の地域振興 その１ 四国のことがよく学べた 
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四国の地域振興 その１ 学校でひらかれた授業をビデオ視聴によって受けることがで

きたこと。四国についてより深くまで、スペシャリストが解

説してくれるとこと。さまざまな分野から四国について知れ

たこと。 

四国の地域振興 その１ 理解していなかったところや、新しい発見が多くあって、お

もしろかった。また、林業＝環境破壊産業というようなイメ

ージがあったため、そうではないことをしれて本当によかっ

た。何度も聞き直すことできるため理解しやすかった。 

四国の地域振興 その１ 四国の産業などのことがよくわかった。 

四国の地域振興 その１ 新しいことが知れて、知識が向上した。 

四国の地域振興 その１ 様々な分野を学べた点 

四国の地域振興 その１ 自分のペースで進められた。 

四国の地域振興 その１ 四国のそれぞれの県の特色を深く知ることができた。 

四国の地域振興 その１ 四国の産業への理解が深まった。 

四国の地域振興 その１ 授業スライドが映像とともに表示された点。 

四国の地域振興 その１ 内容を自分でまとめることで、より関心を持ちながら受講す

ることができた。 

四国の地域振興 その１ 自分の時間の都合がいいときにできる。 

四国の地域振興 その１ メールでレポートを提出できたことを知らせてくれて、点数

も教えてくれた点。 

四国の地域振興 その１ 自分の空いた時間に計画的に受講できた点。 

四国の地域振興 その１ 四国の産業を学べる。より四国について知ることができる。 

四国の地域振興 その１ 課題として、自分の言葉でまとめなおすことで、より内容を

理解することができた。 

四国の地域振興 その１ 四国の産業について詳しく具体的に学ぶことができた点 

四国の地域振興 その１ 多くの問題を知ることができた。 

四国の地域振興 その１ 説明や評価方法がとてもわかりやすく、学習に取り組みやす

かった。 

四国の地域振興 その１ 香川県について詳しく学べることができること 

四国の地域振興 その１ 身近な地域の有名なことや問題点のついて知れたから良かっ

た。 

また普通の教室で受ける授業とは違い、以前行った内容が全

てすぐに見返すことができ、自分の提出した課題も見ること

ができたので良かった。 

四国の地域振興 その１ 香川の産業を知ることができた。おいしいもの、いい製品を

作っている。 

四国の地域振興 その１ 香川県や他の県について知らないことを学ぶいい機会だっ

た。 

四国の地域振興 その１ 自宅でできる 

四国の地域振興 その１ ビデオ教材を使わない形式の e-learning が、時間のロスが少

なく、また、聞き取りにくいなどの問題もなかったため、や

りやすかった。 

四国の地域振興 その２ 課題について調べ学習を行う課題が毎回あったため、理解を

さらに深められたと思う点 

四国の地域振興 その２ 各回の講義の内容が深かった 

コンピュータと教育 その 1 授業の始まる前にはいつも先生からの挨拶があり、この会で

はどういうことを学ぶのか教えてくれたのでスムーズに授業

に入りやすかった。 

コンピュータと教育 その 1 とても楽しかったこと 

コンピュータと教育 その 1 わからないところは何度も動画を視聴し、理解できるまで頑

張れる点。 

コンピュータと教育 その 1 コンテンツの最初と最後に先生の旅での動画があったこと 
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コンピュータと教育 その 1 テストがなかった点 

コンピュータと教育 その 1 スライドが分かりやすかった。 

コンピュータと教育 その 1 レポート形式なので自分の意見を言える場面があった 

コンピュータと教育 その 1 毎回講義の最初と最後に林先生が生出演される動画がありま

したが、この動画が個人的にとても面白かったです！この講

義の他にもいくつか e-Learning の講義をとっているのです

が、その講義の先生方は淡々と授業を行われる先生が大半で

す。なのでその先生の人柄？のようなものまでは分からない

場合がほとんどです。このコンピュータと教育の授業は、先

生が生出演され、楽しい話をしてくださったことで、私自身

も楽しく講義を受けることが出来ました。 

コンピュータと教育 その 1 コンテンツの長さが聞きやすい長さでした。 

学習内容の合間に、教授の話も挟まれており続けて聞くこと

ができました。 

コンピュータと教育 その 1 締め切りが細かく設定されているので計画的にできた。 

コンピュータと教育 その 1 途中の問題で、学習者の立場で自分の意見を書かせる問題と

CAI が用いられているゲームを探してくる問題が個人的には

好きである。この問題によって、得られた知識や自分自身の

考えもあった。 

コンピュータと教育 その 1 質問で重要なポイントが合致していたところ 

コンピュータと教育 その 1 スライドを用いて適切な説明がなされていた点。 

コンピュータと教育 その 1 授業コンテンツが分かりやすく整理されていた。 

コンピュータと教育 その 1 先生の話が面白かったので楽しく受講することができた。 

コンピュータと教育 その 1 自分は最初、コンピュータと教育に関する知識をほとんど持

ち合わせていなかったが、ビデオや小テストを通してこれま

で以上の知識をより深く身につけることができた点。 

コンピュータと教育 その 1 e-learning そのものに対する知識をつけるには最適 

コンピュータと教育 その 1 知らないことを知れた 

コンピュータと教育 その 1 論点が明確で、何を学習するのかが提示されていた点。 

コンピュータと教育 その 1 スライドが分かりやすかった 

コンピュータと教育 その 1 動画コンテンツにおいて適宜省くことができる場所等の指示

がありスムーズに講義を受けることができた点 

コンピュータと教育 その 1 一回目の課題提出で、この授業の評価方法などを述べさせて

きちんと確認させたうえで、その次の回から学習が始まった

ので、この授業に取り組む意欲が向上した。 

コンピュータと教育 その 1 難しい内容も、なるべく簡単な言葉を選んで説明してくださ

っていたのが良かったです。 

講義の前後にある、講義説明の 3 分くらいの動画も面白かっ

たです。 

コンピュータと教育 その 1 繰り返し視聴できる。教員の声や文字がはっきりとわかる。

時間や場所に制約されない。 

コンピュータと教育 その 1 課題の提出期間を多くとってくれている点。 

コンピュータと教育 その 1 面白く話もしてくれて、楽しく授業を聞くことができた。 

コンピュータと教育 その 1 コンピュータと教育に関する歴史を学ぶことができたととも

に、コンピュータ、学習者及び教師の三者の関係について考

えることができた点 

コンピュータと教育 その 1 スライドに文字色の変化などの工夫があり、わかりやすかっ

た 

コンピュータと教育 その 1 e-Learning の基礎知識を得ることができた点 

コンピュータと教育 その 1 先生がすごい細かいことまで説明してくれて楽しかった。 

コンピュータと教育 その 2 パソコンを使った授業にもいろいろな種類があることが分か

った 
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コンピュータと教育 その 2 コンピュータのシステムと教育について知ることができた

点。 

コンピュータと教育 その 2 レポートをオンラインでだせることろ 

コンピュータと教育 その 2 説明が分かりやすかった 

コンピュータと教育 その 2 今後ますます使用していくであろうコンピュータシステムを

多く知ることができた。 

コンピュータと教育 その 2 動画コンテンツの音声が聞き取りやすく、解像度も良いので

視聴するのに困らなかった。 

コンピュータと教育 その 2 自分の好きな時間帯に授業を受けられる 

タンパク質で生命を斬る 興味があったので楽しく自分のペースで受講できました。 

タンパク質で生命を斬る 課題がいくつかの小問に分かれていた点が、学習しやすいと

感じた。 

タンパク質で生命を斬る 専門的なことが学べたこと。 

タンパク質で生命を斬る 内容の難易度がそこまで難しくなかったので、興味を持って

楽しく学べた。 

先生方の説明もわかりやすく、タンパク質についてさまざま

なことを知れて面白かった。 

タンパク質で生命を斬る 自分の興味にあっており、内容も難しいがわかりやすいよう

に解説されていた点。 

タンパク質で生命を斬る 動画が見やすいこと。 

タンパク質で生命を斬る 自分で調べながら行うことにより、より詳しくなれた。 

タンパク質で生命を斬る 自分が興味のある内容だったので非常に良かった 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

「製鉄」というものに焦点を当て、歴史から学んでいくこと

は新鮮で、毎回興味深かった。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

高校時代に、世界史を学習していたが、金属の歴史という観

点から歴史について勉強することはなかったので、とても新

鮮で興味深い内容だった。パワーポイントの資料の中に参考

画像を載せていただいたので、授業内容理解の手助けとなっ

た。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

最初に前回の講義の内容について触れてもらえたので、どう

いう学習をしてきたのかを思い出しやすかった。地図で場所

を示してもらえたので、どの地域の話をしているのかがよく

わかった。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

先生の講義は非常に専門的で知らない話が多く、面白かった。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

回の最後に授業のまとめを分かりやすくまとめてくれていた

ところです。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

講義の内容が充実しており、資料がとても分かりやすく、受

講しやすかった。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

多くの資料がちゃんと用意されていた点。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

鉄を含む金属の発見と伝来の歴史に初めて触れられた点． 

馴染みのない分野に，触り程度の馴染みを抱くことができた． 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

歴史の流れや地形をあまり分かっていなくても、金属の伝搬

と一緒に理解することが出来た。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

専門用語についての説明や補足がきちんとなされており分か

りやすく、先生の体験を交えた授業内容の解説がとても面白

く興味を持って受講することができた。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

金属の歴史がわかりやすく紹介されていた 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 先生が分かりやすかった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 理系の学生としての自覚をもつことの大切さと、これからの
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実験や研究に対する安全意識を高めることができたと思っ

た。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 安全・安心を守るような仕事に就きたいと思っているので、

安心な状態はどういう状態なのか、ハザードとは何か、リス

クとは何かなど基礎的な事項を学べたので非常に有意義な授

業だった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 小テストで理解度が確認できるのでよかった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 全講義が一斉に開講されるため、早め早めに受講できること。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 最初は、この授業に対してあまり、関わりが無い話なのかと

も思ったが、地震や火災、学生実験の安全に関する内容には、

知るべき情報が詰まっており、これが、学習意欲につながっ

た。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 様々な大学教授の話を聞けるところ 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 動画とスライド資料ともにわかりやすかった 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 社会について学べた。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 様々な分野からの視点で学べた 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 しっかりと資料を送付してあり、その後の学習を進めやすか

ったこと。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 講義自体は短時間であったが、やりやすかったと思う。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 普段の生活において意識することが増えた。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 実験はしないのであまりよくわからなかったけど、雷とか火

事とかについての内容はとても印象に残ったし、その通りに

しようと思った 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 とても詳しく、また、わかりやすく学ぶことができた 

色々なことを知るいいきっかけになった 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 ビデオで導入のような形で内容の説明を受け、資料を見て自

分で学習をしていく形式で、頭に入りやすかった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 大学の授業では学べないような内容を学ぶことができた。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 受講者の自主性にまかせ、自分自身のペースで学習できた点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 色んな大学の先生方の講義があったところ。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 実用性がある内容だった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 災害時などの対応の仕方などが興味深かった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 PDF資料が分かりやすかった点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 ひとつひとつの動画の時間が適切だった 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 毎回小テストがあること。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 一人でもできるとこ。 

いつでもどこでもできるとこ。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分のペースで進めることができる。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 安全について考え直すことができた。身近なテーマではある

が深く考えたことがなかったので今回学習できてよかった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 気楽に学習できた。内容もためになった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 役に立つ知識を多く得られたと思うので良かったです。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 小テストに制限時間が儲けらていないため、理解していない

部分をじっくり見直すことができた点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 動画が長すぎない 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 身近の安全や安心について知ることができた 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 動画や資料で勉強したことを、小テストで理解度の程度を確

認できた点が非常に良かった 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 様々な大学の教授の講義が受けれた点。 

それぞれの専門的知識を有する人の話が聞けた点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 小テストが選択式である点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 普段の学部の講義では聞けないような話をたくさん聞けて非
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常に有意義だった 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 スライドがわかりやすく、今後にも役立つ内容なので、とて

も有意義な時間を過ごせます。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 大学生に必要な知識を身に着けることができた。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 スライドがとても見やすかった点 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 すぐに日常生活に活かせるということ。数学や理科と違い、

生活に活かせる講義というのは関心が高まり、尚且つ楽しい。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 火災についての講義では、危機意識を見つめ直すいい機会と

なった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 好きな時間に受講できるのが良かった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 自分のペースをたもてる 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 簡潔に内容がまとめられててインプットしやすかった 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 動画が短く、要点がすぐ分かった。足りない部分をパワーポ

イント資料で補うことができた。 

通常の生活および学生生活に潜む危険についてその対処法も

含め分かりやすくまとめられていた。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

知らないことを知れた。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

テーマに沿って動画やテキストが細かく分けられている 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

普段、身近だからこそ考えることもなかった日常生活の事象

の原理を学ぶことが出来たことが印象的であった。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

資料が写真などが多く見やすくてわかりやすかった。 

課題についても動画内や資料で説明されており、集中して聞

くことができた。 

動画の先生の話し方が比較的聞き取りやすくてよかった。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

課題の問題が工夫されていた。 

飛行機はなぜ飛ぶのか 最後の紙飛行機の課題がとても楽しかったです。 

飛行機はなぜ飛ぶのか 課題提出の期限が長いので忘れていたと気が付いた時に挽回

が可能な点。 

サイエンスリテラシーの化学 化学が単純にもっと好きになった 

サイエンスリテラシーの化学 レポートで内容を整理してから、確認テストがあった点。 

気象学入門 日々の気象に関する知識を学習できた 

気象学入門 話の展開が非常に掴みやすく構成されていた。図や写真が多

用されており、内容の濃い授業であった。 

気象学入門 動画が 30分程度に小分けにしてあったので画面をずっと見な

くてすんだ。 

気象学入門 映像の内容が非常にわかりやすかった。 

気象学入門 授業がわかりやすかった。 

気象学入門 授業を受けるまで興味がなかったことに少し興味がもてた 

気象学入門 身近な天気について知ることができた点。 

気象学入門 気象についてわかりやすく、より興味を沸かせるような講義

だった。 

気象学入門 図表や実際の画像が多くて見やすかった 

実験の様子などもあり分かりやすかった 

気象学入門 説明が分かりやすかった 

気象学入門 気象について興味があり受講したので、知的好奇心が満足で

きる内容だった。 

天気予報が理解できるようになったり、普段空を見上げる機

会が増えたりとさらに気象に興味が出てきてよかった。 

気象学入門 自身の身近にあるにも関わらず、非常に知識が乏しい分野で
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あったので、初心者向けの難易度から授業が始まり、生活に

役立つ知識まで得ることができた点は、非常に有意義であっ

たように思います。 

気象学入門 実験映像や実際の事象がみられたこと。 

気象学入門 授業がとても分かりやすかった。 

気象学入門 気象学について非常に様々なことを深く教えてくださったの

で、幅広い知識が身に付いたと感じている。 

気象学入門 気候については初めて学んだが、意外と面白かった。 

気象学入門 PDFも配布されるため、手元の資料を見ながら授業を見、また

聞き返したりできたため非常に講義が受けやすかった。また、

教授の声も聴きやすかった。 

気象学入門 基本的な気象の知識が広く学べた 

講義の要約課題は授業を受けるモチベーションのアップと理

解の促進につながった。 

有機化学概論 教材が適切な難易度だった。 

海洋基礎生態学 ビデオ形式であるため復習が容易に行える点 

海洋基礎生態学 自分の都合に合わせられる 

海洋基礎生態学 各パートで何について話しているのか香がとても明確でよか

った。 

海洋基礎生態学 自分のペースで進められた点。何度も巻き戻しができる点。 

海洋基礎生態学 進行がゆっくりなので聞き漏らさず受けられる 

海洋基礎生態学 最初は興味がなかったのですが、最終的に関心が深まってよ

かったです。 

海洋基礎生態学 内容も面白く、とても興味を持って聴くことが出来た。また、

自分の都合に合わせて授業を受けられるという点も良かっ

た。 

海洋基礎生態学 好きな時間にできる。 

海洋基礎生態学 海洋生態学の基礎から学べ、専門外の知識もフォローされて

いた点。 

海洋基礎生態学 小テストの難易度が難しすぎず易しすぎず適切であり、提出

期限も課題に追われる等の気持ちにならない日程でちょうど

よかった。 

海洋基礎生態学 海洋基礎生態について知ることができた。 

海洋基礎生態学 先生の話が聞きやすい。 

海洋基礎生態学 先生が具体例をよく出してくれた点 

海洋基礎生態学 小テストの講評があり、自分の解答の足りない点が分かるの

が良かった。 

海洋基礎生態学 他の e ラーニングの授業では、スクリーンに映されたものを

ビデオに撮っていたので見づらかったが、この授業ではスラ

イドをそのままビデオにしていたので、とても見やすかった。 

海洋基礎生態学 ビデオの長さや Chapの長さがちょうどいい長さだった 

わかりやすかった 

海洋基礎生態学 何度か聞くことでスライドの内容以上の内容が得られた。 
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問 23.この授業について，改善してほしい点を，具体的にお書きください。（「なし」等の回答は削除） 

知の探訪 ビデオの再生時間が 90分を超えており長すぎること。 

知の探訪 提出期間が短い。 

知の探訪 レポートが多すぎる 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

年末の提出を見逃してしまった。できれば、冬休みの提出日

はやめてほしい。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

通常講義がない冬休み期間に課題締め切りを設定しないよう

にしてほしかったです。 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

課題の量が多いこと 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

ビデオの中で先生が咳き込む回数が多いときがあったところ 

モラエスの徳島 －グローバリズムと異

邦人－ 

レポートの多さ、期間の短さ 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

一週間に 40 分ほどのビデオを二本見て、A4のレポートをそれ

ぞれ一枚ずつ書くのは大変でした。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

他大学の生徒へのコメントは必要ないと思う。各回のレポー

トを送ってから 30 分待たないとコメントを打てないので、待

つ時間がもったいない。 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

実際の録画現場で指示棒を使って場所等を指し示している事

がありましたが、それは画面端に小さく映っているだけで、

メインの大きなスライドには反映されていないので、どこを

指しているか分かりにくい事が多々ありました。 

現代科学と研究倫理 授業によってはスライドの文字が読めなかった。（特に現代社

会と研究倫理の第 7回のスライドはフォントを大きくするか、

読めるように資料を置いておいてほしい。） 

現代科学と研究倫理 時に、PDFが配布されず、かつ授業映像がぼやけており、文字

が読めない時があったので、PDF を配布するようにするか、カ

メラのピントををモニタに合わせてほしい事がありました。 

現代科学と研究倫理 動画の画面の大きさが小さいものや画質の悪いものがあり、

スライドが見えにくかった点 

現代科学と研究倫理 内容が重複している回や、書いてあることを読み上げるだけ

の授業はあまり面白くなかった。 

現代科学と研究倫理 授業によっては画質が悪く、文字が見えないことがあった点。 

現代科学と研究倫理 ビデオの画質が悪いときがあった点。 

現代科学と研究倫理 課題を少なくしてほしい。 

現代科学と研究倫理 表示される動画のサイズを大きく統一してほしい。 

大学の知の活用 スライドの文字が小さくて見にくいことがあった。 

このことから、授業の動画だけでなく、スライドを資料とし

て全てのセクションにつけてほしい。 

字幕機能があればもっと良かった。 

動画が複数に分けられおり、一つの動画が終了するたびに授

業ページへ戻るのが集中も途切れ、面倒だった。連続再生が

できるようになればいいと思う。 

大学の知の活用 スライドの文字を小さくしすぎないようにしてほしい。画質

が良くないので小さいと見ないことがある。 

大学の知の活用 動画を再生していたら、止まることがあった。問題を解いて

いるときにもアクセスが悪くなってしまい、途中で強制終了

させられたこと。 

大学の知の活用 一回の授業に複数のテストや講義があるので一つにしてほし

い。 

また、愛媛大学の講義のプレゼンのスライドが見にくいこと。 
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大学の知の活用 授業が開講されるのがとても遅かった。 

遅くなる場合にはいつから開講されるのかを明確にしてほし

い。 

大学の知の活用 締め切りを過ぎてしまう前に通知が来てほしいという事とシ

ラバスに締め切りがあることを記載してほしい。 

大学の知の活用 徳島大学の先生の声が全く聞こえなかった。 

大学教育を考える 最初、なかなか授業が受けられなかったので、今後はそのよ

うなことがないようにしてほしい。 

大学教育を考える 返信の返信をしなければならないが、ぎりぎりまで誰もコメ

ントをしてくれていないときがあり、困ることがあった。 

大学教育を考える レポートに対する返信について、締め切りギリギリになると

返信してくれない可能性があるので、評価をつける基準とし

ては適切ではないと思う。 

大学教育を考える 授業が分かりにくいところがあった点。 

大学教育を考える 少々ビデオ時間が短かった点。 

行動統計学入門 授業で使っているスライドを課題とか授業の動画とかが貼っ

てある所に、一緒に貼ってもれえると、復習しやすかったと

思う。 

行動統計学入門 質問コーナーについて：もう少し他の受講者含めて活発なデ

ィスカッションがしたかったです。 

講義ビデオなどで紹介されていた「公式」として覚えること

が多すぎると思いました。（私は数学的に統計学を少し学んだ

ことがありますが、そのように感じましたので他の受講生の

方、特に文系の方などは相当きつかったのではないでしょう

か…。） 

個人的な意見ですが、もう少し基本的なものに絞り、その公

式の背景からしっかりと理解できるようにしたほうが良いの

ではと思いました。 

通常課題について：通常課題の例解を出すのが遅いです。答

えだけではなくて（簡単で構わないので）求め方も教えてほ

しいです。また通常課題の中にもエクセルを使って解く問題

やエクセルの計算式を応える問題が含まれており、エクセル

課題と分けている意味がよく分かりませんでした。 

エクセル課題について：第１回から最終回まで全くフィード

バックが無いことが困りました。あっているところ、間違っ

ているところを教えていただければ、自分の認識が間違って

いることに気付き修正することができます。フィードバック

が全くないと、最後まで間違った理解で進んでしまうと思い

ます。 

行動統計学入門 一週間に二講義は多すぎる。動画で話していないことを課題

に出すのはやめてほしい。毎回ネットで調べなければならな

かった。 

課題も多すぎる。パソコンを使わなければならない課題

(Excelなど)は特に時間がかかるため、分量の見直しをするべ

きだと思われる。復習する時間も全くとれない。 

先生側のミスでシラバスに予定されていない時期に課題を増

やして再提出させるのはおかしいと思う。シラバスの意味が

ない。 

課題の締め切り日が表示と違っていた。 

締め切り後にも課題が提出できたが、締め切り内に間違いが

ある状態で提出した場合と締め切り後に訂正して提出したの

では評価がどうなるのかはっきりさせてほしい。 

期末レポートの前にすべての回の解答が欲しかった。解答に
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も解説が欲しい。毎回先生に質問して解答が得られるまでを

締め切り内の 1 週間にこなすのは時間的に難しいと感じたの

で。 

動画の音声が聞き取りにくい。 

期末レポートの受験要項か心得かがどこにあるのかわからな

かった。 

阿波学 遍路を行う際の事前説明を配信する必要はないと思う。 

自動車概論 音声がかなり小さかったです。 

パソコンと動画の音量を最大にしても、聞きやすいとは言え

なかったので、音量が改善されればもっと良い授業になると

思いました。 

自動車概論 講義内の映像に関して、もう少し先生の声の音量を大きくし

て頂きたいと感じた。 

自動車概論 対応しているブラウザが少なすぎる点 

フィードバックが遅い点 

自動車概論 動画が見れなかったり途中で終わったりすることがあった。 

情報のいろは 計算問題が少し難しかったのでもう少し丁寧な解説をしてほ

しかった。 

情報のいろは 難しかった 

情報のいろは 特に無いが、強いて言えば最終課題がそれまでの課題に比べ

てかなり難しく思えたので、そのギャップを無くしてもよい

のではないかと思う。 

情報のいろは 後半は問題の内容が理解しにくいところもあったので、もう

少しだけかみ砕いてもらえたら嬉しかったです。 

情報のいろは 追加課題が難しいところと簡単なところの差があった。 

情報のいろは 意見を交換してみたい 

情報のいろは 手書きで提出できるところを少し増やして欲しい 

情報のいろは 追加課題についての軽い説明が欲しかったです。難しいと思

た追加課題は、用語などをネットで調べるなどして解こうと

努力しましたがさっぱり理解できなかったです。ヒントだけ

でもいいので解説して欲しいです。 

情報のいろは 課題が難しい所。 

情報のいろは 映像がたまに途切れたりする。 

情報のいろは 少し内容、質問が難しかった 

地域コンテンツと知財管理 その１ 最終課題の締切日が３種類表示されていた。 

２０日が締切であるのに、２０日から受験できますと書いて

ある部分があり、受験しそびれるところだった。 

最終課題の第５問の解答方法が問題文では文章で答えるよう

に読み取れるのに、ヒントのカギかっこの穴埋め形式であっ

た。そのため、回答方法に迷い、本来ならば正解であるのに

不正解になった。GPAが下がる可能性があるので対応してほし

い。 

地域コンテンツと知財管理 その１ 授業内容と、クォーター制度がかみ合っていない点。知的財

産管理技能検定の勉強を中心においている都合上、様々な分

野を勉強できるというメリットよりも、中途半端に学習が終

わってしまいかねないというデメリットの方が大きい。仮に

その 1 を受けたのちに、その 2 が抽選漏れした場合、その 2

の内容を、講義なしに独自に勉強せざるを得なくなる。(現に

私は抽選漏れしたため、これからの勉強に不安を持ってい

る。) 

地域コンテンツと知財管理 その１ 全体を通して最新の内容でなかったこと。 

地域コンテンツと知財管理 その１ 小テストにおいて、一回目の受験をした後、どの問題が間違



333 

っていて自分が何点だったかを知ることができないことが不

便でした。前に受講していた e-ラーニングでは毎度点数がわ

かっていたため、2 回目の受験がしやすかったです。 

地域コンテンツと知財管理 その１ 映像が途中で止まってしまい、動かなくなることがありまし

た。（自宅の PC・大学の PC からのアクセス）一度閉じて、再

度動画を立ち上げると何事もなかったかのように最初から再

生されるため、少し不便を感じました。 

地域コンテンツと知財管理 その２ 小テストを受けた後のレビューで回答が正解か、不正解かを

示してほしい。 

解説のようなものは表示されるが、それを呼んでも自分の回

答があってるかどうかわからず、結局最後まで理解できない

ことがある。 

香川を学ぶ その１ 価値のある内容の濃い授業がよい。 

香川を学ぶ その１ 上でも述べたが、画質、音質の問題で視聴に難があることが

あった。 

香川を学ぶ その１ スクリーンに映像が映っていない講義が多かった。 

香川を学ぶ その１ 声が聞き取りにくい場面があった。 

香川を学ぶ その１ 映像が対面授業を録画したものであった点。 

香川を学ぶ その１ カメラがいろいろな方向に向くので、固定してほしい 

香川を学ぶ その１ 動画を再生する時にたまに不具合が生じ、上手く視聴できな

い時があった。 

香川を学ぶ その２ 映像が少し飛んでいた点。 

香川を学ぶ その２ おとが割れたて聞こえにくい回があった・ 

香川を学ぶ その２ 解像度 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 重点的な部分だけ伝えて欲しい。 

絶対知っておいた方がいいことだけでいい。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 小テストの制限時間が少し短いように感じたので、5分くらい

がちょうどよいのではないかと思った。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ リンクされていたユーチューブが再生できず見ることができ

なくて、しかもそれが小テストにでたので解けなかった。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 生徒側が実際にフィールドワークに参加していることを前提

としたこの授業を e-learningで他大学の生徒に提供すること

の意義・効果に疑問を持った。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 小テストの内容が地域活性化について関係ないものが多い。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ まれに動画が再生できないことがある点 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 内容量が多く感じたのでもう少し減らしてほしいです。 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 聞き取りやすくしてほしい 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 期末レポートに関してはも問題文をもっと具体的に書いてほ

しい 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 政策の事例をもっと多く取り上げてほしい。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 固まってしまってそのまま動かないということがよくあっ

た。別の e-larning の授業でもこういったことが頻繁に発生

していたので改善していただきたい。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ なかなかレポートの結果が採点されないので、提出できてい

るのか不安になる。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ データが古いので新しいものを提示してほしい。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 活性化の具体的な事例をもっとたくさん取り上げてほしい。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 映像資料の要点をまとめてほしいと思った。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 区切りを見返す際，時々最初に戻る点 

そしてチャプターの区切り以外で動画を再生しようとスクロ

ールを動かすと動画が最初に戻ってしまい，再生できない点。 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 1 つ 1 つの項目が長すぎる点。 
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瀬戸内海論 その 1 資料がないときがあったので、まいかい資料をつけてほしい。 

瀬戸内海論 その 1 たまにだが、音声が途切れることや画質の悪化が目立った。 

瀬戸内海論 その 1 受講のためのアクセスをもう少し簡単にしてほしいです。 

瀬戸内海論 その 1 授業が長いこと。 

瀬戸内海論 その 1 映像の質 

瀬戸内海論 その 1 所々内容が専門的で難しく、理解しがたかった点 

瀬戸内海論 その 1 授業時間にばらつきがある点。 

瀬戸内海論 その 1 寮で受けられないということを事前に言っていてほしかっ

た。10 時まで学校に残ってやらないといけなくなったときき

つかった 

瀬戸内海論 その 1 スライドが見にくいときがあった。 

瀬戸内海論 その 2 動画の横にあるスライドの画質が少し悪かったように思う。 

瀬戸内海論 その 2 資料がほとんどの授業で提供されなかった点。 

スライドの切り替えが早すぎて見にくい時があった点。 

瀬戸内海論 その 2 資料がほしい。 

瀬戸内海論 その 2 声が少し聞き取りづらい点。 

瀬戸内海論 その 2 講義スライドが見えにくい講義があったので、見えるように

修正してほしい。 

瀬戸内海論 その 2 同じようなテーマが違う先生から繰り返し授業されて、退屈

に感じたことがある。 

瀬戸内海論 その 2 授業を一斉に公開してほしい。 

瀬戸内海論 その 2 講義映像の始まりの授業に関係のない話を減少してほしいと

思った。 

香川の文化と歴史 その 1 参考資料が表示されなかった。 

香川の文化と歴史 その 1 動画が長い 

香川の文化と歴史 その 1 画像と音声が乱れすぎている回が数回あってイライラした 

香川の文化と歴史 その 1 講義映像はもう少し、要点をまとめてほしいと思ったことが

あった。 

香川の文化と歴史 その 1 スライドを印刷するのに黒い背景に白い文字なのがあって、

それが見にくかった。 

香川の文化と歴史 その 1 小テストの質問に分かりにくいものがいくつかあった。 

香川の文化と歴史 その 1 映像を止めて再開するときに、シークバーが最初からになっ

たり、もう一度リンクから入り直さないといけなかったりす

る 

香川の文化と歴史 その 1 時々音声に乱れがあったので改善してほしい 

香川の文化と歴史 その 1 テストの採点 

香川の文化と歴史 その 1 字が小さくて見えないときがあった 

香川の文化と歴史 その 2 時々画像がぶれたり止まったりしたので受講しにくかった 

また、配布資料にパスワードがかけられていて見ることがで

きなかった 

香川の文化と歴史 その 2 締め切り日に締め切りだということがわかるような機能があ

ればなお良いと思うがそこまで問題ではない。 

香川の文化と歴史 その 2 講義ごとに話す人が変わることについては問題ないですが、

活舌が少し気になる方がおられました。話す人は変えなくて

良いので、字幕や、単語の説明が簡単についているとありが

たいと思いました。 

香川の文化と歴史 その 2 1 つの小テストにつき期限を 1つにしてほしい 

香川の文化と歴史 その 2 コンテンツが多い時がある点 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） レポートの項目はもう少し自由度があればいいと思う。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 田中教授のレジュメが分かりにくかった。映像授業の際には

口頭では伝わりにくいことが多いためもっとスライドに文言

を書き込んでほしかった。 
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四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 配布資料の画質が悪い 

映像に映している画像にレーザーポインターやカーソルを向

けているのはわかるが、どこを指しているのかわかりにくか

った 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 映像と音声が汚く聞き取りにくい。資料と話している内容が

違う。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 記述式の回答が間違っていた時などになぜ誤答であったのか

が分かるように誤答例などを載せてほしい。同じ人物である

のに呼称が違うなどでまちがいになっているものが結構あっ

た。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 画面が荒いので教授がどこを指しているのか、どの資料の話

をしているのか分かりずらかった。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 参考資料の PDF をもっとわかりやすくしてほしい 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 写真等を多く利用しているのは良いが、そのスライドが早く

進みすぎた点。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） レジュメの無い講義があった。 

四国の歴史と文化 その 1（歴史編） 黒板に書く文字をもう少し見やすくしていただきたいです。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 最後から 2つ目の講義は音質が悪く、聞き取りにくかった。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 最終課題の目安(文字数など)が分かりずらく、また内容も難

しいので〆切を 1週間延ばしてほしかった。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 大きい講義室で行われている授業において、しゃべり声など

の影響で音声が非常に聞き取りづらかった点。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 講師の声が聞き取りにくいことがあり、その授業の内容が全

く理解できなかった。 

四国の歴史と文化 その 2（文化編） 「第２回 四国の万葉集と古代史」と「第６回 菊池寛につ

いて」の音声が悪すぎる。（特に第２回） 

四国の自然環境と防災 その１ テストの制限時間が問題の割に少ない点 

四国の自然環境と防災 その１ 授業の登録の仕方や、最終レポートの提出方法がわかりにく

かったので改善してほしい。 

四国の自然環境と防災 その１ 配布資料を毎回アップロードできるようにしてほしかったで

す。配布資料がない時不安でした。 

動画の再生速度も調整できたらより良いなと思いました。 

四国の自然環境と防災 その１  声が聞き取りにくい動画がいくつかあったので、直せるの

であれば直してほしいと思った。 

四国の自然環境と防災 その１ 昔の、酷いときには 10年以上前の講義の映像があり、しかも

そのような映像の数が多いと感じたので、新しい講義の映像

を充実させるべきです。 

また、講義を行っている先生の問題でもあるのかもしれませ

んが、講義の音声が不明瞭のものがあり、よく聞き取れませ

んでした。 

四国の自然環境と防災 その１ ビデオ等のデーターが少し古いと感じました。数年にわたっ

て同じ講義かなと感じています。 

四国の自然環境と防災 その１ 長い動画を見るのがつまらない 

四国の自然環境と防災 その１ 映像があれるところ 

四国の自然環境と防災 その１ ムービーの画質が悪い 

四国の自然環境と防災 その１ 動画を少しだけ巻き戻しする操作がうまくいかなかったこ

と。 

四国の自然環境と防災 その１ 自然環境の説明に多く焦点があてられて、タイトルに比べて

防災についての内容が少なかった点。 

四国の自然環境と防災 その１ 講義の VTR で聞き取りにくいところが時々ありました。配布

資料にのっていないことである場合が多かったので、何度も

まきもどして確認しなければわかりませんでした。 
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四国の自然環境と防災 その１ 区切りが悪いところで動画がきれて次のを再生する必要があ

った 

四国の自然環境と防災 その１ 動画が再生環境によって見れない 

四国の自然環境と防災 その１ 小テストの時間が短過ぎる 

四国の自然環境と防災 その１ 家で動画を再生したら動画が乱れた 

四国の自然環境と防災 その１ 講義の内容をなるべく新しいものにしてほしい 

四国の自然環境と防災 その２ 動画のノイズを改善してほしい。 

四国の自然環境と防災 その２ すべての回に資料をつけてほしい 

四国の自然環境と防災 その２ 期限が短い点 

四国の自然環境と防災 その２ 講師の映像とパワーポイントのスクリーンの２画面で表示さ

れるように、すべての回を統一してほしい。 

四国の自然環境と防災 その２ 中間・期末テストの掲載日を事前に知らせてほしかったです。 

四国の地域振興 その１ レポートが多い点。 

四国の地域振興 その１ 映像が乱れたり、急に飛んでしまうことがあった点。 

四国の地域振興 その１ 手書きで出せるようにしてほしい。 

四国の地域振興 その１ 一部の映像で音声が聞き取りにくい箇所があったこと。 

四国地域の現状を知る上で提供される情報が少し古い物が多

かったこと。 

四国の地域振興 その１ 時間がすごくかかる 

四国の地域振興 その１ 授業の録画を使っていることが多かったため、聞き取りにく

い映像が大半だった。ガイダンス、第一回の課題の提出期限

が登録日より前であったのはおかしいと思った。課題のビデ

オごとの概説を書く部分もビデオごとに話の切れ目があるわ

けではないため、とても書きにくい。概説とビデオを見ての

問題など、もっと軽い課題にしてほしい。 

四国の地域振興 その１ 録画している教材で聞き取りにくいものが多々あった。 

四国の地域振興 その１ 毎回課題がヘビーである。 

四国の地域振興 その１ 講演会で上映されている動画の様子を撮影していたコンテン

ツは音声が聞き取りにくい部分があった点 

四国の地域振興 その１ 授業の動画を視聴して、その内容をまとめるという課題で、

動画の分け方が微妙な時があった。最終課題の記述式の場合

の指定文字数と記述式でない場合の指定された文字数が一緒

なのは、おかしいと感じた。 

四国の地域振興 その１ 字幕が無いと聞きづらいところが見受けられた。 

特に講義を撮影したものの音声が少し聞きづらかった。 

四国の地域振興 その１ 新しいビデオの作成、聞き取りがやや困難な所、ビデオが不

鮮明な所があった。 

四国の地域振興 その１ 映像に字幕などがあればいい。 

四国の地域振興 その１ 学習量が多すぎて、負担に感じる時があったので、もう少し

学習量を減らしてほしい。 

四国の地域振興 その１ 動画の画質、音声。 

四国の地域振興 その１ 夜になると接続が悪く動画が視聴できなかった。ほかの PC で

も試したができなかったので、私側の問題ではないと思う。

ほかの e ラーニングを受講している友達に聞くとそのような

ことは起こっていないと言っていた。提出期限前日の木曜日

に視聴者が増え、接続が悪くなるのは仕方ないとは思うが、

ほかの曜日でもそうなるので困った。 

四国の地域振興 その１ ビデオが聞き取りにくいところや私語が入っているものがあ

った。各回のコンテンツの内容を概説せよとの課題だったが、

ビデオが話の途中で区切られていることがあり、やりにくか

った。 

四国の地域振興 その１ 授業を実際に受けるよりも時間がかかること。 
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四国の地域振興 その１ ノイズが入って音声が少し聞き取りづらいところがあった。 

四国の地域振興 その１ 昔の講義映像を流しその概要を要約する授業は、聞き取りに

くい点が多かったので要約が難しいと感じた 

動画が長いうえに課題の量が多いため大変 

四国の地域振興 その１ 動画の音声が聞き取りにくいところがあったので改善してほ

しい 

四国の地域振興 その１ できるなら音声を聞き取りやすくしてほしい。大音量にして

も雑音だけが大きくて、講師の方の声が聞こえない回があっ

たため。 

四国の地域振興 その１ 教材としての動画の様式が違うものがあったので、統一され

ているとより良いと感じた。 

四国の地域振興 その１ 実際の講義を写している動画があったが音声が小さく雑音が

あり、非常に聞き取りずらかった。今後改善してほしい。 

四国の地域振興 その１ ビデオにおいて雑音が多い。 

四国の地域振興 その１ 音声の粗さ 

四国の地域振興 その１ 非常に講義内容が聞き取りにくいビデオ教材があった。課題

を進めるにあたり、かなり苦労した。 

四国の地域振興 その１ 聞き取り難い話し方 声の抑揚など 

四国の地域振興 その１ 課題が多すぎる 

四国の地域振興 その１ 音量や声の鮮明度に注意してほしい。 

四国の地域振興 その２ レポート量が多すぎる 

四国の地域振興 その２ 録画・録音機材によるが、音質の悪いコンテンツがいくつか

あり、聞き取れない部分があった点 

四国の地域振興 その２ 講義を聞きレポートを作成するため作業量が多く、eラーニン

グの強みである 

「行う時間を自由に決めることが出来る」点が結果として潰

れてしまっている。 

平日に行おうとしてもバイトなどの都合で時間が取れないた

め結局土日にやることになってしまう。 

コンピュータと教育 その 1 もう少し文字制限数を減らしてほしい 

コンピュータと教育 その 1 もっと答えやすい問題提起をしてほしい 

コンピュータと教育 その 1 レポートで指定される字数が多すぎると感じることがあった

点。 

コンピュータと教育 その 1 もう少し画像を多くして、動画の実況風の授業にしたら面白

そうだと思った。 

コンピュータと教育 その 1 音質が悪かった 

コンピュータと教育 その 1 減点があったとき、どこが間違っていたのかを教えてほしい。 

コンピュータと教育 その 1 コース登録期限の前に課題の提出期限を設定しないでくださ

い。 

コンピュータと教育 その 1 記述量の多さ。 

コンピュータと教育 その 1 後半に進むにつれて専門性の強い講義となり、学習者が内容

の理解に追いつけない点。動画の視聴時間が長すぎる点。 

コンピュータと教育 その 1 各回の課題レポートの文字数が多い。 

動画の１本あたりの収録時間が長い。 

コンピュータと教育 その 1 課題の問題文が時々、漠然としすぎていて何を解答すればよ

いか分かり難かった 

コンピュータと教育 その 1 1 枚当たりのスライドにかける時間が少々長いように感じま

した。 

もう少し、1 枚に書く情報量を減らしてもいいのではないかと

思いました。 

コンピュータと教育 その 1 余談をなくしてほしい。説明を簡潔にしてほしい。 

コンピュータと教育 その 1 ビデオが長すぎるときがあること。 
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コンピュータと教育 その 1 いくつかの問題でコンテンツの中での説明が足りない部分が

あると感じた。例えば、バグモデルとレイヤーモデルに関す

る問題。 

コンピュータと教育 その 1 第８回の際、著作権の関係からモザイク処理されている部分

があったが、そのせいでいっていることがわかりづらかった

ため、その部分を利用するのなら別に資料が欲しいと感じた。 

コンピュータと教育 その 1 たまに、ハンドアウトが開けなかったり動画に飛びが生じて

いる点 

コンピュータと教育 その 1 VR など、新しいものが出ているので授業を部分的にでもアッ

プデートしてほしい 

コンピュータと教育 その 2 イーラーニングなんて授業をする人の喋りが上手いかどうか

で面白さが決まるのに、それに注意をして話しているように

は見えない。落語家や、ラジオの出演者なんかと比べたら、

まったく喋りがなっていない。まあ一般の大学教授にそれを

期待するほうがおかしいとは思うが、それにしても授業を受

けて落胆した。面白くもない授業を毎週受けていて、本当に

つらかった。普通の講義ならば、面白くなければ寝るなり内

職するなりもできるが、これは授業を聞いていないと課題が

できないので大変だった。なぜ同じ動画作成者であるユーチ

ューバーや実況者なんかが大きな支持を得ているかを考えて

みてほしい。 

コンピュータと教育 その 2 人数が多いので無理かもしれませんが、できれば先生の学習

者の解答に対してのコメントやアドバイスなどがあればいい

なと思います。 

コンピュータと教育 その 2 具体例が少なくて、理解しがたい点 

タンパク質で生命を斬る 薬に関するクイズは少し難しかったように思う。 

タンパク質で生命を斬る あまり化学の知識がない文系の学生にもわかるような言葉を

選んでもらえると、もっとわかりやすいと思う。 

タンパク質で生命を斬る 課題が多すぎたので少し減らしてほしい。 

タンパク質で生命を斬る 自分の言葉で説明しなさい、という指示があったが、たまに、

スライドや授業内での言葉でそのまま課題の答えを述べてい

る場合があり、そのようなときに自分の言葉のみで答えると

いうのは難しかった。 

そのような指示があるなら、課題をもっと応用したものにす

るか、スライドなどでそのまま回答になるような部分を除い

てほしいと感じた。 

タンパク質で生命を斬る 他者がフォーラムに投稿したときの通知を受講途中であって

も設定できない点。あるいはその方法に関する情報が見つか

りにくい点。 

タンパク質で生命を斬る 画質の向上をお願いします。 

タンパク質で生命を斬る たまにビデオが表示されるが再生されないことがあった 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

設問の意味が少し理解しにくく、質問もできないため問題の

回答に自信が持てず単位の取得に不安がある。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

一部資料を見ることができないことがあった。その点を改善

してほしいと感じる。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

課題の質問内容が曖昧で具体的に何を問いかけているのかよ

くわからないものが多々あったので、なにを訪ねているのか

はっきりとわかるように書いてほしい。 

ユーラシア大陸における人と金属生産の

関わり 

動画中でのスライドが見えにくい。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 せめて時間内は質問に対応できるようにしていただきたいで

す。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 上にも書いたが、小テストの問題をもう少し増やしてもいい
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と思った。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 moodle 内の質問コーナーに投稿している人がいたが、一週間

経っても返信がないことが気になった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 もうすこし小テストの問題を増やしてほしい。もっと多く重

要なこともあると追うため。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 講義ビデオの内容が、その講義のさわりの部分に達していな

いものがあったので、もう少し掘り下げてほしい。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 字幕がほしいと思います。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 PP で資料が送られてくると分かりずらいのでせっかく有名な

教授様方に教えてもらえるチャンスなので映像がよかった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 夜、学習するときに動画の動きが悪かった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 スマートフォンで見られなかったのが不便だった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 評価の基準をしっかりパーセンテージなどで表してほしい。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 課題が少ないところ。小テストも、問題数が少なくしっかり

その単元が身についているか分かりにくかった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 視聴し忘れていたら催促のメールが欲しい 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 動画が途切れることが多かった。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 はじめて受講しましたが改善してほしい点は特になかったで

す。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 パワーポイントを参照しながら進めていく授業のほうが理解

しやすかったので、そのような授業を増やしてほしいと思っ

た。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 周りに受講者がもっといれば相談しやすいのではないかと思

った。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 もう少し小テストの問題数を増やしてほしいです。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 スライドの文字が小さくかつ多いため非常に見づらい点。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 動画での解説をもう少し増やしてほしい 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 もう少し動画を長くしてほしい。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 少し内容が難しいなと思う点があったので、改善してほしい 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 映像部分があまり詳しくない 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 小テストが選択肢問題のみだったため簡単すぎた。論述やレ

ポート課題が少しはあってもいいかもしれないと感じた。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 講義が数分しかなかったので驚いた。講義が基本何分くらい

で、そのあとどのくらい資料を読み込めばよいのかなどを明

記しておくだけでも安心できたのではないかと思う。 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 動画を再生されなくなるのをなおしてほしい 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

映像内のテレビ画面が見ずらかった。 

配布されていないテキストがあった。 

太陽光利用型植物工場における知能的農

作物生産 

締め切り直前にまとめてやったら成績を下げるかもしれない

というような内容があったが、具体的に締め切り直前にまと

めてやるという状況をあげてほしい。そもそも、キャンパス

の授業との兼ね合いであえて時間を拘束されない e-learning

をとっているのだから、受講時期を決めるのは受講生の自由

ではないのか。 

飛行機はなぜ飛ぶのか xlrf5 の使い方がかなり詳しく説明があったけどやっぱり難

しかったです。 

飛行機はなぜ飛ぶのか アプリをダウンロードしなければ提出できない課題に関して

は操作が難しくてできなかったのでわかりやすい方法を示し

てほしい。 

飛行機はなぜ飛ぶのか 他の受講者の投稿に対してのリプライを義務として課してい

るにもかかわらず、課題の提出の締め切りをすべてまとめて

同日にしていたこともあり、課題の提出のタイミングに、受
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講者ごとに大きくずれがあり、早めに提出をしてしまった人

ほど、より授業の計画を立てにくかったのではないかと思う。

また、そのリプライも、とにかく 3 名に対して返信すればい

い、といったニュアンスで受け取れる内容であったため、建

設的なディスカッションは期待できないような状況になって

いたと思うし、実際そうなってしまっていたように見える。 

また何よりも他に有用なアプリがなかったのかもしれない

が、落ちやすいことが前提となっているアプリを、課題のた

めに利用するのはいただけないと感じた。加えて、講義が始

まった最初の段階で、フォーラム投稿を課題としていたのに、

それが受講者に許可されていない状況になっていたことも、

あまりにお粗末なのではと正直感じた。最後に、映像がうま

く再生できない点に関して、こちらの問題だったのかもしれ

ないが、提示された内容はもうすでに試した状態であったた

め、結局解決はしていない。今一度そちらの状況も確認して

いただきたいと思う。 

サイエンスリテラシーの化学 レポートの書き方の具体例を授業開始前から示して欲しかっ

た 

気象学入門 似たような話がかぶる回が多かった。重要なところをもう少

しゆっくり話してほしかった。 

気象学入門 要約の字数を少し増やしてほしい 

気象学入門 全講義を早めにできるようにしてほしかった。 

気象学入門 分かりにくい言葉があった 

気象学入門 レポートの問いが分かりずらい、どういった答えを求めてい

るのか分かりずらい。また、問いの答えは授業で習ったこと

を生かしたりまとめるのか、自分で考えたことを書けばよい

のかわからない。全体的にふわっとしすぎ。字数制限がない

とどれくらいが良いのかわからない。 

気象学入門 レポートの締め切りの曜日が一定であったほうがよかった。 

気象学入門 長すぎる割に入ってくる情報量が非常に少なく感じた。 

もう少し編集をした方がいいと思います。 

あと擬音語が非常に多いのが気になった。 

気象学入門 成績評価レポートのファイルの形式を指定してほしいです 

気象学入門 提出物を期限内なら提出内容(ファイル名など)を気軽に変更

できればより良かった。 

気象学入門 授業で学習したことに比べ、課題の文字数制限が厳し過ぎる。 

何度か文字数超過をしてしまった。 

気象学入門 動画ごとに明るさが一定ではない。期限がすこし厳しい。 

気象学入門 提出課題につける署名やファイル名の指示があったが、ファ

イル提出方式の場合とテキスト入力方式の場合で、また指示

が書いている場所によって、多少のばらつきがあり少し困惑

した。 

大気現象がそれぞれ相互に関係しあっているためか、のちの

授業で扱うテーマが少しだけ紹介されるという場面が多かっ

た。少し混乱した。 

5 回目講義の傾圧不安定波の概念理解（とその時のテスト課

題）に苦しんだ。第 6 回目講義で少し波動概念に補足があっ

たので、できれば 6 回目講義のあとにテスト課題を出しても

らえるとやりやすかったかもしれない。 

海洋基礎生態学 余談の内容を確認テストで出されたこと。確認テストで出さ

れる内容なら「余談」ではないのでは？と感じた。 

海洋基礎生態学 小テストの回答に必要な話を「余談」に入れるのをやめてほ

しい。ほとんどの回で大丈夫だったが、一つだけ小テストの
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回答に必要な話が「余談」に入っていたことがあったので改

善してほしい。 

海洋基礎生態学 締め切りの変更は二週間前にはアナウンスしてほしいです。 

海洋基礎生態学 メールで名前を掲示するのはやめてほしいです。友達と解答

や授業視聴を共有して楽をしている人がいたので、わはり授

業は対面でしてほしいです。出席などの意欲の部分で正しく

評価してくれていない気がします。また、どこでもいつでも

授業を受けられるのは良いですが、逆に何のために遠いだ大

学の地域に引っ越してきたのかわかりません。放送大学でも

よかったのでは？と思ってしまいました。 

海洋基礎生態学 講義資料の中に、図や写真などだけではなく、授業内で使用

しているスライドも入れておいて欲しかった。 

海洋基礎生態学 フルネームで名前をさらすのはやめていただきたい。個人情

報は勝手にさらけ出してはいけないと感じた。学籍番号だけ

でよいのでは？下宿までして高知大学に来ているのだからで

きれば e-ラーニングではなく、対面授業が良かった。 

海洋基礎生態学 ビデオの教材との間に時差が見られたので、なるべくリアル

タイムのビデオを提供してほしい。 

海洋基礎生態学 少し資料が多いかなと感じた。 

海洋基礎生態学 動画中で先生が使用するスライドも講義資料として配布して

ほしかった。 

海洋基礎生態学 タスクチェッカーが非常に使いにくい。 

海洋科学概論のタスクチェッカーは使いやすかったため、こ

ちらのシステムを使うべきだと思った。 

海洋基礎生態学 スライドを流すスピードが速いため何回もノートを取るため

に動画を止めないといけなかった。 

海洋基礎生態学 期末テストの締め切りを、締切日当日にも最終通知して欲し

い。 
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平成 25年度 

【日時】平成 26年３月 31日（月） 

【場所】PCルーム３（総合情報センター２階） 

 

〈第 1部〉11:00～12:00 

内容：e-Learningと著作権の基礎 

講師：村井礼（大学連携 e-Learning教育支援センター四国教授） 

 

〈第 2部〉13:30～14:30 

内容：e-Learningコンテンツの制作研修会 

講師：岩城暁大（大学連携 e-Learning教育支援センター四国助教） 

 

参加人数：〈第 1部〉13名〈第２部〉５名 

 

 

平成 26年 3月 31日、大学連携 e-Learning教育支援センター四国で、e-Learningにおける著作権処理

の基礎的な説明と、実践的な e-Learningコンテンツの開発スキルの習得を目的とした研修会を実施した。 

 

第 1 部の「e-Learning と著作権の基礎」については、学内から 13 名、第 2 部の「e-Learning コンテ

ンツの制作」については、5 名の参加があった。 

 

スキルアップ研修会は２部構成とした。第１部では、e-Learning を作成・配信する際、留意しなけれ

ばならない著作権の基礎に関して、講演を行った。第 2 部では、e-Learning コンテンツを作成するソフ

トを活用し、コンテンツ作成の実習を行った。 

 

研修会後には活発な意見交換が行われた。また、第 2部終了後には、大学連携 e-Learning教育支援セ

ンター四国で構築したスタジオ見学を行い、スタジオはどのように運用していくのか、教員が利用する

にはどのような手続きが必要かについて質問があった。 

 

研修会後の意見交換やスタジオ見学の質問などを通して、学内での e-Learning に対する注目は高いも

のがあると感じた。今後については、学内・連携大学のニーズを確認しつつ、来年度以降のスキルアッ

プ研修会を継続して開催したいと考えている。 

 

 
 

センター長挨拶         〈第 1部〉e-Learningと著作権の基礎 
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平成 26年度 

■第 1回スキルアップ研修会 

【日時】平成 26年９月 22日（月） 

【場所】香川大学 幸町北キャンパス OLIVE SQUARE ２階多目的ホール 

 

＜座学＞ 10:30～11:45 ＜実習＞ 11:50～12:30 

【内容】：eラーニングに関する著作権法の基礎

知識の習得 

 

【講師】：本間政憲氏（弁理士） 

【内容】：著作物の利用に関する許諾契約の要点

の理解 

 

【講師】：本間政憲氏（弁理士） 

村井礼（大学連携 e-Learning 教育支

援センター四国） 

 

平成 26年９月 22日に，大学連携 e-Learning教育支援センター四国で，弁理士の本間政憲氏をお招き

し「著作権処理スキルアップ」をテーマとしたスキルアップ研修会を実施した。研修会には 42名の参加

があった。 

「ｅラーニングに関する著作権法の基礎知識の習得」では，著作権法の基礎知識の習得，第三者著作

物の利用に関する利用許諾，制作コンテンツの大学間での利用許諾について座学を行い，「著作物の利用

に関する許諾契約の要点の理解」では，利用許諾サンプルを用いた手続きの実習を行った。それらに基

づき活発な質疑応答および情報交換が行われた。 

 

   
 

 

 

 

  

第 1回スキルアップ研修会の様子 
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■第２回スキルアップ研修会 

【日時】平成 27年３月６日（金） 

【場所】香川大学幸町キャンパス 南５号館２階 PCルーム３および e-Learning スタジオ 

 

＜座学＞ 13:00～14:35 ＜実習＞ 14:45～16:50 

【内容】：e-Learningにおける話し方講座 

 

【講師】：坪内 美樹（トーキング・プランナー） 

【内容】：e-Learning における話し方クリニッ

ク講座 

 

【講師】：坪内 美樹（トーキング・プランナー） 

 

平成 27 年３月６日に，大学連携 e-Learning 教育支援センター四国で，トーキング・プランナーの坪

内美樹氏をお招きし「スタジオ収録における話し方スキルアップ講座」をテーマとしたスキルアップ研

修会を実施予定である。 

スタジオで e-Learningコンテンツを収録する際，学生達が目の前にいないため，教室での講義と比べ

て話しづらいという教員からの意見があり，学生の反応を見ながら話すことができないため，淡々とカ

メラに向かって話し続けるだけのコンテンツになりがちである。これでは，受講生の興味を引くことが

難しい。 

 そこで，トーキング・プランナーの坪内氏を招聘し，話し方の基本から，トレーニング方法，および

スタジオ収録における話し方のポイントについて，スキルアップする研修会を開催する。 
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平成 27年度 

(1) 平成 27年度第 1回スキルアップ研修会の概要を以下に示す。 

【日時】平成 27年 11月 16 日（月）13:30～17:00 

【会場】香川大学幸町北キャンパス OLIVE SQUARE2階 多目的ホール 

【講師】安部貴士氏（株式会社火燵 代表取締役） 

【内容】 

  講義「動画撮影・編集の基礎知識と動画撮影の基本テクニック」 

  演習「iPhone や iPad を用いた動画撮影・編集」 

 

株式会社火燵 代表取締役 安部貴士氏を招いて，「iPhone や iPad を用いた動画撮影・編集のスキルア

ップ」をテーマとした研修会を実施した。なお，会場となる香川大学内では，大学連携 e-Learning教育

支援センター四国の活動に対する認知度を向上すべく FD研修会として実施した。本研修会には 5大学か

ら 29名の参加（Ustream配信視聴による遠隔参加者を含む）があった。参加者は，前半の座学において，

動画撮影・編集機器の変遷から撮影前に企画を作り込むことの重要性などの基礎知識，ズームやアング

ルなどの動画撮影テクニックに関する講義を受け，後半の演習では，e-Learning コンテンツとして需要

のある PinP形式の動画作成を実際に iPhoneや iPadを用いて体験した。また，講義・演習内容に関して

活発な質疑応答及び情報交換が行われた。 

 

  

 

 

(2) 平成 27年度第 2回スキルアップ研修会の企画を以下に示す。 

【日時】平成 28年１月 13日（水）13:00～15:00  

【会場】MCUによる遠隔開催 (主会場) 愛媛大学 

【対象】知プラ e事業において e-Learning開発に携わる教職員 

【講師】根本淳子氏（大学連携 e-Learning教育支援センター四国サンプル授業設計 

プロジェクトチーム） 

【内容】eラーニング教材設計ワークショップ 

 

 知プラ e事業において e-Learning開発携わる教職員を対象に，e-Learning教材の開発設計についての

共通理解を構築することを目的とした参加型のワークショップを実施した。参加者には事前にサンプル

授業設計プロジェクトチームで開発したオンライン授業設計ガイドブックと授業設計のためのワークシ

ートが配布され，ガイドブックで提示した開発プロセスに関する各大学の現状報告とワークシートを活

用した結果を事前課題として持ち寄り実施した。これらのリソースを用いて各大学の開発プロセスの現

状について共有した。また，ワークブックと開発で活用できるワークシートと開発確認シートについて

説明し，現場においてどのように活用できるか，また，共通の活用方法について議論した。 
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平成 28年度 

(1) 平成 28年度第 1回スキルアップ研修会の概要を以下に示す。 

【日時】平成 28年 11月８日（火）13:30～16:30 

【会場】愛媛大学総合情報メディアセンター1階 会議・ゼミ室 （５大学を MCUで接続して実施した） 

【講師】木村友久教授（山口大学 大学研究推進機構知的財産センター副センター長） 

吉田明恵技術員（愛媛大学） 

【内容】e-Learning における著作権処理の実務 

I 部 e-Learning における著作物の取り扱いに関する国内の動向 

①講義「e-Learning に関する著作権制度の概要及び国内動向」  

②ワーク 

II部 第三者著作物の利用許諾実務 

①講義「一般的な著作権処理のポイント解説」 

②講義「愛媛大学の事例紹介」  

③ワーク 

III部 質疑応答 

 

山口大学の木村友久教授を中心に，香川大学・愛媛大学の教職員で，グループワークで使用する教材を

作成し「e-Learning における著作権処理の実務」をテーマとした研修会を実施した。本研修には四国 5大

学の教職員 43名の参加があった。講義の後のグループワークでは，教職員が日頃から抱える疑問や不安が

積極的に共有され，参加者と木村教授の間でも活発な質疑応答が行われた。 
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【教材】制作：吉田明恵（愛媛大学） 

監修：木村友久教授（山口大学）・村井礼教授・藤本憲市助教（香川大学） 

 

 

(2) 平成 28年度第２回スキルアップ研修会の企画を以下に示す。 

【日時】平成 28年 11 月 30 日（水）13:00～14:30 

【会場】MCU による遠隔開催（主会場）鳴門教育大学地域連携センター２F 教授スキル演習室 

【対象】e-Learning 教材の制作に興味のある教職員 

【講師】竹口幸志（大学連携 e-Learning 教育支援センター四国 鳴門教育大学分室 専任講師） 

石内久次（大学連携 e-Learning 教育支援センター四国 鳴門教育大学分室 主任） 

【内容】手軽で効果的に授業を eラーニング化する方法について解説 

 知プラ e 事業において e-Learning 教材の制作に興味のある教職員を対象に e-Learning による授業開

発についての共通理解と活用促進を目的とした研修会を実施した。なお，鳴門教育大学内では，大学連

携 e-Learning 教育支援センター四国の活動に対する認知度と e-Learning による授業開発力の向上を図

るべく FD研修会として実施した。前半の講演では e-Learning による授業の実施方法や e-Learning の有

効活用方法について解説が行われ，e-Learning を利用した講義を実施する際の問題点の共有と問題解決

策が示された。後半の演習では，Microsoft 社の PowerPoint を事例として，手軽で効果的に授業を

e-Learning 化する方法について解説が行われた。講義・演習の内容に関して活発な質疑応答と情報交換

が行われた。 
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第１回スキルアップ研修会チラシ 

第２回スキルアップ研修会チラシ 
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平成 29年度 

（１）平成 29年度第１回スキルアップ研修会の概要を以下に示す。 

【日時】平成 29年９月７日（木） 13:30～15:30 

【会場】高知大学 共通教育棟１号館２階 127番教室 (５大学の各会場を MCUで遠隔接続して実施) 

【対象】四国の５国立大学の教職員(※これから moodle を使う教職員) 

【講師】立川 明(大学連携 e-Learning 教育支援センター四国高知大学分室 室長・准教授) 

三好 康夫(大学連携 e-Learning 教育支援センター四国高知大学分室 准教授) 

【内容】moodle 講習会～これから moodleを使う人のための講習会～ 

講習：moodleの利用例 

実習：moodleの基本的な使い方 

 

「moodle 講習会～これから moodleを使う人のための講習会～」をテーマとした研修会を実施した。本

研修には 5大学の会場で計 25名の参加があり，moodleを初めて操作する教職員に向けて，moodleの

利用例を紹介するとともに，実際の moodle を使用した実習により操作方法について解説を行った。

研修会の前半では，moodle の基本的な機能とともに，反転授業や予習・復習，オリエンテーションな

どに moodleを利用する実例が紹介され，研修会の後半では，高知大学講習会用 moodleを操作する実

習を行った。実習では，全参加者が教員・学生のそれぞれの立場でログインができるように，研修用

のコースを用意し，教員側では，コースの設定変更，資料の配布，課題および小テストの作成，評定

の確認を行った。 学生側では，配布資料の確認，小テストの解答を行った。 

 

   
 

 

 

 

(２) 平成 29年度第２回スキルアップ研修会の企画を以下に示す。 

【日時】平成 29年 11 月 20 日（月） 13:30～14:30 

【会場】香川大学幸町キャンパス 南 5 号館 2 階 PCルーム 4 (5大学の各会場を MCU で遠隔接続して実施) 

【対象】四国の 5国立大学の教職員(※LMS の管理運用やカスタマイズに興味のある教職員) 

【講師】生熊 宏崇(上智大学 情報システム室（総合メディアセンター)専任職員) 

【内容】上智大学の Moodle・Turnitin 運用における省力化の取り組みとカスタマイズ 

Moodle のシステム構築や運用サービスの最適化に関するノウハウを学ぶことを目的に，「上智大学

の Moodle・Turnitin 運用における省力化の取り組みとカスタマイズ」と題したスキルアップ研修会

を開催した。 本研修では，上智大学において現在運用されている Moodle のシステム構成や剽窃検

知ソフト（Turnitin）との連携事例を紹介するとともに，Moodleの運用サービスやサポート体制の最

適化に関するノウハウについても解説が行われた。また，質疑応答では，今後のセンター四国及び分

室の Moodle運用に有益となる議論が展開された。 

なお，本研修会には 5 大学の会場で計 27名の参加があった。 
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平成 25年度 

「e-Learningによる大学教育の共同実施に向けて」をテーマとして、平成 26 年３月 17日（月）にホ

テルクレメント高松でシンポジウムを開催した。特別講演では山田 恒夫氏を招き「新しい e-Learning

の潮流 －MOOCと電子教科書－」について、青江 秀史氏を招き「e-Learningにおける著作権等の留意点 

－大阪大学知的財産センターの事例を中心に－」について講演してもらった。その後本事業の紹介及び

中間報告を行った。シンポジウムには 68名の参加があった。 
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平成 26年度 

四国の５国立大学(徳島大学，鳴門教育大学，香川大学，愛媛大学，高知大学)が取り組む共同教育実

施モデルによる科目が平成 27年度より開講される。共同実施モデルにおける活動状況の報告と情報交換

を目的として，平成 27 年１月 29 日にサンポートホール高松においてシンポジウムを開催した。特別講

演では，北海道大学情報基盤センターの重田勝介准教授をお招きし，大学連携 e-Learningにおける諸課

題についての話題提供と情報交換を行った。シンポジウムには 59名の参加があった。 

 

  
 

  
 

  
  

事業報告シンポジウムの様子 

・報告議題４ その他 
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特別講演 

「e-Learningと双方向遠隔授業を活用した大学間教育連携」 
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事業報告 

「大学連携教育の共同実施について」 
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事業報告 

「大学教育の共同実施のためのワーキンググループ報告」 

共同教育実施モデル検討 WG 
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事業報告 

「大学教育の共同実施のためのワーキンググループ報告」 

コンテンツ開発検討 WG 
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事業報告 

「大学教育の共同実施のためのワーキンググループ報告」 

教育の質保証等検討 WG 
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事業報告 

「大学教育の共同実施のためのワーキンググループ報告」 

キャリア教育科目検討 WG 
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382 

事業報告 

「大学教育の共同実施のためのワーキンググループ報告」 

専門科目検討 WG 
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平成 27年度 

「e-Learningを活用したアクティブラーニング」をテーマとして，平成 27年 9月 3日（木）に徳島大

学常三島キャンパスでシンポジウムを開催した。特別講演では，Leon Huijbers氏（デルフト工科大学ニ

ューメディアセンター マネージャー）を招き，米国と比較した欧州の e-Learning 動向やオンライン教

育の成功の秘訣について講話してもらった。その後，大学連携 e-Learning 教育支援センター四国から

e-Learningの取り組みについて紹介した。総合討論では，村上正行先生（京都外国語大学 教授）を迎え

てセンター四国の各分室長と e-Learningの利点や課題について検討した。シンポジウムには 112名の参

加があった。 

 

 

 
Leon Huijbers 氏による特別講演 

 
総合討論 
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事業シンポジウム 2015のリーフレット 
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特別講演 
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知プラ e事業の紹介 
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共同教育実施モデル検討 WG 
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コンテンツ開発検討 WG 
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教育の質保証等検討 WG 
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キャリア教育科目検討 WG 
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専門科目検討 WG 
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システム検討 WG 
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平成 28年度 

 

平成 29 年 1 月 23 日(月)に，香川大学研究交流棟 5 階研究者交流スペースにて，四国における

e-Knowledgeを基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施事業（知プラ e事業）の「事業シンポジ

ウム 2016」を開催した。 

四国の国立 5大学（徳島大学，鳴門教育大学，香川大学，愛媛大学，高知大学）が相互に連携し，e-Learning

基盤を活用して大学教育を共同実施することによって，連携大学全体の教育の質の向上を図ることを目

的とし，これまでに各大学の特色ある教育・研究分野の e-Learning化により共同開講科目を充実させて

きた。 

今後は各大学の教育の質向上にいかに貢献するかという点が重要になることから，本シンポジウムで

は「大学連携 e-Learningによる教育の質保証にむけて」をテーマとして，これまでの取り組みを紹介す

る場として開催し，県内外から 53名が参加した。 

はじめに，藤井運営委員会委員長より開会挨拶があり，林センター長から本事業の概要報告，愛媛大

学分室根本准教授から「非同期型 e-Learning における教育の質保証の取組み」，田中愛媛大学分室長か

ら「四国 5 大学型共同教育実施モデルの運用における課題」，村井教授から「5 大学連携による著作物利

用許諾の取組み」についての活動を報告した。 

続いて，九州大学基幹教育院ラーニングアナリティクスセンター緒方広明センター長より，「九州大学

における教育ビッグデータの分析」をテーマに，九州大学における教育ビックデータを活用した Blended 

Learningの質保証と質向上に関する最先端の事例の講演があった。 
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事業概要 
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非同期型 e-Learningにおける教育の質保証の取組み 
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四国 5大学型共同教育実施モデルの運用における課題 
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５大学連携による著作物利用許諾の取組み 
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特別講演 
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423 

平成 29年度 

 

平成 30年 1月 15日(月)に香川大学 幸町北キャンパス OLIVE SQUARE 2F 多目的ホールにて，四国に

おける e-Knowledge を基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施事業(以下，「知プラ e 事業」と

略す。)の「事業シンポジウム 2017」を開催した。 

知プラ e事業では，平成 25 年度から平成 29年度の事業期間において，四国の 5国立大学が連携して，

それぞれの大学が有する特色ある教育・研究分野を e-Learning 授業化し共同開講することにより，5 大

学全体の教育の質の向上に取り組んできた。 

 本シンポジウムでは，「事業成果と今後の展望」をテーマとして，知プラ e 事業の主要な成果である，

共同実施モデルの構築と運用，非同期型 e-Learning授業の質保証の仕組み，第三者著作物の著作権処理

の定型化について紹介するとともに，外部有識者として，放送大学香川学習センター所長の大平文和先

生による本事業成果に対する総評，及び日本教育工学会第 8 代会長・熊本大学教授の鈴木克明先生から

大学連携 e-Learningの将来展望に関する講演が行われた。 
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事業成果報告 

1．知プラ e事業の概要 
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2．共同実施モデルの構築と運用 
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3．非同期型 e-Learning授業における教育の質保証 
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430 

 

  

  

  

 



431 

4．非同期型 e-Learning授業コンテンツ制作に係る著作権処理 
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平成 26年度 

学生への周知を目的にセンター四国のリーフレットを作成した。また平成 26 年２月にセンター四国のウェブサイトを公

開し，開講科目やイベント情報,事業報告書の掲載など情報発信を行っている。 

 

 

 
 

 

 
センター四国リーフレット 
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センター四国ホームページ 

URL：http://chipla-e.itc.kagawa-u.ac.jp/ 
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平成 27年度 

平成 26年度に作成した知プラ e事業に関するリーフレットを各大学の教務担当事務局に配置し，学生

への広報に役立てている。また，平成 27年度には，知プラ e科目に関するポスター等を作成した。更に，

平成 26年 2月に開設したセンター四国のウェブサイトにおいて，開講科目，イベント情報，事業報告書

などの情報を発信し続けている。 

 

 
センター四国リーフレット（表） 

 

 

 
センター四国リーフレット（裏） 
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鳴門教育大学分室で作成した広報用資料 

 

 

 

 

 
センター四国（香川大学）で作成した広報用資料 
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高知大学分室で作成した学生向け広報用資料 

 

 

 

高知大学分室で作成した教職員向け広報用資料（その１） 
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高知大学分室で作成した教職員向け広報用資料（その２） 

 

 

センター四国ウェブページ（http://chipla-e.itc.kagawa-u.ac.jp/） 
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平成 28年度 

 

知プラ e 事業に関するリーフレットやポスター等を各大学の教務担当事務局に配置し，学生への広報

に役立てている。更に，平成 26年 2月に開設したセンター四国のウェブサイトにおいて，開講科目，イ

ベント情報，事業報告書などの情報を発信し続けている。 

 

 
センター四国リーフレット（表） 

 

 

 
センター四国リーフレット（裏） 
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eラーニングサポート室の案内チラシ（表）【徳島大学】 

 

 

 
eラーニングサポート室の案内チラシ（裏）【徳島大学】 



442 

 

 

受講説明会開催案内チラシ【鳴門教育大学】    e-Learning科目周知用チラシ【香川大学】 
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e-Learning科目の受講方法（表）【香川大学】 

e-Learning科目の受講方法（裏）【香川大学】 
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平成 29年度 

 
eラーニングサポート室の案内チラシ（表）【徳島大学】 

 

 
eラーニングサポート室の案内チラシ（裏）【徳島大学】 
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受講説明会開催案内チラシ【鳴門教育大学】 
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知プラ e科目の受講方法（表）【香川大学】 

 

 
知プラ e科目の受講方法（裏）【香川大学】 
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知プラ e科目の履修案内【愛媛大学】 

  

  

 



448 

  

  
 



449 

  

 

 

 

  



450 

 
知プラ e科目履修案内【高知大学】 
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平成 26年度 

 

 
 

 

 

 

平成 27年度 

 

 
 

  

発表題目
代表著者
（全著者名を記載していた
だいても構いません）

発表学会（誌）名
開催年月
又は発行年月

1 【招待講演】四国における大学連携ｅラーニング事業の紹介 村井礼 情報処理学会 平成26年8月

発表題目
代表著者
（全著者名を記載していた
だいても構いません）

発表学会（誌）名
開催年月
又は発行年月

1 四国国立5 大学における共通シラバスと履修プロセスの開発

吉田明恵・仲道雅輝・根本
淳子・田中寿郎・林敏浩・
村井礼・金西計英・宮下
晃一・立川明

教育システム情報学会 平成27年9月

2
四国地区５国立大学連携におけるe-Learning 教育を円滑運営す
るための著作権処理の提案

村井礼・金西計英・高橋暁
子・竹口幸志・田中寿郎・
根本淳子・仲道雅輝・三好
康夫・林敏浩

教育システム情報学会 平成27年9月

3
四国地区５国立大学間のeラーニングコンテンツと第三者著作物へ
の利用許諾に関する考察

吉田明恵・陣内恭子・根本
淳子・田中寿郎・村井礼・
林敏浩

日本教育工学会研究報告集 平成28年3月

4 大学連携 e-Learning における履修者抽選システムの提案 藤本 憲市 教育システム情報学会 平成27年9月

5 高知大学における LMS 運用方針の検討と管理者用ツールの開発 三好 康夫 教育システム情報学会 平成27年9月

6
大学間連携におけるオンライン教材開発支援のための相互レ
ビューシートの試作

根本 淳子 情報処理学会 平成27年12月
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平成 28年度 

 

 
 

  

発表題目
代表著者
（全著者名を記載していた
だいても構いません）

発表学会（誌）名
開催年月
又は発行年月

1 知財教育における問題の類型化と学力評価に関する実践報告 村井礼 日本知財学会 平成28年6月

2 e-Learning コンテンツにおける第三者著作物の著作権処理 吉田明恵 日本知財学会 平成28年6月

3
四国地区5国立大学連携によるe-Learning基盤を活用した大学教
育の共同実施

高橋暁子 教育システム情報学会 平成28年7月

4
大学連携 e-Learning におけるサーバおよびネットワーク負荷にか
かる実践報告

村井礼 教育システム情報学会 平成28年8月

5
A Study of Estimation of Learners’ Understanding on
Intellectual Property using Categorized Questions

村井礼
International Journal of
Computing, Communication and
Instrumentation Engineering

平成28年7月

6
Drawing System of Students for Inter-University Course with
Limited Number of Enrollments

藤本憲市
International Journal of
Computing, Communication and
Instrumentation Engineering

平成28年7月

7
大学連携 e-Learning 科目のための履修者決定支援システムの
提案

藤本憲市 教育システム情報学会 平成28年8月

8 大学連携 e-Learning における著作権処理の支援に向けた取組 吉田明恵 教育システム情報学会 平成28年8月

9
大学連携によるｅラーニングの質保証ガイドラインに準拠したチェッ
クシートの試作

竹岡篤永
根本淳子
吉田明恵
高橋暁子

情報処理学会 教育学習支援情報
システム(CLE)研究会　第20回研
究発表会

平成28年11月

10
大学間連携におけるオンライン教材開発支援のためのガイドブック
の試作

高橋暁子
根本淳子
竹岡篤永

日本教育工学会 平成28年12月

11
学生にとって初めてのフルオンライン型ラーニング科目の履修動向
と学習継続支援：実践からの一考察

根本淳子 大学教育実践ジャーナル第15号 平成29年3月

12
大学連携e-Learningにおける著作権処理の体系化に向けた事例
ベースの構築

吉田明恵・根本淳子・田中
寿郎・ 藤本憲市・ 村井
礼・ 林敏浩

情報処理学会 教育学習支援情報
システム(CLE)研究会　第21回研
究発表会

平成29年3月

13 大学間連携システム 松浦健二・林敏浩
eラーニング／eテスティング（教育
工学選書II）

平成28年6月
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平成 29年度 

 

 
 

  

発表題目
代表著者
（全著者名を記載していた
だいても構いません）

発表学会（誌）名
開催年月
又は発行年月

1
大学連携におけるeラーニング教材質保証システムの構築を目指し
たアジャイル指向アプローチの提案

根本 淳子
高橋 暁子
竹岡 篤永

コンピュータ＆エデュケーション 平成29年6月

2
eラーニングコンテンツにおける著作権処理—四国地区5国立大学

間としての取組みと実践報告— 吉田明恵
広島大学ICT活用教育研究会　第
17回eラーニングと著作権

平成29年6月

3 インターネットを活用した能動的学習の評価 竹口幸志 日本産業技術教育学会 第60回全国大会平成29年8月

4
大学連携におけるオンライン授業設計ガイドライン準拠確認シート
を用いたコース評価；一大学を例に
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四国 5大学型 e-Learning共同教育実施モデル（以降，「共同実施モデル」とよぶ。）とは，従来の単位

互換制度を用いず，連携大学で同一科目を開講し，科目担当教員を非常勤講師として一括任用する枠組

みで，授業を共同実施するものである（図 3.1.1）。共同実施モデルの採用により，学生は所属大学で開

講される通常の科目とほぼ同じ方法・日程で，他大学の科目の履修登録や成績確認ができるようになっ

た。 

本プロジェクトでは，共同教育実施モデル検討 WGを中心に，教育実施体制の異なる大学間で共同実施

モデルを用いた場合に起こりうる様々な問題を乗り越えて，円滑に行う方策を策定することを目指し，

実践を積み重ねてきた。本節では，完成した共同実施モデルの詳細について整理する。 

 
図 3.1.1 四国 5大学型 e-Leaning 共同教育実施モデル 

（参考文献 1）の図 1より引用） 
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はじめに，共同実施モデルを実現するにあたり，連携大学間で図 3.1.2 の内容で申し合わせた。これ

により，連携大学で同一科目を開講し，科目担当教員を非常勤講師として一括任用することが可能とな

った。本申し合わせは平成 26 年９月 4 日から施行され，実際には平成 27 年度開講科目から共同実施モ

デルに基づく授業の共同実施が始まった。 

 

四国における e-Knowledgeを基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施事業に関する申合せ 

（平成 26年 9月 4日四国国立大学協議会決定） 

 

四国地区 5 国立大学（徳島大学、鳴門教育大学、香川大学、愛媛大学、高知大学）は、四国における

e-Knowledgeを基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施を円滑に行うため、下記のとおり申し

合わせる。 

記 

 

1. 平成 27年度以降の本事業で提供する e-Learning科目については、5大学において同一の科目名で

共同開講し、各大学の様式でシラバスを作成するものとする。 

2. 本事業で提供する e-Learning科目を 5大学いずれかの常勤教員が担当する場合、他の 4大学では

非常勤講師発令のための資格審査手続きを省略するものとする 

 

附則  この申合せは、平成 26年 9月 4日から施行する。 

 
図 3.1.2 四国における e-Knowledge を基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施事業に関する申合せ 

（参考文献 2）の 3.1.より引用） 

 

 

 

本プロジェクトで提供する e-Learning科目が共同実施科目として開講され，実際に学生が履修し，成

績判定されるまでのプロセスの全体像を図 3.1.3に示す。大まかな流れとしては，開講前年度に（1）各

種スケジュールの共有と（2）シラバスの作成を行い，開講年度に（3）履修案内ページの作成と公開（前

期開講科目の場合は前年度末には公開），（4）履修登録と受講，（5）成績判定を行う。毎年，運用上のト

ラブル調査を実施し，改善を加え，最終的に本プロセスに至った。次項では各ステップの詳細を述べる。 

また，（2）から（3）の期間に，e-Learningコンテンツの開発（または改善）を行う。ここで行われる

質保証に関する取り組みについては，[4] にて述べる。 
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図 3.1.3 e-Learning 授業実施プロセス 

 

（1）スケジュールの共有 

最初のプロセスは，５大学それぞれの学内審議スケジュールを調査し，一元管理できるように一覧表

にまとめることである。共有に必要な期日は，①新規科目を開講する際の学内審議期間，②履修登録期

間，③成績評価入力期間である。①は，新規科目の科目担当教員がシラバスを作成し，連携大学間で共

有するまでの締切日となる。②③は，科目の受講開始日および終了日（コース開講期間）の設定のため

に必要になる。 

なお，本事業における履修・成績評価入力期間を下記のように決定した。 

 

【履修登録期間】 

履修登録期間を５大学の状況を踏まえ，締め切りの遅い大学に合わせる（毎年度，学年暦を踏まえて，

調整する）。オリエンテーション期間も含めオンライン上での授業科目の開講は４月中旬から授業を開始

する。ただしその場合は，課題提出などの締め切りは５月中旬以降に最初の課題提出期限を設けること

とする。 

【成績評価入力期間】 

履修登録期間と同様に５大学の状況を踏まえ，前期・後期それぞれに，締め切りの早い大学に合わせ

る（毎年度，学年暦を踏まえて，調整する）。 

 

以上のスケジュールは，毎年，本事業の事務担当者間でとりまとめ，５大学で共有することとした。 

 

（2）シラバスの作成 

大学ごとに科目を設置して提供することを踏まえ，各大学のシラバス項目を調査し，5大学すべての情

報を収集するためのシラバスフォーマットを開発した（図 3.1.4）。併せて，平成 28年度には記入漏れな

ど防ぐためのシラバスチェックシートを作成した（図 3.1.5）。開講前年にはシラバスフォーマットおよ

びシラバスチェックシートを用いてシラバスを作成・共有し，（1）のスケジュールに沿って各大学での

学内審議を経て，開講が決定する。 

なお，受講者数の上限を設けるかどうかは科目担当者の裁量に委ねた。受講者人数制限をかける場合，
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科目担当者が受入大学ごとの受講上限数をシラバスに記入することとした。 

また，試験はすべて e-Learning で実施できるように準備することを必須とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3.1.4 シラバス情報収集フォーマット（1ページ目のみ）  
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図 3.1.5 シラバスチェックシート 

 

 

 

（3）履修案内ページの作成 

５大学の学生が科目内容の情報収集から科目受講までシームレスにアクセスできる環境が理想である

と考え，ポータルサイトを構築した。具体的には，本事業のホームページ内に、各大学の学生に向けた

履修案内ページを作成することとした（図 3.1.6，図 3.1.7）。この履修案内ページは，半期に１度，履

修登録期間の開始前のタイミングで更新される。 

 

 

  

確認日

科目名 科目提供大学

＃ 知プラ5大学シラバス項目
シラバス
項目番号

シラバスチェック項目

1 ― 全体 緑色部分以外がすべて記入されている

2 ― 全体 授業科目名に適した授業内容が書かれている

3 科目名／科目英文名／英文併記 7 日本語科目名と科目英文名が記入されている

4 3つ以上5つ以下のキーワードを記入されている

5 英文でのキーワードも記入されている

6
授業スケジュール／授業計画並びに授業及び
学習の方法

26 授業回の構成内容が分かるように記入されている

7
受講人数制限が「あり」・「なし」どちらかに丸をつけた
か

8
「ある」と答えた場合（受講人数制限がある場合）：
各大学の人数制限を記入しているか

9 対応する資格・教職等があるか ある なし

10
「ある」と答えた場合（対応する資格等がある場合）：
その旨記入しているか

11 オフィスアワー 38 自大学学生向けと連携大学学生向けが記載されている

12
連絡先／学生相談場所／学生開示用メールア
ドレス

39 学生が連絡できる、メールアドレスが記入されている

13 ―
21～23、
26〜40

教員から学生へ必ず伝えてほしい内容については
チェックボックスにチェックを入れている
（各大学のシラバスに必ず記載される）

シラバスチェック項目　合計 13

シラバス記入チェックシート

30

20授業のキーワード／英文でのキーワード

受講の条件／先行科目／受講人数制限

資格等 36

チェック
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図 3.1.6 学生への科目案内ページ例（開講科目一覧） 
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図 3.1.7 各大学の科目案内ページ例（徳島大学） 

 

 

（4）履修登録と受講 

履修登録は各大学の履修登録システムを用いて行う。学生は自大学の通常科目とほぼ同じ方法で履修

登録が可能である。履修登録後は、（3）で示した履修案内ページなどから e-Learning システムへアクセ

スし，ID・パスワードを入力することで e-Learning科目を受講できる。コース開講期間は科目によって

異なるが，（1）で共有した履修登録期間および成績評価入力期間を考慮して，その範囲内で設定されて

いる。学生は，一定期間の中でいつでも受講が可能となっている。 
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（5）成績判定 

コースが閉講してから（1）で定めた成績評価入力期間までの間に，科目担当教員は成績判定を行う。 

成績の判定に関しては次のように行う。 

（a）科目担当教員は，素点（点数）で評価する。 

（b）各大学に送付＆事務的に処理（優・良・可・不可，もしくは秀・優・良・可・不可など） 

（c）各大学で成績入力 

 

以上の作業に関して，科目担当教員と担当事務間で，紙による評価表の授受を行うか，成績入力シス

テムを利用するかといった詳細な手続きは，各大学の判断に委ねた。 

 

 

図 3.1.3 に示したように，科目開講が決定してから学生に履修案内を公開するまでの間に，各大学が

コンテンツの開発（改善）を行う。本事業では，コンテンツの設計・開発・運用の一連のプロセスにお

いて，教育の質保証に取り組んだ（本年度までの質保証の取り組みの詳細は，3-2を参照されたい）。 

まず，本事業ではオンライン授業設計ガイドラインおよびオンライン授業運用ガイドラインを開発し，

対面授業と同等の質を担保しつつ，5 大学間でばらつきのない e-Learning とはどのようなものか，明文

化した。ガイドラインの策定により，関係者間で目指すべき方向性の共通理解が得られた。また，オン

ライン授業設計ガイドライン準拠確認シートを開発したことで，オンライン授業設計ガイドラインの内

容が，開発された e-Learning コンテンツにどれだけ反映されているのかを確認することができるように

なった。今後は，連携大学が自大学開発の新規科目について，開講前に確認シートで自己点検し，その

結果をセンター四国（香川大学）が質保証のエビデンスとして保管することとしている。 

また，せっかくコンテンツを開発しても学生が利用できなければ意味がない。このデリバリーの問題

を未然に防ぐために，科目開講前には，コンテンツ開発ガイドラインに則って，連携大学が相互に視聴

確認を行った。これにより，学生が確実にコンテンツにアクセスできることを担保した。 

さらに，すべての開講科目では「授業改善アンケート」を実施し，次年度の改善に向けた参考資料と

した（授業改善アンケートの結果については，2-2-3 を参照のこと）。今後は授業改善アンケートの結果

を大学毎にとりまとめ，科目担当教員へフィードバックし，改善が行われた際はその内容を 5 大学で共

有することとしている。 

これらの質保証プロセスも共同実施モデルに融合され，今後の実践を踏まえて改善を続けることで，

共同実施モデルはさらに有用なモデルに発展すると思われる。 

 

 

本節では，四国 5大学型 e-Learning共同教育実施モデルの具体について述べた。本事業の実践が，他

の大学連携 e-Learningプロジェクトの参考になれば幸いである。 

 
参考文献 

1） 高橋暁子（2018），大学間連携事業における遠隔非同期型 e ラーニングの質保証の取り組み． 

情報処理 59 巻 7 号，pp.628-631 

2） 大学連携 e-Learning 教育支援センター四国（2016），2015 年度事業報告書． 
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本事業では，遠隔非同期型 e-Learningを用いた教育の内部質保証に取り組んできた。質保証プロセス

と，各段階で使用するガイドライン等を図 3.2.1に示す。 

 

 
 

図 3.2.1 本事業における教育の質保証プロセス 

 

 

 

まず，e-Learningを用いた授業の設計段階では，「オンライン授業設計ガイドライン」に基づき，授業

設計を行う。ここで，オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シートを用いることで，ガイドライン

の達成状況を確認し，必要に応じて改善に取り組むことができる。 

コンテンツの開発段階では，「コンテンツ開発ガイドライン」を参照する。さらに，開発直後（公開前）

の段階で，「コースコンテンツ確認シート」を用いて連携大学間で相互に視聴確認を実施し，適宜改善す

ることで，デリバリーの問題が起こることを未然に防ぐ。 

最後に，学生が授業を受講している運用段階では，「オンライン授業運用ガイドライン」を参考に，受

講学生および担当教員のサポートを行う。また授業の最後には「授業改善アンケート」を実施し，その

結果を踏まえて次の開講に向けた改善を検討する。 

本事業では，教育の質を保証する仕組みづくりのはじめの一歩として，「オンライン授業設計ガイドラ

イン」，「コンテンツ開発ガイドライン」，「オンライン授業運用ガイドライン」の 3 つのガイドラインを

策定した。これにより連携大学で目指すべき方向性の共通理解が得られた。一方で，これらのガイドラ

インはあくまで推奨するものであり，達成義務はない。そこで質保証の実質化を狙い，各種ツールを開

発した。さらに実践と改善を積み重ね，図 3.2.1に至った。 

次項では，これらの教育の質保証で使用するガイドラインおよびツール類について詳しく述べる。 
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（1） 設計段階 

 

●オンライン授業設計ガイドライン 

オンライン授業設計ガイドラインは，教育の質保証等検討 WGが中心となって開発したガイドラインで，

e-Learning コンテンツを用いた授業設計の原則を定めている。たとえば，4(9)では「学修者が主体的に

学修活動を進められる環境を提供し、学修の達成を確認できるようにすることにより対面授業と同等の

質を担保する。」と明記し，動画を視聴するだけの受動的な学習形態にしないことを求めている。 

 

●オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シート 

オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シートは，オンライン授業設計ガイドラインの達成状況を

確認するエクセルファイルである。次の 6つのシートで構成される。 

 

①「ここからスタート」シート 

②「コース全体」シート 

③「ガイダンスコンテンツ」シート 

④「授業コンテンツと自主的な活動を促すコンテンツ」シート 

⑤「確認結果」シート 

⑥「ガイドライン」シート（参考） 

 

評価実施者は，e-Learning コースおよびシラバスを見ながら，①～④のシートの各項目に入力する。

入力項目の多くは選択式であるが，コンテンツの内容を転記する欄を設けることで，評価の根拠となる

情報を残す工夫をしている。最終的に，⑤のシートに全17項目について達成状況が表示される（図3.2.2）。 

 

 
 

図 3.2.2 確認結果シートの例 

（参考文献 1）の図 1） 
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●オンライン授業設計ガイドブック 

さらに，はじめて e-Learningを用いた授業を行う教員向けに「オンライン授業設計ガイドブック」も

開発した。ガイドブックには，オンライン授業設計ガイドラインおよび準拠確認シートも包含されてい

る。具体例を見ながら無理なく授業設計に取り組めるように配慮した（図 3.2.3）。 

 

 

 
 

図 3.2.3 ガイドブックの例 
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（2）開発段階 

 

●コンテンツ開発ガイドライン 

コンテンツ開発ガイドラインは，コンテンツ開発 WG が中心となって開発したガイドラインで，著作権

等の処理やコンテンツ開発に係る事項（たとえば視聴環境，動画形式等）を定めたものである。たとえ

ば４の１）では想定する視聴環境として「本ガイドラインで想定するコンテンツの視聴環境は，最低限，

各大学に設置されている PC ルーム等で視聴できるよう担保する。」と明記している。また，学生への公

開前に視聴確認を行うことも定めている。 

 

●コースコンテンツ確認シート 

コンテンツ開発ガイドラインの定めに基づき，受講学生が推奨環境で問題なく視聴できることを確認

するためコースコンテンツ確認シート（旧称：コンテンツ視聴確認シート）および視聴確認の手引きを

開発した。そして平成 27年度からは，学生へ公開する前に，コースコンテンツ確認シートを用いて，各

大学が開発したコンテンツを連携大学間で相互に視聴確認する体制を整えた。これにより，「コンテンツ

が閲覧できない」といった問題を防ぐことにつながった。 

 

 

 

 

（3）運用段階 

●オンライン授業運用ガイドライン 

オンライン授業運用ガイドラインは，講義開講中の受講学生および担当教員等への支援方法・体制に

ついて定めたガイドラインである。教育の質保証等検討 WG が中心となって開発した。たとえば，3（1）

に『学生サポートとして、主に「ICT 技術支援」「学修支援」の２つの機能を置く』のように，学生支援

には 2つの側面があることを明示している。 

 

●授業改善アンケート 

授業改善アンケートは，その名の通り授業改善に資する情報を得るために，開講しているコース内に

設置するアンケートである。5 大学で共通した質問項目を用意しており，Moodle のアンケート機能を用

いて各科目の閉講時に実施する（図 3.2.4）。なお，各大学で実施されている授業評価アンケートとは異

なる内容となっている。 

結果は教育の質保証等検討 WGがとりまとめ，本事業の企画委員会で共有し，次年度の改善の参考とし

た。 
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図 3.2.4 授業改善アンケートの画面の一部 
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平成 29年度は，開講科目の現状を確認するために，オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シート

を用いた自己点検を実施した。 

実施前に，オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シートの形成的評価を実施したところ，シート

自体に大きな改善の必要はなく，一定の信頼性を持つことが確認できた 2)。そこで，平成 29 年度に開講

された全 38科目を対象に自己点検を行った。自己点検は科目担当教員もしくは科目を開発した大学の本

プロジェクトに関わる教職員が行うこととした。 

自己点検の結果として，各科目の達成率を表 1に示す。 

達成項目は全 17項目あり，全ての項目を満たした科目（達成率 100％）は 11 科目であった。全体の平

均は，92％であった。最も未達成が多かったガイドライン項目は 4（7）ヘ） 「単位取得の条件（成績評

価対象（複数）、各成績評価対象の評価基準（成績評価対象となる試験・レポート・作品課題などがそれ

ぞれにおいて６割以上の点数を取得する必要がある旨、あるいは６割以上の基準点を定めた場合はその

点数）、モジュール内の学修活動が出席に相当する旨）」で，21 科目が未達成であった。これは，コース

上に成績評価に関する記述があっても，単位取得の最低要件や出席など，ガイドラインで求めている詳

細な記載が欠けていたのではないかと推測される。自己点検に協力してくださったある教員へインタビ

ューをしてみると 1)，たとえば 6 割で単位取得（“可”の評価になる）というのは自明のことと考え，あ

えて記載していない場合があることがわかった。この場合，科目担当教員が所属する組織では暗黙の了

解であっても，他大学の学生には伝わらないこともあるので，e-Learning コース上で丁寧に説明する必

要があるだろう。 

ガイドラインに準拠していないからといって，そのコースの教育内容や方法が直ちに否定されるもの

ではない。科目独自の工夫を重ねていることもあるだろう。しかしながら，ガイドラインに準拠するこ

とで，最低限標準化された学びやすいコースが提供されるのではないか。 

 

 
表 3.2.1 科目毎のオンライン授業設計ガイドライン達成率 

 

開講大学 科目名 開講期 達成率 

香川大学 瀬戸内海論 その１ 前期 88% 

瀬戸内海論 その２ 前期 88% 

香川の文化と歴史 その１ 前期 88% 

香川の文化と歴史 その２ 前期 88% 

四国の歴史と文化 その１ 歴史編 前期 88% 

四国の歴史と文化 その２ 文化編 前期 88% 

コンピュータと教育 その１ 前期 94% 

コンピュータと教育 その２ 前期 94% 
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情報のいろは 後期 88% 

地域コンテンツと知財管理 その１ 後期 88% 

地域コンテンツと知財管理 その２ 後期 88% 

香川を学ぶ その１ 後期 94% 

香川を学ぶ その２ 後期 94% 

瀬戸内地域活性化政策 その１ 後期 88% 

瀬戸内地域活性化政策 その２ 後期 88% 

四国の自然環境と防災 その１ 後期 88% 

四国の自然環境と防災 その２ 後期 88% 

四国の地域振興 その１ 後期 94% 

四国の地域振興 その２ 後期 94% 

高知大学 気象学入門 前期 100% 

有機化学概論 前期 88% 

海洋基礎生態学 前期 100% 

サイエンスリテラシーの化学 後期 94% 

徳島大学 知の探訪 後期 82% 

モラエスの徳島 

－グローバリズムと異邦人－ 

後期 100% 

日本におけるドイツ兵捕虜 1914-1920 

―四国の収容所を中心に― 

後期 100% 

現代科学と研究倫理 後期 94% 

大学の知の活用 後期 100% 

大学教育を考える 後期 100% 

行動統計学入門 後期 94% 

愛媛大学 タンパク質で生命を斬る 後期 100% 

ユーラシア大陸における人と金属生産の関わり 後期 100% 

大学生のための『安全・安心』の基礎講座 後期 100% 

太陽光利用型植物工場における知能的農作物生産 後期 100% 

飛行機はなぜ飛ぶのか 後期 100% 

鳴門教育大学 阿波学 前期 41% 

学校教員の世界 後期 82% 

自動車概論 後期 94% 

平均 92% 
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今後は，e-Learning 科目の開発前に教職員間で各種ガイドラインを共有することが重要である。ガイ

ドラインを読み解くことは，ステークホルダー間で目指すべき方向性を確認することにつながるからで

ある。 

そして，各種ツールによる自己点検を行い，都度，改善にむけて善処することで，e-Learning を用い

た教育は一定の質を担保できるだろう。たとえば，既に実践してきた視聴確認に加え，平成 30年度以降

の新規科目に関しては，公開前にオンライン授業設計ガイドライン準拠確認シートによる自己点検を行

い，入力済みの確認シートをセンター四国（香川大学）へ保管することを取り決めた。これが軌道にの

れば，質保証がさらに実質化されると思われる。また，既存科目に関しては，確認シートの未達成項目

や授業改善アンケートの結果等を参考に改善を試みることで，質の向上が期待できる。 

なお，オンライン授業運用ガイドラインに関しては確認シート等のツールが未整備であり，運用は各

大学に委ねられている。今後，運用段階に関しても質保証の実質化に向けた更なる取り組みを行うこと

が課題であろう。 

 

 

 

本節では，本事業における非同期型 e-Learningを用いた教育の内部質保証について述べた。設計・開

発・運用の各段階でガイドラインに基づいて改善を行うこと，そして毎年度の大きなサイクルでは学生

の意見なども踏まえて改善を続けることで，より質の高い教育が提供できると考えられる。今後も継続

して質保証に取り組んでいきたい。 

 
付記 

本節で取り上げた各種ガイドラインおよびツールの最新版は，本事業のホームページ

（http://chipla-e.itc.kagawa-u.ac.jp/organization.html#guideline）にて公開している。 
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2） 竹岡篤永, 根本淳子, 高橋暁子（2017） 大学連携によるｅラーニング質保証ガイドラインに準拠したチェックシートの形成

的評価。 日本教育工学会研究報告 17-2, p. 213-218 
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資料 A） オンライン授業設計ガイドライン（第九稿） 
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資料 B） オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シート 
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資料 C） オンライン授業設計ガイドブック 
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資料 D） コンテンツ開発ガイドライン 
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資料 E） コースコンテンツ確認シート 
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資料 F） オンライン授業運用ガイドライン 
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資料 G） 授業改善アンケート 
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e-Learning コンテンツ制作における第三者の著作物利用には，適切な著作権処理が必要であるが，多

くの教育機関において人的資源の不足のため，十分な対応をとるのが困難であるという課題があった。

そのため，研修会を通じて実務講習のノウハウを蓄積することで，著作権処理を連携大学に広めた。平

成 28 年 7 月実施の研修会は，愛媛大学内部の研修会だが，四国国立 5 大学の共通ハンドブック作成の

基盤として，愛媛大学と香川大学 2 大学協同で教材開発を進めた。内容については，平成 28年度版事業

報告書と後述の『オンライン授業のための著作権処理ハンドブック ケーススタディ』に掲載している。 

 

 
知プラ eスキルアップ研修会 II部 著作権処理ワークシートの表紙 

 

 

本事業ではコンプライアンス（法令遵守）の観点から，連携大学間で共通する著作権処理を体系化・

標準化し，専門知識がなくても法令に沿った処理ができるように共通ハンドブックを作成している。作

成中である著作権処理ハンドブック（案）をここで掲載する。正式版については，今後大学連携 e-Learning

教育支援センター四国ホームページに掲載予定である。 

  



508 

著作権処理ハンドブック（案） 
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著作権処理ハンドブック casestudy（案） 
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本事業では，連携大学における大学教育を共同実施するため，平成 24〜25年度を準備期，平成 26〜27

年度を試行期，平成 28〜29 年度を拡充期として，主として下記の課題に取り組んできた。 

 

１. 大学教育を共同実施するための仕組みを構築 

・大学ごとに異なる教育システム（履修スケジュール，シラバス等）への対応 

・非常勤講師任用等に係る事務手続きの簡素化 

・共同実施科目（50科目）の開講による本仕組みの検証 

２． 非同期型 e-Learning授業の質保証の仕組みを構築 

・質保証に係るガイドラインの策定とチェック体制の構築 

・学生と教員の双方向性の実現 

３． コンテンツ制作に係る業務省力化と視聴確認体制の構築 

・コンテンツの品質に係るガイドラインの策定とチェック体制の構築 

・第三者著作物利用のための事務手続きの定型化 

４． 継続的な運用のための体制構築 

・補助金期間終了後の運用体制の整備 

 

これらの課題を解決すべく，各種 WG やサンプル授業設計プロジェクトを組織し，ガイドライン策定，

チェックシートの作成，授業改善アンケートの作成などを行った。その主な成果を課題別に取りまとめ

たものが表 4.1である。 

表 4.1 本事業における課題別成果 

課題 検討項目 成果物 

共同教育実施 

モデルの運用 

履修手続き、成績入力方法、シラ

バス等、５大学で異なる教育シス

テムに対応した仕組みの整備 

学修期間の弾力的運用 

シラバス情報収集フォーマット 

成績評価早見表 

非常勤講師任用等事務手続きの簡素化 

38科目の共同開講 

教育の質保証 授業設計、授業運用、継続的な授

業改善プロセス等に関する教育

の質保証の仕組みの整備 

オンライン授業設計ガイドライン 

オンライン授業運用ガイドライン 

授業改善アンケート 

オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シート 

コンテンツ制作 著作権処理、コンテンツ開発等、

コンテンツの共同開発体制の整

備 

著作権処理ハンドブック（作成中） 

譲渡証書 

コンテンツ開発ガイドライン 

コースコンテンツ確認シート 

計 61科目分のコンテンツ（平成 30年度開講予定） 

継続的運用体制

の整備 

補助金期間終了後の組織や規程

等の整備 

四国における e-Knowledgeを基盤とした大学間連携による大学

教育の共同実施事業に関する申合せ、ほかを改訂 

 

本事業で構築した共同教育実施モデルは，大学間で異なる教育システムに柔軟に対応できる仕組みで

ある。このモデルを構築し運用したことにより，連携大学の学生にとっては，他の 4 大学において特別

聴講生等の手続きをすることなく自大学の科目と同じ手続きで履修登録が可能になるという大きな利点

が得られたことになる。その効果は，図 4.1 及び 4.2 に示したとおり，単位互換制度を利用して計 8 科

目を開講した場合の他大学科目の履修者数 17 名（平成 26 年度実績）に対し，計 7 科目を共同開講した

場合の他大学提供科目の履修者数が 344名（平成 27年度実績）であったことからも明らかである。 

その共同教育実施モデルを実現するため，すべての知プラ e科目において，非同期型 e-Learningの形

態を採用した。しかしながら，非同期型 e-Learning授業形態で対面授業と同程度の教育の質が保証でき
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るのかという懸念が生じることとなった。この懸念を解決すべく，インストラクショナルデザインの観

点から，オンライン授業の設計・運用に関するガイドラインを策定し，更には，これらガイドラインに

準拠した授業設計となっていることを確認するチェックシートも作成した。また，授業改善の PDCAサイ

クルを実行すべく，授業改善アンケート項目も作成した。これらにより，非同期型 e-Learning形態の授

業で教育の質を保証する仕組みを全国に先駆けて整備することに成功した。 

計 50 科目の開講を目標に掲げてコンテンツを制作してきた結果，図 4.1 に示したとおり，平成 30 年

度には 50 科目を大きく上回る計 61 科目の開講が決定された。またそれら科目の内容は，第 2.2.1 節に

示したとおり，各大学の特色ある教育・研究分野に関係するものであり，これら科目を開講することに

より，教養科目の多様性の向上，多様で柔軟な見方や考え方のできる教員養成，バランスの取れた履修

担保，基盤教育における学修内容・方法の選択肢拡大，及び幅広い教養を身につける学修力の向上など，

連携大学における教育の質向上に大きく貢献できたと考えている。 

これら 61 科目の e-Learning コンテンツを制作する過程において，第三者著作物の権利処理にかなり

の労力と時間が費やされたことから，著作権処理に係る負担軽減のため，オンライン授業コンテンツ開

発のための著作権処理ハンドブック案を作成した。なお，このハンドブックは，平成 30年度中には完成

させ，センター四国のウェブサイトに公開する予定である。 

 

図 4.1 開講科目数の推移（平成 26年度は単位互換，平成 27年度以降は共同開講。平成 30年度は予定。） 

 

 

図 4.2 履修者数の推移と内訳図 4.2 履修者数の推移と内訳 
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平成 25年度 

 

第 1回企画委員会 

（１）日 時  平成 25年 10月 1日（火）13時 30分から 

（２）場 所  遠隔会議システムの利用により各大学で開催 

（３）協議題 

・協議題１ 今後の進め方 

・その他 

（４）決定事項 

協議題１ 今後の進め方  

・センター四国（香川大学）が，事前に実施したアンケートの結果等を基にして課題の整理を行っ 

た上で 原案を作成し，委員会に諮ることとなった。 

 

第２回企画委員会 

（１）日 時  平成 25年 11月 6日（水）10時 30分から 

（２）場 所  遠隔会議システムの利用により各大学で開催 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）協議題 

  ・協議１ ５年後の到達イメージ（案）について 

  ・協議２ 提供科目アンケートからのニーズ・シーズマッチングについて 

  ・協議３ 単位互換協定（案）及び覚書（案）について 

（５）報告  

  ・報告１ 予算の執行状況について 

  ・報告２ ホームページの公開について 

  ・報告３ 英語表記について 

  ・報告４ 短縮名称について 

（６）決定事項 

協議１ ５年後の到達イメージ（案）について  

  ・共同実施をどう考えるか等について，センター四国（香川大学）が各分室訪問を実施し， 意見調

整を行うこととなった。 

協議２ 提供科目アンケートからのニーズ・シーズマッチングについて 

  ・マッチングの方法論を含めて，センター四国（香川大学）が調整と取りまとめを行うこととなっ

た。 

協議３ 単位互換協定（案）及び覚書（案）について 

・単位互換だけで事業を実施するということではなく，平成２６年度から単位互換を実施すること

となった場合に各大学で必要な手続き等を検討する為に，単位互換協定（案）及び覚書（案）の内

容について確認することとなった。  
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第３回企画委員会 

（１）日 時  平成 25年 12月３日（火）13時 30分から 

（２）場 所  香川大学本部管理棟 3階 第 1会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）協議題 

  ・協議１ 事業理念の共有について 

  ・協議２ 提供科目群の絞込みについて 

  ・協議３ 実施体制の検討について 

  ・協議４ 5年後のイメージについて 

  ・協議５ 短縮名称について 

（５）報告 

・報告１ TV会議多地点接続装置運用のための情報提供について 

（６）その他 

（７）決定事項 

協議１ 事業理念の共有について 

  ・センター四国（香川大学）が示した案について，センター規則等を参考にしながら見直すこと 

   となった。 

  ・共同実施を行う方向性を示す方向で検討することとなった。 

  協議２ 提供科目群の絞込みについて 

  ・実施モデルを作ることが目的なので，まずは運用モデルを作って，実際に運用を行った上で 

  検証していくこととなった。 

  協議３ 実施体制の検討について 

  ・成績評価委員会，システム専門委員会の設置の必要性について検討を行った。 

  協議４ 5年後のイメージについて 

  ・議論を受けて見直しを行うこととなった。 

  協議５ 短縮名称について 

  ・「知プラ e」とすることが了承された。 

 

第１回運営委員会 

（１）日 時  平成 25年 12月３日（火）企画委員会終了後 

（２）場 所  香川大学本部管理棟３階 第 1会議室 

（３）協議題 

  ・協議１ 平成 26年度事業計画について 

  ・協議２ 外部評価委員会の設置について 

  ・協議３ 平成 25年度事業報告シンポジウムの開催について 

  ・協議４ 平成 25年度事業報告書の作成について 

（４）決定事項 

協議１ 平成 26年度事業計画について 

  ・事業計画案について了承された。ただし，具体的な文言に関してはメール審議を行うこととなっ

た。なお，事業実施計画は企画委員会で各大学の具体的な対応について審議することとなった。 

 

協議２ 外部評価委員会の設置について 

・委員の選考について，次回（１月 22 日）の運営委員会までに各大学から 1 名以上の推薦を頂き，
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決定することとなった。 

 ・25年度については，書面審査で開催することが了承された。 

 

協議３ 平成 25年度事業報告シンポジウムの開催について 

 ・３月 10日若しくは 17 日に開催することとなった。 

 

協議４ 平成 25年度事業報告書の作成について 

 ・紙媒体と電子媒体で作成し，電子媒体はホームページで公開，紙媒体は必要部数を調査した上で 

印刷することとなった。 

 

第２回運営委員会 

（１）日 時  平成 26年１月 22日（水）13時 30分～ 

（２）場 所  香川大学本部管理棟３階 第１会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）協議題 

  ・協議１ 事業理念・実施計画の協議まとめについて 

  ・協議２ 中期計画に係る平成 26年度計画について 

  ・協議３ 共同実施モデルの検討について 

  ・協議４ 外部評価委員の選出について 

  ・協議５ その他 

（５）報告 

  ・報告１ 知プラ３事業の連携について 

  ・報告２ 広報（事業報告シンポジウム，HP，リーフレット）について 

（６）決定事項 

協議１ 事業理念・実施計画の協議まとめについて 

 ・センター四国（香川大学）が示した案が了承された。 

協議２ 中期計画に係る平成 26年度計画について 

・5大学共通の内容を盛り込むかどうかについて，愛媛大学が示した案を原案として， 各大学が 

盛り込むこととなった。 

協議３ 共同実施モデルの検討について 

 ・愛媛大学分室から提案のあった案について，27年度実施に向けて検討することとなった。 

 ・詳細な審議は企画委員会で行うこととなった。 

協議４ 外部評価委員の選出について 

  ・各大学から推薦のあった候補者について了承された。 

 

第４回企画委員会 

（１）日 時  平成 26年１月 22日（水）運営委員会終了後 

（２）場 所  香川大学本部管理棟３階 第１会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）協議題 

  ・協議１ 共同実施モデルの検討について 

  ・協議２ 外部評価委員の選出について 

  ・協議３ 予算執行状況の確認について 

  ・協議４ 平成 26年度単位互換協定について 



529 

  ・協議５ 平成 25年度事業実施報告，平成 26年度事業実施計画について 

  ・協議６ その他  

（５）報告 

  ・報告１ 知プラ３事業の連携について 

  ・報告２ 機器導入状況と調整について 

  ・報告３ 広報（事業報告シンポジウム，HP，リーフレット）について 

（６）決定事項 

協議１ 共同実施モデルの検討について 

・モデル案を提案した愛媛大学分室とセンター四国（香川大学）でベースとなるモデルのたたき台

を作って，それを基に検討することとなった。 

・コンテンツに関しては，各大学が検討を行い委員会に提案することとなった。 

  協議２ 外部評価委員の選出について 

  ・運営委員会で選出が行われ，企画委員会が管理して作業を進めることとなった。 

  協議３ 予算執行状況の確認について 

・各大学の 12月末日現在の執行状況及び年度末の執行見込み状況について確認された。 

  協議４ 平成 26年度単位互換協定について 

・運営委員会で了承されたとおり，平成 26年度１年限りの対応であることが確認された。 

  協議５ 平成 25年度事業実施報告，平成 26年度事業実施計画について 

・センター四国（香川大学）が案を取りまとめ，委員会で検討することとなった。 

  協議６ その他  

・平成 26年１月 24日開催の５大学連携事業意見交換会に提出する資料が確認された。 

 

第５回企画委員会 

（１）日 時  平成 26年２月 18日（火）13：30～ 

（２）場 所  香川大学本部管理棟 3階 第１会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）協議題 

  ・協議１ 四国型共同教育実施モデルについて 

  ・協議２ コンテンツ開発について 

  ・協議３ 外部評価委員の委嘱について 

  ・協議４ その他 

（５）報告 

  ・報告１ 平成 26年度単位互換について 

  ・報告２ 平成 25年度事業報告書について 

  ・報告３ シンポジウムの開催について 

  ・報告４ その他 

（６）決定事項 

  協議１ 四国型共同教育実施モデルについて 

 ・文部科学省との打ち合わせの概要について報告があった。 

・愛媛大学分室とセンター四国（香川大学）が示したたたき台について，問題点の洗い出しを実

施するためセンター四国（香川大学）が作業確認リストを作成し，各分室に作業の協力をお願い

することとなった。 

  協議２ コンテンツ開発について 

・現存の科目以上に学生が受講出来るバリエーションを増やすための案を検討していくこととなっ 

た。 
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  協議３ 外部評価委員の委嘱について 

 ・今期の任期期間について平成 26年３月１日から 27年３月 31日とすることが了承された。 

 ・香川大学の謝金支給基準により謝金を支払うことが了承された 

  ・外部評価委員に本年度の事業実施に係る各種資料を提示し，アンケートによる書面審査により実 

施することが了承された。 

  協議４ その他 

・知のプラットフォームロゴ案について，センター長マターで他の２事業のセンター長に提案を行 

い検討することが了承された。 

・林センター長が，３月７日開催の e-Knowledgeコンソーシアム四国のシンポジウムのパネル討論 

で，知プラの進捗状況を説明することが了承された。 

・四国産学官連携イノベーション共同推進機構がシボレス認証システムを使用することについて了 

承された。 

 

第３回運営委員会 

（１）日 時  平成 26年２月 18日（火）企画委員会修了後 

（２）場 所  香川大学本部管理棟３階 第１会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）協議題 

 ・協議１ 四国型共同教育実施モデルについて 

 ・協議２ コンテンツ開発について 

 ・協議３ 外部評価委員の委嘱について 

 ・協議４ その他 

（５）報告 

 ・報告１ 平成 26年度単位互換について 

 ・報告２ 平成 25年度事業報告書について 

 ・報告３ シンポジウムの開催について 

 ・報告４ その他 

（６）決定事項 

 協議１ 四国型共同教育実施モデルについて 

・基本的な考え方が運営員会で了承されたことを受けて，企画委員会で具体的な作業を進めていく 

ことが了承された。 

 協議２ コンテンツ開発について 

・コンテンツのアイデア出しを行うことと並行しコンテンツについての議論も進めていくこととな 

った。 

 協議３ 外部評価委員の委嘱について 

 ・委嘱依頼状の様式（案）について了承された。 

 ・書面審査の資料とアンケートの原案について，メール審議を行うこととなった。 

 ・謝金について，平成 26年度と 27年度は香川大学の謝金支給基準により支払うことが了承され 

  た。 

 ・今期の任期期間について平成 26年３月１日から 27年３月 31日とすることが了承された。 

 協議４ その他 

 ・知のプラットフォームロゴ案について，センター長が３事業で調整することが了承された。 

 

第４回運営委員会 

（１）日 時  平成 26年３月 17日（月）10：30～ 

（２）場 所  JRホテルクレメント高松 2階「雅」 
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（３）前回議事要旨の確認について 

（４）協議題 

 ・協議１ 平成 26年度事業実施計画について     

 ・協議２ 四国５大学型共同教育実施モデルについて  

 ・協議３ 四国５大学型共同教育の科目について 

 ・協議４ 平成 25年度外部評価について       

 ・協議５ 平成 25年度事業実施報告について 

 ・協議６ 運営委員会等の開催場所の持ち回りについて 

（５）報告 

 ・報告１ 平成 26年度単位互換について 

 ・報告２ 平成 25年度事業報告シンポジウムの開催について 

 ・報告３ その他 

（６）決定事項 

 協議１ 平成 26年度事業実施計画について  

 ・案のとおり了承された。 

 協議２ 四国５大学型共同教育実施モデルについて  

 ・案のとおり了承された。 

 協議３ 四国５大学型共同教育の科目について 

 ・開講する科目群については企画委員会で方向性を検討し，議論を進めていくこととなった。 

 協議４ 平成 25年度外部評価について    

 ・案のとおり了承された。    

 協議５ 平成 25年度事業実施報告について 

 ・案のとおり了承された。 

 協議６ 運営委員会等の開催場所の持ち回りについて 

 ・年に数回香川大学で開催することとなった。 

 

第６回企画委員会 

（１）日 時  平成 26年３月 18日（火）９時 30分～ 

（２）場 所  ＪＲホテルクレメント高松 ３階「欅・桂」 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）協議題 

 ・協議１ 平成 26年度事業実施計画について 

 ・協議２ 四国５大学型共同教育実施モデルについて 

 ・協議３ 四国５大学型共同教育の科目について 

 ・協議４ 平成 25年度外部評価について 

 ・協議５ ＷＧの設置について 

 ・協議６ 企画委員会の開催場所の持ち回りについて 

 ・協議７ その他 

（５）報告 

 ・報告１ 平成 26年度単位互換について 

 ・報告２ 平成 25年度事業報告シンポジウムの開催について 

 ・報告３ その他 

（６）決定事項 

協議１ 平成 26年度事業実施計画について 
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・平成 26 年度の企画委員会の開催については，５月愛媛大学，７月徳島大学，９月香川大学（運

営委員会と共に開催施），11 月鳴門教育大学，1 月香川大学（シンポジウム，運営委員会と共に

開催），３月高知大学で開催することとなった。 

協議２ 四国５大学型共同教育実施モデルについて 

・今回出た意見を踏まえて，今後検討を進めていくこととなった。 

協議３ 四国５大学型共同教育の科目について 

・詳細はワーキンググループで検討することとなった。 

協議４ 平成 25年度外部評価について 

・案のとおり了承された。 

協議５ ＷＧの設置について 

・共同教育実施モデル検討ＷＧは愛媛大学，教育の質保証等検討ＷＧは徳島大学，専門科目検討Ｗ 

Ｇの海洋に関する科目は高知大学，キャリア教育に関する科目は鳴門教育大学，コンテンツ開発 

検討ＷＧは香川大学，非常勤講師の手続きに関するＷＧは香川大学が主査となることとなった。 

協議６ 企画委員会の開催場所の持ち回りについて 

・協議１のとおり 

協議７ その他 

・平成 27 年から実施される共同開講までの具体的なスケジュールを香川大学で整理し提示するこ

ととなった。 

 

 

 

 

 

外部評価委員会 

平成 25年度の外部評価委員会は，平成 26年３月に各委員へのアンケートのみで実施した。 

 

▼以下，そのアンケート集計結果を掲載する。 

 

質問一覧 

 

第 1部：知プラｅ事業に関する質問 

１）本事業の理念設定は妥当ですか。（５段階評価、自由記述） 

２）センター四国の組織体制は有機的に連携し、運用に効果を挙げていますか。 

（５段階評価、自由記述） 

３）本事業の目標設定は妥当ですか。（５段階評価、自由記述） 

 

第２部：平成 25年度の活動（次年度以降の助言等を含む）に関する質問 

１）シンポジウムや研修会、ホームページ等を通じた本事業の啓発活動は効果的に推進されました

か。 

また、次年度以降の啓発活動について助言等ございませんか。（５段階評価、自由記述） 

２）本事業の業務は効率的に遂行され、目標を達成していますか。また、次年度以降の助言等ござ

いませんか。（５段階評価、自由記述） 

３）本事業の改善点、また次年度以降の課題・期待することがあればご教授下さい。（自由記述） 

４）その他、お気づきの点がございましたら遠慮なくご指摘下さい。（自由記述） 
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各項目に関する評価 

 

第 1部：知プラｅ事業に関する質問  
 

 

第２部：平成 25年度の活動 (次年度以降の助言等を含む) に関する質問  
 

 
 

 

  

    

  

非常に優 
れている ,  

40 % 

良好であ 
る , 40% 

判断でき 
ない , 20% 

1)   本事業の理念について 

非常に優 
れている 

% 20 

良好であ 
る 

60 % 

判断でき 
ない 

% 20 

2) 組織体制の有効性について 

非常に優 
れている 

20 % 

良好であ 
る 

40 % 

判断でき 
ない 
40 % 

3) 目標設定 について 

    

良好であ 
る 

% 40 

判断でき 
ない 

% 40 

良くない 
% 20 

1) 本事業の啓発活動 

非常に優 
れている 

20 % 

良好であ 
る 

40 % 

判断でき 
ない 
40 % 

2) 目標 の達成度に ついて 
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外部評価委員 調査結果（記述欄） 

第１部：知プラｅ事業に関する質問 

１) 本事業の理念について 

回答 
非常に 

優れている 
良好である d.判断できない 

回答数 2 2 1 

 

２) 組織体制の有効性について 

回答 
非常に 

優れている 
良好である d.判断できない 

回答数 1 3 1 

 

３) 目標設定について 

回答 
非常に 

優れている 
良好である d.判断できない 

回答数 1 2 2 

第２部：平成 25年度の活動 (次年度以降の助言等を含む) に関する質問 

１) 啓発活動について 

回答 良好である 判断できない 良くない 

回答数 2 2 1 

 

２) 目標の達成度について 

回答 
非常に 

優れている 
良好である d.判断できない 

回答数 1 2 2 

 

３) 本事業の改善点、また次年度以降の課題・期待すること 

・ e-Learningに寄せる国民・高等教育関係者の期待は大きい。今後の発展に大いに期待し

ている。 

・ 良質な共同利用科目の創造が教育的成果を高めていることを内外にアピールするため

に、実践的研究として取り組まれてその成果を学会等で公表されることを期待する。 

・ 学会発表や学会誌への投稿についても KPI を設定されるとよい。あわせて JOCW/JMOOC

への参画・コース提供についても KPIに含めるとよい。 

・ これまでの eK4との差異が不明瞭である。 

・ 平成 25年７月８日の事業委員会の決定事項「eK4とは独立させて走らせることになった」

から、eK4 と独立した科目の設定をしなければならないため教員負担が多くなるのでは

と危惧します。 

・ 平成 26年度からの試行期に、具体的な教養・専門教育に関するコンテンツの開発がなさ

れるものと期待する。 
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・ 非同期型 e-Learning 科目の単位認定に係る客観的評価基準も明示する必要がある。特に

非対面下での成績評価については、個人特定をどのようにするのかという問題がある。 

・ 四国の５大学で連携して、共同歩調をとることは今の時代に非常に重要で意昧があり、そ

の輪を全国に広げていただければと考える。ただし、あくまでも大学教育は「研究者が行

う教育」という視点が最重要で、その中で、研究者が教育に欲するコンテンツを開発して

いく方向を強化してほしい。 

 

4) その他、気付いた点 

・ 大プロジェクトのアカウンタビリティを意識され、各年度に着実な成果の積みあげがなさ

れることを大いに期待する。 

・ 共同実施モデル案（高年次履修教養教育科目を例として）の提供科目に高度教養科目、地

域連携科目、アジア・アフリカ言語科目等とあるが、専門の教員がいなくて非常勤講師に

依存したり履修生がそれほど見込めなかったりするようかもしれない。アジア・アフリカ

言語科目は、5 大学で連携したものにするよりも他の e-Knowledge とコンソシーアムを組

む方がいいのではないか。 

・ 高年次として、３年・４年とある。従来、３、４年になると専門科目が多くなり、更に卒

論や就職・進学等で忙しくなるが問題はないか。 

・ 平成 26～ 27 年度試行期間の 「共同実施モデルの整備」は、共通科目を統合するという

意味なのか。平成 26 年度だけは暫定的に単位互換協定に基づく e-Learning を実施する

という認識で間違いないか。 

・ 魅力的なコンテンツを開発し、その広報を各大学の学生に周知徹底しないと受講生は増え

ないと思われる。 

・ ６年間におよぶ文科省による補助金と各大学からの負担金により、四国の５大学の連携事

業計画が今後の大学教育改革の実質化になるように希望する。 

・ 本当に四国の５大学で開発すべきコンテンツは何かを、より深く議論して明確にすべきで

ある。 

・ 大学は高校等とは違って、学部によって人材育成の方向性が異なっている。当然、地域連

携といっても、連携先が要求する事項は画一的ではない。それらの違いを本事業でどこま

で組み込むように努力されるのかがみえてこない。この辺りの基本的調査研究から再スタ

ートする必要性はないのか。 
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平成 26年度 

 

第１回企画委員会 

（１）日 時  平成 26年６月 10日（火）14時 00分から 

（２）場 所  愛媛大学総合情報メディアセンター メディアホール 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）各 WGの進捗状況報告について 

（５）協議題 

・協議題１ 平成 27 年度開講科目（科目名，科目概要）等について  

・協議題２ 事業の到達目標について       

・協議題３ シンポジウムの実施について     

・協議題４ スキルアップ研修会の実施について  

・協議題５ センター四国の広報関連について   

・協議題６ その他 

（６）報告議題 

・報告議題１ 予算計画について 

・報告議題２ 外部評価委員会について 

・報告議題３ リーフレットの作成について 

・報告議題４ 国大協 国立大学機能強化事例集の提出について 

・報告議題５ ＷＧのＭＬ設置，ＭＣＵの学外からのコントロール等について 

・報告議題６ その他 

（７）決定事項 

協議題１ 平成 27年度開講科目（科目名，科目概要）等について  

・平成 27年度の開講８科目について，共同教育実施科目として開講することが了承された。 

協議題２ 事業の到達目標について       

・到達目標（案）のとおり了承され，詳細は継続してブラッシュアップしていくこととなった。 

協議題３ シンポジウムの実施について     

・「e-Learning と教育の質保証」をテーマとし，運営委員会，企画委員会，外部評価委員会と併せ

て 1月 29日（木）～30日（金）に開催することが了承された。（各委員会等の開催日時等は今後

調整することとなった） 

協議題４ スキルアップ研修会の実施について  

・香川大学主導で年２回開催することが了承された。 

協議題５ センター四国の広報関連について   

・知プラ eのロゴ作成，Facebookとホームページの連動による広報活動について，香川大学主導で

進めていくことが了承された。 

協議題６ その他 

・システム基盤 WG又はシステム基盤部会を設置することが了承された。 

 

運営委員会・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 26年６月 30日（月） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 知プラｅに係る英語表記について（案） 

・了承が得られず次回の企画委員会において再度審議することとなった。 
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第２回企画委員会 

（１）日 時  平成 26年７月 25日（金）13時 30分から 

（２）場 所  徳島大学 共通教育６号館 201講義室（常三島キャンパス） 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）各 WGの進捗状況報告について 

（５）協議題 

・協議題１ 連携大学間での合意が必要な案件について 

・協議題２ 事業の到達目標について 

・協議題３ スキルアップ研修会について 

・協議題４ センター四国のロゴについて 

・協議題５ 知プラ e 事業の英語表記について 

・協議題６ その他 

（６）報告議題 

・報告議題１ 予算計画について 

・報告議題２ 平成 27年度開講科目について 

・報告議題３ 平成 26年度委員会等スケジュールについて 

・報告議題４ 広報関係（リーフレット，HP）について 

・報告議題５ 各研修および視察出張等の報告について 

・報告議題６ 外部評価委員会委員長の互選について 

・報告議題７ その他 

（７）決定事項 

協議題１ 連携大学間での合意が必要な案件について 

・「非常勤講師発令に関する手続きの簡素化」と「全ての開講科目を５大学でシラバスに掲載し，

５大学共同実施とする」について，先に学長合意を取ることが了承された。 

・常勤教員と学外非常勤講師（常勤教員以外）の報酬の有無及び愛媛大学から提案のあった非常勤

講師の所属の集約化（全てセンター四国の所属とし，任用手続きを行う）については，今後検討

することとなった。 

以下の協議題はメール審議で行うこととなった。 

協議題２ 事業の到達目標について 

協議題３ スキルアップ研修会について 

協議題４ センター四国のロゴについて 

協議題５ 知プラ e事業の英語表記について 

協議題６ その他 

 

運営委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 26年８月４日（月） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 外部評価委員会の委員長互選方法について 

・案の通り了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 26年８月８日（金） 
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（２）協議題と決定事項 

協議題１ 事業の到達目標について 

・事業の到達目標及び全体スケジュール等が承認された。 

協議題２ スキルアップ研修会について 

・9月 22日（月）10 時 30分から著作権処理スキルアップ研修会を開催することが了承された。 

協議題３ センター四国のロゴについて 

・案のとおり了承された。 

協議題４ 知プラ e事業の英語表記について 

・下記のとおり了承された。 

［知プラ e事業］Cooperative University e-Learning Project for the Shikoku Area 

［分室名］○○ University Branch of University Consortium for e-Learning, Shikoku Center 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 26年８月 20日（水） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 四国国立大学協議会の申し合わせ（案）について 

・指摘があった箇所を修正し，四国国立大学協議会の申し合わせ（案）について了承された。 

 

第１回運営委員会 

（１）日 時  平成 26年９月 22日（月）13時 30分～ 

（２）場 所  香川大学 幸町北キャンパス OLIVE SQUARE 2階 多目的ホール 

（３）協議題 

・協議題１ 事業到達目標及び全体スケジュールの承認について 

・協議題２ 非常勤講師の取扱について 

・協議題３ 補助金終了後のセンター四国の運営体制について 

・協議題４ 平成 26 年度事業実施計画の点検・評価案ついて 

・協議題５ 平成 27 年度事業実施計画案について 

・協議題６ その他     

（４）報告議題 

・報告議題１ 9／4四国国立大学協議会の報告について 

・報告議題２ 知プラ e事業のロゴについて 

・報告議題３ 平成 26年度事業報告シンポジウムについて 

・報告議題４ その他 

（５）決定事項 

協議題１ 事業到達目標及び全体スケジュールの承認について 

・企画委員会で検討された事業到達目標及び全体スケジュールについて了承された。 

協議題２ 非常勤講師の取扱について 

・常勤教員の非常勤講師手当について無報酬とすることが了承された。 

協議題３ 補助金終了後のセンター四国の運営体制について 

・補助金終了後も知プラ e科目の開講を担保するために，各連携大学で業務を継続できる体制を維

持することについて，企画委員会が主体となって議論を進めていくこととなった。 

協議題４ 平成 26年度事業実施計画の点検・評価案ついて 

・点検・評価の第１回目について，案のとおり実施することが了承された。 

・次回以降の点検・評価については，単年度ではなく５年間を俯瞰するかたちで整理を行い，半年

に一回実施するかどうかを含めて企画委員会で検討することとなった。 
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協議題５ 平成 27年度事業実施計画案について 

・５年間を俯瞰するかたちに計画案を修正することとなった。 

・各大学で持ち帰って検討し，次回の運営委員会で議論することとなった。 

 

第３回企画委員会 

（１）日 時  平成 26年９月 22日（月）運営委員会終了後 

（２）場 所  香川大学 幸町北キャンパス OLIVE SQUARE ２階 多目的ホール 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）各ＷＧの進捗状況報告について 

（５）協議題 

・協議題１ コンテンツ開発検討ＷＧに係るガイドライン（案）について 

・協議題２ 教育の質保証等検討ＷＧに係るガイドライン（案）について 

・協議題３ 知プラ e 開講科目について 

・協議題４ 非常勤講師の取扱について 

・協議題５ リーフレット案について 

・協議題６ 平成 26 年度事業報告シンポジウム進行（案）について 

・協議題７ 事業報告書の目次（案）について 

・協議題８ 共同実施モデル（案）について 

・協議題９  その他 

（６）報告議題 

・報告議題１ 9／4四国国立大学協議会の報告について 

・報告議題２ 各研修および視察出張等の報告について 

・報告議題３ その他 

（７）決定事項 

協議題１ コンテンツ開発検討ＷＧに係るガイドライン（案）について 

・案のとおり了承された。 

協議題２ 教育の質保証等検討ＷＧに係るガイドライン（案）について 

・案のとおり了承された。 

協議題８ 共同実施モデル（案）について 

・協議題３の前に審議することとなった。 

・平成 27年度の開講科目が７科目に変更になったことの説明があり，案のとおり了承された。 

協議題３ 知プラ e開講科目について 

・合計 50 科目を開講するために開講科目の検討手順について説明があり，各大学で持ち帰り検討

することとなった。 

協議題４ 非常勤講師の取扱について 

・補助金期間中の常勤教員の非常勤講師の報酬については無報酬とする方針が運営委員会で了承さ

れたことについて報告があった。 

・学外非常勤講師について，開講科目が決まり，必要となった場合に検討することとなった。 

・常勤教員のインセンティブの取り扱いについて，各大学の裁量となるが情報交換をしながら検討

することとなった。 

・非常勤講師の任用手続きの簡素化に係る委嘱状等の様式（案）について，各大学の意見を取りま

とめた上で検討することとなった。  

協議題５ リーフレット案について 

・印刷部数について了承された。 

・案に対して修正意見が出され，11月の企画委員会までに修正することとなった。 

協議題６ 平成２６年度事業報告シンポジウム進行（案）について 
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・基調講演の講師について，各大学から候補者を推薦して貰った上で検討することとなった。 

・各 WGから報告を行うことについて了承された。 

協議題７ 事業報告書の目次（案）について 

・案について了承された。 

 

第４回企画委員会 

（１）日 時  平成 26年 11月 10日（月）13時 30分から 

（２）場 所  鳴門教育大学 総合学生支援棟 3階 F会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）各ＷＧの進捗状況報告について 

（５）協議題 

・協議題１ 履修案内について（モデルＷＧ） 

・協議題２ 授業改善アンケートの実施について（質保証ＷＧ） 

・協議題３ 非常勤講師発令に係る手続き簡素化案について（簡素化ＷＧ） 

・協議題４ 著作権処理について（コンテンツＷＧ） 

・協議題５ 知プラ e の提供科目について 

・協議題６ リーフレットについて 

・協議題７ 事業報告シンポジウムのチラシについて 

・協議題８ その他 

（６）報告議題 

・報告議題１ 事業報告シンポジウムについて 

・報告議題２ 四国における e-Knowledgeを基盤とした大学連携による大学教育の共同実施に関す

る申合せについて 

・報告議題３ 平成 27年度開講科目のシラバスについて 

・報告議題４ JSiSE 研究会（香川大学）での知プラ eセッション開設について 

・報告議題５ 知プラ e提供科目のサンプル設計（案）について 

・報告議題６ 平成 26年度外部評価委員会評価項目（案）について 

・報告議題７ スキルアップ研修会の開催について 

・報告議題８ その他 

（７）決定事項 

協議題１ 履修案内について（モデルＷＧ） 

・案について了承された。 

協議題２ 授業改善アンケートの実施について（質保証ＷＧ） 

・授業改善アンケートの実施方法（案）について，メーリングリストで随時報告し改善を加えた上

で各大学の実情に合わせて実施することが了承された。 

協議題３ 非常勤講師発令に係る手続き簡素化案について（簡素化ＷＧ） 

・常勤教員に係る非常勤講師の採用手続及び関連書類について了承された。 

・来年度からの実施に向け運営委員会の報告議題として上程することとなった。 

協議題４ 著作権処理について（コンテンツＷＧ） 

・案のとおり了承された。 

・譲渡証書について，各大学の実情に合わせて運用することとなった。 

協議題５ 知プラ eの提供科目について 

・知プラ e提供科目の科目群分類や開講継続期間等について了承された。 

協議題６ リーフレットについて 

・リーフレット(案)について修正意見を取りまとめ，修正を行った上で印刷することが了承された。 

協議題７ 事業報告シンポジウムのチラシについて 
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・デザイン（案）について B案が採択された。 

・チラシの内容について概ね了承され，細かな手直しについては香川大学に一任することとなった。 

協議題８ その他 

・単位を付与しない科目の設定について提案があり，教育の質保証等検討 WG で提案についての検

討を進めることとなった。 

・知プラ e提供科目資料の図書館等への設置について提案があり，各大学の状況を踏まえながら今

後検討することとなった。 

・平成 27年度開講科目の受講制限について，各科目の履修学生上限数をセンター四国（香川大学）

が取りまとめて集計結果を配布し，抽選については各大学で機械的に調整を行うこととなった。 

 

第２回運営委員会 

（１）日 時  平成 27年１月 29日（木）10時 30分～ 

（２）場 所  サンポートホール高松 51会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）協議題 

・協議題１ 平成 26 年度事業実施の点検・評価について 

・協議題２ 平成 27 年度事業実施計画案について 

・協議題３ 四国国立５大学連携における e-Learning 教育へのセンター四国からの支援に関する

基本方針（案）について 

・協議題４ 平成 27 年度運営委員会の開催について 

・協議題５ その他 

（５）報告 

・報告議題１ 外部評価委員会について 

・報告議題２ その他 

（５）決定事項 

協議題１ 平成 26年度事業実施の点検・評価について 

・検討中・進行中となっている項目については，未達成部分の修正を香川大学（センター四国）が

行い，運営・企画委員会メーリングリストで審議了承を得ながら進めていくことが了承された。 

協議題２ 平成 27年度事業実施計画案について 

・案のとおり了承された。 

協議題３ 四国国立５大学連携における e-Learning教育へのセンター四国からの支援に関する基本

方針（案）について 

・ポンチ絵をベースにして（標題を含めて）企画委員会で実務的な検討を進めることとなった。 

協議題４ 平成 27年度運営委員会の開催について 

・来年度は 7月と 1月に香川大学で開催することが提案され，了承された。 

 

外部評価委員会 

（１）日 時  平成 27年 1月 29日（木）15時 50分～ 

（２）場 所  サンポートホール高松 51会議室 

（３）議題 

・議題１ 平成 26年度事業実施報告  

・議題２ 平成 27年度事業実施計画報告       

・議題３ 外部評価委員からの質疑応答及び意見交換    

・議題４ その他 
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（４）委員会報告 

議題１ 平成 26年度事業実施報告  

事業実施報告に対して，各委員からあった主な意見の要約を以下に列挙する。 

 
・対象を四国の大学生だけではなく，高校生にも配信すれば，四国でこんな面白いことをやっていると思

って四国の大学を目指してくるのではないか。 

・e-Learning で学修の要点だけを提示し，対話を重視しなくてはならない。 

・多人数教育について，１人の先生が対応できるのは最大で 100人程度だと思う。 

・平成 27年度開講科目の中に eK4 で開講されている科目があり，独立しているように見えない。 

・単位を付与しない英語のリーディングやリスニング，TOEFL 対策等のスキルアップのための授業が 50

科目に中にはあってもよいのではないか。 

・四国の場合は各大学が協調して作り上げていかなければならない。 

・事業を継続するためには資金を確保する必要がある。今後も（外部評価委員会を）対面で開催できるよ

うにしていただきたい。 

・平成 26 年度事業計画の点検・評価について，制度や資金面等で問題があれば，無理せずに記載し，理

事・副学長に相談ができるような体制が必要ではないか。 

・教育の質保証について，事業理念において最終目標が質の保証では無く質の向上となっているので，こ

うすればもっと良い教育が出来ているという向上（＋α）がなければならないと考える。 

・人材育成や地域貢献の観点等で向上が説明できる評価指標・方法を検討して貰いたい。 

議題２ 平成 27年度事業実施計画報告 

事業実施計画に対して，各委員からあった主な意見の要約を以下に列挙する。 

 

・事業の到達目標である 50 科目の開講について具体的な計画は立っているのか。 

・各大学の特色のある研究のコンテンツ化は非常に重要だと考えている。これで 50 科目を揃えることが

出来れば大成功である。 

・補助金期間終了後の運営体制について，e-Learning の科目を欲しているのは，むしろ教員数，科目数

の少ない私立大学だと思われるので，私立大学にコンテンツを提供して資金を得るという方法を検討し

てはどうか。 

・具体的に何をいつまでにどうするのかといった目標をきちんと明示していただきたい。 

議題３ 外部評価委員からの質疑応答及び意見交換 

意見 1 補助金期間終了後の事業継続に向けた運営体制について長期的な観点で今から検討してお

く必要がある。例えば，システムを維持するための各大学の自己負担分の資金の確保について検討

すべきである。 

 

意見 2 各大学の良さを出したような研究内容を上手くコンテンツ化し，それぞれの大学が事業を継

続させたいと思わせるようなものにしなければいけない。 
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▼以下，各委員に対して外部評価委員会前に実施したアンケートの集計結果を掲載する。 

 

第１部：知プラ e事業に関する質問 

 

１)本事業の理念設計は妥当ですか？ 

回答 
a.非常に 

優れている 
b.良好である 

c.おおむね 

良好である 
d.判断できない e.良くない 

回答数 1 2  1 1 

 

２)本事業の業務は効果的に遂行され，目標を達成していますか。 

回答 a.非常に 

優れている 
b.良好である 

c.おおむね 

良好である 
d.判断できない e.良くない 

回答数  2  3  

 

３)センター四国の組織体制は有機的に連携し，運用に効果を挙げていますか。 

回答 a.非常に 

優れている 
b.良好である 

c.おおむね 

良好である 
d.判断できない e.良くない 

回答数  1 1 3  

 

４)シンポジウムや研修会，ホームページ等を通じた本事業の啓発活動は効果的に推進されましたか。 

回答 a.非常に 

優れている 
b.良好である 

c.おおむね 

良好である 
d.判断できない e.良くない 

回答数 1 1 1 １ 1 

 

 

第２部：平成 27年度の計画に関する質問 

 

平成 27年度の実施計画に対する助言等ございませんか。 

 

○ 今後は目標をできるだけ定量的に記載すると共に達成内容もより具体的，定量的に示した方が良

い。 

○ e-Learning で学生に満足させるには，単に長時間のコンテンツを流すのではなく，適宜質疑応

答を含めたシステムの活用や教員との対話を重視すべきである。 

○ コンテンツの内容については，各大学が誇るべき研究をテーマに選定すべきである。大学によっ

ては，通常の学部授業をしない教員等がコンテンツ作成をしているが，それはやめるべきである。

例え e-Learningといえども，通常の授業担当者が設計すべきである。 

○ 計画は妥当であり，その進捗状況と成果をしっかりと捉えて次の年に活かすサイクルの確立を望

む。 

 

平成 27年度の啓発活動について助言等ございませんか。 

 

○ 地域，特に地元高校等へのアピールを積極的に行い，5大学の魅力発信につなげてほしい。 

○ 各大学で特色のある研究をコンテンツ化して配信することが重要である。例えば，「四国遍路」

を取り上げたコンテンツを科目に取り入れようとしても NHK等の番組が既にあるため，そういう

コンテンツ開発することは無意味である。 

○ 大学は研究重視が基本である。授業を通じて研究者のあり方を学ぶことによって学生が成長する
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のが本筋である。その線を重視しなければ「大学」の意味はなく，「大学校」化するのみである。

そういう視点で，本事業を通じても四国の大学の研究能力向上に寄与していただければ，現状の

目的を超えて，意味あるものになると考える。 

○ プロジェクトを促進するために，プロジェクトの成果を公開するためのメディアとしてホームペ

ージの充実化を期待する。 

 

第３部：その他助言等 

 

本事業の改善等，また次年度以降の課題・期待とする事があればご教授ください。 

 

○ 今までは体制などの整備が主であったが，これから具体的成果が求められる。特に教育の質の保

証は重要な課題であり，そのための評価項目の設定や評価法など明確にして進めていただきたい。 

○ 古来より，洋の東西を問わず，大学の意義は，研究者養成とそれを通じての各分野での社会のリ

ーダー養成にあったことは事実である。e-Learningは，その大学の本来の目的遂行への「道具」

の一つと思うべきではないか。 

○ 徳島大学の「青色発光ダイオード」，愛媛大学の「ダイオキシン問題」，「地球深部の現象」，「植

物工場」等々の研究志向のコンテンツを作成・配信されることを期待する。 

○ 本プロジェクトの成果を内外に具体的な数字を伴ってアピールできるよう，基礎データの収集と

整理をし公開していただきたい。アピールすることを意識されてプロジェクトを進めることで，

具体的な成果が得やすくなるはずである。 

 

その他，お気づきの点がございましたら遠慮なくご指摘ください。 

 

○ 各大学における教育体制について，共同実施にした場合の認証についての課題の有無や，ある場

合の対処などは検討されているのか。 

○ 各大学の専門科目においてのポリシーの整合性は問題にならないのか。 

 

第５回企画委員会 

（１）日 時  平成 27年１月 30日（金）９時 00分から 

（２）場 所  サンポートホール高松 51会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）各ＷＧの進捗状況報告について 

（５）協議題 

・協議題１ 運用ガイドラインについて（質保証 WG） 

・協議題２ 知プラ e 科目の参考文献の整備について（質保証 WG） 

・協議題３ 単位を付与しないコンテンツの申し合わせについて（質保証 WG） 

・協議題４ 大学連携 e-Learning教育支援センター四国の運営体制について 

・協議題５ 知プラ e 提供科目について 

・協議題６ 履修関係スケジュールの確認について 

・協議題７ 平成 26 年度事業実施の点検・評価について 

・協議題８ 平成 27 年度事業実施計画案について 

・協議題９ 四国国立 5大学における e-Learning教育への大学連携 e-Learning教育支援センター

四国からの支援に関する基本方針（案）について 

・協議題 10 第 2回スキルアップ研修会について 

・協議題 11 事業報告シンポジウム 2015について 

・協議題 12 ロゴの使用指針案について 

・協議題 13 その他 
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（６）報告議題 

・事業報告シンポジウム 2014について 

・外部評価委員会について 

・その他 

（７）決定事項 

協議題１ 運用ガイドラインについて（質保証 WG） 

・案のとおり了承された。 

協議題２ 知プラ e科目の参考文献の整備について（質保証 WG） 

・各大学で調整をしていくこととなった。 

協議題３ 単位を付与しないコンテンツの申し合わせについて（質保証 WG） 

・ガイドラインとして今後検討することとなった。 

協議題４ 大学連携 e-Learning教育支援センター四国の運営体制について 

・補助期間終了後も，運営体制を継続できるように今後も検討を進め，結果を運営委員会へ上程す

ることとなった。 

協議題５ 知プラ e提供科目について 

・案のとおり了承された。 

協議題６ 履修関係スケジュールの確認について 

・案のとおり了承された。 

協議題７ 平成 26年度事業実施の点検・評価について 

・案のとおり了承された。 

協議題８ 平成 27年度事業実施計画案について 

・案のとおり了承された。 

協議題９ 四国国立５大学における e-Learning 教育への大学連携 e-Learning 教育支援センター四

国からの支援に関する基本方針（案）について 

・今後検討を行い，案がまとまれば，運営委員会に上程することとなった。 

協議題 10 第 2回スキルアップ研修会について 

・案のとおり了承された。 

協議題 11 事業報告シンポジウム 2015について 

・日本教育システム情報学会（JSiSE）と併催することとなった。 

協議題 12 ロゴの使用指針案について 

・案のとおり了承された。 

協議題 13 その他 

・平成 27年度の企画委員会の開催計画については，３月の企画委員会で決定することとなった。 

 

第６回企画委員会 

（１）日 時  平成 27年３月２日（月）14時 15分から 

（２）場 所  高知大学 共通教育棟１号館２F 127 番教室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）各ＷＧの進捗状況報告について 

（５）協議題 

・協議題１ 受講者認証について 

・協議題２ 平成 27 年度履修等手続きについて    

・協議題３ 平成 27 年度事業実施計画線表について 

・協議題４ その他 

（６）報告議題 

・報告議題１ サンプル授業設計進捗状況について 
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・報告議題２ 第６回四国５大学連携事業に係る理事間の意見交換会，第 77 回四国国立大学協議

会の報告 

・報告議題３ 事業報告書 2014について 

・報告議題４ その他 

（７）決定事項 

協議題１ 受講者認証について 

・平成 28年度以降は「GaKuNin」が使えるように検討を進めていくこととなった。 

協議題２ 平成 27年度履修等手続きについて    

・案のとおり了承された。 

協議題３ 平成 27年度事業実施計画線表について 

・案のとおり了承された。 

 

 

 

平成 27年度 

 

第 1回企画委員会 

（１）日 時  平成 27年５月 19日（火）13時 30分から 

（２）場 所  香川大学 幸町北キャンパス 大学本部３階第一会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）緊急審議  

・平成 27 年度国立大学改革強化推進補助金(総合支援型)の交付内定(52％減)に伴う現状報告と対

策について 

（５）各 WGの進捗状況報告について 

（６）協議題 

・協議題１ 知プラ e 科目の提供計画（案）について  

・協議題２ 事業シンポジウムの開催について       

・協議題３ 平成 27 年度知プラ e科目に係る年間スケジュール表（案）について     

・協議題４ 規程等の公開と資料の重要度分類の整備について  

・協議題５ その他 

（７） 報告議題 

・報告議題１ 平成 27年度分室単位の年間スケジュール表（案）について 

・報告議題２ スキルアップ研修会のテーマ募集について 

・報告議題３ JSiSE 全国大会企画セッション開催の案内について 

・報告議題４ その他 

（８）決定事項 

緊急審議 

 平成 27 年度国立大学改革強化推進補助金（総合支援型）の交付内定（52％減）に伴う現状報告

と対策について 

・近々文部科学省の国立大学改革強化推進補助金（平成 24 年度選定事業）の中間評価に係るヒア

リングが実施される予定なので，資料等の作成に協力いただきたいとの発言があった。 

協議題 1  知プラ e科目の提供計画（案）について 

・平成 28年度提供科目について，センター四国が 5大学全体の情報をとりまとめて６月 30日まで
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に各分室に送付し，平成 29年度以降の提供科目について，9月末までに提供計画（案）を作成す

ることとなった。 

協議題２  事業シンポジウムの開催について 

・今回の事業シンポジウムは徳島大学で開催される教育システム情報学会（JSiSE）とあわせて開

催する予定であるため，徳島大学分室が主導となり実施することとなった。 

協議題３  平成 27年度知プラ e科目に係る年間スケジュール表（案）について 

・各分室で検討する時間が必要なため改めて審議を行うこととし，7 月の企画委員会で結果を報告

することとなった。 

協議題４  規程等の公開と資料の重要度分類の整備について 

・今までに決定した内容等の情報を共有するために，ガイドライン以上の規程（規程，運用細則，

ガイドライン）をセンター四国のホームページに掲載することとなった。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 27年６月５日（金） 

（２）決定事項 

協議題 平成 27年度知プラ e科目に係る年間スケジュール表（案）について 

・修正意見があったため次回の委員会で再審議することとなった。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 27年６月 26日（金） 

（２）決定事項 

協議題１  平成 27年度知プラ e科目に係る年間スケジュール表（案）について 

・修正案が了承された。 

協議題２ 担当教員の成績評価表の提出方法について 

・担当教員の成績評価表の提出方法（分室単位でとりまとめるか担当教員が直接送付するか）につ

いては，各分室に運用を任せることとなった。 

協議題３ 平成 28年度開講科目の決定について    

・疑義が生じたため確認を行った上で改めて審議することとなった。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 27年６月 30日（火） 

（２）決定事項 

協議題 事業シンポジウム 2015について 

・事業シンポジウム 2015の開催に関するスケジュールについて，案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 27年７月３日（金） 

（２）決定事項 

協議題 平成 27年度スキルアップ研修会計画案について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 27年７月 13日（月） 

（２）決定事項 
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協議題 事業報告書（平成 27年度版）目次案について 

・案のとおり了承された。 

 

 

第２回企画委員会 

（１）日 時  平成 27年７月 21日（火）13時 30分から 

（２）場 所  香川大学 幸町北キャンパス 大学本部３階第一会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について 

① ６月 ５日 平成 27年度知プラ e科目に係る年間スケジュール表（案）について 

 ② ６月 26日（再審議）平成 27年度知プラ e科目に係る年間スケジュール表（案）について 

 ③ ６月 26日（追加審議）平成 27年度知プラ e科目に係る年間スケジュール表（案）について 

 ④ ６月 26日 平成 28年度知プラ e開講科目の決定について 

 ⑤ ６月 30日 事業シンポジウムについて 

 ⑥ ７月 ３日 平成 27年度スキルアップ研修会計画案について 

 ⑦ ７月 13日 事業報告書（平成 27年度版）目次案について 

（５）各 WG等の進捗状況報告について 

（６） 協議題 

・協議題１ 平成 27 年度知プラｅ科目の成績評価段取りについて   

・協議題２ 事業報告書の少部数印刷対応について            

・協議題３ 平成 28 年度提供科目について                

・協議題４ その他 

（７）報告議題 

・報告議題１ 事業シンポジウムの進捗状況の報告について 

・報告議題２ センター四国 HPの各大学学生向け履修案内ページの作成について 

・報告議題３ その他 

（８）決定事項 

協議題１  平成 27年度知プラ e科目の成績評価段取りについて 

・案のとおり了承された。なお，成績評価表の返送に要する郵送料の負担については再度検討する

こととなった。 

協議題２  事業報告書の小数部印刷対応について 

・案のとおり了承された。 

協議題３  平成 28年度提供科目について  

・案の通り了承された。なお，単位を付与しない科目については事業の成果として公表していく方

向で進めていくこととなった。 

 

第１回運営委員会 

（１）日 時  平成 27年７月 21日（火）15時 15分から 

（２）場 所  香川大学 幸町北キャンパス 大学本部 3階第一会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）報告議題 

・報告議題１ ７月９日文科省ヒアリングの報告について 

・報告議題２ 事業シンポジウムの開催について            
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・報告議題３ その他 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 27年７月 27日（月） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 教育システム情報学会への共催依頼について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 27年８月３日（月） 

（２）協議題と決定事項 

成績評価依頼の際の郵送経費負担方法について 

・科目提供大学が負担することとなった。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 27年８月 25日（火） 

（２）協議題と決定事項 

平成 27年度知プラｅ事業実施計画に基づく自己点検について 

・平成 27年度事業実施計画案の文言修正について，案のとおり了承された。 

・平成 27 年度事業実施計画に基づく自己点検項目（案）について，修正意見があったため次回の

委員会で再審議することとなった。 

 

第 3回企画委員会 

（１）日 時  平成 27年９月４日（金）9：30から 

（２）場 所  徳島大学 常三島キャンパス 共通教育６号館 201教室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について 

①７月 27日 教育システム情報学会への共催依頼について 

②８月 ３日 成績評価依頼の際の郵送経費負担方法について 

③８月 25日 平成 27 年度事業実施計画に基づく自己点検について 

（５）各ＷＧの進捗状況報告について 

（６）協議題 

・協議題１ 平成 28 年度開講科目のシラバス作成について 

・協議題２ 成績入力の電子化に関する検討について 

・協議題３ 平成 27 年度事業実施計画に基づく自己点検について 

・協議題４ 知プラ e 科目の講義運用について 

・協議題５ 平成 27 年度開講科目のコンテンツ相互確認の段取りについて 

・協議題６ その他 

（７）報告議題 

・報告議題１ 平成 29,30 年度知プラ e科目提供計画表について 

・報告議題２ スキルアップ研修会について 

・報告議題３ 外部評価委員の再任について 
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・報告議題４  事業シンポジウム 2015の参加者数について 

・報告議題５ その他 

（８）決定事項 

協議題１  平成 28年度開講科目のシラバス作成について 

・各科目の主担当教員が承認され，センター四国から主担当教員へシラバスの作成依頼をするこ 

  ととなった。 

協議題２  成績入力の電子化に関する検討について 

・システム検討 WGで検討することとなった。 

協議題３  平成 27年度事業実施計画に基づく自己点検について 

・案のとおり了承された。 

協議題４ 知プラ e科目の講義運用について 

・案のとおり原則として VOD型のフル e-Learningで運用していくことが了承された。 

協議題５  平成 27年度開講科目のコンテンツ相互確認の段取りについて 

・窓口担当者リストの作成について後日センター四国から各分室に事務担当者メーリングリスト 

 で依頼することとなった。また，コンテンツ確認シートに特に確認してほしい箇所の記入欄を 

 追加することとなった。 

協議題６  その他 

・平成 27年度開講科目「知の探訪」の定期試験の取り扱いについて，対面試験をレポートに変 

 更することとなり，徳島大学から各分室へシラバスの内容訂正を通知することとなった。 

 

運営・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 27年 10月 19日（月） 

（２）協議題と決定事項 

 協議題 事業報告書の掲載期間について 

・案のとおり了承された。 

 

第 2回運営委員会 

（１）日 時  平成 27年 11月６日（金）13時 30分から 

（２）場 所  香川大学 幸町北キャンパス 大学本部 3階第一会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について 

①10月 19日 事業報告書の掲載期間について 

（５）協議題 

・協議題１ eK4からの知プラ e科目の提供依頼について    

・協議題２ その他 

（６）報告事項 

・報告１ その他 

（７）決定事項 

協議題１  eK4からの知プラ e科目の提供依頼について 

・e-Knowledgeコンソーシアム四国(eK4)から知プラ開講科目を単位互換として従前同様に今後も継

続的に提供してほしいとの依頼があり，審議の結果了承された。なお，各科目の提供可否につい

ては提供大学が決定することとなった。また，具体的な検討については企画委員会で行うことと

なった。  
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第 4回企画委員会 

（１）日 時  平成 27年 11月６日（金）13時 45分から 

（２）場 所  香川大学 幸町北キャンパス 大学本部３階第一会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について 

①10月 19日 事業報告書の掲載期間について 

（５）各ＷＧの進捗状況報告について 

（６）協議題 

・協議題１ 外部評価委員会について 

・協議題２ LMSに蓄積される学習データの取り扱いについて 

・協議題３ 平成 28 年度事業実施計画案について 

・協議題４ 第２回スキルアップ研修会企画案について 

・協議題５ その他 

（７）報告議題 

・報告議題１ 事業報告書（暫定版）及び自己点検（中間まとめ）について 

・報告議題２ 第 1回スキルアップ研修会について 

・報告議題３ 知プラ e科目提供計画案について 

・報告議題４ 平成 27年度後期開講科目の履修者数について 

・報告議題５ その他 

（８）決定事項 

協議題１  外部評価委員会について 

・外部評価委員会に係るスケジュール（案），議事次第案，外部評価用の資料について， 

案のとおり了承された。 

協議題２  LMSに蓄積される学習データの取り扱いについて 

・各大学の LMSに蓄積されている自大学以外の学生のログデータの取り扱いについて，意見交換が 

行われた。 

協議題３  平成 28年度事業実施計画案について 

・平成 28年度事業実施計画案について，案のとおり了承された。企画委員会の開催について，原 

則遠隔で開催することとなった。また年４回行うことが決定したが開催月については再検討する 

こととなった。 

協議題４  第２回スキルアップ研修会企画案について 

・案のとおり了承された。 

協議題５  その他 

・第２回運営委員会からの指示により，e-Knowledgeコンソーシアム四国(eK4)への科目提供につ 

いて企画委員会で具体的な検討を今後進めることとなった。 

 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 27年 12月７日（月） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 知プラ e：新規企画委員の提案について 

・案のとおり了承された。 
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運営・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 27年 12月 18日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 第２期中期目標期間における５大学連携事業に係る実績報告書の統一表記の取り纏めに 

ついて 

・案のとおり了承された。 

 

外部評価委員会 

（１）日 時  平成 28年１月 18日（月）11時 10分から 

（２）場 所  香川大学 幸町北キャンパス 大学本部 3階第一会議室 

（３）議題 

・議題１ 平成 27年度事業実施報告      

・議題２ 平成 28年度事業実施計画報告   

・議題３ 外部評価委員からの質疑応答及び意見交換 

・議題４ その他 

（４）議事要旨 

議題１ 平成 27年度事業実施報告  

事業実施報告に対して，各委員からあった主な意見の要約を以下に列挙する。 

・各大学の特徴あるコンテンツを提供することが重要である。 

・履修者総数が増えたことは評価できるが，大学ごとに履修者数のばらつきがあることはよいとは

いえない。自由科目にする，シラバスや履修の手引き等を見やすくするなどの工夫をしてはどうか。 

・５大学の学生が興味をもってもらえる科目をセンター四国で考えてほしい。 

・e-Learning コンテンツを一方的に配信するだけではなく，常に教員との対話ができるシステムを

構築する必要がある。 

 

議題２ 平成 28年度事業実施計画報告 

事業実施計画に対して，各委員からあった主な意見の要約を以下に列挙する。 

・各大学がすべてクォーター制にするのか２単位の科目を残すのか，四国５大学の方針を定めるべ

きである。 

・講義を自宅で学習することは望ましくなく，しかるべき教室で質疑応答が自由にできる環境が必

要である。大学に通わずに自宅で単位が取得できるということは単位取得制度の上でも問題ではな

いか。 

・オンライン授業設計ガイドラインは非常によくできており，このガイドラインに沿って授業設計

が行われると質の高い教育ができる。 

・事業期間終了後も事業を継続させるための運営体制について検討を始めてはどうか。 

 

議題３ 外部評価委員からの質疑応答及び意見交換 

各委員からあった主な意見の要約を以下に列挙する。 

・e-Learningが本当に重要であるならば５大学がもっと結束する必要がある。 

・コンテンツの質が良く，異なるシステムを持つ大学でも受講できるということが実現すれば全国

でも事例の少ない先例となる。他の大学の参考になるように蓄積されたノウハウを積極的に発信し

てほしい。 

 

議題４ その他 

特になし 
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▼以下，各委員に対して外部評価委員会前に実施したアンケートの集計結果を掲載する。 

 

第１部：平成 27年度の活動に関する質問 

) 本事業の業務は効率的に遂行され、目標を達成していますか。 

回答 
a.非常に 

優れている 
b.良好である 

c.おおむね 

良好である 

d.判断でき 

ない 
e.良くない 

回答数 1 2 0 1 1 

 

２) センター四国の組織体制は有機的に連携し、運用に効果を挙げていますか。 

回答 
a.非常に 

優れている 
b.良好である 

c.おおむね 

良好である 

d.判断でき 

ない 
e.良くない 

回答数 0 1 1 3 0 

 

３) シンポジウムや研修会ホームページ等を通じた本事業の啓発活動は効果的に推進されましたか。 

回答 
a.非常に 

優れている 
b.良好である 

c.おおむね 

良好である 

d.判断でき 

ない 
e.良くない 

回答数  3 1  1 

 

 

第２部：平成 28年度の計画に関する質問１ 

１）平成 28年度の実施計画に対する助言等ございませんか。 

・各大学で，それなりに業績を上げている研究者が中心になって，一定限の「自己 PR」や「学問に

挑戦する意味と楽しさ」をコンテンツ化して発信することが必要である。 

・「フル e-Learning 授業で教育の質保証を可能にする要件の明確化」について、具体的な成果をあ

げ、内外に公表することを期待している。 

・研究成果が出れば積極的に関連学会等に報告していただきたい。 

 

２）平成 28年度の啓発活動について助言等ございませんか。 

・教育補助者の育成、教材の質を専門家の意見で改良するシステム、授業中に適宜学生の意見の収

集やミニテストのできるシステム等が必須になると思われる。 

 
第部：その他助言等 

１）本事業の改善等、また次年度以降の課題・期待とする事があればご教授ください。 

・履修者が大幅に増加したのは大きな成果である。しかし、学生数が多い大学の履修者が少ないこ

とや一人の履修者もいない大学がある点が理解できない。各大学での広報や履修案内に問題がある

のではないか。 

・事業終了後の体制や、本事業の継続の仕方やまとめ方などについて検討を始めることが必要であ

る。 

・どのようなテーマの科目を制作するか，今後のコンテンツの在り方を議論する必要がある。 

 

２）その他、お気づきの点がございましたら遠慮なくご指摘ください。 

・受講人数や開設科目数の違いなどがあり，大学間で取り組みに差があるように感じた。 

・大学の e-Learning授業科目なので，大学の教員が研究者の目線で，学生を社会的に有為な人間に

育成するためのコンテンツを制作することが大切である。 

 

第３回運営委員会  

（１）日 時  平成 28年１月 18日（月）13時 15分から 

（２）場 所  香川大学 幸町北キャンパス 大学本部階第一会議室 
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（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について 

①12月 18日 第２期中期目標期間における 5大学連携事業に係る実績報告書の統一表記の取り纏

めについて 

（５）協議題 

・協議題１ 平成 28 年度事業実施計画案について 

・協議題２ その他 

（６）報告事項 

・報告１ 外部評価委員会について 

・報告２ その他 

（７）決定事項 

協議題１ 平成 28年度事業実施計画案について 

・案のとおり了承された。 

 

第５回企画委員会  

（１）日 時  平成 28年１月 18日（月）13時 45分～ 

（２）場 所  香川大学 幸町北キャンパス 大学本部３階第一会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について 

 ①12月７日 知プラ e：新規企画委員の提案について 

 ②12月 18日 第 2期中期目標期間における５大学連携事業に係る実績報告書の統一表記の取り纏

めについて 

（５）各 WGの進捗状況報告 

（６）協議題 

・協議題１ 平成 28 年度企画委員会開催月について 

・協議題２ 平成 28 年度自己点検項目案について 

・協議題３ サーバトラブル時の対応について 

・協議題４ 平成 28 年度年間スケジュール案について 

・協議題５ その他 

（７）報告事項 

・報告１ 外部評価委員会について 

・報告２ 事業報告書（正式版）に係るスケジュールについて 

・報告３ その他 

（８）決定事項 

協議題１ 平成 28年度企画委員会開催月について 

・案のとおり了承された。 

協議題２ 平成 28年度自己点検項目案について 

・案のとおり了承された。 

協議題３ サーバトラブル時の対応について 

・案のとおり了承され，運用上の詳細については今後検討を進めていくこととなった。 

協議題４ 平成 28年度年間スケジュール案について 

・案の日付が平成 27 年度の学年歴をベースに作成されているため，センター校から分室へ平成 28
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年度の学年歴等を照会し修正版を作成することとなった。 

協議題 その他 

・鳴門教育大学から過年度入学者に対して，知プラ e科目を eK4科目として従来とおり単位互換で

開講してほしいとの要望があり，本件については eK4の企画委員会で審議してもらい知プラ eと

しては eK4で決定した方針に従うこととなった。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年２月 22日（月） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 28年度知プラ e科目に係る年間スケジュール表（案）について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年２月 24日（水） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 外部評価委員からのコメントに対する回答及び業務改善計画（案）について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年２月 25日（木） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 27年度版事業報告書の表紙デザインについて 

・案のとおり了承された。 

 

運営・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年２月 26日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 事業報告書平成 27年度版（正式版）(案）について 

・案のとおり了承された。 

 

運営・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年２月 26日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 高知大学知プラ e科目取り下げに伴う資料の修正について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年３月 11日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 H28 国大改革強化推進補助金（総合支援型）に係る関係資料の提出について 

・案のとおり了承された。 
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第６回企画委員会 

（１）日 時  平成 28年３月 15日（火）13時 30分から 

（２）場 所  香川大学 幸町北キャンパス 大学本部３階第１会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について 

① ２月 22日 平成 28年度知プラ e科目に係る年間スケジュール表（案）について 

② ２月 24日 外部評価委員からのコメントに対する回答及び業務改善計画（案）について 

③ ２月 25日 平成 27年度版事業報告書の表紙デザインについて 

④ ２月 26日 事業報告書平成 27年度版（正式版）(案)について 

⑤ ２月 26日 高知大学知プラ e科目取り下げに伴う資料の修正について 

⑥ ３月 11日 H28 国大改革強化推進補助金（総合支援型）に係る関係資料の提出について 

（５）各ワーキンググループ（WG）の進捗状況報告について 

（６）協議題 

・協議題１ サーバトラブル時の対応フローチャート案について  

・協議題２ シラバス情報収集フォーマットについて       

・協議題３ オンライン授業設計ガイドライン改訂について     

・協議題４ 知プラ e 事業の課題整理について  

・協議題５ その他 

（７）報告議題 

・報告議題１ 情報ネットワーク論取り下げに伴う対応について 

・報告議題２ 授業改善アンケート集計と結果報告のスケジュールについて 

・報告議題３ 平成 28年度スキルアップ研修会のテーマ募集について 

・報告議題４ その他 

（８）決定事項 

協議題１ サーバトラブル時の対応フローチャート案について  

・案のとおり了承された。 

協議題２ シラバス情報収集フォーマットについて       

・シラバス情報収集フォーマット及びチェックリストについて，を共同教育実施モデル検討 WG で

作成することが了承された。また，オンライン授業内容確認シートの整理作業についても並行し

て実施することとなった。 

協議題３ オンライン授業設計ガイドライン改訂について     

・案のとおり了承された。（注釈の記載誤りを訂正） 

協議題４ 知プラ e事業の課題整理について  

・補助金期間終了後の運用体制等について，分室長間で検討のたたき台となる課題リストを作成す

ることが了承された。 

 

運営委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年３月 31日（木） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 28年度運営委員会の開催について 

・案のとおり了承された。 
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平成 28年度 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年月８日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 知プラｅ科目の各大学からの提供科目数について 

・案のとおり了承された。 

 

第１回企画委員会 

（１）日 時  平成 28年６月３日（金）13時 30分から 

（２）開催方法 遠隔 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について  

①４月８日 知プラｅ科目の各大学からの提供科目数について 

（５）各 WGの進捗状況報告について 

（６）協議題 

・協議題１ コンテンツ視聴確認の簡素化について  

・協議題２ 懸案事項と検討する WG案について       

・協議題３ 平成 28 年度事業シンポジウムについて     

・協議題４ スキルアップ研修会のテーマ案について  

・協議題５ シラバス情報収集フォーマット改訂案について 

・協議題６ その他 

（７） 報告事項 

・報告１ JSiSE論文誌 33(3)における知プラの紹介について 

・報告２ 平成 28年度知プラ e科目の履修希望者数について 

・報告３ 自己点検について 

・報告４ 平成 29年度提供科目について 

・報告５ 平成 28年度国立大学改革強化推進補助金交付決定について 

（８）決定事項 

協議題１ コンテンツ視聴確認の簡素化について  

・コンテンツ開発検討ＷＧが中心となって検討を行い，次回の企画委員会で再度審議を行うことと

なった。 

協議題２ 懸案事項と検討する WG案について       

・懸案事項と検討するＷＧ（案）は了承され，期限については村井委員が各ＷＧと調整することと

なった。 

協議題３ 平成 28年度事業シンポジウムについて     

・案のとおり了承され，日程の詳細は今後検討することとなった。 

協議題４ スキルアップ研修会のテーマ案について  

・案のとおり了承された。 

協議題５ シラバス情報収集フォーマット改訂案について 

・シラバス情報収集フォーマットについては，共同教育実施モデル検討ＷＧで再度検討し，修正案

をメール審議することとなった。シラバス記入チェックシートは原案どおり了承された。 
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企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年６月 10日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 29年度開講科目の情報収集スケジュール等について 

・案のとおり修正することが了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年６月 14日（火） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 事業報告書（平成 28年度版）の目次(案)について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年６月 22日（水） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 シラバスの情報収集フォーマットの様式（案）について 

・案のとおり了承された。 

 

運営・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年７月 15日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 27年度自己点検・評価報告書（案）について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年７月 19日（火） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 知プラ e:平成 29年度開講科目の決定について 

・香川大学提供科目について「情報のいろは」は従前のまま２単位とし，既存科目のうちクォータ

ー制の導入によって科目名が変更された科目（１単位２科目となったもの）の「新規・継続の別」

は「継続」ではなく「新規」の誤りのため，訂正案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年７月 19日（火） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 知プラ e公式ホームページの一部修正について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年８月 19日（金） 

（２）協議題と決定事項 



559 

協議題 コンテンツ開発等検討 WG運用細則の名称変更について 

・案のとおり了承された。 

 

運営・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年９月２日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 愛媛大学の平成 28年度後期提供科目に係る対応について（協力依頼） 

・日程的に審議することが困難だったため，センター長判断で変更を了承し，各分室に対応を依頼し

た。 

 

第２回企画委員会 

（１）日 時  平成 28年９月 15日（木）13時 30分から 

（２）開催方法 遠隔 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について 

①６月 10日 平成 29年度開講科目の情報収集スケジュール等について 

②６月 14日 事業報告書（平成 28年度版）の目次（案）について 

③６月 22日 シラバスの情報収集フォーマットの様式（案）について 

④７月 15日 平成 27年度自己点検・評価報告書（案）について 

⑤７月 19日 知プラ e公式ホームページの一部修正について 

⑥７月 19日 平成 29年度開講科目の決定について 

⑦８月 19日 コンテンツ開発等検討 WG運用細則の名称変更について 

⑧９月 ２日 愛媛大学の平成 28年度後期提供科目に係る対応について（協力依頼） 

（５）各 WGの進捗状況報告について 

（６）協議題 

協議題１ 平成 28年度事業シンポジウム案について  

協議題２ スキルアップ研修会案について       

協議題３ 知プラ e科目の認証制度案について     

協議題４ WGについて  

協議題５ 成績入力システムへの直接入力について 

協議題６ 成績評定について 

協議代７ 専門科目受け入れ区分のフィードバックについて 

協議代８ その他 

（７）報告事項 

・報告１ ７月８日開催教育担当理事意見交換会の報告について 

・報告２ 同一科目とみなされる科目の対応について 

・報告３ その他 

（８）決定事項 

協議題１ 平成 28年度事業シンポジウム案について  

・案のとおり，了承された。（シンポジウム会場の誤標記のため訂正） 

協議題２ スキルアップ研修会案について       

・案のとおり了承された。 

協議題３ 知プラ e科目の認証制度案について     

・案のとおり了承された。 
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協議題４ WGについて  

・WGの初期の役割は終わったため WGを解散してはどうかという提案があり，WG主査の判断で閉じ

ることが了承された。なお，検討が必要な案件が発生した場合は企画委員会委員長の指名により

担当者を選出することとなった。 

協議題５ 成績入力システムへの直接入力について 

・案のとおり了承された。 

協議題６ 成績評定について 

・成績評価要領等の共有を進め，成績評価表の作成等の具体的な対応について今後検討することと

なった。 

協議代７ 専門科目受け入れ区分のフィードバックについて 

・高知大学で各大学の開講科目区分を集約することとなった。 

 

運営委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年９月 28日（水） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 野田委員逝去に伴う外部評価委員候補者の推薦について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年 10月 17日（月） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 事業シンポジウム 2016のチラシ案について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年 10月 21日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題１ コンテンツ視聴確認の簡素化案について 

・案のとおり了承された。 

協議題２ コンテンツ視聴確認シートの改定案について 

・修正案が提案されたため，再度審議することとなった。  

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年 11月 16日（水） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 コンテンツ視聴確認のシート改訂案について 

・センター長判断により軽微な修正を加えた上で，案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年 12月６日（火） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 知プラ e科目の成績判定要件について 

・平成 29年度以降に開講される知プラ e科目について，2／3位上の出席を成績判定の要件とする場

合はシラバスに出席要件に関する事項を必ず記入する。また，e-Learning 授業については出席とい
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う概念が無いため要件とする場合は出席を何と読み替えるかを明確に記載こととなった。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年 12月 19日（月） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 29年度 知プラ eに係る開講科目及び担当教員一覧について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年 12月 22日（木） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 29年度 知プラ eに係る開講科目及び担当教員一覧の変更について 

・案のとおり了承された。（追加審議分） 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 28年 12月 26日（月） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 オンライン授業設計ガイドライン（改訂案）及び準拠確認シート案について 

・愛媛大学からの修正意見について香川大学内で疑義が生じたため，次回の企画委員会（平成 29年

１月 24日開催）で再審議することとなった。 

 

第１回運営委員会 

（１）日 時  平成 29年１月 23日（月）11時 30分から 

（２）場 所 香川大学 幸町北キャンパス 大学本部３階第一会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について  

① 12月  １日 平成 27年度外部評価に係るアンケート（案）及び関連する資料について 

②  ２月 24日 外部評価委員からのコメントに対する回答及び業務改善計画（案）について 

③  ２月 25日 平成 27年度版事業報告書の表紙デザインについて 

④  ２月 26日 事業報告書平成 27年度版（正式版）(案）について 

⑤  ２月 26日 高知大学知プラ e科目取り下げに伴う資料の修正について 

⑥  ３月 31日 平成 28年度運営委員会の開催について 

⑦  ７月 15日 平成 27年度自己点検・評価報告書（案）について 

⑧  ９月 ２日 愛媛大学の平成 28年度後期提供科目に係る対応について（協力依頼） 

⑨  ９月 28日 野田委員逝去に伴う外部評価委員候補者の推薦について 

（５）各 WGの進捗状況報告について 

（６）協議題 

協議題１ 補助金期間終了後の運用体制について 

協議題２ 知プラ e科目情報変更の今後の対応について 

協議題３ 平成 29年度運営委員会の開催について 

協議題４ 平成 29年度事業実施計画案について 

協議題５ 平成 28年度国立大学改革強化推進補助金実績報告書案について 

協議題６ 国立大学改革強化推進補助金の「最終評価総括票」案について 
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協議題７ その他 

（７）報告事項 

・報告１ 平成 28年度外部評価委員会開催について 

・報告２ その他 

（８）決定事項 

協議題１ 補助金期間終了後の運用体制について 

・修正意見を元に基幹校で文言の調整を行い，メーリで再審議することとなった。 

協議題２ 知プラ e科目情報変更の今後の対応について 

・締切後に科目情報の変更があった場合の最終期限は設けずに柔軟に対応することとなった。 

協議題３ 平成 29年度運営委員会の開催について 

・平成 28年度と同様に事業シンポジウムと併せて１月に対面開催することとなった。 

協議題４ 平成 29年度事業実施計画案について 

・案のとおり了承された。 

協議題５ 平成 28年度国立大学改革強化推進補助金実績報告書案について 

・案のとおり了承された。 

協議題６ 国立大学改革強化推進補助金の「最終評価総括票」案について 

・協議題１，協議題５の審議結果を反映させて修正することとなった。 

 

外部評価委員会  

（１）日 時  平成 29年１月 23日（月）16時 45分から 

（２）場 所 香川大学 幸町北キャンパス 研究交流棟 5階研究者交流スペース 

（３）議 題  

・議題１ 平成 28年度事業実施報告  

・議題２ 平成 29年度事業実施計画報告  

・議題３ 外部評価委員からの質疑応答及び意見交換 

・その他 

（４）議事要旨 

議題１ 平成 28年度事業実施報告  

・事業実施報告に対して，各委員から特段の意見は出なかった。 

議題２ 平成 29年度事業実施計画報告 

・事業実施計画に対して，各委員から特段の意見は出なかった。 

議題３ 外部評価委員からの質疑応答及び意見交換 

 

Q1 本取り組みの特徴の中で全学パソコンの必携化と高速無線 LAN の整備という項目があったが，

パソコンの必携化について説明を頂きたい。 

A1 香川大学の場合は工学部と農学部が必携化となっている。いわゆる文系学部はまだという状況

である。高知大学は全学が必携化されている。徳島大学，鳴門教育大学，愛媛大学はされていない。 

 

Q2 履修者が何人いたというのは報告があったが，単位が取れたのかどうかというデータはあるの

か。中断率には差があるのか。 

A2 履修状況について分析をしフィードバックをすることについては，まだ知プラ全体では実施し

ていないが，愛媛大学ではひととおり昨年度に実施した。受講生の約 4 割が単位を修得している状

況である。ドロップアウトするタイミングについては、初期段階（ログインして第１回目の課題を

行うまで）に諦めてしまう学生が基本的に多い。 

 

Q3 実際にガイドラインに基づいて教育し質保証ができたかどうかの検証をどうやるのかを検討し
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ているか。 

A3 ガイドラインを作成し，ガイドラインに対する評価としてチェックシートを作成した。それに

基づいて教材の質を担保することは来年度以降に示す。 

 

Q4 事業期間終了後のセンター四国運営体制について，各分室を継続し，経費は各大学が自己負担

で行うことと記載されているが，シンポジウムのプレゼン資料では，作業量が多大で補助金終了後

は維持困難と書かれていた。そのあたりの関係について説明願いたい。 

A4 補助金が無い＝人を雇う人件費が無い，ということは明確である。予算が少なくてもできるだ

けきちんとした成果を出すために，作業を簡便化してルーティンワークに落とし込むなどして，こ

れまでと同じような成果を出せる方策を今後検討する。 

 

Q5 分室を継続して設置することは決まっているようだが，その上にある大学連携 e-Learning教育

支援センター四国という組織は存続するのか。 

A5 現時点では未定である。 

 

Q6 知プラ e 事業の補助金期間中も各大学がそれぞれで経費を負担している。各大学が負担する部

分を今後理事意見交換会等で検討することになるのか。 

A6 そのなる。我々の上にある連携事業推進会議，あるいは５大学の学長会議から指示が下りてく

ることとなる。いずれにせよ，上層部に基本方針を検討していただくこととなる。 

 

Q7 ユーザ認証方式の一元化について，その中身を説明願いたい。 

A7 一元化というのは，大学で Moodle を共有することとなる。その Moodle を利用する時の認証は

各大学の ID とパスワードでログインできるようにしているが，今後は５大学の Moodle とも，学認

とよばれる連携認証を利用する，というユーザ認証方式の一元化で考えている。 

 

Q8 この事業を始める時に，学生が“いつでもどこでも何度でも”ということで e-Learningが始ま

った。学生が自大学の学生だけで無く他大学の学生とも意見交換できるという記述があったと思う

が，現在のシステムでそういうことができているのか 

A8 各大学で利用されている Moodle のフォーラムにディスカッションできる機能が存在している。

また，実際に使っている事例もある。 

 

Q9 各大学が共通で開講している科目を e-Learning化するというのが見受けられないがどうなって

いるのか。 

A9 知プラ e 事業ではないが，愛媛大学では共通基礎科目のある分野では他大学と連携が進んでい

るケースもある。 

 

Q10  e-Learning の特色として，作る時は凄く大変だが賞味期限が切れるまでは使い回しが可能で

ある。例えば放送大学の場合は４年に１回のコンテンツ見直しサイクルでやっている。制作したコ

ンテンツがどれくらい長持ちするものなのか（どれぐらいのサイクルでリバイスしていくものなの

か），立ち上げた後で維持管理していくための予算がどれくらい必要なのか。 

A10 放送大学で１科目を作成するためには概ね安いので 300万円，高いのだと２千万円かかってい

る。取材や CG等を含めた金額である。 

 

意見１ ガイドラインが整備されるだけで無くガイドラインに従っているかをチェックするための

ツールができることが具体的になってきたと思っている。著作権についての報告にもあったように，

こういうワークシートや FAQ みたいなものを整備していくことが今後のスリム化に向けての大きな

一歩になる。 

 

意見２ e-Learning という言葉は一般的な馴染みが無いので，もっと広く知って貰うための広報活

動が必要である。 
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意見３ 教育工学系の学会等に於いてはこのプロジェクトはたいへん広く知られていて注目を集め

ているので，是非失敗しないで欲しい。 

 

意見４ 限られた予算のもとでこれだけのコンテンツを制作されたことについて，教員の方々の努

力は非常に大変だったのだろうと十分に想像できる。その努力を讃えたいと思う。 

 

意見５ 平成 27年度には７科目で 777名，平成 28年度は 14科目，平成 29年度は 38科目，平成 30

年度には約 50科目と，スタッフの皆さんが凄い努力をされたと思う。ますます発展していくことを

期待している。 

 

議題４ その他 

    特になし 

 

第３回企委員会 

（１）日 時  平成 29年１月 24日（火）９時 30分から 

（２）場 所 香川大学 幸町北キャンパス 大学本部３階第一会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について  

① 10月 17日 事業シンポジウム 2016のチラシ案について 

② 10月 21日 コンテンツ視聴確認の簡素化案及びシート改訂案について 

③ 11月 16日 コンテンツ視聴確認のシート改訂案について 

④ 12月 6日 知プラ e科目の成績判定要件について 

⑤ 12月 19日 平成 29年度 知プラ eに係る開講科目及び担当教員一覧の変更について 

⑥ 12月 22日 平成 29年度 知プラ eに係る開講科目名の変更について 

⑦ 12月 26日 オンライン授業設計ガイドライン（改訂案）及び準拠確認シート案について 

（５）各 WGの進捗状況報告について 

（６）協議題 

・協議題１ 平成 29年度企画委員会開催月案について 

・協議題２ 平成 29年度年間スケジュール案について 

・協議題３ 成績の評価方法について 

・協議題４ 障害のある学生に対する支援体制について 

・協議題５ オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シートの運用方法について 

・協議題６ 「H29知プラ開講科目「海洋基礎生態学」の試験実施方法」について 

・協議題７ その他 

（７）報告事項 

・報告１ 外部評価委員会について 

・報告２ 運営委員会について 

・報告３ 事業報告書（正式版）に係るスケジュールについて 

・報告４ 平成 28年度知プラ e開講科目の履修登録状況について 

・報告５ 愛媛大学提供科目の香川大学 LMSからの配信について 

・報告６ センター四国ウェブサイトに掲載する平成 29年度開講科目の履修案内について 

・報告７ その他 

（８）決定事項 

協議題１ 平成 29年度企画委員会開催月案について 

・案のとおり了承された 
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協議題２ 平成 29年度年間スケジュール案について 

・案のとおり了承された 

協議題３ 成績の評価方法について 

・成績評価に係る評価読み替え一覧表(案)を一部修正し，平成 29年度前期開講科目から適用するこ

ととなった。 

協議題４ 障害のある学生に対する支援体制について 

・知プラ e科目の障害がある学生に対する支援については柔軟に対応する方針が確認された。 

協議題５ オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シートの運用方法について 

・一部文言の修正を加え了承された。具体的な運用の検討は今後行うこととなった。 

協議題６ 「H29知プラ開講科目「海洋基礎生態学」の試験実施方法」について 

・本協議題は取り下げとなった。 

協議題７ その他 

・徳島大学から依頼のあった成績評価提出依頼時に試験問題を併せて送付することについて，平成

29年度からの具体的な対応を今後検討することとなった。 

 

運営委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年２月３日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 補助金期間終了後の運用体制の修正案について 

・修正意見が出されたため修正案を再提案し、改めて審議を行うこととなった。 

 

運営委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年２月３日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 補助金期間終了後の運用体制の修正案に係る再提案について 

・意見が寄せられたため、修正を行い承認とした。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年２月 17日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 29年度 知プラ eに係る開講科目及び担当教員一覧等の変更について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年３月２日（木） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 知プラ e科目を香川大学の単位互換科目として提供することに伴う運用について 

・案のとおり了承された。 

 

運営・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年３月２日（木） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 事業報告書平成 28年度版(正式版)(案)について 

・修正意見を反映させたものを最終版とし，了承された。 
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運営委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年３月６日（月） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 外部評価委員の候補者及び再任の推薦について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年３月 17日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 オンライン授業設計ガイドブックの公開について 

・案のとおり了承された。 

 

第４回企画委員会 

（１）日 時  平成 29年３月 28日（火）13時 30分から 

（２）場 所  遠隔会議 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について  

①２月 17日 平成２９年度 知プラ eに係る開講科目及び担当教員一覧等の変更について 

②３月 ２日 知プラ e科目を香川大学の単位互換科目として提供することに伴う運用について 

③３月 ２日 事業報告書平成 28年度版(正式版)(案)について 

④３月 17日 オンライン授業設計ガイドブックの公開について 

（５）各 WGの進捗状況報告について 

（６）協議題 

・協議題１ 知プラ e 科目を単位互換（香川大学科目として）での提供について  

・協議題２ 事業期間終了後の e-Learning設備について       

・協議題３ 平成 30 年度後期開講予定科目のコンテンツ視聴確認について     

・協議題４ 平成 30 年度以降の授業改善アンケートの実施について  

・協議題５ 知プラ e 科目の成績評価に係る評価早見表（案）について 

・協議題６ 徳島大学への試験問題送付方法について 

・協議題７ 科目担当教員からの要望（宣誓書）への対応について 

・協議題８ 香川大学クォーター制導入に伴う授業配信時期について 

・協議題９ その他 

（７）報告議題 

・報告議題１ 四国５大学連携による知のプラットフォーム形成事業（知プラ e事業）の概要に 

ついて 

・報告議題２ 事業報告書平成 28年度版について 

・報告議題３ 平成 28年度自己点検報告書について 

・報告議題４ 平成 29年度スキルアップ研修会のテーマ募集について 

・報告議題５ 外部評価委員の候補者及び再任の推薦について 

・報告議題６ 知プラ e平成２９年度履修登録・成績評価期間調査について 

・報告議題７ その他 

  



567 

（８）決定事項 

協議題１ 知プラ e科目を単位互換（香川大学科目として）での提供について  

・案のとおり了承された。 

協議題２ 事業期間終了後の e-Learning設備について       

・学認への対応も含めて今後の企画委員会で検討を進めることとなった。 

協議題３ 平成 30年度後期開講予定科目のコンテンツ視聴確認について     

・平成 30年 3月に実施することを努力目標とする（コンテンツ制作が完了していない科目は個別 

対応とする）こととなった。 

協議題４ 平成 30年度以降の授業改善アンケートの実施について  

・平成 30 年度以降も実施し，アンケート結果は分室単位で取りまとめる。利活用方法等について

は，今後検討することとなった。 

協議題５ 知プラ e科目の成績評価に係る評価早見表（案）について 

・案のとおり了承された。 

協議題６ 徳島大学への試験問題送付方法について 

・原則，徳島大学と科目担当教員との個別対応（分室を介さない）とすることとなった。 

協議題７ 科目担当教員からの要望（宣誓書）への対応について 

・不正がないことを誓う宣誓書を学生から提出させたいとの要望に対して，科目担当教員の責任の 

もので行うこととなった。 

協議題８ 香川大学クォーター制導入に伴う授業配信時期について 

・具体的な配信期間（月日）を LMSのコーストップページとホームページの開講科目一覧の両方 

に表示することとなった。 

協議題９ その他 

・特になし。 

 

 

 

平成 29年度 

 

運営委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年５月 11日（木） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 国立大学改革強化推進補助金の「最終評価総括票」の修正について 

・意見が寄せられたため、センター四国（香川大学）一任のもと、内容を調整した上で連携事業推

進会議（窓口：愛媛大学）に提出することとなった。 

 

 

運営・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年６月２日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 28年度自己点検・評価報告書（案）について 

・案のとおり了承された。 

 

第１回企画委員会 

（１）日 時  平成 29年６月 23日（金）13時 30分から 

（２）場 所  遠隔会議 
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（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について  

①６月２日   平成 28年度自己点検・評価報告書（案）について 

（５）協議題 

・協議題１ 四国５大学連携による知のプラットフォーム形成事業(知プラ e事業)の概要について  

・協議題２ 平成 29 年度スキルアップ研修会のテーマ案について       

・協議題３ 平成 29 年度事業シンポジウムについて     

・協議題４ 平成 30 年度以降の知プラ eの体制について  

・協議題５ 平成 30 年度開講科目の決定について 

・協議題６ 「e-Learning 便り from 四国（仮称）」の公開場所について 

・協議題７ 事業報告書（平成 29年度版）の目次(案)について 

・協議題８ 平成 29 年度及び 30年度以降の授業改善アンケートについて 

・協議題９ WG残案件の取り扱いについて 

・協議題１０ その他 

（６）報告事項 

・報告１ 平成 29年度前期コンテンツ視聴確認について 

・報告２ 平成 29年度前期開講科目の履修登録者数について 

・報告３ コンテンツ制作進捗状況について 

・報告４ その他 

（７）決定事項 

協議題１ 四国５大学連携による知のプラットフォーム形成事業（知プラ e事業）の概要について  

・センター四国で再度基本案を検討し，部門長・センター長でメーリングリスト又は遠隔会議によ 

 り議論を進めていくこととなった。 

協議題２ 平成 29年度スキルアップ研修会のテーマ案について       

・案のとおり高知大学・香川大学の２案で進めることとなった。 

協議題３ 平成 29年度事業シンポジウムについて     

・前年度の構成案をたたき台としながら成果報告会として再構成し直し，細かな構成の修正につい 

ては今後検討していくこととなった。 

協議題４ 平成 30年度以降の知プラ eの体制について  

・大学連携 e-Learning教育支援センター四国を香川大学に置くことを前提として，部門長による 

ディスカッションにより今後検討を進めていくこととなった。 

協議題５ 平成 30年度開講科目の決定について 

・審議の結果，科目名称が（仮）となっていた「インタフェースデザイン概論」は科目名確定とし， 

 案のとおり了承された。 

協議題６ 「e-Learning便り from 四国（仮称）」の公開場所について 

・案のとおり了承された。 

協議題７ 事業報告書（平成 29年度版）の目次(案)について 

・審議内容を踏まえて，香川大学が目次案を再検討することとなった。 

協議題８ 平成 29年度及び 30年度以降の授業改善アンケートについて 

・案のとおり了承された。 

協議題９ WG残案件の取り扱いについて 

・システム検討 WGを除くすべての WGを閉じて，残案件については企画委員会マターで対応し 

ていくこととなった。 

協議題１０ その他 

・鳴門教育大学提供科目でフリーソフトをインストールする必要があることについて，大学に設置

してある PCにインストールのではなく，受講生各自の PCにインストールするよう周知すること

となった。 
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企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年７月７日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 30年度開講科目に係る科目名の変更について 

・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年７月 20日（木） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 事業報告書のタイトルと目次（案）について 

・連携大学から修正意見があったため内容を精査して再度審議とする。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年９月８日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 事業報告書のタイトルと目次（案）について（再審議） 

・案のとおり了承された。 

 

第２回企画委員会 

（１）日 時  平成 29年９月 20日（水）13時 30分から 

（２）場 所  遠隔会議 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について  

①７月 ７日   平成 30年度開講科目に係る科目名の変更について 

②７月 20日  事業報告書のタイトルと目次（案）について 

③９月 ８日     事業報告書のタイトルと目次（案）について（再審議） 

（５）協議題 

・協議題１ 補助金期間修了後の運用体制について  

・協議題２ 認証システムの学認への移行について       

・協議題３ 知プラ eの moodleに係るセキュリティ対策について     

・協議題４ 平成 29 年度事業シンポジウム案について  

・協議題５ その他 

（６） 報告事項 

・報告１ 共通マニュアル作成の進捗状況について 

・報告２ ９月 11日 第 88回四国国立大学協議会，平成 29年度第２回四国国立大学連携 

事業推進会議の報告について 

・報告３ 平成 30年度同一科目とみなされる科目の対応について 

・報告４ その他 

（７）決定事項 

協議題１ 補助金期間修了後の運用体制について  
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・センター長と分室長間で審議をし，企画委員会で情報を提供しながら進めていくこととなった。 

協議題２ 認証システムの学認への移行について       

・移行時期については，平成３０年３月末を目指して対応を進めることとなった。 

協議題３ 知プラ eの moodleに係るセキュリティ対策について     

・まずはシステム WG で検討し，その後企画委員会で審議を進めることとなった。 

協議題４ 平成 29年度事業シンポジウム案について  

・案のとおり了承された。 

協議題５ その他 

・特になし 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年 11月 10日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 事業シンポジウム 2017のチラシ案について 

 ・連携大学からの意見を受けて修正したものを最終確定版とした。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 29年 12月 18日（月） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 30年度開講科目に係る科目名の変更について 

 ・案のとおり了承された。 

 

外部評価委員会  

（１）日 時  平成 30年１月 15日（月）16時 30分から 

（２）場 所 香川大学 幸町北キャンパス本部管理棟 3階 第一会議室 

（３）議 題  

・議題１ 平成 29年度事業実施報告 

・議題２ 外部評価委員からの質疑応答及び意見交換 

・議題３ その他 

（４）議事要旨 

 

議題１ 平成 29年度事業実施報告 

・事業実施報告に対して，各委員から特段の意見は出なかった。 

 

議題２ 外部評価委員からの質疑応答及び意見交換 

 

Q1 オンライン授業設計ガイドラインに沿っているかを準拠確認シートで確認したとあるが、結果

はこれから作成するのか。 

A1 今後報告書等でまとめたものを掲載するか、Webに速報を公開したいと思っているが、どのよう

に公開するかはこれから検討することになる。 

 

Q2 オンライン授業設計ガイドライン準拠チェックシートの（項目（７）へ）について，未達成と

なっている科目が多いようだが，その理由は。 

A2 e-Learningコース上に、単位取得の詳細な条件を明記できていないことが考えられる。 

 

Q3 授業改善アンケートの回答率が低いようだが，その理由は。 
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A3 授業改善アンケートの回答は必須ではなく、学生が e-Learning授業をすべて受講した後に実施

しているからだと考えている。なお，対面授業の場合のようにアンケート回答用紙（マークシート）

を配付して授業中に回答してもらうことはできないため，回答率を良くするのは難しい。 

 

Q4 平成 30 年度開講科目数 61 科目について、香川大学のクォーター制導入によって科目が分割さ

れたようだが、分割しない場合の科目数はいくつなのか。 

A4 セメスター相当で数えた場合は 51科目である。 

 

Q5 すべての授業を受ければ単位が認定されるのか。 

A5 すべて合格要件を満たした上ですべての授業を受けていれば合格となるようになっている。 

 

Q6 平成 28年度の 1,205名すべての学生が単位取得できたということか。 

A6 1,205名は履修者数であるので合格者数はその何十パーセントかになる。 

 

Q7 ドロップアウトした学生の割合はどのくらいなのか。 

A7 対面授業とあまり変わらない単位取得率だったと思う。 

 

Q8 一度開講した科目の開講継続年数はどのように考えているのか。例えば放送大学では、学問の

基礎の部分についてはそんなに変わらないので内容が陳腐化していなければ、費用の問題もあるの

で４～５年は継続して開講している。 

A8 現時点では４年間継続するということで考えている。実際は 4年以上開講している科目もある。

コンテンツの一部を改修しながらなるべく長く開講できるようにしている。 

 

Q9 学生からのアンケートでの指摘事項も反映させて修正するという進め方をしているのか。 

A9 e-Learningコンテンツそのものを変えるのは大変だが、小テストや課題の内容を調整している。 

 

Q10 次年度以降の予算の問題については、各先生方からは答えにくいと思うが、大学や執行部でご

検討頂くしかないのではないか。また、各大学で事業に対して温度差があり、継続する上での課題

等は見えてきているのか。 

A10 システム面についてはセンター四国の中の温度差よりは、各大学の中の他部局との連携が必要

になってくる。認証方式の対応についても、センター四国だけでできる話ではなく、各大学の情報

系部局との連携やセキュリティー委員会の制約条件があり、その辺りの調整が必要である。 

 

Q11 事業を継続するという方向性が定まったことは理解できるが、現実的な話として問題となるよ

うことが発生した場合は執行部に提言をする必要があるように思うが、それは可能なのか。 

A11 センター四国の上には、四国地区国立大学連携事業推進会議、四国国立大学協議会があるので、

そこに話を上げることができる。 

 

Q12 学会での反響はどうかとの発言があった。 

A12 日本教育工学会、教育システム情報学会及び国際会議で発表しているが，学会で発表している

ことが世の中に広くという観点からみるとそうなっておらず、狭い領域での周知活動になっている。 

 

Q13 高校生にあまり認知されていないのではないか。 

A13 高校生向けにはアナウンスしていないが、Web サイトがあるので気になれば確認することがで

きると考えている。 

 

Q14 実際に授業を組み立てる中で著作料を支払っているのか実態を教えてほしい。 

A14 徳島大学，鳴門教育大学，愛媛大学では，著作料が必要となった場合は、その資料を使わずに

他の資料を代用するなどして対応している。なお，インタビューを行う場合は，出演者に肖像権の

許可を得て、インタビューに対しての謝金を支払っている。 

 



572 

Q15 来年度開講科目が 61 科目となっている。補助金期間は今年度で終了であるが、来年度開講分

は今年度の予算を使っているのか。 

A15 来年度開講科目は予算がある今年度中に作成する予定である。 

 

Q16 単位取得率が出ているか出ていないかでこのプロジェクトが本当に学修を目指してやってい

るのかという評価になってしまう。学びのための質保証をするために，どのようなデータを出すと

良いかを検討すべきではないか。 

A16 単位取得率のデータはあるので，どのように出すのかを今後検討する。 

 

Q17 スマートフォンでは受講できないのか。 

A17 スマートフォンで受講しようとする学生がいるが、基本的には高速のネット環境がある場所で

パソコンを使って受講するように指導している。 

 

意見１ 外部の人にもっと知ってもらうために、例えば NHK四国４県で放送している番組で知プラ e

事業について報道してもらい一般の人に知ってもらうのが良い。 

 

意見２ 四国観光ツーリズム協会という組織があり、著作権フリーの観光写真の使い勝手がよい。

四国クリエイト協会では防災関係のデータや資料を一括管理していて、一般の人でも使えるように

なっている。 

 

意見３ 授業改善アンケートを大事にする方向で進めてほしい。アンケートの内容に対してどのよ

うにフィードバックするか、指摘があった部分について直せるところはすぐ直すような、アンケー

トに書かれたことを拾い出して次に生かすという PDCAサイクルの確立が重要である。 

 

運営・企画委員会(第１回運営委員会・第３回企画委員会) 

（１）日 時  平成 30年１月 16日（火）９時 30分から 

（２）場 所  香川大学 幸町キャンパス 大学本部３階 第一会議室 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について  

①11月 10日  事業シンポジウム 2017のチラシ案について 

②12月 18日  平成 30年度開講科目に係る科目名の変更について 

（５）協議題 

・協議題１ 四国地区国立大学連携事業の組織及び運営体制等について 

・協議題２ 平成 30 年度業務計画について 

・協議題３ 平成 30 年度スケジュールについて 

・協議題４ 質保証シンボル案とその取り扱いについて 

・協議題５ オンライン授業設計ガイドラインの改訂について 

・協議題６ システムのセキュリティ対策案について 

・協議題７ その他 

（６）報告事項 

・報告１ 12月 14日 平成 29年度第３回四国地区国立大学連携事業推進会議（メール会議） 

結果について 

・報告２ １月 15日 事業シンポジウムの実施について 

・報告３ １月 15日 外部評価委員会の実施について 

・報告４ 事業成果報告書の資料収集について 

・報告５ その他 
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（７）決定事項 

協議題１ 四国地区国立大学連携事業の組織及び運営体制等について 

・改訂案について指摘があった箇所を修正し，大学連携 e-Learning 教育支援センター四国規則の

改正及び大学連携 e-Learning 教育支援センター四国外部評価委員会規程の廃止について了承さ

れた。 

協議題２ 平成 30年度業務計画について 

・案のとおり了承された。 

協議題３ 平成 30年度スケジュールについて 

・アンケートのとりまとめ業務を削除したスケジュール案が了承された。また，アンケートの取り

扱いについては次回の企画委員会で検討することとなった。 

協議題４ 質保証シンボル案とその取り扱いについて 

・香川大学で案を作成し，次回の企画委員会でどのように取り扱うかを再度審議することとなった。 

協議題５ オンライン授業設計ガイドラインの改訂について 

・今後，各大学の学内規等と齟齬がないかを確認して，内容が確定した段階でガイドライン及びチ

ェックシートを修正することとなった。 

協議題６ システムのセキュリティ対策案について 

・林センター長を中心として，各大学のセキュリティ対策について管轄部局へトップダウンで依頼

ができる体制の確立を四国地区国立大学連携事業推進会議へ要望することを進めていくことと

なった。 

 

運営・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成 30年２月２日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 1/16運営・企画委員会の継続審議事項について（質保証シンボルの取り扱いについて）  

・次回の企画委員会で審議することとなった。 

 

運営委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成３０年２月２日（金） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 四国５大学連携事業に係る事業名称等について 

・改正案の提案があったため、改正案を含めて改めて審議を行うこととなった。 

 

運営委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成３０年２月６日（火） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 四国５大学連携事業に係る事業名称等について 

・補助金終了後の事業名（案）は、原案「四国におけるｅ－Knowledgeを基盤と  

した大学間連携による大学教育の共同実施」のとおりとなった。 

 

運営・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成３０年２月１５日（木） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 30年度以降の授業改善アンケートの実施方法について 

 ・案のとおり了承された。 

 



574 

運営・企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成３０年２月２８日（水） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 平成 30年度知プラ e事業に係る運営委員会及び企画委員会の開催日程等について 

 ・案のとおり了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成３０年３月７日（水） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 大学連携 e-Learning教育支援センター四国ホームページの更新について 

 ・一部修正したものが了承された。 

 

企画委員会（メール審議） 

（１）日 時  平成３０年３月１３日（火） 

（２）協議題と決定事項 

協議題 オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シートの改訂について 

 ・案のとおり了承された。 

 

第４回企画委員会 

（１）日 時  平成３０年３月２２日（木）１３時３０分から 

（２）場 所  遠隔会議 

（３）前回議事要旨の確認について 

（４）メール審議結果の確認について  

①2月  2日  1/16 運営・企画委員会の継続審議事項について（質保証シンボルの取り扱いに 

ついて）  

②2月 15日  平成 30年度以降の授業改善アンケートの実施方法について 

③2月 28日  平成 30年度知プラ e事業に係る運営委員会及び企画委員会の開催日程等について 

④3月  7日 大学連携 e-Learning教育支援センター四国ホームページの更新について  

⑤3月 13日 オンライン授業設計ガイドライン準拠確認シートの改訂について  

（５）協議題 

・協議題１ 質保証シンボル案とその取り扱いについて 

・協議題２ 著作権処理ハンドブックについて 

・協議題３ 単位修得者数の取りまとめ結果の取り扱いについて         

・協議題４ 四国国立５大学教育担当理事意見交換会への提出資料について 

・協議題５ 徳島大学ローカルアカウントの配付について 

・協議題６ その他 

（６）報告事項 

・報告１ 香川大学と鳴門教育大学との単位互換について 

・報告２ 事業成果報告書作成に係る資料収集について 

・報告３ 知プラ e平成 30年度履修登録・成績評価期間調査について 

・報告４ 第４回四国地区国立大学連携事業推進会議（２月 23日付けメール審議)及び 第 90回四

国国立大学協議会，平成 29 年度第 5回四国地区国立大学連携事業推進会議(３月６日での審議・
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報告内容等について 

・報告５ 平成 29年度 実績報告書等の作成について 

・報告６ その他 

(７)決定事項 

協議題１ 質保証シンボル案とその取り扱いについて 

・様々な意見があったため次年度以降に検討することとなった。 

協議題２ 著作権処理ハンドブックについて 

・作成した案について意見集約をし改訂版を作成し，センター四国のホームページに掲載すること

となった。 

協議題３ 単位修得者数の取りまとめ結果の取り扱いについて 

・平成 30 年度以降も年度末に取りまとめを行う。また，結果を共有する際のデータのフォーマッ

ト及び共有方法については次回の企画委員会で検討することとなった。 

協議題４ 四国国立５大学教育担当理事意見交換会への提出資料について 

・一部の資料に追記をし，その他の資料は案のとおり提出することとなった。 

協議題５ 徳島大学ローカルアカウントの配付について 

・一部の大学では取り扱いが異なるが，平成 30年度においては案のとおり対応することとなった。 
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B-1 大学間申合せ 

 

四国における e-Knowledge を基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施事業に関

する申合せ  

（平成 26年９月４日四国国立大学協議会決定） 

 

 四国地区５国立大学（徳島大学，鳴門教育大学，香川大学，愛媛大学，高知大学）は，四国における

e-Knowledge を基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施を円滑に行うため，下記のとお

り申し合わせる。 

 

記 

 

1. 平成 27 年度以降の本事業で提供する e-Learning 科目については，5 大学において同一の科目

名で共同開講し，各大学の様式でシラバスを作成するものとする。 

 

2. 本事業で提供する e-Learning 科目を５大学いずれかの常勤教員が担当する場合，他の４大学で

は非常勤講師発令のための資格審査手続きを省略するものとする。 

 

附 則 

この申合せは，平成 26年９月日４から施行する。 

 

 

 

B-2 大学連携 e-Learning 教育支援センター四国規則 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国規則 

        平成25年７月５日 

 （趣旨）  

第1条 この規則は，国立大学改革強化推進補助金事業「四国５大学連携による知のプラットフォーム形成

事業」の共同実施に関する協定書第 ３ 条第 ２ 項の規定に基づき，大学連携 e-Learning 教育支援セン

ター四国(以下「センター」という。)の組織及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。  

 （目的）  

第2条 センターは，徳島大学，鳴門教育大学，香川大学，愛媛大学及び高知大学(以下「四国地区国立大学」

という。)との緊密な連携のもとで，大学教育・大学院教育の共同実施を行うことにより，教育の質の向

上を図ることを目的とする。  

 （業務）  

第3条 センターは，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる業務を行う。  

 (1) 大学教育・大学院教育の共同実施に向けた組織体制の整備に関すること。  

 (2) 四国地区国立大学で相互補完した教養・専門教育コンテンツ群の開発に関すること。  

 (3) 共同実施による教育プログラムの開発に関すること。  

 (4) オープンコンテンツ開発に関すること。  

 (5) 遠隔会議・遠隔講義システム等のシステム基盤強化に関すること。  

 (6) 共同実施の運用モデルの確立に関すること。  

 (7) その他前条の目的を達成するために必要なこと。  

 （組織）  

第4条 センターは，四国地区国立大学のうち，香川大学に置く。  

2  センターの業務を円滑に実施するため，香川大学を除く四国地区国立大学に，それぞれ大学連携 

e-Learning 教育支援センター四国分室（以下「センター分室」という。）を置く。  
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3  センターに，次の各号に掲げる職員を置く。  

(1) センター長  

(2) センター教員 

(3) その他必要な職員(以下「センター職員」という。)  

４  センター分室に，次の各号に掲げる職員を置く。  

(1) 分室長 

(2) 分室教員 

(3) その他必要な職員(以下「分室職員」という。)  

 （センター長等）  

第５条 センター長は，香川大学に所属する教員のうち，同大学の学長(以下「学長」という。)が指名する

者をもって充てる。  

２  センター長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，センター長が欠けた場合の後任者の任期は，

前任者の残任期間とする。  

３  センター教員は，学長が，選考又は指名し，任命する。  

４  分室長及び分室教員は，当該大学の学長が，選考又は指名し，任命する。  

 （職務）  

第６条 センター長は，センターの業務を掌理する。  

２  センター教員は，センターの業務を処理する。  

３  センター職員は，センターの業務に従事する。  

４  分室長は，センター分室の業務を掌理する。  

５  分室教員は，センター分室の業務を処理する。  

６  分室職員は，センター分室の業務に従事する。  

 （運営委員会）  

第７条 センターに，センター及びセンター分室の管理運営に関する重要事項を審議するため，大学連携 

e-Learning 教育支援センター四国運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。  

２  運営委員会に関し必要な事項は，別に定める。  

 （企画委員会）  

第８条 センターに，センター及びセンター分室の円滑な運営のため，大学連携 e-Learning教育支援セン

ター四国企画委員会（以下「企画委員会」という。）を置く。  

２  企画委員会に関し必要な事項は，別に定める。  

 （外部評価委員会）  

第９条 センターに，センター及びセンター分室の業務に対して評価を行い，もって業務の改善に資するた

め，大学連携 e-Learning 教育支援センター四国外部評価委員会（以下「外部評価委員会」という。）を

置く。  

２  外部評価委員会に関し必要な事項は，別に定める。  

 （事務）  

第10条 センター及びセンター分室に関する事務は，四国地区国立大学のセンター業務を所掌する課等にお

いて処理する。  

 （雑則）  

第11条 この規則に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。  

２  前項にかかわらず，この規則に定めるもののほか，センター分室に関し必要な事項は，各大学が別に

定める。  

 

    附 則  

１  この規則は，平成25年７月５日から施行する。     

２  この規則の施行後，最初に任命されるセンター長の任期は，第５条第２項の規定にかかわらず，平成

27年３月31日までとする。 
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B-3 大学連携 e-Learning 教育支援センター四国運営委員会規程 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国運営委員会規程 

平成25年７月５日 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，大学連携 e-Learning 教育支援センター四国規則（以下「センター規則」という。）

第７条第２項の規定に基づき，大学連携 e-Learning 教育支援センター四国運営委員会（以下「運営委

員会」という。）の組織及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。  

 （審議事項）  

第２条 運営委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。  

(1) 大学連携 e-Learning 教育支援センター四国及び大学連携 e-Learning 教育支援センター四国分

室（以下「センター等」という。）の業務に係る重要事項に関すること。 

(2) センター等の予算及び決算に関すること。 

(3) センター等の教員等の人事に関すること。 

(4) その他センター等の管理及び運営に関すること。  

 （組織）  

第３条 運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

(1) 香川大学の教育担当理事 

(2) センター長 

(3) センター教員 

(4) 分室長 

(5) センター業務を所掌する四国地区国立大学の課長（相当職を含む。）以上の事務職員  各 １

人 

(6) その他センター長が必要と認めた者  

２  前項第6号の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員が生じた場合の後任者の

任期は，前任者の残任期間とする。  

 （委員長）  

第４条 運営委員会に委員長を置き，前条第１項第１号の委員をもって充てる。  

２  委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。  

３  委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。  

 （議事）  

第５条 運営委員会は，委員の過半数の出席がなければ議事を開くことができない。ただし，委員に支障

があるときは，あらかじめ当該委員の指名する者が，委員長の承諾を得て代理出席することができる。

  

２  議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の決するところによる。

  

 （開催）  

第６条 運営委員会は，委員長が必要と認めたときに開催するものとする。 

 （委員以外の者の出席） 

第７条 委員長が必要と認めるときは，委員以外の者を出席させ，説明又は意見を聴くことができる。 

 （事務）  

第８条 運営委員会に関する事務は，香川大学教育・学生支援室修学支援グループにおいて処理する。 

 （雑則）  

第９条 この規程に定めるもののほか，運営委員会の運営に関し必要な事項は，運営委員会が別に定める。 

 

    附 則  

１  この規程は，平成25年７月５日から施行する。  

２  この規程の施行後，最初に任命される第３条第１項第６号の委員の任期は，第３条第２項の規定に

かかわらず，平成 27年３月 31 日までとする。 
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B-4 大学連携 e-Learning 教育支援センター四国企画委員会規程 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国企画委員会規程 

         平成 25年７月５日 

 （趣旨）  

第１条 この規程は，大学連携 e-Learning 教育支援センター四国規則（以下「センター規則」という。）

第８条第 2 項の規定に基づき，大学連携 e-Learning 教育支援センター四国企画委員会（以下「企画委員

会」という。）の組織及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。  

 （審議事項）  

第２条 企画委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。  

(1) 大学連携 e-Learning 教育支援センター四国及び大学連携 e-Learning 教育支援センター四

国分室（以下「センター等」という。）の運営の実務に関すること。 

(2) 研修会，セミナー等の企画・実施に関すること。 

(3) その他センター等の事業運営に関すること。    

 （組織）  

第３条 企画委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

(1) センター長 

(2) センター教員 

(3) 分室長又は分室教員 

(4) その他センター長が必要と認めた者  

２  前項第４号の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員が生じた場合の後任者

の任期は，前任者の残任期間とする。  

 （委員長）  

第４条 企画委員会に委員長を置き，前条第１項第１号の委員をもって充てる。  

２  委員長は，企画委員会を招集し，その議長となる。  

３  委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。  

 （議事）  

第５条 企画委員会は，委員の過半数の出席がなければ議事を開くことができない。ただし，委員に支障

があるときは，あらかじめ当該委員の指名する者が，委員長の承諾を得て代理出席することができる。  

２  議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の決するところによる。

  

 （開催）  

第６条 企画委員会は，委員長が必要と認めたときに開催するものとする。  

 （委員以外の者の出席）  

第７条 委員長が必要と認めるときは，委員以外の者を出席させ，説明又は意見を聴くことができる。 

 

 （事務）  

第条 企画委員会に関する事務は，香川大学教育・学生支援室修学支援グループにおいて処理する。 

 （雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか，企画委員会の運営に関し必要な事項は，企画委員会が別に定める。 

 

    附 則  

1  この規程は，平成 25年７月５日から施行する。  

2  この規程の施行後，最初に任命される第 3 条第１項第４号の委員の任期は，第３条第２項の規定にか

かわらず，平成 27 年３月 31 日までとする。 
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B-5 大学連携 e-Learning 教育支援センター四国外部評価委員会規程 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国外部評価委員会規程 

          平成25年７月５日 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，大学連携 e-Learning 教育支援センター四国規則第９条第２項の規定に基づき，大

学連携 e-Learning 教育支援センター四国外部評価委員会（以下「外部評価委員会」という。）に関し，

必要な事項を定めるものとする。  

 （任務）  

第２条 外部評価委員会は，大学連携 e-Learning 教育支援センター四国及び大学連携 e-Learning教育支

援センター四国分室が行う業務について，単年度毎の実績に関する評価を行う。  

 （組織）  

第３条 外部評価委員会の委員は，徳島大学，鳴門教育大学，香川大学，愛媛大学及び高知大学の役員並

びに職員以外の学識経験者から，センター長が委嘱し，組織する。  

 （委員長）  

第４条 外部評価委員会に委員長を置く。  

２  委員長は，委員の互選によるものとする。  

 （任期）  

第５条 委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は，

前任者の残任期間とする。  

 （招集及び議長）  

第６条 委員長は，外部評価委員会を招集し，その議長となる。  

 （会議の成立等）  

第７条 外部評価委員会は，委員の過半数の出席がなければ議事を開くことができない。  

 （委員以外の出席）  

第８条 委員長は，必要と認めるときは，委員以外の者を出席させ，意見を聴くことができる。  

 （事務）  

第９条 外部評価委員会に関する事務は，香川大学教育・学生支援室修学支援グループにおいて処理する。 

 （雑則）  

第10条 この規程に定めるもののほか，外部評価委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 

    附 則  

１  この規程は，平成25年７月５日から施行する。  

２  この規程の施行後，最初に任命される委員の任期は，第５条の規定にかかわらず，平成 27年３月 31

日までとする。 
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B-6 各大学分室規則等 

B-6-1 徳島大学分室 

 

徳島大学総合教育センター規則 

平成２６年３月１８日 

規則第８１号制定 

目次 

第１章 総則（第１条・第２条） 

第２章 業務及び組織（第３条・第４条） 

第３章 職員（第５条～第 15 条） 

第４章 会議（第 16条～第 24 条） 

第５章 雑則（第 25条・第 26 条） 

附則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は，徳島大学学則（昭和 33年規則第９号）第４条第２項の規定に基づき，徳島大学総合教

育センター（以下「センター」という。）について必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 センターは，全学的視点から入学者選抜，教育改革，ＩＣＴ活用教育，学生生活及びキャリア支援

に関する主要施策を調査研究し，総合的に推進することにより，徳島大学の教育及び学生支援の充実・改

善を図ることを目的とする。 

第２章 業務及び組織 

（業務） 

第３条 センターは，次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 入学者選抜の企画立案等に関すること。 

(2) 教育改革の推進に関すること。 

(3) ＩＣＴを活用した教育の開発及び支援に関すること。 

(4) 学生の修学支援及び課外活動に関すること。 

(5) 学生のキャリア支援に関すること。 

(6) その他センターの目的を達成するために必要な業務 

２ センターは，前項に掲げる業務のほか，四国５大学連携による知のプラットフォーム形成事業（国立大

学改革強化推進費補助金）における，次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 四国地区国立大学連合アドミッションセンターの設置とＡＯ入試の共同実施に関すること。 

(2) 四国におけるｅ－Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅを基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施に関する

こと。 
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（部門及び室の設置） 

第４条 前条の業務を遂行するため，センターに次の部門及び室を置く。 

アドミッション部門 

教育改革推進部門 

ＩＣＴ活用教育部門 

学生支援部門 

学生生活支援室 

学生参画推進室 

キャリア支援部門 

２ 前条第２項第１号の業務を処理するため，アドミッション部門は，四国地区国立大学連合アドミッショ

ンセンター規程（平成２５年５月１３日愛媛大学規則第７７号）第７条に規定する四国地区国立大学連合

アドミッションセンター徳島大学サテライトオフィス（以下「徳島大学サテライトオフィス」という。）を

兼ねるものとする。 

３ 前条第２項第２号の業務を処理するため，ＩＣＴ活用教育部門は，大学連携ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ教育

支援センター四国規則（平成２５年７月５日四国地区国立大学連携事業推進会議制定）第４条に規定する

大学連携ｅ－Ｌｅａｒｎｉｎｇ教育支援センター四国徳島大学分室（以下「徳島大学分室」という。）を兼

ねるものとする。 

第３章 職員 

（職員） 

第５条 センターに，次の職員を置く。 

(1) センター長 

(2) 部門長 

(3) 専任教員（特任教員を含む。） 

(4) 兼務教員 

(5) 就職コーディネーター 

(6) キャリアカウンセラー 

(7) その他必要な職員 

２ 前項の職員のほか，センター長が必要と認める場合は，副センター長を置くことができる。 

３ 徳島大学サテライトオフィスにアドミッションオフィサーを置く。 

４ 徳島大学分室に，分室長及び分室教員を置く。 

（センター長） 

第６条 センター長は，学長が指名する副学長をもって充てる。 

２ センター長は，センターの業務を掌理する。 

３ センター長の任期は２年とする。ただし，センター長が任期の途中で欠員となった場合の後任者の任期

は，前任者の残任期間とする。 
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４ センター長は，再任されることができる。 

（副センター長） 

第７条 副センター長は，センター長の意見を聴いて，学長が命ずる。 

２ 副センター長は，センター長の職務を補佐する。 

３ 副センター長の任期は２年とする。ただし，副センター長が任期の途中で欠員となった場合の後任者の

任期は，前任者の残任期間とする。 

４ 副センター長は，再任されることができる。 

（部門長） 

第８条 部門長はセンター長の意見を聴いて，学長が命ずる。ただし，学生支援部門長は，徳島大学学生委

員会委員長をもって充てる。 

２ 部門長は，所属部門の業務を掌理するとともに，センター長の職務を補佐する。 

３ 部門長（学生支援部門長を除く。以下この号において同じ。）の任期は２年とする。ただし，部門長が任

期の途中で欠員となった場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

４ 部門長は，再任されることができる。 

（専任教員） 

第９条 専任教員は，センターの運営を補助し，所属する部門の業務を処理する。 

２ 専任教員の選考は，第１６条に規定する運営委員会の議を経て，学長が行う。 

（兼務教員） 

第 10 条 兼務教員は，専任教員と協力し，所属する部門の業務を処理する。 

２ 兼務教員は，次の各号に掲げる者をもって充て，学長が命ずる。 

(1) アドミッション部門 

イ 各学部から選出された教員 各１人 

ロ 教養教育院から選出された教員 １人 

(2) ＩＣＴ活用教育部門 

イ 各学部から選出された教員 各１人 

ロ 教養教育院から選出された教員 １人 

ハ 情報センターから選出された教員 １人 

(3) 学生支援部門 

イ 徳島大学学生委員会規則（平成 11 年規則第 1385号）第３条第２号，第３号及び第５号の委員 

ロ 保健管理・総合相談センターから選出された教員 １人 

ハ 国際センターから選出された教員 １人 

(4) キャリア支援部門 

各学部から選出された教授 各１人 

３ 前項の規定にかかわらず，センターの業務に関し専門知識を有する者で，センター長が必要と認めると
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きは，センター長の意見を聴いて，学長が命ずる。 

４ 兼務教員（第２項第３号イの兼務教員は除く。以下この項及び次項において同じ。）の任期は２年とする。

ただし，兼務教員が任期の途中で欠員となった場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

５ 前項の兼務教員は，再任されることができる。 

（就職コーディネーター） 

第 11 条 就職コーディネーターは，センター長の意見を聴いて，学長が命ずる。 

２ 就職コーディネーターは，学生の就職先企業等の開拓，就職セミナー及び就職ガイダンス等の企画立案

並びに業界の動向調査等の業務を行う。 

（キャリアカウンセラー） 

第 12 条 キャリアカウンセラーは，センターの職員のうちから学長が命ずる。 

２ キャリアカウンセラーは，学生の就職相談及び進路相談業務に従事するとともに，学生と企業のマッチ

ング支援及び面接前後の指導等の業務を行う。 

（アドミッションオフィサー） 

第 13 条 アドミッションオフィサーは，センターの職員のうちから学長が命ずる。 

（分室長及び分室教員） 

第 14 条 分室長は，ＩＣＴ活用教育部門長をもって充てる。 

２ 分室教員は，ＩＣＴ活用教育部門の専任教員をもって充てる。 

３ 分室長の任期は２年とする。ただし，分室長が任期の途中で欠員となった場合の後任者の任期は，前任

者の残任期間とする。 

４ 分室長は，再任されることができる。 

（学外者への委嘱） 

第 15 条 センター長が必要と認めるときは，学長の承認を得て，学外者を就職コーディネーター又はキャリ

アカウンセラーに委嘱することができる。 

第４章 会議 

（運営委員会） 

第 16 条 センターに，センターの管理運営及び業務に関する事項を審議するため，徳島大学総合教育センタ

ー運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。 

第 17 条 運営委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) センターの管理運営の基本方針に関する事項 

(2) センターの業務計画に関する事項 

(3) 教員の人事に関する事項 

(4) その他センターの管理運営及び業務に関し必要な事項 

第 18 条 運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

(1) センター長 

(2) 副センター長 
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(3) 部門長 

(4) 国立大学法人徳島大学教育研究評議会規則（平成 16 年度規則第５号）第３条第１項第 10号の評議員 

(5) 学務部長 

(6) その他運営委員会が必要と認める者 

２ 前項第６号の委員は，学長が命ずる。 

第 19 条 運営委員会に委員長を置き，前条第１項第１号の委員をもって充てる。 

２ 委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。 

第 20 条 運営委員会は，委員の過半数の出席がなければ，会議を開くことができない。 

２ 議事は，出席した委員の過半数をもって決する。 

第 21 条 運営委員会が必要と認めるときは，会議に委員以外の者の出席を求めて意見を聴くことができる。 

（専門委員会） 

第 22 条 運営委員会に，専門委員会を置くことができる。 

２ 専門委員会について必要な事項は，運営委員会が別に定める。 

（連絡会議） 

第 23 条 センターに，センターの各部門間に関係する事項について連絡調整するため，徳島大学総合教育セ

ンター連絡会議（以下「連絡会議」という。）を置く。 

２ 連絡会議について必要な事項は，センター長が別に定める。 

（部門会議） 

第 24 条 部門の運営に関する事項を審議するため，各部門に部門会議を置く。ただし，学生支援部門の運営

に関する事項は，徳島大学学生委員会において審議するものとし，部門会議を置かない。 

２ 部門会議について必要な事項は，センター長が別に定める。 

第５章 雑則 

（事務） 

第 25 条 センターの事務は，学務部教育支援課が学務部各課と連携・協力して処理する。 

（雑則） 

第 26 条 この規則に定めるもののほか，センターについて必要な事項は，センター長が別に定める。 

附 則 

１ この規則は，平成 26年４月１日から施行する。 

２ 次に掲げる規則は，廃止する。 

(1) 徳島大学学生支援センター規則（平成 15年規則第 1753号） 

(2) 徳島大学キャリア支援センター規則（平成 22年度規則第 38号） 

(3) 徳島大学教育改革推進センター規則（平成 24年度規則第 62号。以下「教育改革推進センター規則」

という。） 
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(4) 徳島大学アドミッションセンター規則（平成 24 年度規則第 63 号。以下「アドミッションセンター規

則」という。） 

３ この規則施行の際，教育改革推進センター規則第８条の２の規定により任命されている分室長は，この

規則第 13条第１項の規定により任命されたものとみなし，その任期は，同条第４項の規定にかかわらず，

平成 27年３月 31日までとする。 

４ この規則施行の際，アドミッションセンター規則第６条の２の規定により任命されているアドミッショ

ンオフィサーは，この規則第 12 条第１項の規定により任命されたものとみなす。 

附 則（平成 27年３月 17日規則第 40 号改正） 

この規則は，平成 27年４月１日から施行する。 

附 則（平成 28年３月 15日規則第 52 号改正） 

この規則は，平成 28年４月１日から施行する。 

   附 則（平成 29年３月 27日規則第 59号改正） 

 この規則は，平成 29年４月１日から施行する。 

 

 

 

徳島大学総合教育センターＩＣＴ活用教育部門会議規則 

 

平成２６年４月１日 

総合教育センター長制定 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は，徳島大学総合教育センター規則（平成25年度規則第81号）第24条第２項の規定に基づ

き，徳島大学総合教育センターＩＣＴ活用教育部門会議（以下「部門会議」という。）について必要な事

項を定めるものとする。 

（所掌事項） 

第２条 部門会議は，次の各号に掲げる事項を審議する。 

(1) 授業のデジタルコンテンツ化の支援に関すること。 

(2) ＩＣＴ活用教育の質向上に関すること。 

(3) 四国におけるe-Knowledgeを基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施に関すること。 

(4) その他ＩＣＴ活用教育の開発及び支援に関し必要な事項 

（組織） 

第３条 部門は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 
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(1) 部門長 

(2) 専任教員（特任教員を含む。） 

(3) 兼務教員 

(4) 学務部教育支援課長 

 (5) その他部門会議が必要と認める者 

（議長） 

第４条 部門長は，部門会議を招集し，その議長となる。 

２ 議長に事故があるときは，議長があらかじめ指名する者が，その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 部門会議は，組織構成員の３分の２以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

（組織構成員以外の者の出席） 

第６条 部門会議が必要と認めるときは，会議に組織構成員以外の者の出席を求めて意見を聴くことができ

る。 

（庶務） 

第７条 部門会議の庶務は，学務部教育支援課において処理する。 

（雑則） 

第８条 この規則に定めるもののほか，部門会議について必要な事項は，センター長が別に定める。 

 

附 則 

この規則は，平成26年４月１日から施行する。 

  附 則（平成28年３月３日改正） 

この規則は，平成28年４月１日から施行する。 

 附 則（平成29年３月23日改正） 

この規則は，平成29年４月１日から施行する。 
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B-6-2 鳴門教育大学分室 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国鳴門教育大学分室規程 

                                                          平成 25 年 ５ 月 ８ 日 

                                                          規程第   16   号 

                                          改正 平成 26年３月 24日規程第 25 号 

                                                平成 29年３月 ８日規程第 47 号 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，鳴門教育大学教育研究組織規則（平成 20年規則第２号）第 14 条の規定に基づき，大

学連携 e-Learning 教育支援センター四国鳴門教育大学分室（以下「分室」という。）の組織及び運営等につ

いて必要な事項を定める。 

 （目的） 

第２条 分室は，四国における e-knowledge を基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施の効果的か

つ円滑な推進に資することを目的とする。 

 （業務） 

第３条 分室は，次に掲げる業務を行う。 

 (1) 大学連携 e-Learning 教育支援センター四国との連絡調整に関すること。 

 (2) 大学連携 e-Learning 教育支援の関係機関との連絡調整に関すること。 

 (3) 大学連携 e-Learning 教育支援の運営に関すること。 

 (4) 大学連携 e-Learning 教育支援に係る企画・立案に関すること。 

 (5) その他大学連携 e-Learning 教育支援に関し学長が必要と認めたこと。 

 （組織等） 

第４条 分室は，次の者をもって組織する。 

  (1) 分室長 

  (2) 分室教員 

 (3) その他必要な職員（以下「分室職員」という。） 

２ 分室長は，各教育部に属する教授のうちから学長が指名する者をもって充てる。 

３ 分室教員は，本学教員のうちから学長が指名する者をもって充てる。 

  （任期） 

第５条 分室長及び分室教員の任期は，それぞれ２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の

後任の任期は，前任者の残任期間とする。 

 （職務） 

第６条 分室長は，分室の業務を統括する。 

２ 分室教員及び分室職員は，分室に関する業務を処理する。 
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  （分室会議） 

第７条 分室に，第３条に掲げる事項を協議するため，分室会議（以下「会議」という。）を置く。 

２ 会議は，次の各号に掲げる者をもって構成する。 

  (1) 分室長 

  (2) 分室教員 

 (3) その他学長が必要と認めた者 

３ 会議に議長を置き，分室長をもって充てる。 

４  議長は，会議を招集する。 

５  議長に事故あるときは，議長があらかじめ指名した者がその職務を代理する。 

 （議事） 

第８条 会議は，構成員の３分の２以上の出席がなければ議事を開くことができない。 

２ 会議の議事は，出席者の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。 

３ 議長は，会議の結果を，必要に応じて学長又は大学連携 e-Learning 教育支援センター四国に報告するも

のとする。 

 （構成員以外の者の出席） 

第９条 議長は，必要があると認めたときは，構成員以外の者を会議に出席させ意見を述べさせることがで

きる。 

  （専門部会の設置） 

第 10 条 会議は，必要に応じ，専門的事項を調査検討させるため，専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会の設置，組織その他必要な事項は，別に定める。 

  （事務） 

第 11 条 分室の事務は，教務企画部教務企画課において処理する。 

  （雑則） 

第 12 条 この規程に定めるもののほか，分室の運営等に関し必要な事項は，別に定める。 

    附 則 

１ この規程は，平成 25年５月 13日から施行する。 

２ 施行日において，第４条第１項第１号及び第２号の規定により最初に選出された者の任期は，第５条の

規定にかかわらず，平成 27 年３月 31日までとする。 

    附 則 

 この規程は，平成 26年４月１日から施行する。 

 

      附 則 

 この規程は，平成 29年４月１日から施行する。 
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B-6-3 愛媛大学分室 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国愛媛大学分室規程 

平成 25年９月 11日 

規則第 117 号 

（趣旨） 

第１条 この規則は，国立大学法人愛媛大学基本規則第 21 条の４第２項の規定に基づき，大学連携

e-Learning 教育支援センター四国愛媛大学分室（以下「センター分室」という。）の組織及び運営に関し，

必要な事項を定めるものとする。 

（目的） 

第２条 センター分室は，徳島大学，鳴門教育大学，香川大学，愛媛大学及び高知大学（以下「四国地区

国立大学」という。）との緊密な連携のもとで，教育プログラムの共同実施を行うことにより，教育の質

の向上を図ることを目的とする。 

（業務） 

第３条 センター分室は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる業務を行う。 

四国地区国立大学における教育プログラムの共同実施の支援に関すること。 

(1) 四国地区国立大学で相互補完した教養・専門教育コンテンツ群の開発に関すること。 

(2) 前 2号の業務を円滑に行うための全学的な連絡調整に関すること。 

(3) その他前条の目的を達成するために必要なこと。 

（組織） 

第４条 センター分室に，次の各号に掲げる職員を置く。 

(1) 分室長 

(2) 専任教員 

(3) 兼任教員 

(4) その他必要な職員（以下「分室職員」という。） 

（分室長） 

第５条 分室長は本学の専任教員のうちから，学長が指名し，任命する。 

２  分室長の任期は 2年とし，再任を妨げない。ただし，分室長に欠員が生じた場合の後任者の任期は，

前任者の残任期間とする。 

（兼任教員） 

第６条 兼任教員は，総合情報メディアセンターの専任教員のうちから，学長が指名し，任命する。 

２  兼任教員の任期は 2年とし，再任を妨げない。ただし，兼任教員に欠員が生じた場合の後任者の任
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期は，前任者の残任期間とする。 

（職務） 

第７条 分室長は，センター分室の業務を掌理する。 

２  専任教員は，分室長の職務を助け，センター分室の業務を遂行する。 

３  兼任教員は，センター分室の専任教員とともにセンター分室の業務を遂行する。 

４  分室職員は，センター分室の業務に従事する。 

（事務） 

第８条 センター分室に関する事務は，総合情報メディアセンター事務課及び教育センター事務課におい

て処理する。 

（雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか，センター分室に関し必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

１  この規程は，平成 25 年９月 11日から施行する。 

２  この規程の施行後最初に任命される分室長及兼任教員の任期は，第５条第２項及び第６条第２項の

規定にかかわらず，平成 27 年３月 31日までとする。 
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B-6-4 高知大学分室 

 

高知大学総合教育センター大学教育創造部門大学連携 

e-Learning 教育支援センター四国高知大学分室規則 

 

平成 25 年９月 19 日 

規 則 第 40 号 

（趣旨） 

第１条 高知大学総合教育センター大学教育創造部門に大学連携 e-Learning 教育支援センター四国高知大

学分室（以下「センター分室」という。）を置き，高知大学総合教育センター規則第 11 条の規定に基づき，

必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 センター分室は，国立大学改革強化推進補助金事業「四国５大学連携による知のプラットフォーム形

成事業」の共同実施に関する協定に基づき，徳島大学，鳴門教育大学，香川大学，愛媛大学及び高知大学（以

下「四国地区国立大学」という。）の緊密な連携の下で，「四国における e-Knowledge を基盤とした大学間

連携による大学教育の共同実施」を推進し，教育の質の向上を図ることを目的とする。 

（業務） 

第３条 センター分室は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる業務を行う。 

(1) 大学教育・大学院教育の共同実施に関すること。 

(2) 四国地区国立大学で相互補完した教養・専門教育コンテンツ群の開発に関すること。 

(3) 大学教育・大学院教育の共同実施を円滑にするための学内調整に関すること。 

(4) その他前条の目的を達成するために必要なこと。 

（組織） 

第４条 センター分室に，次の各号に掲げる室員を置く。 

(1) 分室長 

(2) 分室教員 

(3) 分室職員 

２ 分室長は，分室の業務を掌理する。 

３ 分室教員及び分室職員は，分室の業務を処理し，従事する。 

４ 第１項に掲げる室員は，学長が指名し，任命する。 

（任期） 

第５条 前条第１項第１号に掲げる分室長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし， 
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分室長が欠けた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（委員会） 

第６条 センター分室の円滑な運営を図るため，その運営に関する委員会を置くことがで きる。 

（事務） 

第７条 センター分室に関する事務は，学務部学務課において処理する。 

（雑則） 

第８条 この規則に定めるもののほか，センター分室の運営に関し必要な事項は，分室長 が別に定める。 

附 則 

１ この規則は，平成 25 年 10 月１日から施行する。 

２  この規則の施行後，最初に任命される第４条第１項第１号の分室長の任期は，第５条 の規定にかかわ

らず，平成 27 年３月 31 日までとする。 
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平成 25年度 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国運営委員会委員名簿 

大学名 役職等 氏 名 所 属 等 

香川大学 委員長 藤井 宏史 理事・副学長(教育担当） 

センター長 林  敏浩 総合情報センター教授 

センター教員 村井  礼 大学連携 e-Learning教育支援センター四国教授 

センター教員 岩城 暁大 大学連携 e-Learning教育支援センター四国助教 

事務職員 此枝  昇 修学支援グループリーダー 

徳島大学 分室長 金西 計英 教育改革推進センター教授（併） 

事務職員 三好 信幸 学務部教育企画室室長 

鳴門教育大学 分室長 宮下 晃一 大学院学校教育研究科教授 

事務職員 東  博信 社会連携課長 

愛媛大学 分室長 田中 寿郎 
教育・学生支援機構副機構長 

通教育センター長（理工学研究科教授） 

事務職員 菊川 昭治 教育学生支援部次長(教育センター事務課長) 

高知大学 分室長 立川  明 総合教育センター准教授 

事務職員 高橋  聡 学務課長 
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大学連携 e-Learning 教育支援センター四国企画委員会委員名簿 

大学名 役職等 氏 名 所 属 等 

香川大学 センター長 林  敏浩 総合情報センター教授 

センター教員 村井  礼 大学連携 e-Learning教育支援センター四国教授 

センター教員 岩城 暁大 大学連携 e-Learning教育支援センター四国助教 

徳島大学 分室長 金西 計英 教育改革推進センター教授（併） 

分室教員 高橋 暁子 教育改革推進センター特任准教授 

鳴門教育大学 分室長 宮下 晃一 大学院学校教育研究科教授 

分室教員 竹口 幸志 
大学連携 e-Learning 教育支援センター四国鳴門教

育大学分室講師 

愛媛大学 

分室長 田中 寿郎 

教育・学生支援機構副機構長  

共通教育センター長 

（理工学研究科教授） 

分室教員 

（併任） 
仲道 雅輝 

総合情報メディアセンター講師兼 

教育・学生支援機構教育企画室 

高知大学 分室長 立川  明 総合教育センター准教授 

分室教員 竹岡 篤永 総合教育センター特任助教 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国外部評価委員会委員名簿 

氏 名 所 属 等 

山崎 敏範 放送大学香川学習センター所長（香川大学名誉教授） 

鈴木 克明 熊本大学大学院社会文化科学研究科教授システム学専攻 

前田 英雄 鳴門教育大学名誉教授 

野田 松太郎 株式会社愛媛キャンパス情報サービス代表取締役社長 

（愛媛大学名誉教授，理学博士） 

野嶋 佐由美 高知県立大学副学長（看護学部/看護学研究科・教授） 
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平成 26年度 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国運営委員会委員名簿 

大学名 役職等 氏 名 所 属 等 

香川大学 委員長 藤井 宏史 理事・副学長(教育担当） 

センター長 林  敏浩 総合情報センター教授 

センター教員 村井  礼 大学連携 e-Learning教育支援センター四国教授 

センター教員 岩城 暁大 大学連携 e-Learning教育支援センター四国助教 

事務職員 髙﨑 一成 修学支援グループリーダー 

徳島大学 分室長 金西 計英 大学開放実践センター教授 

事務職員 川野 晋資 学務部教育支援課長 

鳴門教育大学 分室長 宮下 晃一 大学院学校教育研究科教授 

事務職員 戸田 陽介 教務企画課長 

愛媛大学 分室長 田中 寿郎 
教育・学生支援機構副機構長  

共通教育センター長 

事務職員 矢野 博子 教育センター事務課長 

高知大学 分室長 立川  明 総合教育センター准教授 

事務職員 井上 博文 学務課長 
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大学連携 e-Learning 教育支援センター四国企画委員会委員名簿 

大学名 役職等 氏 名 所 属 等 

香川大学 センター長 林  敏浩 総合情報センター教授 

センター教員 村井  礼 大学連携 e-Learning教育支援センター四国教授 

センター教員 岩城 暁大 大学連携 e-Learning教育支援センター四国助教 

徳島大学 分室長 金西 計英 大学開放実践センター教授 

分室教員 高橋 暁子 総合教育センター特任准教授 

鳴門教育大学 分室長 宮下 晃一 大学院学校教育研究科教授 

分室教員 竹口 幸志 
大学連携 e-Learning教育支援センター四国鳴門教育大

学分室講師 

愛媛大学 分室長 田中 寿郎 
教育・学生支援機構副機構長 

共通教育センター長 

分室教員 根本 淳子 
大学連携 e-Learning教育支援センター四国愛媛大学分

室准教授 

分室教員 

（併任） 
仲道 雅輝 

総合情報メディアセンター教育デザイン室長兼教育企

画室講師 

高知大学 分室長 立川  明 総合教育センター准教授 

分室教員 竹岡 篤永 総合教育センター特任助教 

分室教員 

（兼務） 
三好 康夫 教育研究部自然科学系理学部門講師 

 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国外部評価委員会委員名簿 

氏 名 所 属 等 

大平 文和 放送大学香川学習センター所長 

（香川大学名誉教授） 

鈴木 克明 熊本大学大学院社会文化科学研究科教授 

 

前田 英雄 鳴門教育大学名誉教授 

 

野田 松太郎 株式会社愛媛キャンパス情報サービス代表取締役社長 

（愛媛大学名誉教授，理学博士） 

野嶋 佐由美 高知県立大学副学長 

（看護学部/看護学研究科・教授） 
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平成 27年度 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国運営委員会委員 

大学名 役職等 氏名 所属等 

香川大学 委員長 藤井 宏史 理事・副学長（教育担当） 

センター長 林  敏浩 総合情報センター教授 

センター教員 村井  礼 大学連携 e-Learning教育支援センター四国教授 

センター教員 藤本 憲市 大学連携 e-Learning教育支援センター四国助教 

事務職員 髙﨑 一成 修学支援グループリーダー 

徳島大学 分室長 金西 計英 大学開放実践センター教授 

事務職員 三好 信幸 学務部教育支援課課長 

鳴門教育大学 分室長 宮下 晃一 大学院学校教育研究科教授 

事務職員 戸田 陽介 教務企画課長 

愛媛大学 
分室長 田中 寿郎 

学長特別補佐 

教育・学生支援機構副機構長 

共通教育センター長（理工学研究科教授） 

事務職員 信高 雄一 教育センター事務課長 

高知大学 分室長 立川  明 大学教育創造センター准教授 

事務職員 井上 博文 学務課長 
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大学連携 e-Learning 教育支援センター四国企画委員会委員 

大学名 役職等 氏 名 所 属 等 

香川大学 センター長 林  敏浩 総合情報センター教授 

センター教員 村井  礼 大学連携 e-Learning教育支援センター四国教授 

センター教員 藤本 憲市 大学連携 e-Learning教育支援センター四国助教 

第 3条第 1項

第 4号委員 
後藤田 中 総合情報センター助教，工学部助教 

徳島大学 分室長 金西 計英 大学開放実践センター教授 

分室教員 高橋 暁子 総合教育センター特任准教授 

鳴門教育大学 分室長 宮下 晃一 大学院学校教育研究科教授 

分室教員 竹口 幸志 
大学連携 e-Learning教育支援センター四国鳴門教

育大学分室講師 

愛媛大学 
分室長 田中 寿郎 

学長特別補佐 

教育・学生支援機構副機構長 

共通教育センター長（理工学研究科教授） 

分室教員 根本 淳子 
大学連携 e-Learning教育支援センター四国愛媛大

学分室 准教授 

分室教員 

（併任） 
仲道 雅輝 

総合情報メディアセンター教育デザイン室長兼教

育企画室講師 

高知大学 分室長 立川  明 大学教育創造センター准教授 

分室教員 竹岡 篤永 大学教育創造センター特任助教 

分室教員 三好 康夫 教育研究部自然科学系理学部門講師（理学部） 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国外部評価委員名簿 

氏 名 所 属 等 

大平 文和 放送大学香川学習センター所長（香川大学名誉教授） 

鈴木 克明 熊本大学大学院社会文化科学研究科教授 

前田 英雄 鳴門教育大学名誉教授 

野田 松太郎 
株式会社愛媛キャンパス情報サービス代表取締役社長 

（愛媛大学名誉教授，理学博士） 

野嶋 佐由美 高知県立大学副学長（看護学部/看護学研究科・教授） 
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平成 28年度 

 

平成 28年度 大学連携 e-Learning 教育支援センター四国運営委員会委員 

大学名 役職等 氏名 所属等 

香川大学 委員長 藤井 宏史 理事・副学長（教育担当） 

センター長 林  敏浩 総合情報センター教授 

センター教員 村井  礼 大学連携 e-Learning教育支援センター四国教授 

センター教員 藤本 憲市 大学連携 e-Learning教育支援センター四国助教 

事務職員 髙﨑 一成 修学支援グループリーダー 

徳島大学 分室長 金西 計英 総合教育センター教授 

事務職員 三好 信幸 学務部教育支援課課長 

鳴門教育大学 分室長 宮下 晃一 大学院学校教育研究科教授 

事務職員 中野 宏栄 教務企画課長 

愛媛大学 

分室長 田中 寿郎 

学長特別補佐 

教育・学生支援機構副機構長  

共通教育センター長 

（理工学研究科教授） 

事務職員 信高 雄一 教育センター事務課長 

高知大学 分室長 立川  明 大学教育創造センター准教授 

事務職員 竹島 隆文 学務課長 
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平成 28年度 大学連携 e-Learning 教育支援センター四国企画委員会委員 

大学名 役職等 氏 名 所 属 等 

香川大学 
センター長 林  敏浩 総合情報センター教授 

センター教員 村井  礼 大学連携 e-Learning教育支援センター四国教授 

センター教員 藤本 憲市 大学連携 e-Learning教育支援センター四国助教 

第 3条第 1項 

第 4号委員 
後藤田 中 総合情報センター助教，工学部助教 

徳島大学 
分室長 金西 計英 総合教育センター教授 

分室教員 高橋 暁子 総合教育センター特任准教授 

鳴門教育大学 
分室長 宮下 晃一 大学院学校教育研究科教授 

分室教員 竹口 幸志 
大学連携 e-Learning教育支援センター四国鳴門

教育大学分室講師 

愛媛大学 分室長 田中 寿郎 
学長特別補佐 

教育・学生支援機構副機構長 

共通教育センター長（理工学研究科教授） 

分室教員 根本 淳子 
大学連携 e-Learning教育支援センター四国愛媛

大学分室 准教授 

分室教員 

（併任） 
仲道 雅輝 

総合情報メディアセンター教育デザイン室長兼教

育企画室講師 

高知大学 
分室長 立川  明 大学教育創造センター准教授 

分室教員 竹岡 篤永 大学教育創造センター特任助教 

分室教員 三好 康夫 教育研究部自然科学系理学部門講師（理学部） 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国外部評価委員名簿 

氏 名 所 属 等 

大平 文和 放送大学香川学習センター所長（香川大学名誉教授） 

鈴木 克明 熊本大学大学院社会文化科学研究科教授 

前田 英雄 鳴門教育大学名誉教授 

野田 松太郎 

（６月６日まで） 

株式会社愛媛キャンパス情報サービス代表取締役社長 

（愛媛大学名誉教授，理学博士） 

竹内 守善 
（野田松太郎委員の後任として， 

 10月 1日に就任） 
地域振興アドバイザー 

野嶋 佐由美 高知県立大学副学長（看護学部/看護学研究科・教授） 
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平成 29年度 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国運営委員会委員名簿 

大学名 役職等 氏 名 所 属 等 

香川大学 委員長 山下 明昭 理事・副学長(教育担当） 

センター長 林  敏浩 総合情報センター教授 

センター教員 寺尾  徹 人文社会科学系教授 

センター教員 藤本 憲市 大学連携 e-Learning教育支援センター四国助教 

事務職員 野口 豊裕 教育・学生支援部次長 

（併）修学支援グループリーダー 

徳島大学 分室長 金西 計英 総合教育センター教授 

事務職員 福川 利夫 学務部教育支援課長 

鳴門教育大学 分室長 宮下 晃一 大学院学校教育研究科教授 

事務職員 中野 宏栄 教務企画部 次長 

（兼）教務企画課長 

愛媛大学 分室長 田中 寿郎 学長特別補佐 

教育・学生支援機構副機構長 

共通教育センター長 

(理工学研究科教授) 

事務職員 信高 雄一 教育学生支援部教育センター事務課長 

高知大学 分室長 立川 明 大学教育創造センター准教授 

事務職員 末本 美千代 学務課長 
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大学連携 e-Learning 教育支援センター四国企画委員会委員名簿 

大学名 役職等 氏 名 所 属 等 

香川大学 センター長 林  敏浩 総合情報センター教授 

センター教員 寺尾 徹 人文社会科学系教授 

センター教員 藤本 憲市 
大学連携 e-Learning 教育支援センター四国助

教 

第３条 

第１項 

第４号委員 

後藤田 中 
総合情報センター助教 

工学部助教 

徳島大学 分室長 金西 計英 総合教育センター教授 

分室教員 高橋 暁子 総合教育センター特任准教授 

鳴門教育大学 分室長 宮下 晃一 大学院学校教育研究科教授 

分室教員 竹口 幸志 
大学連携 e-Learning教育支援センター四国 

鳴門教育大学分室講師 

愛媛大学 
分室長 田中 寿郎 

学長特別補佐 

教育・学生支援機構副機構長 

共通教育センター長 (理工学研究科教授) 

分室教員 根本 淳子 
大学連携 e-Learning教育支援センター四国 

愛媛大学分室准教授 

分室教員 

（併任） 
仲道 雅輝 

総合情報メディアセンター教育デザイン室長兼

教育企画室 講師 

高知大学 分室長 立川 明 大学教育創造センター准教授 

分室教員 三好 康夫 教育研究部自然科学系理工学部門准教授 

 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国外部評価委員名簿 

氏 名 所 属 等 

大平 文和 放送大学香川学習センター所長（香川大学名誉教授） 

鈴木 克明 熊本大学大学院社会文化科学研究科教授 

前田 英雄 鳴門教育大学名誉教授 

竹内 守善 地域振興アドバイザー 

五百蔵 高浩 高知県立大学文化学部教授・学長特別補佐 
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大学連携 e-Learning教育支援センター四国 

〒760-8521 香川県高松市幸町 1番 1号 

電話 087-832-1365 

Fax 087-832-1155  

Mail chipla_el_info@cc.kagawa-u.ac.jp 

URL http://chipla-e.itc.kagawa-u.ac.jp/index.html 

 

徳島大学分室 

〒770-8502 徳島県徳島市南常三島町 1丁目 1番地 

電話 088-656-7095 

FAX 088-656-7292 

Mail kygakujk@tokushima-u.ac.jp 

鳴門教育大学分室 

〒772-8502 徳島県鳴門市鳴門町高島字中島 748番地 

電話 088-687-6463 

Fax 088-687-6463 

Mail e-learning@naruto-u.ac.jp 

愛媛大学分室 

〒790-8577 愛媛県松山市文京町 3番総合情報メディアセンター内 

電話：089-927-8978 

Fax：089-927-8805 

Mail：chipula-e@stu.ehime-u.ac.jp 

高知大学分室 

〒780-8520 高知県高知市曙町二丁目 5番 1号  

電話：088-844-8652 

FAX：088-844-8367 

Mail：k-chipla@kochi-u.ac.jp 

 

http://chipla-e.itc.kagawa-u.ac.jp/index.html



